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序文

本書は県教育委員会が国土交通省大分河川国道事務所の依頼を受けて、平成15.16年度

に実施した国道10号古国府拡幅事業に伴う中世大友城下町跡の発掘調査報告書です。

遺跡の所在する大分川河口付近の左岸は、九州の有力な戦国大名で自らキリシタンとな

り南蛮貿易を行った大友宗麟の守護所が置かれていたところです。

近年、都市整備に伴う発掘調査により、守護所である「大友館」やその菩提寺である

｢万寿寺」をはじめ中世の府内町跡の様子が次第に明らかになってきました。

本書に収録した第34.43次調査区は、戦国時代の府内の町の景観を描いたとされる「府

内古図」によれば万寿寺の西側にあたります。

発掘調査では、万寿寺境内の一部と西側の堀の跡、「府内」の中心部を南北に貫く街路

の跡などが検出されました。遺構の中からは、当時南蛮貿易でもたらされた陶磁器類など

たくさんの遺物が出土し大きな成果をあげることができました。

本書が、埋蔵文化財への理解と認識を深めるための一助となるとともに学術研究資料と

して広く御活用いただければ幸いです。

最後に、発掘調査から報告書作成に至るまで多くの方々の御理解と御協力をいただきま

したことに対し、衷心から感謝申し上げます。

平成20年３月２５日

大分県教育庁埋蔵文化財センター

所長福田快次



例 言

1．本書は、大分市元町に所在する中世大友府内町跡第３４．４３次調査の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は一般国道１０号古国府拡幅事業の実施に伴い、国土交通省九州地方整備局大分河川国道事務所の

委託を受けて、大分県教育委員会が実施した。

3．中世大友府内町跡第34次調査は平成15年５月から平成１５年３月にかけて実施した。また、中世大友府内町

跡第43次調査は平成16年６月から平成17年２月にかけて実施した。

4．現地での写真撮影･遺構の実測は調査担当者が行ったほか、貿易陶磁器は雅企画と岡三リビック株式会社に

委託した。

5．遺物実測・トレースなど報告書作成に伴う諸作業については調査員のほか、大分県教育庁埋蔵文化財セン

ターの整理作業員の多大な協力を得た。

6．出土遺物ならびに図面・写真等は、大分県教育庁埋蔵文化財センター（大分市大字中判田ビワノ門1977）

において保管している。

7．本書で使用する方位はいずれも座標北である。座標値については、旧日本測地系と世界測地系の数値を併

記している。

8．本書で使用する遺構略号は、以下の通りとする。

ＳＤ：溝、ＳＫ：土坑、ＳＥ：井戸、ＳＦ：道路および道路状遺構、ＳＰ：柱穴および小穴、ＳＸ：その他の遺構

（不明遺構・集石遺構・整地層など）

9．本書で使用した出土遺物の分類については、以下の文献による。

青花小野正敏「１５～16世紀の染付碗・皿の分類と年代」（『貿易陶磁研究』Ｎ０２１９８２年）

青磁上田秀夫「14～16世紀の青磁碗の分類について」（『貿易陶磁研究」NOL21982年）

白磁森田勉「１４～16世紀の白磁の分類について」（『貿易陶磁研究』NOL21982年）

備前系陶器

乗岡実「中世備前焼喪（壷）の編年案」・「備前焼播鉢の編年案」（『第３回中近世備前焼研究会資料付

第１回・第２回研究資料』所収2000年）

中国南部産焼締陶器鉢

吉田寛｢中世大友府内町跡出土の産地不明焼締陶器について」（『貿易陶磁研究』NOL282003年）

京都系土師器および土師質土器

塩地潤一「九州出土の京都系土師器皿」（『中近世土器の基礎研究』ＸⅣ1999年）

坂本嘉弘「中世大友府内町跡出土の土師質土器編年」（『豊後府内２』大分県教育庁埋蔵文化財センター調査

報告書第２集2005年）

吉備系土師器碗

山本悦代「吉備系土師器椀の成立と展開」（『鹿田遺跡一第５次調査一』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第６

冊岡山大学埋蔵文化財調査研究センター1993年）

瓦森田克「屋瓦」（『摂津高槻城』高槻市文化財調査報告書第14冊高槻市教育委員会）

挽臼三輪茂雄「臼」ものと人間の文化史２５法政大学出版局1978年

１０．本書の執筆は第１．３．５章を坂本嘉弘、第２章を友岡信彦が行った。また第４章の自然科学的分析には

松井章（奈良文化財研究所）・平尾良光（別府大学）・金原正明（奈良教育大学）の各先生から原稿をいただ

いた。

11．本書の編集は、坂本嘉弘・友岡信彦で協議して行った。
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中世大友城下町跡

大友氏館跡

府内町跡

第１章はじめに

第１章はじめに

第１節調査の経緯

１．調査に至る経過

別府湾沿岸は、瀬戸内海を通じて古代から、九州の玄関口としての役割を果たしてきた。中でも

大分川左岸地域は、中世・近世・近代を通じ、豊後国・大分県の行政・経済の中心地として発展し

てきた。特に明治以降、瀬戸内海路に加え、鉄道の敷設や道路網の整備など、陸上交通の発達が顕

著になると、県庁所在地である大分市は、東九州の交通の要衝となった。そうした中、明治44年に

大分駅が近世城下町の外堀の南に建設されると、周辺は大分県の物流の中心地となり、以後太平洋

戦争による空襲の打撃を受けながらも、今日まで発展を遂げた。

ところが、昭和40年代以降の自動車交通量の増加は、大分駅周辺の交通状況に変化を起こし、鉄

道と道路の平面交差部分では交通障害を引き起こす結果となった。そこで、これらを解消するため

昭和45年、「大分市国鉄路線高架化促進期成同盟会」が設立され、２５年後の平成７年に大分駅周辺総

合整備事業の「大分駅付近連続立体交差事業」として採択された。このため、国道10号線も鉄道の

跨線橋である万寿橋を解消する必要が生じた。国土交通省ではこれに併せ、道路幅を拡幅し、顕徳

町交差点付近の交通混雑の緩和、沿道環境の改良、交通事故の防止など、道路交通の安全と円滑化

を計るため、「国道10号古国府拡幅事業」を計画した。

一方、大分川左岸沿いには、自らキリスト教に改宗し、南蛮貿易を行った戦国大名である大友宗

麟の城下町「府内」があることが、古絵図から知られていた。この古絵図には、大友館・万寿寺な

ど当時の主要な建物の位置や、街路・町屋の配置などが明瞭に描かれ、都市の構造を伝えるもので

あった。その位置は昭和31年に刊行された大分市史の段階で、大友館や万寿寺をほぼ特定できたが、

使用できる地形図の問題もあり、精度に欠けた。その後、昭和63年に刊行された大分市史・中巻で

は新たに府内古図が確認されたこともあり、明治時代の地籍図と照合し、さらに現在の地図に置き

換えた。その結果、現在の地図上に高い精度で、大分川に沿った東西約0.7kｍ、南北2.2kmの規模の

戦国時代の｢府内｣を再現することができ、「中世大友城下町跡」として周知遺跡となった。

「一般国道10号古国府拡幅事業」は、この戦国時代の｢府内｣を南北に貫く土木工事となり、しかも

この町の中枢部である大友館の東側を通過するものであった。そこで、大分県教育委員会は、事業

主体者である国土交通省と協議を行い、工事に先立ち発掘調査を実施することとなった。

２．調査の経過

大分県教育委員会は「一般国道10号古国府拡幅事業」に伴う、中世大友城下町跡の発掘調査を、

平成12年６月から開始した。しかし、この遺跡に対する発掘調査は、平成８年から大分市教育委員

会が大分駅南地区の区画整理事業に伴う、移転先の宅地造成地や民間開発などに対応し実施してい

た。また、前年度から「大分駅付近連続立体交差事業」に伴う調査も開始されており、同じ遺跡を

２つの組織が発掘調査する状況であった。そこで大分市教育委員会と協議を行い、遺跡全体を「中

世大友城下町跡」とするが、大友氏館部分は「大友氏館跡｣、町屋跡部分は「府内町跡」として県

教育委員会と市教育委員会が重複することなく発掘調査着手順に調査次数を重ねることとした。

こうして、「一般国道10号古国府拡幅事業」の最初の調査として「府内町跡９次調査」が、開始さ

れた。そして、平成13年度から「府内町跡１１次調査」・「府内町跡'２次調査」・「府内町跡13次調査」・

｢府内町跡18次調査」が加わり、平成14年度には「府内町跡20次調査｣・「府内町跡21次調査」・「府内

町跡22次調査」を実施しており、平成１６年度からは文化課から独立した調査組織となった大分県教育庁

埋蔵文化財センターが調査を担当し、平成19年度現在もこの事業に伴う発掘調査を継続している。
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第１節調査の経緯

第1-1図中世大友城下町跡発掘調査状況（番号は調査次数）
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第1-1表中世大友府内町跡発掘調査一覧（１）
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第１章はじめに

調査次数 調査機関 調査年度 事業名 調査場所 報告書刊行 調査内容

府内町跡１次

府内町跡２

府内町跡３

府内町跡４

府内町跡５

府内町跡６

欠

欠

欠
欠
冊
欠

次
》
次
一
次
一
次

７
－
８
－
１
⑩

跡
一
跡
一
跡
一
跡

町
一
町
一
町
一
町

内
一
内
一
内
一
内

府
一
府
一
府
一
府

Ｈf内町跡11次

Ｉ
Ⅱ
f内町跡'２次

f内町跡13次

1１ f内町跡14次

1１ f内町跡15次

１
１
f内町跡16次

f内町跡17次

府内町跡18次西

府内町跡18次東

大分市教委

大分市教委

大分市 段委

大分市 段委

大分県育委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

平成ピ 9年度

平成ｆ 9年度

平成

平成

'年度

)年度

平成11～13年度

平成11年度

平成1２

平成

平成1２

１３年度

2年度

13年度

平成1２ 14年度

平成13年度

平成13年度

平成13年度

平成13年度

平成13年度

平成13年度

平成14年度

平成13年度

平成14年度

区画整理移転耶業

区、 i整理移転事業
「
叩
叫
監
七
ご

区
一
マ

i整理移転事

'ション建設

業

ＪＲ１豊・豊肥線 高架

ＪＡ葬祭場

ＪＲ日豊･豊肥線高架

ＪＲ日豊

国道lOf

豊肥線高架

卜拡幅

ＪＲ日型 盟肥線高架

国
国
iilO号拡幅

iilO号拡幅

国道１０号拡幅

マンション建設

スーパー建設

ＪＲ日豊･豊肥線高架

ポンプ場建設

国道１０号拡幅

国道１１ 号拡幅

横小路町

横小路町

横小路町

上市町

御蔵場

寺小路町･万寿寺

滴忠寺町

柳町･館の南側

御所小路町

上町･祐向寺

称名寺

大友館･桜町･名ヶ小路町

御丙町一一－一一一－
唐人町

御北町

上市町

横町･清忠者

大友館

桜町

街監

平成16年３月

平成16年３月

平成15年３月

平成14年３月

平成17年３月

平成18年３月

平成17年３月

平成17年３月

平成19年３月

平成18年３月

月
月
３
３

年
一
年

１
５

１
－
１

成
一
成

平
一
平

平成18年３月

平成19年３月

平成１８年３月

平成18年３月

幅約１０ｍの道路

１０基の備前焼の喪蔵

名ヶ小路の街路の一部

御蔵場の土塁

万寿寺の南限の堀？

第１南北街路･屋敬墓

１５世紀の溝･土塁

御所小路の街路

キリシタン墓

称名寺の西側の堀

大友館の東北隅･礎石建物

ヴェロニカメダイ出土

井戸

短冊形地割の町屋

横町の街路･鍛冶屋跡

大友館と第２南北街路

大友館の東側の町屋

府内町跡19次

府内町跡20次
次
》
次
》
次

１
－
２
－
３

２
》
２
》
２

跡
一
跡
一
跡

町
一
町
一
町

内
一
内
一
内

府
一
府
一
府

研内町跡24次

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分市教委

平成13年度

平成14年度

平成14年度

平成１４年度

平成14年度

平成14年度

国砺補助範囲確認

国道10号拡幡

国道10号拡幡

国道10号拡幅

国llIi補助範囲確認

国庫補助範囲確認

柳町？

万寿寺

堀之口町

桜町･御所小路町

万寿寺

万寿寺･寺小路町

月
月
一
月

３
》
３
》
３

年
一
年
一
年

９
－
１
８

１
－
１
－
１

成
一
成
一
成

平
一
平
一
平

陶製井筒（〕井戸

礎盤建物・

府内型メガ

北境の堀

ブイ出土

第２南北｛ﾗ路

万寿寺の塔の確認

荷内町跡25次

Ⅱf内町跡25-2次

１
１
f内町跡25-3次

f内町跡25-4次

府内町跡25-5次

府内町跡25-6次

府内町 跡25-7次

府内町 弥25-8次

府内町 跡25雲9次

府内H１｢跡26次

府内、｢跡27次
次
》
次
》
次

８
椎
９
－
０

２
》
２
》
３

跡
一
跡
一
跡

町
一
町
一
町

内
一
内
一
内

府
一
府
一
府

府内町跡31次

府内町跡32次

府内町跡33次

府内町跡33-2次

府内町跡34次

府内町跡35次

Ｉf内町跡36次

Ｈ

Ｈ

１
１
１
Ｈ

f内町跡37次

f内町跡38次

趣
螺
遮
嘩

跡
一
跡
一
跡
一
跡

綱
細
雨
雨

ｆ
ｌ
ｆ
ｆ

1１

Ｈ

Ⅱ
＃
四
１
１
１

次
一
次
Ｈ
次
一
次

３
－
４
５
６

４
－
４
碑
４
－
４

跡
一
跡
一
跡
一
跡

町
一
町
一
町
一
町

内
一
内
一
内
》
内

ｆ
ｆ
ｆ
ｉ
f内町跡
跡
一
跡

町
一
町

内
一
内

ｉ
ｆ

4７

4８

4９

欠

欠

欠

Ｈf内町跡5〔 欠

Ⅱf内町跡5１ 欠

府内町跡52次

府内町跡53次

府内町跡54次

府内町跡55次

府内町跡56次

府内町跡57次

府内町跡58次

府内町跡59次

府内町跡60次

府内町跡61次

府内町跡62次

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

k分県教委

k分県教委

k分県教委

k分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分市教委

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成16年度

平成16年度

平成16年度

平成17年度

平成17年度

平成15年度

平成16.17年度

平成１５年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成１６年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成15年度

平成16年度

平成16年度

平成16年度

平成16年度

平成１６年度

平成16年度

平成16年度

平成１６年度

平成16年度

平成16年度

平成16年度

平成17年度

平成17年度

平成17年度

平成１７ 限度

平成１７

平成i７
限度

f度

平成17年度

平成17年度

平成17年度

Iz成17年度

Iz成17年度

Iz成17年度

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

市道拡幅

国道１０号拡幅

国道１０号拡幅

国道１０号拡幡

ＪＲ久大線高架

個人･市道拡幅

国蹴補助範囲確認

個人住宅

国道１０号拡幡

国道１０号拡幣

庄原佐野線

アパート建設

アパート巡設

アパート連投

ＪＲ日豊･豊肥線商架

庄原佐野線

国道１０号拡幅

国道１０号拡幅

アパート建設

アパート建設

駐車場趣投

店舗迎投

工業用水管

工業用水管

個人住宅浄化槽

国道１０号拡幅

国道10号拡幅

桜ヶ丘雨水幹線

浄化槽

庄原佐野線

国服補助範囲確認

市下水道

アパート建設

市下水道

桜ヶ丘雨水幹線

ＪＲ久大線高架

確認調査

ﾉｺギﾘ町

祐向寺

上町

上町

町外

Ｈｌｉ
上町

王町
上町

中町･デウス堂付近

妙厳寺

桜町

万寿寺

後小路町

瑞光寺

中町･デウス堂付近

府内の南限付近

府内の南限付近

柳町

､路町･万寿寺

魚ノ店･ノコギリ町

御蔵場

御所小路町

中町

御内町

魚ノ店･ノコギリ町
寺
』
寺
一
町

寿
帥
寿
一
西

万
叩
万
一
御

中町･コレジオ堂付近

万寿寺

称名寺

妙ヶ小路

柳町･街路

ノコギリ町･街路

第２南北街路･御内町

第２南北街路･大友氏館

万寿寺西側の堀

称名寺の東

御蔵場

御西町

名ヶ小路町

御所小路町

桜町

万寿寺西側の堀

瑞光寺

第１南北街路

引成19年３月

耳,成18年３月

平成19年３月

平成１９年３月

平成l9fl

平成l8fl

２３月

:３月
臼
》
臼
一
日

９
》
９
－
９

１
－
１
－
１

成
一
成
一
成

平
一
平
一
平

月
一
月

３
》
３

ｐ
ｐ
●
》
■
■
ロ

２３月

平成１８年３月

平成19年３月

平成18年３月

平成17年３月

平成18年３月

平成20年３月

平成20年３月

平成20年３月

平成20年３月

平成18年３月

平成20年３月

平成20年３月

１６世紀代の掘立柱建物群

16世紀後半の道路状遺柵

大友館の東側の町屋

万寿寺内の区画満

１４世紀代の町屋

蒋池跡

15.16世紀後半のブ:瀧

万寿寺西側境の堀･礎石建物

･瓦多数

町屋跡

推定御所小路跡･南北大満

御蔵場の周辺の街路と町屋

万毒寺跡

薦寿寺西側境の堀･礎石建物

名ヶ小路

御蔵場の西側の街路と側溝

万寿寺西北隅･大友館東南隅

第２南北街路･大友館の東部

街路跡



第1-2表中世大友府内町跡発掘調査一覧（２）

－４－

３．調査の体制

「一般国道10号古国府拡幅事業」の発掘調査は平成１１年８月から開始されたが、この事業区域の西

側に隣接して「大友館」跡が想定されており、この遺跡に対して平成１１年度から国指定史跡にする

ための確認調査を大分市教育委員会が実施することになった。このように、大規模な土木事業が重

要遺跡に近接して実施されることとなり、土木事業と遺跡保存の調整が行われる場面も想定できる

調査指導者会ことから文化庁と協議を行い、調査指導者会を平成12年度から大分県教育委員会と大分市教育委員

会が各１回、年２回開催し、その指導を受けながら調査を実施することとなり、平成１２年度は、大

分駅付近連続立体交差事業の一部として開催した。平成１３年度以降は本格的に開始された、国土交

通省の国道１０号古国府拡幅事業に伴う発掘調査の事業で開催し、指導を受けた。

本書に報告する平成１５．１６年度に発掘調査した府内町跡第３４．４３次調査は以下の調査体制で実施

した。役職名は調査当時のものである。

平成１５．１６年度

調査指導者河原純之（川村学園女子大学教授）

後藤宗俊（別府大学文学部教授・大分県文化財保謹審議会委員）

小野正敏（国立歴史民俗博物館助教授）

坂井秀弥（文化庁記念物課埋蔵文化財担当主任調査官）

平成１５年度

文化課長

参事兼課長補佐

参事兼課長補佐

受託事業担当主幹

副主幹

主査

主査

主査

主事

嘱託

嘱託

嘱託

嘱託

今永一成

麻生祐治

清水宗昭

坂本嘉弘（府内町跡第35次調査担当）

友岡信彦（府内町跡第34次調査担当本書掲載）

吉田寛（府内町跡第28次調査担当）

矢部勝徳（府内町跡第35次調査担当）

後藤晃一（府内町跡第29次調査担当）

恒賀健太郎（府内町跡第30次調査担当）

加藤美成子

服部真知

井上索裕

畔津宏幸

第１節調査の経緯

調査次数 調査機関 調査年度 事業名 調査場所 報告密刊行 調査内容

1１ f内町跡63次

１
１
Ⅱ

Ｉ
Ⅱ

f内町跡64次
次
》
次
一
次
軒
次

“
》
船
一
切
》
銘

跡
》
跡
一
跡
一
跡

町
一
町
一
町
一
町

内
》
内
一
内
一
内

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
1１ f内町跡69次

府内町跡70次

府内町跡71次

府内町跡72次

府内町跡73次

府内町跡74次

府内町跡75次

府内町跡76次

府内町跡77次

府内町跡78次

府内町跡79次
次
一
次

０
》
１

雛
雛

町
一
町

内
一
内

府
一
府

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委
大
一
大

分『

分り

7教委

4教委

大分１

大分！

委

L教委

大分県教委

大分県教委

大分県教委

大分市教委

平成１８年度

平成17年度

平成17年度

平成17.18年度

平成18年度

平成18年度

平成18年度

平成１８年度

平成18年度

平成18年度

平成１８年度

平成18年度

平成18年度

平成18年度

平成19年度

平成19年度

P成19年度

F成１９年度

F成１９年度

確認調査
》
４ 'パート建設

『:認調査

確認調査

国道10号拡幅

国道10号拡幅

庄原佐野線

市下水道工馴

ＪＲ久大線高架

国道10号拡幅

桜ヶ丘雨水幹線

民間共同住宅建築

庄原佐野線

国道１０号拡幅

庄原佐野線

国道１０号拡幅

国道10号拡幅

国道１０号拡幅

民間共同住宅述築

御西町

御西町

御西町

御西町･大友館

桜町･御所小路町

万寿寺

御蔵場･魚ノ店

来迎寺

瑞光寺

称名寺

万寿寺西側の堀

大雄院の北側

御蔵場･魚ノ店

称名寺

御蔵場･ノコギリ町

浦２南北街路

mi2南北街路

称名寺

巾之町付近

平成１９年３月

Ａ・Ｂ区

廟2南北街路･称名寺

澗状遺櫛･井戸
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平成16年度

llMmili文化財センター所摂

洲査第一:課長

主査

脳託

暇託

|ﾉ}藤1ｍ：

坂ﾉＭｉ仏（府内町跡第43次調査

後藤晃一（府内町跡第４２次調査

加藤美成子

畔津宏幸

本書掲載・第４9次調査担刈）

府|人1町跡第48次調査担当）

第１章はじめに

２．大友館跡３.万寿寺跡４.上野町・顕徳町遺跡５.若宮八幡遺跡

８.東田室遺跡９.亀甲山古墳１０.古宮古墳11.千人塚古墳

14.金剛宝戒寺跡15.石明遺跡16.町口遺跡１７.岩屋寺遺跡

20.上野廃寺21.大友上原館２２.岩屋寺石仏２３.龍玉畑遺跡
26.守岡遺跡２７.羽田遺跡群28.下郡遺跡群

第1-2図中世大友城下町跡の周辺の地形と遺跡

６.東大道遺跡

12.永興遺跡

18.弥栄神社
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切町
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獅
塀
群
寺
墳

友
・
跡
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古

大
城
遣
宝
塚

世
内
》
屋
剛
友

中
府
羽
金
大

１
７
旧
相
泌



第２節遺跡の立地と環境

古宮古墳

壬申の乱

大分君

評

豊後国府

龍王畑遺跡

岩屋寺石仏

元町石仏

勝津留畠

高国府

第２節遺跡の立地と環境

１．地理的環境

大分はその名称が示すように、平野を丘陵や河川が分断した地形をしており、各所に小規模な平

野が展開する。そうした中、中世以降今日に至るまで、大分川の左岸から西側にかけて広がる小地

域は、政治経済の中心地となる。この地域は、東側を大分川が北流し、北側には別府湾が広がり、

南側は高崎山系から東に延びる標高約40～30ｍの上野丘陵が横たわり、西側は高崎山（628ｍ）へと

続く標高80ｍから１００ｍの起伏の激しい丘陵に囲まれている。

こうした、地域の中で、中世大友城下町跡は東部の大分川沿いに形成された都市遺跡である。府

内古図に描かれている範囲は、北は現在に比べ西側に大きく曲がっている河口部から、南は上野丘

陵の先端部と大分川が接する部分にあたる。現在の標高は河口に近い北部で約４ｍ、上流の南部地

域で約６ｍの自然堤防上に立地する。

北と東側は別府湾と大分川に限られるが、遺跡の南西部から西側の限りは、試掘調査の結果や、

元地形が残されている部分からの観察から、低湿地の広がりが確認された。この部分は1950年代ま

でレンコンを栽培していたと伝えられている。この低湿地は上野丘陵の裾を巡り、北の別府湾方向

に伸び、府内古図に描かれる舟入に続いている。

中世大友城下町跡が立地する自然堤防は、発掘調査の結果、検出面は粘質土層であるが下部には

砂層が厚く堆積している。下部の砂層から縄文時代晩期から古墳時代前期の土器が出土しており、

上部からは８～９世紀頃の遺物が出土している。おそらくこの間に２～３ｍ堆積し形成されたもの

と考えられる。

２．歴史的環境

別府湾に近い大分川左岸地域化が、豊後のなかでも政治的に特別な地域として注目されるのは７

世紀後半である。その代表的な遺跡として国指定史跡として整備されている古宮古墳である。西側

の急峻な丘陵地にあるこの古墳は、壬申の乱（672年）で大海人皇子（天武天皇）側について活躍し

た大分君恵尺（えさか）・稚臣（わかみ）の墓と想定されている。また同時期の重要な遺跡として

上野丘陵の南側平野で調査された羽屋井戸遺跡・羽屋園遺跡がある。この遺跡からは、７世紀後半

～８世紀初頭の方形の掘り方をもつ大型掘立柱建物や総柱の倉庫群が確認されており、「評｣段階の

遺構と想定されている。

その後の設置された豊後国府については、羽屋井戸遺跡・羽屋園遺跡の東側に「古国府」の地名

が残るものの、政庁本体が未だ不明である。しかし、上野丘陵の東端部で調査された龍王畑遺跡で

は９世紀から１０世紀前半にかけての庇をもつ掘立柱建物や築地塀跡、道路状遺構が検出され、その

配置から、国司の館跡の可能性が指摘されている。この遺跡の東北部には８世紀～９世紀にかけて

の版築基壇に瓦葺の礎石建物が建てられている。さらに、この丘陵の東端部の南側崖面に岩屋寺石

仏、東側崖面に元町石仏が刻まれており、平安時代後期の藤原様式の作風と言われている。このよ

うに上野丘陵の南側の羽屋地区から古国府地区、そして上野丘陵東部は７世紀後半から10世紀頃に

かけて、豊後の政治の中心地であったと考えられている。

１１世紀から１３世紀代になると、注目される文書が残されている。まず「宇佐神領大鏡」の天喜元

年（1053)、康平２年（1059)、承保４年（1077）に「勝津留畠四至」として登場する。その示す範

囲は、上野丘陵東部から北に広がる沖積地にあたり、１６世紀に大友館が置かれる場所が含まれてい

る。その中で天喜元年の申文に西の限りとして「高国府」の地名が見られ、上野丘陵東端部が想定

されている。１３世紀中頃、大友氏３代目の大友頼泰が豊後に守護職として下向した際、「高（隆）国

府」の割譲を強引に求める。このため「高国府」「勝津留畠」については守護所の設置場所と関わ

－６－



守誰館

万寿寺

節ｌＷｆはじめに

下郡辿跡群

る砿要な問題となっている。さらに、この''１文の''1に「束限北廻り、ニガIlj河」とあり、すでに大

分川禍いで河原市があり、府内占図に猫かれた「府内」の初元的な位慨づけがなされている。こう

した様子を裏付けるような暇後府''１の状況を表す文111:がある。それは忙治３年（1242）の新御成敗

状で、都･Iliの規範を示す条項が111:かれている。この文献資料は、1311t紀代に暇後lKIの''１心地である

府中が、都市として成血していたことを示している。

しかし、こうした状況は考古盗料で証|Ⅲできているわけではない。「勝津留品」の範|〃lの''１で新御

成敗状が描く「府''１」の状況は現時点で拷古学的には不Iﾘlである。ただ、上野|T:陵の南側の.､ド野部

で調査された石Iﾘl遺跡では１３世紀を'''心とした大規模な溝とその内側をさらに小規模な溝で区lI11iす

る遺構が確認されており、「悶府」に隣接した位侭でもあり、初期の守護館の指摘もある。

１４世紀代になると、徳治元年（1306）に万f寺が大分川を東に望む|'|然堤防上に建立されると、

この地域での本格的な町づくりが開始される。これまでの''１世大友城下町跡の発仙l糊杏で確認され

るのはこの時期からで、以降１６世紀中頃から後､卜に蚊盛期を迎え、１７世紀初頭に「府内」が近世の

府内城下町建設に伴い移転するまでの遺物や遺椛が継続して出土する。

この時期の辿跡は、府内周辺でも多く確認されている。大分川の右岸にあるド部辿跡群や雛守・

片島地区でも16世紀の方形館や方形区割りをもつ遺構が確認されている。独立性の強い守岡丘陵に

は山城的な存在である。一方|呈野丘陵には土塁と＃'|を辿らす上原館があり、その南の７１７国府地区に

は町I_｣遺跡、北側にも161M紀の辿跡がある。さらにIlli力の尚崎'11の'1.1頂は大友氏の詰城として知ら

れている。このように、１６世紀代の府内は、府内古図に描かれていない部分も含め、その描造が論

じられている。

高崎城

１．中世大友城下町跡
６.雄城城跡

11.大道東遺跡
16.千歳城跡

２.高崎城跡

７．石明遺跡
12.守岡城跡
17.猪野新土居遺跡

３.金谷迫城跡

８．町口遺跡

13.津守遺跡
18.猪野中原遺跡

４.賀来氏館跡

９.岩屋寺遺跡
14.片島遺跡群
19.横尾遺跡

第1-3図中世大友城下町跡と主要中世遺跡

－７－

５.尼ヶ城跡

10.大友上原館跡

15.下郡遺跡群
20.沖ノ浜（推定）



第３節報告.1W:作成にあたって

万寿寺西側柵

府内．!Iflxl

第３節報告書作成にあたって

１．報告書の刊行順序

中世大友城ﾄ゙ 町跡の発掘調査は、上地収用状況に合わせて、国土交通省から委託を受け実施して

いる。このため、連続して隣接地を発掘調査することは稀である。そこで、報告:！'；を作成するにあ

たっては、辿椛の連続性を考慮し、平成16年度は、調査がほぼ完了した御所小路町～〃寿寺跡間の

御内町にあたる「府内町跡９．１３．２１次調査」の成果を報告した。平成17年度の本報告.11ドはその北

側で平成１３年度から平成16年度にかけて調査した名ヶ小路町～御所小路町間の桜町にあたる「府内

町跡９．１２．１８．２２．２８．４８次調査」の成果を報告し、平成18年度は平成14年度に調査した万寿寺

跡の北iﾉ(i隅にあたる「府内町跡20次調査」を刊行した。そして、平成１９年度は万寿寺の西側沿いの

調査区である平成15年に調査した「府内町跡34次調査」とその南側の平成16年度に調査した「府内

町跡43次調細の報告,lドを刊行する。

２．府内古図と街路の名称

戦''1時代に珊後の''１心であった府内を描いた

｢府|ﾉ1．il咽」は、その研究1によると成立年代

は、寛永13年（1634）を辿らず、Ａ航．Ｂ類．

Ｃ噸に分類され、そのllMiで新しくなるほど文

字怖報が恥えることが|ﾘlらかにされている。

すなわち、Ａ砿には見られない「御職場」の

名称はＣ類のみに見られ、ノJ寿寺IILi側の「柳

川」の名称もＢ・Ｃ類、大友館の東北部の

｢称名寺」の名称は、Ｂ類にのみ背き込まれて

いる。しかし、「府内古似|」に描かれている、

４本の南北の街路と５本の東西の街路名につ

いてはいずれの「府内古図」にも記戦されて

いない。このため、近年の研究では様々な仮

称が冠されてきた。

そこで、報告111:作成にあたり、こうした｢府

内古図」間の不整合と名称の無い街路の呼び

方を統一・解消する必要が生じ、大分川側か

ら「第１南北街路」・「第２南北街路」・「第３

南北街路」・「第４南北街路」とした。「街路」

の名称を選択したのは、ルイス・フロイスの

、本史の訳文が府内の道路を「街路」とされ

ており、都'|i内の道路の意味でこの名称を使

川する。また火I凡iの道路については、御所小

路'１１１．名ヶ小路町等の道路名を含む'11].名があ

るため、それらについては「御所小路｣･｢名ヶ

小路」とした。

Ⅱ府内古図」は、現在３種類１２枚が確認されている

第
２

第1-4図府内古図と街路名称の設定
（府内古図Ａ類をトレース）

1路町

証（１）木村幾多郎「府内Iljl叉lの成'):」『大分I|『歴史資料館年報1992年度版』大分『|j歴史浅科館1993ｲｆ

－８－



２．遺構の概要

本調査区は、後世の開発による削平がかなり進行して

いて、遺構上面の残りはあまりよくない。

検出された主要な迩椛は、溝状遺構１０条、堀１条、土

坑25基、道路状遺術１条、礎7i建物跡３棟、７.｢ﾘ５条、

集うf､i遺構９経、上器集''－１区４カ所、住穴および小穴多数

である。

満状遺購は、万寿寺境内を東Iﾉ［iに走る溝７条が確認さ

れている。この溝状遺撒の一部はIEI道10号を挟んで東側

調査区（第29次調海区）で確認されている満のIﾉi端と考

えられる。

堀は、万が寺の周囲を巡ると思われる堀の西川部分で

ある。この堀は、.､F成15年度に、第20次Ｃ洲査区で万寿

寺北側境が確認されている。さらに平成16年度には､11調

査区の南側隣接地の第43次洲査区、平成17年度には鋪５１

次調査ばでﾉ寿寺＃１１の北西コーナーが検出されたことで、

ﾉ寿寺を巡る恥は、Ｉ府側と北側には存在することがIﾘlら

かになった。

土坑や礎ｲｰi建物などは、その大半が万寿寺堀の埋め灰

し後の整地ifi上で確認されていることから、時期は16111：

紀後半代と推定する。

調査の結果、第34次調査腫では、万寿キの西端の境内

の一部と、〃寿寺四側の堀、第２南北街路の東側の一部、

さらには堀を埋めた後に騰築した礎ｲﾃ建物跡や上坑など

が確認された。

第２章中富世大友府内町跡第34次調査
Ｙ＝57870.000

(Y=57648.8392）

Ｙ＝57880.000

(Ｙ=57658.8392）
第１節調査の経過と概要

１．調査の経過

’'1世大友府内町跡第34次調杏区は大分市元町に所在し、

標尚約6.3ｍの沖職低地上にウ地する。調査地区は水''１

として利月』されていたが、周辺地域は近年宅地として開

発が進んでいる。

、Iii該地域は1987年に大分I旧史編さん委員会により作成

された「戦国時代の府内復元図」によると、「魚元店」

の一画に該当する地点と推定したが、調査の結果、第２

南北街路と万寿寺境内及びﾉ寿寺I1Li側の堀の一部に当た

ることが判明した。

調査期間調査は平成15年７月上旬から平成16年３月までの間、

2003ｲド７ﾉｊ約700㎡の調査を行った。
'二句～2004年

■
■９

６２

Ｘ=24900.000

(Ｘ=25272.8943）

魂

Ｘ＝24940.000

(Ｘ=25312.8943）

5９

Ｘ＝24930.000

(Ｘ=25302.8941）

剛

Ｘ＝24920.000

(Ｘ=25292.8940）
３月

第２･厳’'1世人友府内町跡第34次凋査

6１

Ｘ=24910.000

(X=25282.8945）

満状辿購

6４

鵬

〃寿寺の伽

大友43次 Ｘ＝24890.000

(Ｘ=25262.8942）

第2-1図府内町跡第34次調査区
位置図（1/400）
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第１節調査

d

第2-2図

の経過と概要
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第2-1表遺構一覧表

遺物・特記難項遺物・特記事項

－１３－

第２章Ｉ|,1世大友府内町跡第34次調査

訓鴬報告書での
巡構番号 旧遮構番号 遺椛の性格 遺附の位髄 遺礎の時期

ＳＤＯ２９Ａ

ＳＤＯ２９Ｂ

SDO80

SDO18

SDO26

SDO31

SDO32

SDO33

SDO52

SDO79

ＳＤＯ６６

SKOO4

SKOO5

SKO10

SKO11

SKO13

SKOl4

SKO15

SKOl7

SKO20

SKO27

SKO30

SKO36

SKO45

SKO49

SKO50

SKO51

SKO55

SKO56

SKO57

SKO58

SKO61

SKO72

SKO75

SKO76

SKO81

SFO1２

SBOO1

SBOO2

SBOO3

SXO7７

SXO4７

SXO8４

SXO7４

SXO6３

SXO2１

SXO2２

SXO2３

SXO2４

SXO2８

SXO3５

SXO3８

SXO4６

SXO5４

SXO3９

SXO4０

SXO4１

SXO6０

SO29Ａ

SO29B

SO80

SO18

SO2６

SO31

SO32

SO33

SO52

ＳＯ７９

SO66

ＳＯＯ４

SOO5

ＳＯ１０

ＳＯ１１

ＳＯｌ３

ＳＯｌ４

ＳＯｌ５

ＳＯ１７

SO2０

SO2７

ＳＯ３０

ＳＯ３６

SO45

SO49

SO50

SO51

SO55

ＳＯ５６

ＳＯ５７

SO58

SO61

SO72

SO75

SO76

ＳＯ８１

SO12

礎石１

礎石２

礎石３

SO77

ＳＯ４７

８０８４

SO74

SO63

SO2１

SO2２

SO2３

SO2４

SO2８

SO35

ＳＯ３８

ＳＯ４６

ＳＯ５４

ＳＯ３９

SO40

ＳＯ４１

SO60

洲状遺イ

洲状遺キ

洲状遺イ

洲

洲

洲

澗状遺椛

堀

土坑

土坑

土坑

土坑

上坑

土坑

上坑

土坑

土坑

上坑

土坑

士坑

-上坑

土坑

土坑

土坑

･上坑

上坑

土坑

上坑

土坑

上坑

土坑

土坑

土坑

第２南北街路

礎石

礎石

礎石

石列

石列

イi列

石列

澗列

災石

災石

災石

染石

災石

果石

災石

石

染石

上Ｉ

土器

土器

土器災中区

状遺；

状遺

k造イ

犬遺，

#災中区

幽

劃

Nｉ

隙

161

162

163

162

161

162

161

161

158

163

Ⅱば全域

GII6１

Ｇ6１

159

159

1５８．５９

159

161

161

Ｈ6２

1162

Ｈ6０

161

Ｈ6２

162

162

162

11159

Ｈ6０

Ｈ6１

161

162

1１６１．６２

Ｈ6０

Ｈ１6２．６３

163

ＧＨ５８～６３

Ｈ１5８．５９

Ｈ6０．６１

Ｈ6２

Ｈ6２

1162

1162

Ｈ6１

1161

Ｈ6１

Ｈ6２

1162

1162

1.160

1.162

1．１６１

II59

Ｈ6２

162

Ｈ6１

Ｈ6１．６２

Ｍｌ６

161M紀末雌

16世紀後葉～末葉

１６世紀後難

不明

16世紀後葉

16世紀後災

16世紀後葉

１６世紀後葉

不明

16世紀接

16世紀後

16世紀末葉

1611J紀末葉

16世紀後

16世紀後葉

161M紀後災

16世紀後葉

16世紀後葉

16世紀後葉～末葉

16世紀後葉～末葉

16世紀末葉以降

16世紀後葉～末葉

16111紀末葉

16世紀末葉

16世紀後葉

不明

不明

161M紀後葉以降

16世紀後梁

16世紀後

16世紀後葉必

16世紀末葉
.｡』

111

16世紀後ミ

１６世紀(麺

１６世紀末典

１６世紀末jＦ

１６世紀後＃

１６世紀後‘

１６世紀後メ

１６世紀後聾

１６世紀後卿

16世紀後＃

１６世紀後

１６世紀後翼

16世紀後葉

16世紀後典

16世紀後

16世紀後

16世紀後葉

16世紀後梁

16世紀後葉

16世紀後』

16世紀後梨

16世紀後災

16111紀後1Ｍ

16世紀後」

１６世紀後葉

16世紀後葉

葉

ﾐ葉

孔降

1降

降

ｉ後

降

i後

Mj前系捕鉢

焔焔鍋の把手

焼土屑下

平瓦

粁丸瓦・茶臼

備前系

士師器．焼締め陶器辱

瀬戸美濃系陶器片

京都系土師器

11減･白磁．i'椛･土師髄木簡･将|#の駒･ひとがた･竹藍等

第２南北街路の上而

鋪２南北街路の上而

紫徳鎮窯系青花碗

附前系捕鉢

1ｉｆ磁・jＩ

瓦質徳鉢・京都系･上師器等

瀬戸美機

京都系土Ｉ

瀬戸美濃系天目碗

石臼

派州窯系1Ｗビ・京部系土師器・恭澗等

錐徳鎮窯系背花碗

瓦質火鉢

第１次拡張区の北端

第２次拡張区の北＃

敵地の区画？

倣地の凶IIli？

タイ産四耳壷・伽前系謹
‐１．

１』

披徳鎮窯界

派州窯系1１

欺徳鎮窯系

銭貨

附前系弧

焼締め陶器聯

白磁皿

峨徳鉱

白磁IIu・餓徳鎮窯系音花皿

i1i磁・白磁・青花・褐紬陶

京都系土師器・在地系土

f磁皿・褐紬陶器

捕鉢

段徳鎮窯男

蕪系11ｹ花碗・IⅢ

徳鎮窯系背花Ｂ

系陶器Ⅲ

m器

llf花碗Ⅲl・香炉・銭貨等

f花・備前系播鉢導

,ｌｆ花碗Ⅲ１．焼締め陶器･硯･砥石等

1Ｗ皿・派州窯系背花皿等

)・五藷塔部位の大吐使用

|・Ii輪塔部位の大敗使用

･備前系迦等

ＩＣ
い
り

I？

備前系陶器等

1４

１４

1７

１７

1７

1８

1９

2０

2０

2１

2２

5５

5５

5５

5６

5６

5６

5７

5７

5７

5８

5８

5９

5９

6１

6１

6２

6２

6３

6４

6４

6５

6５

6７

6８

6９

6９

7１

7２

7４

7５

7７

7９

7９

8０

8１

8２

8３

8７

8８

9５

9５

9５

9６

9８

9８

9９

104
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第２節遺構と遺物

１．溝及び関連遺構

府内町跡第34次調査では、規模や形状に差はあるが１０条の溝状遺構を検出した。この内の７条は、

検出位置や形状などからみて万寿寺境内を東西に走る溝状遺構であると思われる。しかし全体の一

部の検出のため、溝ではなく土坑の可能性もある。また、この溝の数条は、当調査区とは国道を挟

んで東側に位置する府内町跡第29次調査で確認されている溝状遺構の一部と思われる。いずれも遺溝状遺構

構からの遺物の出土量は少なく、

詳細な時期は確定しづらい。こ

のため、数条の溝に関しては現

在整理中の大友第29次調査区の

溝の時期とは、今後差違を生じ

る可能性がある。

SDO29B（第２－５．６図）

SDO29Bは1-62区、万寿寺の

境内西端に位置する溝状遺構で

ある。規模は長さ約7.4ｍ、幅

0.6～0.8ｍ、深さ20ｃｍ前後で、

両端は消滅しているため全容は

不明である。主軸方向はＮ‐

１２。‐Eで南北に延びる溝であ

る。溝の内部からは径20cm前後

画
。
つ
。
『
．

－１４－

SDO29A（第２－４．６図）

SDO29Aは1-60区、万寿寺の

境内に位置する溝状遺構で、形

態から土坑の可能性もある。遺

構の規模は長さ4.5ｍ、幅0.85～

0.95ｍ、深さ40cm前後の南北に

長く延びる遺構である。主軸方

向はＮ－ｌｏ－Ｅで、ほぼ真北

を指す。中央付近には径10～２０

cmの操が多量に投げ込まれた状

態であった。

遺物は、喋群中から多くの平

瓦片と備前系陶器破片、判読不

明の銭貨１枚が出土している。

第2-6図１は、備前系陶器の

播鉢で上部を欠いている。内面

に放射状播目と斜め播目が施さ

れている。近世１期に比定され、

16世紀末葉の初産である。

（
。

備前系陶器

播鉢

鐙

第２節遺構と遺物

第2-4図SDO29A実測図（1/30）
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第2-6図SDO29A・O29B出土遺物実測図（1/3）
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第2-8図SDO18実測図（1/30）
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第2-7図SDO80実測図（1/30）
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の傑群が２ヶ所で確捌された。遺物は、喋群lllから平瓦片数点と、陶器・瓦質土器が|||土している。

第2-6図２は、瓦質の培焔鍋の把手である。

ＳＤＯ８０（第2-7図）

SDO80は1-63区に位侭する溝状辿柵で、IﾉLi側部分はSKO76に切られている。残存規模は長さ

1.9ｍ、幅0.65～0.9ｍ、深さ10cm前後。主軸方向はほぼ奥北で、東西に長く延びる遺構である。辿物

の出上はなく明確な時期の限定はできないが、焼土仲1ﾄ゙ からの検出であり、天I[1４（1586）年12月

の島津侵攻以前の時期と考えられる。

ＳＤＯ１８（第2-8図）

SDO18は1-62区に位置する溝状遺椛で、隣接調査区（第29次洲査区）で検出されたli&状追櫛の一

部と考えられる。万寿寺西側の堀までは約2.5ｍである。現存規模は東西1.0ｍ、南北2.0ｍ以上、深

さ約20cmで満の西端である◎北側はSDO32に切られている。辿惟内からは多雌の操とともに、、ド瓦

片10数点が出土している。瓦以外の遺物は出-こしていないため、詳細な時期は不明である。

ＳＤＯ２６（第２－９．１０図）

SDO26は1-61区に位侭する満状遺榊である。東側は淵査区外に延びている。規模は東Iﾉﾘ0.85ｍ、

南北2.37ｍ、深さは約30cm、床面はほぼ平坦である。逆構内からは、床1mから約１０cm浮いた位侭で

操や瓦等が|||土した。辿構の時期は16世紀後半頃であろう。

第2-10図ｌは土師質の火鉢底部で、胴部中央付近に２条、底部付近に１条の突帯を持ち、内外面

とも「寧なナデ仕上げを施している。２は軒丸瓦の瓦愈'1破片で、左巻きの三巴文様である。巴文の

周縁に珠文を配置している。３は茶｢lの上部で、全体の1/8程度が残っているｃ

－一
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、 １０ｃｍ ０ 20cｍ

第2-10図SDO26出土遺物実測図（1/３，１/8）
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ＳＤＯ３１（第2-11.12図）

SDO31は1-62区に位殻する溝状辿柵である。東側は洲査範囲外に延びていて詳細は不明である

が、隣接調査区（第29次調査区）で検出された溝状遺構の一部と考えられる。規模は東西1.2ｍ、南

北3.35ｍ、深さは約40cm、床面はほぼ平坦である。遺構内からは、際とともに陶器片や平瓦・土師

器片などが出土している。

第2-11図１は備前系陶器の播鉢で、上部を欠いている。底径は17.4ｃｍで、色調は赤褐色である。

内面に１０条の放射状播目が施されている。16111紀後半代に比定されよう。

一一一一一一へ〆 へ、
、

、
、
、

－１８－

第2-12図SDO31実測図（1/30）

、 １０clm

第２節辿椎と遺物

第2-11図SDO31出土遺物実測図（1/3）
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SDO32（第2-13.14図）

SDO32は1-61.62区で検出した大型の溝状遺構である。東側は、調査範囲外に延びていて、隣接

調査区（第29次調査区）で検出された溝状遺構の一部と考えられる。規模は東西1.38ｍ，南北4.88ｍ、

深さは約20～30cm、床面はほぼ平坦である。溝内からは多量の磯が検出された。特に一片が50～８０

cm、厚さ20～30cm前後の凝灰岩が、溝の西端を塞ぐように10個体程確認されている。他にも五輪塔cm，ｊ字ご酉u～ducmnIj侯の縦ｌ

の部位や、瓦類などが多量

に出土している。

第2-14図ｌは京都系土師

器の皿で、口径12.0cm、器

高2.2ｃｍでほぼ完存してい

る。内外面ともナデ仕上げ

が施されていて、口縁部が

外反する。塩地編年の２～

３期の特徴を示す資料であ

り、１６世紀後半代に比定さ

れよう。２は中国産焼締め

陶器壷の胴部下半部分で底

径8.8ｃｍである。外面に褐

袖を施している。３も中国

産焼締め陶器饗の胴部下半

部分で底径11.6ｃｍである。

内面に褐袖を施している。

４．５は軒平瓦の瓦当部の

一部である。４は均正唐草

文を内区に配し、内区と外

区の間に圏線が巡る。５も

内区と外区間に圏線を巡ら

し、内区には径７mmほどの

珠文を配している。瓦当凹

面には、離れ砂が見られる。

６は五輪塔部材の空風輪で

ある。凝灰岩製で、風輪部

は直線的に開きながら上方

へ延び、空輪部も同様に直

線的に開きながら上方へ延

び、上面を丸く仕上げてい

る。遺構の時期は土坑確認

面の状況や出土遺物などか

らみて、１６世紀後半頃と考

えられる。
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第2-13図SDO32実測図（1/30）
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※１～５は1/3縮尺
６は1/8縮尺

第２節遺構と遺物
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瀬戸美濃系

０

第2-15図SDO33実測図（1/30）

タグ会デーーー~－句＝■

第2-14図SDO32出土遺物実測図（1/3,1/8）

ＳＤＯ５２（第2-16図）

SDO52は1-58区で検出した遺構で､満状遺悩の西端

と思われる。東側は調査範囲外に延びていて、詳細は

不|ﾘlである。調査区内での規模は、束IﾉLi0.95ｍ、南北

2.55ｍ、深さは約20cm、床而はほぼ平姻である。遺構

内からは、遺物の出上はない◎このため、時期の比定

はできない。

ＳＤＯ３３（第2-15図）

SDO33は1-61区で検出した溝状遺構の西端で、東側

は洲査範|〃|外に延びていて、詳細は不|ﾘlである。調杏

区内での規模は、東西0.95ｍ、南北1.71ｍ、深さは約２５

cm、床面はほぼ平坦である。溝の北西隅で径20～30cI11

前後の傑群が検出されている。辿櫛内からは、操とと

もに瀬戸美濃系の陶器片や､F瓦片などが出土している

が、いずれも小破片のため、図示できない。辿構の時

期は土坑確認liliの状況などからみて、１６世紀後半頃と

思われる。
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第2-16図SDO52実測図（1/30）

SDO79（第2-17図）

SDO79は1-63区で検出した遺構で､溝状遺構の西端と思われる。東側は調査範囲外に延びていて、

詳細は不明である。調査区内での規模は東西0.95ｍ，南北3.55ｍ、深さは約80～90cm、床面はほぼ平

坦である。溝の中からは、京都系土師器が出土した。第2-17図ｌは京都系土師器の皿で、口径9.0cm、

器高2.0cmである。内外面ともにススが付着しており、灯明皿として使用されていた製品であろう。

内外面ともナデ仕上げが施されており、外面底部には指圧痕が、内面には「ノ」の字状のナデ仕上

げ痕が認められる。口縁部がやや外反し、２～３期の特徴を示す資料と考えられ、１６世紀後半代に

比定されよう。

０

5.20ｍ

第2-17図SDO79実測図及び出土遺物実測図（1/３０，１/3）
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第２節遺構と遺物

万寿寺西堀

泥炭層

木簡

有機質遺物

陶磁器類

万寿寺北側の堀

北西隅のコーナー

西之屋敷

石列

二度の拡幅

礎石

SDO66（第2-18図）

SDO66はＨ-58～63区の中央を南北に走る堀で、本調査区の大半の面積を占める。調査区内での規

模は、東西約９ｍ、南北47ｍ、深さは検出面から約２ｍで、逆台形状をしている。床面の幅は２～

３ｍで、水の流れた様相を示す起伏を持つ。堀の床面から1ｍ位までは、ほぼ全域に粘質の泥炭層

が堆積しており、水が溜まっていたことを示している。この層中からは木簡や櫛、漆器類等、多種

多様に渡る多くの木製品や、マグロの骨や牛骨等、動植物遺体などの有機質遺物が出土している。

遺物は有機質遺物以外にも豊富で、白磁玉取獅子台座(1)や、青磁燭台(2)などの陶磁器類や、土師

質土器などが多量に出土している。

SDO66堀の位置は1987年に大分市史編さん委員会が作成した「戦国時代の府内復元図」からみて

みると、万寿寺の西側境に当たる。万寿寺境の堀については、平成14年度に第20次調査Ｃ区(3)に於

いて万寿寺北側の堀の一部が確認・調査されている。平成１５年度は当34次調査区、平成16年度は当

調査区南側の第43次調査区、さらに翌年の平成17年度には第51次調査区で、万寿寺の堀の北西隅の

コーナーに当たる箇所が調査されている。これ以外でも万寿寺西境の堀の調査（第５３．６０．７３次調

査）が大分市教育委員会により行われている。

SDO66堀の構築時期であるが、堀は西側の街路の一部を切り込んで構築している。この街路には

土坑（SKO30、SKO56など）が掘り込まれているが、堀は土坑も同時に切り込んで掘り下げられて

いる。この土坑は出土遺物から16世紀の後半を遡らない時期であることから、堀の構築時期は16世

紀の後半、1570年代の始め頃には掘り込まれたと考える。その後、当調査区と第43次調査区の一部

が埋め立てられ、「屋敷地」として整備されていく。後述するが、当調査区では、埋め立てによる

石列が２カ所（SXO47.077）で確認されている。いずれも石垣の外面を北側に向けており、ＳＸＯ７７

を整備後に、SXO47を整備し、拡幅を行ったものと思われる。なお、第43次調査においては、ＳＸＯ７７

よりさらに南側で石垣の外面を北側に向けた石列が確認されている。これとは別に石垣外面を南側

に向けた石列が３カ所で確認されている。当地が埋め立て整備後、さらに２回にわたって南北に拡

幅された形跡が伺われた。その後、程なくこの堀は全てが埋められ、第２南北街路に面する「西之

屋敷」として整備されている。

SDO66堀の埋め立てた時期は、堀の中からの出土遺物に滝州窯系青花や近世１期の備前系播鉢が

でてくることや、大友義統が天正1０（1582）年に発した文章中に、「西之屋敷」に関する記述があり、

これらの事からみて少なくとも1580年前後には埋められていた事がわかる。

この埋め立て後には、当調査区においても３棟分の建物跡と考えられる礎石が検出されている。

さらに多数の柱穴も確認されており、「西之屋敷」の存在を裏付ける資料となっている。

註（１）中世大友府内町跡では第１２次調査区と第29次調査区(未報告)でいずれも白磁玉取獅子置物の獅子部分が出土している。

。大分県教育庁埋蔵文化財センター『豊後府内４中世大友府内町跡第９次・第１2次・第１8次・第２2次・第４8次調査区』
（大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告杏第９集2006）

（２）中世大友府内町跡では第20次調査Ｃ区で青磁人物燭台の台座部分が出土している。

．大分県教育庁埋蔵文化財センター『豊後府内７中世大友府内町跡第20次調査区』（大分県教育庁埋蔵文化財センター

調査報告書第16集2007）

（３）。大分県教育庁埋蔵文化財センター『豊後府内７中世大友府内町跡第20次調査区』（大分県教育庁埋蔵文化財センター

調査報告書第16集2007）

－２２－
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第２節辿構と遺物

花職.!!i，[文

漆継ぎ

３１は景徳鎮窯系背花の盤である。図版等製作後、他の破片と接合したため、文様や全体の大きさ

が確認できた。口縁の内外而には如意頭を、見込みには龍文を描いている。胴部外面は丸で囲った

馬が５箇所に描かれている。高台の外,iiiには､'41']状の連続文様を施し、高台内には二重の界線が描

かれているが、字款部分は欠如している。３２は蛾徳鎮窯系青花の鉢で、口縁部の外面に如意頭、１１１

部には如意頭と葡萄文を５箇所に描いている。｜I縁部内面と胴部内而には花唐草文を、見込みには

判読できないがやはり文様が描かれている。尚台の外面には渦文の連続文様を施している。また、

この32の破損断面には黒漆が認められることから漆継ぎが行われた様子がわかるｃ
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３３～35は中国沫州窯系背花の皿である。底部がいわゆる「恭笥底」となるもので、３３は見込みに

花文あるいは文字と思われる記号を揃いている。３４は見込みに「が｣､lllIil部外IIliには鈍字をlilIliいてい

る。３５は見込みに花文を描いている。

３６．３７は朝鮮王朝産の陶器碗で、３６は灰背WilI陶器腕である。内iiIiと尚台端部に胎土Ⅱの痕跡が雌
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第２節辿職と遺物

焼塩壷の謝

風炉

梅花文

燭台

ある。149は焼塩壷の畿と縁えられる'1ﾉi1体で、京都系｣師器の胎.上を有している。150は三足の香炉

で口縁部を欠損する。内外1ｍとも丁寧なナデ仕上げを施している。151は高台付きの杯で、高台を

底部外方向に付けている。内外面とも凹転ナデを施している。１５２．１５３は鍋の胴部と脚部である。

152は１１催21.0ｃｍで、１１縁をＬ字状に外力に突出させている。内而は全体に横方向の刷毛状工具に

よる調整を施し、外山iはlllIil部全体に指11;痕と、底部付近に横方向の刷毛状工具による調整を施して

いる。また、外面にはススが付着している。153は脚部で､先端を欠損している。全体にナデ仕上げ

を行っている。154は播鉢で、ロクロ仕上げである。内外面とも丁寧なへラ磨きを施している。１５５

は風炉の底部破片である。内外面とも１．職なナデ仕上げを施している。底部付近には直径６Ｃｌ,,腿度

の透かし孔が認められる。156.157は火鉢の破片である。156は底部で、脚部分が欠損している。内

外面とも平滑なナデを施している。157は口縁から川部にかけての破片で、口縁下部に２条の断面

三角突帯を貼り付けている。この突;|洲lにスタンプによる梅花文を施している。１１縁部分はへう磨

き、胴部は枇方向のへラ削りで仕上げている。

158～163は燭台である。穿孔はいずれも貫通しない。１６０．１６１の底部には糸切り痕が認められる。

164～172は土錘である。173は土師質_'二器を再加工した製品で周辺部に研磨を加え、円形に加工し

ている。遊具として使川された可能iﾉ|畠が１１‘jiいと思われる。174は錨忠器或いは陶器の壷の破片と思

われる。当時期の製品ではない可能性が高い。

第2-33～35図175～193は瓦質土器である。175は瓦器塊で内外而とも'黄ナデ痕が確認できる。高

台はなく、1111転糸切り娘が認められる。176は底部破ﾊ･であるが、器祁は不明である。底部糸切り痕

が認められる。177は識の１１縁から川部にかけての破片である。内外面ともハケｎが認められる。
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178は饗の１１縁の破片である。外面には略子のタタキ、が施されている。179～180は寵の破片であ

る。１８１．１８２は羽釜である。181には把手が確認できる。182は内面には横方向のナデと指圧痕、外

面に斜めのへラ削り痕が確認できる。183は脚部で､先端を欠損している。184.185は鉢で、184には、

,I‘ii台が付く。186～189は火鉢の１１縁祁である。いずれも１１縁下部に２条の断lili･ﾐ角突帯をlII1iり付け

ている。この突帯間にスタンプによる宙文や梅花文を施している。190～193は火鉢の底部破片であ

る。胴部下半の突帯の間に２個一単位の双頭蕨手維雲文のスタンプ･を等間隔に施している。

木製品・竹製品（第2-36～44図）

194は木簡と考えられる製品で、表塑で堪群が認められる。ド部は欠損している。材質は愉で､長

さは9.1cm、蚊大幅2.1cm、厚さは0.1～0.2mmである。片面は「二IIi六十入」と,記してあり、物の個体

数を表していると考えられる。もう一方の面には「きへもん」と記していると苔えられ、おそらく

人の名前「;‘{#術'111」であろう。荷札の一種と搭・えられる。
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第２節遺構と遺物

将棋の駒

ひとがた

／~、
Ｌ－／○

195は将棋の駒で、表裏に墨書が認められる。材質は桧で長さ4.1cm、幅2.1～2.7cm、厚さは0.5～

1.3cmである。表面に「飛車｣、裏面は「龍王」と書かれている。

196は木簡あるいは荷札の破片と思われる製品であるが確定はできない。現存で長さ12.3cm，１．３

cm，厚み0.4cmで、上下部位とも欠損している。表面で墨痕が四ヶ所で確認できるが、内容等は判別

できない。上部から２cmの位置に切り込みを入れている。

197.198は「ひとがた」の頭部である。197は長さ13.1cmで、材質は桧である。頭部は烏帽子を冠

している。鼻は削り出し、目・口・首の部分は切り込みで表現しているが、墨入れは行なわれてい

ない。また、下半は加工されていない事から、ひな人形などのような首から下を芯として使用した

人形の一部と考える。198も材質は桧で、長さ4.1cm、径2.7cmである。目・口は切り込みで表現して

いる。切り込んだ部分の目･口と、眉毛･頭髪は墨を入れて表現している。首の付け根部分は、穿っ

ているため、197とは逆に、支柱等に差し込んでいたと考えられる。
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独楽

櫛

漆器椀

叩具？

下駄

草履下駄

しゃもじ

霧

荷札？

第２章中世大友府内町跡第34次調査

199は烏を力】たどったと思われる製品である。材質は榎木と思われる。

200は独楽で、長さ2.8cm、最大幅1.8cmである。芯は削り出している。

201.202は櫛である。201は竹を幅1.6cm，長さ１０．２cmに薄く削った２枚の板状の枠の間に、長さ4.0

cm､厚さq1clnに満たない竹製の儲(歯)を挟み､両端を釘状のピンで留めている。いわゆる現在の
いすの＆

真弧と同じ形をしており、櫛ではない可能性もある。202の材質は作で、全体のほぼ40％が残ってお

り、材質の残りもよい。股（歯）の長さは３cm前後で、厚みはほぼ0.1cmである。

203～213は漆器椀である。203の材質は「ケヤキ」で、外面は黒漆、内面は赤褐色の漆を施してい

る。内面見込みと胴部外面の３カ所に、赤漆で「○」を描き、その中に「花文」を描いている。底

部は厚く仕上げている。204の材質は「シイ属」で樹木の確定はできない。内外面とも黒漆を施し、

外面の４カ所に赤漆で「桐」と思われる花模様を描いている。底部は約2.5ｃｍの厚みを持つ。205は

胴部破片で、材質は「桐木｣、外面は黒漆、内面は赤漆を施している。外面に赤漆で模様を描いて

いる。206の材質は「クスノキ科」の樹木で、外面は黒漆、内面は赤漆を施している。外面３ヵ所で

｢桐｣と思われる花模様を確認できた。本来は４カ所に描いていたと考えられる。ほぼ全体を残して

いるが、土圧による歪みが認められる。207は口縁から胴部にかけての破片で、材質は不明である。

内外面とも黒漆を施している。外面の２カ所で「花文」が確認でき、全体では４カ所に描いていた

と思われる。光沢がまだ残っており、破片部分の残りは非常に良好である。208の材質は「クスノキ

科」の樹木で、外面は黒漆、内面は赤漆を施している。残りが非常によく、完形品である。内外面

とも模様は描かれていない。209の材質は「クリ」と思われる。内外面とも黒漆を施しているが残り

は悪い◎外面の３カ所に、赤漆で「○」を描き、その中に「花文」が描かれている。210の材質は不

明で、外面は黒漆、内面は赤漆を施している。外面３カ所に、赤漆で「樹木の葉と蔓」と思われる

文様が描かれている。211の材質は「けやき」で内外面とも黒漆を施している。内面見込みと、外面

３カ所に「樹木と種子」と思われる文様を描いている。212は「ブナ科」の樹木で、内外面とも黒漆

を施している。見込みと、胴部外面に文様が確認できる。213の材質は「アサダ」と思われる。内外

面とも黒漆を施している。内面見込み、高台内と、外面の３カ所に209と同じく「○に花文」が描か

れている。

214は農耕具の一種で叩具ではないかと思われる。下部は破損しており、二次被熱のため、一部焦

げ目とススが付着している。215は小刀などの柄が納まる握りの片方と考えられる。裏面には柄の

部分が納まるように長さ8.2cm、幅1.7cm、深さ0.2cmに削り込んだ痕跡が認められる。また、表面の

二カ所には、二枚の握り部分を結束した痕跡が認められる。幅は0.8ｃｍ程度である。216は下部を幅

２cm程度削り、さらに残りの部分を斜めに削り取っている。用途不明であるが、形状的には、戸の

開閉防止用の留め具の形をしている。

217～220は下駄である。長さは13～20ｃｍである。217には鼻緒を通す穴が穿たれていない無限下

駄、いわゆる「草履下駄」である。台の周囲１７カ所に釘を打ち込んだ痕跡が確認でき、２カ所では

まだ釘が残っている。218～219はいずれも鼻緒を装着するための前方の孔（眼）＝「前壷」は台の

中心線上に、後方２カ所の眼＝「横緒孔」は後歯の前方に位置する連歯下駄である。

221は「しゃもじ」である。長さは24.4cmで、先端は丸く製作されている。卵形部分には箸が貼り

付いている。

222～236は箸状木製品である。長さは１７～24.5cm前後で、ほとんどが両端部を細く削っている。

237は長さ８cm、幅１×２cmの角材である。２カ所に釘が残っている。用途は不明である。

２３８．２３９は長さ12cm前後、厚さ0.3cm程の板材である。238は１カ所に釘が残っている。荷札と思

われるが、詳細は不明である。239は上下２カ所に穿孔が施されている。釘穴と思われる。用途は

不明である。240も長さ13cm，幅4.6cm、厚さ0.3cmの板材である。表裏面とも幅１cm程のノミ状の工
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第２節遺構と遺物

荷札

建築部材

ほぞ

具で平坦に成形している。２カ所に穿孔が見られる。荷札と思われる。

241～244は、建築部材と思われる。241は一部を欠損しているが長さ４cm、径0.9cmの円柱状の「ほ

ぞ型木製品」である。先端は細く仕上げている。242は長さ9.4cm、厚さ１cmで、半分は欠損してい

ると思われる。先端の一方を丸く面取りし、中央に長さ1.3cm、幅0.7ｍｍの角形の「ほぞ穴」を穿っ

ている。上部の二ヵ所には深さ２mm位の釘穴が見られる。243は一部を欠損しているが、長さ5.5cm、

幅2.4cm、厚さ１ｃｍの角を面取りした角材である。この上部に、径1.1cmの円形の「ほぞ穴」を穿っ

て、中に径0.9cm程度の円柱の「ほぞ」を差し込んでいる。また、この「ほぞ」には、抜けないよう

に端から釘を打ち込んでいる。244は一方を欠損しているが、残存部分で長さ14.2cm、幅･厚さ４ｃｍ

の角柱である。角柱は全ての面で面取りを行っており、長さ1.5cm、幅1.2cm前後の「ほぞ穴」を３ヵ

所穿っている。その中の一つには、1.2×1.1cmの「ほぞ」が残っている。

署菱昌垂込
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245は用途不明の木製

品である。長さは32.1ｃｍ

で両面とも面取りを施し

ている。厚さは1.2～0.3

cmで、徐々に細く加工し

ている。横方向は欠損し

ており、本来の幅は不明

である。図示した製品の

上部に、長さ1.8cm、幅

1.4cm以上の「ほぞ穴」を

穿っている。上下両方に

穿っていたかは破片のた

め不明である。

246は鍬の一部と考え

られる木製品である。長

さ25.7cm，厚さ2.5cm前後

で、全面に面取りを施し

ている。横方向は欠損し

ており、本来の幅は不明

であるが、先端の削り方

からさほど横に広がると

は考えられない。また、

中央下部に柄を差し込む

ための「ほぞ穴」を穿っ

ている。先端は鋭利に

削って面取りを行ってい

る。

247は一部欠損してい

るが、長さ１０．８cm以上、

幅４ｃｍ、厚さ０．１ｃｍ程の

板材である。先端部を丸

敵
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<削っている。また、中央の二ヵ所で釘穴が確認できる。荷札と考えられる製品である。

248.249は長さ17cm前後の木製品である。248は長さ16.9cm、幅8.9cm、厚さ0.8cmの板材である。表

面には縦方向に端と中央にそれぞれ一列、上下にそれぞれ一列の釘穴が貫通している。この内二穴

には釘が残っている。また側面にも６カ所の釘穴が認められる。249は長さ17.1cm、幅3.6cm、厚さ

0.8cmの板材である。この製品には側面に６ヵ所の釘穴が認められる。248.249とも釘穴の位置など

から箱様の形をした何らかの製品になるのではないかと思われるが、この２製品はそれぞれの釘穴

の位置が一致せず、接合・復元はできない。

250は長さ29.0cm、横方向は一部欠損、厚さは0.6cmの板材である。表面には１０カ所の釘穴が確認

できる。荷札の可能性を持つ。

251～262は杖越の玉で、大きさは径2.4～7.3cmとさまざまである。

263～266は曲物の底である。263は径8.8cmで、全体の半分が残っている。264はほぼ完形である。

径は8.8cm，厚さは0.5cmである。265は60％程度の残存で、径14.4cm、厚さ0.5cmである。266は40％程

度の残存で、復元径は25.2cm、厚さ0.8cmである。

267は杭で、上方は欠損している。現存する長さは31.4cm、径は最大で5.4cmである。
しゅろげな

268～271は椋澗毛を絢ってつくった縄である。

第2-43.44図272.273は竹製の網藍である。網藍の横方向の竹の幅は１cmで２枚組み合わせている。

この横竹に幅0.3ｃｍで揃えた縦竹を編み込んでいる。272は比較的残りがよく、径40ｃｍである。２７３

の残りは良くないが、272よりやや大きく復元径は約50cmである。

ガラス製品・銅製品（第2-45図）

274はガラス製のビーズで、半円形を呈している。色調は水色である。275は錠前の一部である。

276は銅製品であるが、用途は不明である。277は銅製の薬匙と考える。薬等の分別に使用していた

ものであろう。

石製品（第2-46.47図）

278は滑石製の石鍋の口縁部破片である。口縁外面に突帯を削り出している。内外面ともノミ状

工具による削り痕が残っている。279は砂岩製の石製品である。用途は不明である。280は輝緑凝灰

岩製、別名赤間石の長方硯で、硯頭の部分である。両面ともに使用している。281～283は砥石であ

る。281は天草石製の携帯用と思われる砥石である。282.283とも上下の欠損部以外は全て擦り面と

して使用している。284.285は茶臼の上臼と下臼で凝灰岩製である。284の上臼の播目は８分画で副

荷札
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第2-47図SDO66出土遺物実測図2７（1/8）
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第２節遺構と遺物

五輪塔

覚字「力」

銭貨

鷲

綴

篭

"

溝は８条である◎

第2-47図には五輪塔の部位を提示した。いずれも凝灰岩製である。286.288.289は、空風輪部で

ある。286の風輪には墨書による覚字「力」が描かれている。287は空輪に墨書が認められるが、判

読できない。290は風輪部でやはり墨書が認められるが判読できない。

銭貨（第2-48図）

291.292は北宋時代の「皇宋通費」で、築書と真書、初鋳年は1038年である。293.294も北宋時代

の「腿寧元賓」で、築書と真書、初鋳年は1068年である。295は南宋時代の「淳照元賓」で、真書、

初鋳年は1174年。296も南宋時代で「威淳元賓」で真書、初鋳年は1265年。297は明時代の「洪武通

賓」で真書、初鋳年は1368年。298も明時代で「永楽通賓」で真書、初鋳年は1408年。299は判読不

明である。

１

鋤賂

、鍾謹
293

9５

鱒
２9７

０

9９

第2-48図SDO66出土遺物実測図2８（1/1）
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第２章中世大友府内町跡第34次調査

２．土坑

第34次調査区では、規模や形状に差はあるが、１５基の土坑を検出したｏ

ＳＫＯＯ４（第2-49図）

SKOO4は、Ｇ･H-61区、第２南北街路の上部に位世する遺構である。遺柵の形態は径0.9ｍで、ほぼ

円形を呈している。深さは約10～15cmである。埋土は暗赤褐色の砂喋層である。埋土中からは上部

で石や土器類が出土している。土器は瓦質の火鉢や焼締め陶器の破片である。第2-49図１は瓦質土

器の火鉢1-1縁部である。１１縁下部に一二条の突帯を貼り付け、この突帯間に双頭蕨手龍雲文のスタン

プを施している。辿構の時期は土坑確認面の状況などからみて、１６世紀末葉と思われる。

Ｑ

５－５０ｍ

0 １ｍ

、 １０ｃｍ

第2-49図SKOO4実測図及び
出土遺物実測図（1/３０，１/3）

SKOO5（第2-50図）

SKOO5はG-61区、SKOO4の西に位i(‘臆iする。SKOO4と同様に第２南北街路の上部に位縦する遺構で

ある。辿構の形態は径0.7ｍのやや歪な円形を呈している。深さは約10cmで、埋土は暗赤褐色の砂

潔層である。遺構内からは径10～20cm前後の篠が出土している。遺物は平瓦の破片四点が出土して牒層である。進構内からは径10～20cm前後の際ズ

いる。当土坑とSKOO4は、適職の形態や規模､埋

上の状況などからみて、同時期に椛築された遺

構と考えられる。惟築時期は同様に16世紀末葉

と思われる。

SKO10（第2-51図）

SKO10は調査区の北側1-59区に位侭する。造

１

５．００ｍ

Ｕ 1ｍ

第2-50図SKOO5実測図（1/30）
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第2-51図SKO10実測図及び出土遺物実測図（1/30,1/3）



SKO13（第2-52図）

SKO13も調査区の北ｌｌｌｌｌ

ｌ-58.59区に位置する。辿

椛の規模は、径0.8～0.9ｍ、

深さ約20cmの隅丸長方形を

呈している。埋土は褐色泥

土層の単一層で、埋土中か

らは遺物等の出土はなかっ

た。遺構の詳細な時期は不

明である。

櫛の規模は、長径0.9ｍ、短径0.65ｍ、深さは約30cmである。

平面形態は長方形を呈し、主軸方向はほぼ東西を示している。埋土は黄褐色土で炭を含んでいる。

土坑内からは、径10～20cmの藤とともに土器・平瓦片数点が出こしている。第2-51図１は京都系土

師器皿の完形である。口径8.2cm、器高2.0cnlで、１１縁の内外面ともにススが付着している。灯明皿

として機能していたと考える。内外面ともナデ仕上げが施されていて、1..1縁部が外反する。塩地編

年の２～３期の特徴を示す資料と考えられ、１６世紀後半代に比定されよう。他は破片のため図示で

きなかった。

SKO11（第2-52図）

SKO11は調査区の北側

1-59区に位iI1‘iする。遺

構の規模は、径1.15～

1.35ｍ、深さ約１０ｃｍのや

や張な円形を1,)している。

埋土は灰褐色砂泥層の単

一層で、埋土rllからは径

1()～20cmの篠とともに土

師質土器や瓦賀土器の小

破片が出土しているが、

図示できなかった。辿構

の時期は土坑確認面の状

況などからみて、１６世紀

後､'2頃と思われる、

第２節遺構と辿物
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第2-53図SKO14実測図及び出土遺物実測図（1/30,1/3）
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SKO14（第2-53図）

SKO14は1-59区、ＳＫＯ１１

の北側でほぼ並んで検出さ

れた。辿構の規模は、経

1.1～1.2ｍ、深さ約35ｃｍの

やや歪な円形を呈しているｃ

埋土は灰色の砂質土の単一
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層で、埋土中からは径５～20cmの磯とともに、青花碗や土師質土器、

瓦などが出土しているが、いずれも小破片である。

第2-53図に図示した遺物は中国景徳鎮窯系の青花碗で、小野編年

の碗Ｅ群に比定され、いわゆる「鰻頭心碗」の系統に属し、１６世紀

後葉の製品である。見込みには二重の界線と花模様が描かれている。

背花碗

Ｉ

SKO20（第2-56図）

SKO20は調査区の中央東端、1-61区

に位置する。SKO15の約0.5ｍ西側で

ある。遺構の規模は、長径1.1ｍ、短径

0.8ｍ、深さ約20ｃｍの隅丸長方形を呈

繭頭心碗

5.10ｍ

－５７－

SKO15（第2-54図）

SKOl5は調査区の中央東端、1-61区に位置する。遺構の規模は、

長径0.62ｍ、短径0.4ｍ、深さ約15cmの隅丸長方形を呈している。主

軸方向はほぼ東西を示している。埋土は褐灰色の砂質土層の単層で

1ｍ０
－ －

一戸一一

第2-54図SKO15実測図

（1/30）

炭を含んでいる。埋土中からは径５～

１０cmの僕とともに、青花碗や土師質土

器、瓦などが出土しているが、いずれ

も小破片のため、図示できなかった。

第2-55図SKO17実測図（1/30）

壱

、
１
ノ

〆
気SKO17（第2-55図）

SKO17は調査区の中央東端、1-61区

北東に位置する。東側は調査区外、北

側はトレンチによる削平のため、北東

端は確認できない。規模は東西2.5ｍ

以上、南北1.8ｍ以上である。深さは

約10cmである。遺構内から備前系劉の

胴部破片一点が出土したが、遺構の詳

細な時期は不明である。 ｡

第２章中世大友府内町跡第34次調査

第2-56図ＳKO２０．０２７実測図（1/30）
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61.20ｍ

している。主軸方向はほぼ南北を示している。土坑内からは径10cm程の石１点が出土している。辿

物等の出土もなく、遺構の詳細な時期は不Iﾘlである。

SKO27（第2-56図）

SKO27は調査区のI,訓Ⅲ、H-62区に位侭する。SDO66の埋没後の遺構である。遺構の規模は、長径

1.1ｍ、短径1.0ｍ、深さ約15cmの円形を呈している。土坑内からは平瓦片１点が出土しているが、検

出状況の様相から撹乱の可能性もある。遺椛の詳細な時期は不明であるが、SDO66埋没後、さらに

は天正1４（1586）イI曽12月の島津侵攻後に構築されたものであり、１６世紀末葉以降と思われる。

SKO30（第2-57.58図）

SKO30はH-60区に位iIfiする。第２南北街路と接してj構築されている。規模は、径1.2～1.4ｍ、深

さ約85cmの楕円形を呈している。土坑内からは備前陶器２点と土師質土器１点が出土した。第2-58

図１は備前系陶器の播鉢で上部を欠いている。外面には自然和がかかっている。放射状の橘{~}に加

え、ナナメ播目が施されており、近世１期に比定される。２は土師質土器皿の破片で、口径12.3cm、

播鉢

底径7.7cm、器高2.6cm・底部は糸切りである。

第2-57図SKO30実測図（1/30）
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第2-58図SKO30出土遺物実測図（1/3）
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第２章IlJiII:大友府内町跡第34次調査

の中央付近の東'111,1-61区に位侭する。）11土坑の調査後、下から礎石等廃棄上坑

同一遺構かどうかの確認はできなかった。土坑の規模は、長径0.96ｍ、短径0.76ｍ、

,丸方形を雄している。土坑内からは隣とともに多:11tの平瓦片、焼締め陶器片など

SKO36（第2-59図）

SKO36は調盃区の中央付近の東'111,1-611〆

が検出されたが、同一遺構かどうかの確認は

深さ約10cmで、隅丸方形を品している。土坑

が出上しているが、土器等はいずれも小破ﾊ・

や111部などで図示していない。辿椛の詳細な

時期は不|ﾘlであるが、切り合いなどから16111

紀末葉以降と思われる。
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３．００ｍ

Cl。

5.00ｍ

0 １ｍ
10 1ｍ

第2-59図SKO36実測図（1/30） 第2-60図SKO45実測図（1/30）
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第2-61図SKO45出土遺物実測図１（1/3）
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輪花皿

菖頭心碗

備前系翌

釣り針？

第２章中世大友府内町跡第34次調査

SKO45（第2-60～62図）

SKO45は調査区の南側、Ｈ-63区に位置する。当地区はSDO66堀の上に位置する。土坑の規模は、

径1.4～1.45ｍ、深さは55～70cmで、方形を呈している。土坑は一度に埋められたような状況を示し

ており、埋土は暗褐色の泥土層に焼土と炭が混じっている。土坑内からは径20cm前後の多量の石と

ともに、備前系陶器喪がほぼ１個体分破棄された状況で出土している。また、他にも青磁皿、青花

皿、土師質土器等が出土した。この土坑の構築時期であるが、検出状況や出土遺物等からSDO66埋

没後、さらには天正１４（1586）年12月の島津侵攻後に構築されたものであり、１６世紀末葉前後と思

われる。

第2-61図１は青磁で、中国龍泉窯系の輪花皿である。口縁の一部を欠くが、ほぼ完形に近い。口

径は9.3cm、器高は2.8ｃｍである。１５～16世紀代の製品である。２は景徳鎮窯系青花の碗である。小

野編年の碗Ｅ群に比定され、いわゆる「鰻頭心碗」の系統に属し、１６世紀後葉の製品である。口縁

内外面にそれぞれ界線をもち、見込みと胴部外面には花奔様を描いている。また、高台内には「異

体字」が描かれている。３．４は京都系土師器の坪で、３は口径１０．３cm、器高3.4cm。４は口径１０．６

cm、器高3.6cmで、内外面ともススが付着している。灯明皿として使用されたと考えられる。５は備

前系陶器の喪で、底部を欠いている。口径37.2cmで、胴部最大径は60cmである。

SKO49（第2-63.64図）

SDO49は調査区の南東方向1-62区に位置する。SDO31の西側部分を切って構築されている。土

坑の規模は径1.15～1.3ｍ，深さ約１ｍで、楕円形を呈している。土坑内からは磯とともに陶器・土

師器・鉄器などが出土している。遺構の詳細な時期は不明であるが、１６世紀後葉以降と思われる。

第2-64図１は瓦質土器の播鉢の破片である。口径28.6cｍ（復元)、底径１４cｍ（復元)、器高12.6cmで、

内面は斜め方向のハケ調整の後に、４条ｌ単位の縦方向の播目を施している。外面は横方向の斜め

方向のハケ調整と指圧痕が明瞭に残っている。

２は土師質土器で、ロクロ成形による小皿であ

る。口縁部を低く形成し、底部の器壁は厚く糸

切りである。３は京都系土師器の皿で、口径

11.6cm、器高2.6cmで、内外面ともナデ仕上げが

施されていて、口縁部が外反する。塩地編年の

２～３期の特徴を示す資料と考えられ、１６世紀

後半代に比定されよう。４は土師質土器を再加

工した製品で周辺部に研磨を加え、円形に加工

している。遊具として使用された可能性が高い

と思われる。径3.5cm、幅0.8ｃｍである。５は釣

り針と思われる鉄製品である。長さは2.9cmで、

厚さは２mmである。

SKO50（第2-65図）

SKO50は調査区の南東方向1-62区、SKO49の

北側約１ｍに位置する。土坑の規模は、径０．６

ｍ、深さ約35cmで、やや歪な円形を呈している。

土坑内からは遺物等は確認されなかった。

－６１－

4.80ｍ
～

妬Ｉ
０ １ｍ
－ －

第2-63図SKO49実測図（1/30）
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第２節遺構と遺物

第2-66図SKO55出土遺物

実測図（1/3）

『 ２

－６２－

、

5-10ｍ

更三口で

３－２０ｍ

ＳＫＯ５１（第2-65図）

SKO51は調査区の南東方向1-62区、SKO49の南西約1.5ｍに

位慨する。土坑の規模は、長径0.45ｍ、短径0.3ｍ、深さ約25ｃｍ

で、長方形を呈している。遺物等は出土していない。

４

Ｕ 10cｍ
第2-64図SKO49出土遺物実測図（1/3,1/2）

０

第2-65図ＳKO５０．０５１．０５５実測図（1/30）

5cｍ

瀬戸美濃産

SKO55（第2-65.66図）

SKO55は調査区の北方向Ｈ・’-59区に位慨し、SDO66堀の埋

め立て後に構築された土坑である。規摸は、東西0.65ｍ、南北

0.2～0.4ｍ、深さ約20cmで、平面形態は変形の長方形を韮して

いる。主iliIll方位はほぼ東西である。上坑内からは床から約10ｃｍ

の位謎で陶器１点が出土した。第2-66図に提示している製品で、

ほぼ完形の瀬戸美濃系の陶器皿である。大窯３期に比定され、

時期は16世紀後葉以降である。

1ｍ、こう 【0
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SKO56（第2-67図）

SKO56は調査区の西方向H-60区に位慨し、第２南北街路を掘り込んで構築している。SDO66堀の

構築以前の土坑である。規模は、東西1.55ｍ、南北1.9ｍ、深さ1.2ｍで、平面形態は楕円形を韮して

いる。土坑内は床而直'二で、土師質_･'二器や瓦等の遺物が出土している。また床而から約30cm前後浮

いた位置（標高4.0ｍ前後）には経10～20cm前後の際が多'１tに廃棄されている。土坑は掘られて直ぐ

に埋められたという状況ではなく、除々 に埋没した様相が伺える。土坑の時期は構築状況や出土遺

物などから考えて、１６世紀後半代のlY1い時期に比定される。

第2-67図に提示している土器が出土遺物で、土師器６点である。これら以外に平瓦片三点が出土

している。１は在地系の土師器Ⅲlで底部は糸切りである。「1径7.6cm、底径５Ｃｌ､、器筒1.9cn1である。

２～６は京都系上師器である。４はj派で他は皿である。Ⅲlの１１径は8.2～13.2cm、器高は2.2～2.7ｃｍ

である。４の京郁系土師器の豚は、１１径は俊元で10.8cm、器高3.2cmである。いずれも内外面ともナ

デ仕上げが施されていて、口縁部が外反する。塩地編年の２～３期の特徴を示す資料であり、１６世

紀後半代に比定されよう。２．３のⅢは内外面ともススが付菅しており、灯Iﾘl皿として使川してい

たと思われるｃ

９

5.001ｍ

4.00ｍ

鯉E論､堅く里jI“
鵠ﾏr零H塁

廼旦ｑﾃ災

一可

1ｍ ＜ミニェフ『
Z4雲ﾆﾗ＝

０

Ｕ １０ｃｍ

第2-67図SKO56実測図及び出土遺物実測図（1/30,1/3）

－６３－
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第２節辿拙と辿物

SKO57（第2-68図）

SKO57は調査区の西方向

H-61区に位置し、SKO56

と同様に第２南北街路を掘

り込んで構築している。

SDO66堀の椛築以前の上坑

である。規模は、径1.5ｍ

前後、深さ0.75ｍで、平面

形態は不正円形を呈してい

る。土坑からは背磁や土師

器等の遺物が１０数点出土し

ているが、いずれも小破片

のため、図示していない。

土坑の時期はSKO56とほぼ

同時期の16世紀後半代のIil

い時期と思われる。

稲001ｍ

市

１ｍ0

５．００ｍ

１．１０ＹＲ５/１褐灰色土しまり息く粘鎚い､小石‘小粒の炭が全伽藍ばらに混入.褐色の中プﾛｯｸも所々 見られる。
２．１０ＹＲ４/１褐灰色土１よりややしまり良く､粘性も強くなる。混入物の様子は1に類似。

SKO58（第2-69図）３．１０YR3/1黒褐色土全体にきめの粗い砂が混じる｡小石.炭の量は1.2より多い。

SKO58は調査区の南西４．１oYR2/1黒色土３と類似､下部に向かうほど粘性が強くなる。
第2-68図SKO57実測図（1/30）

方向Ｉ‐61区に位慨し、

SDO29Bとほぼ接しているが、SDO29Bとともに撹乱を受け、一部消滅している。

土坑の規模は、東西1.8ｍ前後、南北1.5ｍ前後、深さ10～45cmで、平1,形態は楕円形を呈している。

土坑からは陶器や瓦が出土している。第2-69図1は瀬戸美濃系の夫同碗で、大窯３期に比定される

製品である。時期は16世紀後葉以降であろう。天目腕

Ｆ
，
Ⅱ
日
日

５０．勺

－６４－

Ｏ５ｃｎｎ
；，！‘‘：

０ １ｍ
；，‘‘‘；

第2-69図Ｓ|<058実測図及び出土遺物実測図（1/30,1/3）
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SKO61（第2-70図）

SKO61は調査区の中央付近の東側、1-61区に位侭する。上部にはSKO36が位侭しているが、遺構

の関係は判断できなかった。規模は、径0.9ｍ、深さ約40cmで、やや歪なIll形を呈している。上坑内

からは径30～50cm、厚さ１０cm前後の磯４～５点と、人頭大の篠10数点が出土している。大型の僻は

いずれも表IiIiが平らで、礎万と答えられる。篠とともに石F-lと､ド瓦の破片が出土している。第2-70

図１は石|青Iの破片実測図で、ド|言･Ｉである。復元11径は33.2cm、ｌ』Zさは4.5cmである。

この土坑の櫛築時期であるが、検出状況や出土遺物等からSDO66埋没後、さらには天正1４（1586）

年12月の島津侵攻後に構築されたものであり、１６世紀末葉前後と思われる。

ノ

5.00ｍ

Ｌ ｌＥ」 １

、 １１ｍ
０ 20cｍ

第2-70図SKO61実測図及び出土遺物実測図（1/30,1/8）

SKO72（第2-71.72図）

SKO72は淵査区の南西方向Ｈ－６１．６２区に位置し、第２南北街路を一部掘り込んで構築しているo

SDO66堀の構築以前の土坑である。規模は、東西1.5ｍ、南北約３ｍ、深さ1.7ｍで床面はほぼ平坦で

ある。平面形態は楕円形を呈し、埋土は西（第２南北街路側）から堆横している。堆枝埋土はいず

れも砂や小牒を多く含み、ソフトである。人為的に埋めた埋土ではなく、脚然に埋まった様な堆枝

状況である。土坑内からは床面直上で径20cm前後の磯10点前後、約10～30cm浮いた位置から、青花

や土師器等の辿物が出土している。上坑の時期は構築状況などから考えて、１６世紀後半代の早い時

期に比定される。

第2-72図が出土辿物で、ｌは巾I･I§|派州窯系背花の皿である。ｌ~l径10.6cm、底径4.4cnl、器高2.7cmで

約１/2の破片である。口縁部内外面と見込み部分に各一条の界線を施している。２～５は京都系土

師器の皿である。口傑は２～４が6.3～8.9cm、器高は2.1～2.3cmである。いずれも内外面にススが付

着しており、灯明Ⅲとして使川していたと思われる。５の京都系'二師器皿は、口径は復元で13.1cm、

器高2.3clllである◎いずれも内外面ともナデ仕上げが施されていて、口縁部が外反する◎塩地編年

の２～３期の特徴を示す資料であり、１６世紀後半代に比定されよう。６は碁石で蛇紋岩製、色調は

黒色である。上面を丸く半I']形に加~i具し、全曲研磨している。長さは2.6cm、厚さは0.9cI11である。

７は土師質上器の火鉢で、底部の破片である。高台の上に一条の突帯を貼り付けている。高台もま

た貼り付けである。８は凝灰岩製の石製品である。用途は不明である。lXl示している以外に草畦と

－６５－
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思われる形状の遺物を確認したが、残りが非常に悪く、図示することができなかった。図示した遺

物は土坑の床面直上からの出土ではなく、浮いた状態で出土したことから、流れ込み遺物の可能性

を持つ。このため、土坑の構築時期と出土遺物の時期にズレが生じる可能性もある。

、

、

、
、

第２節遺構と遺物

第2-71図SKO72実測図（1/30）

鰯

１、、
、

－６６－

１ｍ0



、
､

第2-72図SKO72出土遺物実測図（1/3,1/4）

SKO75（第2-73図）

SKO75は調査区の南西方向Ｈ-60区に位置し、第２南北街路を一部掘り込んで櫛築している。

SDO66堀の構築以前の土坑で、SKO56に南側部分を切られている。規模は、東西約1.1ｍ、南北は不

明、深さ1.1ｍで床面は除々 に狭まり、lllm30cII1前後である。平面形態は桁円形或いは円形を呈すと思

われる。主IliIll方位はN-23o‐Eを示す。土坑内からは床面から約30ｃｍ浮いた位置で中国妓徳鎮窯系

青花の小豚１点が出土している。器尚6.5cmで、約1/3の破片である。見込みと胴部外面には花文と

見られる文様を描いている。他の遺物の出上はない。遺構の在り方から考えて、当土坑の構築時期

はSKO75と同様に16世紀後半代の早い時期に比定される。
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第２章中世大友府内町跡第34次調査
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第2-74図SKO76実測図（1/30）

１

lＯｃｎｎ

SKO76（第2-74.75図）

SKO76は調査区の南端、Ｈ・’-63区北東に位侭する。北側はトレンチ掘り下げによる削平で、消

滅していた。規模は東西約2.2ｍ、深さは約50ｃｍである。平面形態は不明である。埋土に多岐の焼

土・炭を含んでいる。土坑内から瓦質土器と瓦が出土した。第2-75図１は瓦質土器の火鉢である。

口径は復元で46cⅢ、器高は13.4cmである。内外面ともナデ仕上げを行っている。高台は貼り付けで、

底部には離れ砂が認められる。２は土錘で、良さ4.8cmである。遺構の詳細な時期は不明であるが、

SDO66埋没後、さらには天正1４（1586）年l2jjの島津侵攻後に櫛築されたものであり、１６世紀末葉

以降と思われる。

1ｍ 第2-73図SKO75実測図及び
出士遺物実測図（1/30,1/3）
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SKO81（第2-76図）

SKO81は調査区の南端、1-63区に位置する。

SDO66の埋め立て後の遺構である。遺構の規模は長

径0.8ｍ、短径0.6ｍ、深さ約15cmで、やや歪な長方形

を呈している。土坑内からの遺物の出土はない。遺

構の詳細な時期は不明であるが、SDO66埋没後、さ

らには天正1４（1586）年１２月の島津侵攻後に構築さ

れたものであり、１６世紀末葉以降と思われる。

ｎ
川
川
Ⅲ
Ⅷ
Ｗ
Ｕ
◎
２

－６９－

彫三島碗

硬化面

6..･一シゴーニー

初瀬井路

１０cｍ
－ －

~~ここ二三＝

３．道路状遺構 第2-76図SKO81実測図（1/30）

第34次調査区では、街路と考える道路状遺構１条を検出した。この道路状遺構は第２南北街路と

考えられるもので、平成１４～16年度に府内町跡第１１．１２．１８．２２．２８次調査で確認された道路の南

側部分である。

SFO12第２南北街路（第2-2.77図）

SFOl2第２南北街路は、調査区の西端G-60.61.62区で検出された(第2-2図)。南北に延びる道路の

東側部分で、広いところで幅３ｍ、狭い所で約１ｍ、床面はほぼ平坦で標高は5.3ｍ前後で推移して

いる。西側部分は今回調査対象区外であり、現在は市道となっているため、道路の広がりや西端は

確認できなかった。さらにこの市道の下には初瀬井路が走っており、かなりの部分で削平を受けて

いると予想される。東側部分は、道路上にSKO30・SKO56やSKO57などの土坑が掘り込まれている。

また、SDO66堀は第２南北街路やSKO57土坑などを切り込んで構築されている。これらの事から、

当地区にはSDO66堀の構築以前から道路状遺構が存在しており、検出時より東にさらに広がってい

た事が伺える。

表土・耕作土除去後の検出当初は、第'２次調査や第18次調査で確認された第２南北街路の路面と

は違い、検出面は全面ガチガチの硬化面であり、新しい時代の遺構と考えていた。また道路側溝や

柱列などの施設が確認されなかったこと。さらに当時はSDO66堀の存在自体が不明であり、この堀

の埋土の堆積状況を、第２南北街路の道路形成埋土と考えていた事もあり、当遺構が街路との認識

を持っていなかった。

第２南北街路の調査は、調査区内での広がりを確認した後に西壁部分にトレンチを設定し、掘り

下げを行った。この土層堆積状況が第2-77図である。耕作土の下には近世の埋土や焼土・炭層が堆

積している。このトレンチ壁面から朝鮮王朝産の「彫三島碗」の破片が出土している。道路状遺構

第2-75図SKO76出土遺物実測図（1/3）

第２章中世大友府内町跡第34次調査
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の道路面数は２～５面で、砂

質土や粘質土が比較的薄く堆

積していて、全体の厚さは１０

cm前後で推移している。最終

面は硬化面で、厚さ３cm前後

である。全体的には１層或い

は２層が互層となっているが、

一部硬化面間に砂層などが間

層となっている地点などがみ

られる。

硬化面の色調は暗褐色～黒

褐色で非常に硬く、径0.5～

１cm前後の小喋を含んでいる。

土器などは含んでいない。

道路状遺構の下層は、粘質

でよくしまった褐色の泥土が

堆積しており、地山と思われ

る。遺物等の出土はないが、

柱穴等の遺構が確認できる。

第２南北街路の時期である

が、街路自体は１６世紀前半頃

から存在し、除々に幅等は縮

小し、SKO57等の土坑が道路

上に構築されていく。１６世紀

後半頃になると万寿寺の西に

SDO66堀が掘られ、街路の一

部が堀となり、道路幅は縮小

される。この堀もすぐに埋め

戻され、第２南北街路として

整備されていくと考える。そ

の後、天正（1586）年１２月の

島津侵攻に遭い、焦土化する

が再び整備され、他地点の状

況と同じように、近世初期ま

で機能していたのではないか

と考える。
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大火災

４．礎石建物跡

当調査区では、礎石

建物跡３棟（SBOO1～

003)が、いずれも焼土

層に覆われた状態で検

出されている。

３棟ともSDO66堀の

内部にかかっており、

埋め戻し後の構築であ

る。礎石部は一部消滅

しているものの、２間

×３間の建物跡が復元

できる。また、焼土層

は堀を中心に厚く堆積

しており、かなり大規

模な火災が起こったこ

とが推測でき、建物跡

はこの大火災により焼

失したとみられる。こ

の礎石建物跡周辺には、

集石遺構や遺物が集中

して出土しており、建

物に関連する施設と思

われる。

SBOO1（第2-79図）

SBOO1は、調査区の

北端Ｈ・Ｉ-58.59区に

位置する建物跡である

が、西側の桁行き部分

は調査区外のため、確

認できていない。また、

礎石の不明な位置もあ

る。このSBOO1は主軸

をＮ‐４。‐Ｅにとる

建物跡で、桁行３間、

梁行２間と考える。桁

行きが1.45ｍ、梁間は、

1.85ｍと２．０ｍである。

標高は礎石検出面で

5.2～5.3ｍである。礎

石は幅30～40cm前後、
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、

厚さ１５～20cmの表面が平らの石を使用している。礎石の掘り込みは検出できなかった。

SBOO2（第2-80図）

SBOO2は調査区の中央Ｈ-60.61区に位置する建物跡で、一部礎石の確認できない箇所がある。

SDO66堀内に堆積している焼土層を掘り下げ中に検出された礎石群である。主軸方位はＮ‐４。‐

Ｅを示し、SBOO1と同方向を向く建物跡である。確認できた桁行は３間、梁行は２間である。桁間

は北側１間が1.9ｍ、南２間が2.2ｍ、梁間は、1.85～1.9ｍである。標高は礎石検出面で4.9～5.0ｍで

ある。礎石は幅30～40ｃｍ前後、厚さ15～30ｃｍの石を使用している。礎石の掘り込みは検出できな

かつた。
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建物は、第２南北街路とほぼ平行に建てられており、建物の西端から道路までは約2.5ｍで、直接

道路と建物跡は接していない。

また、当建物の南東方向約４ｍに礎石等の廃棄土坑（SKO61）が確認されている。土坑の内部か

らは礎石と思われる石が出土している。この土坑は当建物跡が焼失した後の整地目的で掘られた土

：Ｊ－－－ｊ

坑で、不要になった当建物跡の礎石を廃棄した土坑であろう。廃棄土坑

卿 〃〃〃’

山0Z､９

《二コ ロ《｡） ロと二コ

第２節遺構と遺物
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第2-81図SBOO3実測図（1/40）
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五輪塔部材

第２章中世大友府内町跡第34次調査

SBOO3（第2-81図）

SBOO3は調査区の南側Ｈ-62区に位置する建物跡で、他の建物跡と同様に一部礎石の確認できない

箇所がある。主軸方位は他の２棟の建物と同じで、Ｎ‐４。‐Ｅを示す。確認できた桁行は３間で、

桁間は南側１間が1.6ｍ、北２間が1.9～2.0ｍである。南側の桁間が他の桁間より狭く、この部分は

庇の可能性もある。梁行は２間で、梁間は、1.9ｍ前後である。標高は礎石検出面で4.9～5.0ｍであ

る。礎石は幅30～60cm前後、厚さ１５～30cmで、一部比較的大きな石を使用している。礎石の掘り込

みは検出できなかった。

この建物もSBOO2と同様に、SFO12第２南北街路とほぼ平行に建てられており、建物の西端から

道路までは約2.5ｍで、直接道路と建物跡は接していない。

５．石列

当調査区では５基の石列を検出している。このうちの２基（SXO77.047）は、SDO66堀の区画を

形成するものとして、堀を全面的に埋め戻しする以前に構築された施設である。他の３基は堀の埋

め戻し後に構築された施設であるｏ

ＳＸＯ７７（第2-78.82～84図）

SXO77は調査区の南側Ｈ-62区に位置する石列である。万寿寺西の堀の一部を埋め立てて敷地を

確保している施設の一部である。主軸方位はほぼ東西を示し、標高は上面で4.5ｍ､最下面で3.5ｍで

ある。石列の石材には五輪塔の部材を用い、一部隙間の補填に径１０cm前後の小喋を利用している。

部材は空風・火・水輪を利用している。石列は五輪塔部材を、堀の斜面に沿って粘質の泥炭層の上

に弓状に湾曲しながら隙間なく並べ、表面は北側に向けている。構築時の北側の端であろう。この

時にはまだ万寿寺の堀全面の埋め立ては行われていなかったと考える。また、次年度に行われた第

43次調査では（本報告書第３章参照）SXO77よりさらに南側で、外面を北側にした石列が検出さ

１
4.50ｍ

第2-82図SXO77実測図（1/30）

０ １０cｍ
一 一一

第2-83図SXO77出土遺物実測図１（1/3）
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第１次拡張Ⅸ

焚字「力」

宝僅印塔

蹄字「バン’

第２章中'1t人友府内町跡第34次調査

れている。SXO77は、蚊初に埋め立てられた敷地の第１次拡捌Ｘの北端であろう。

第2-83.84図に提示している遺物が出土遺物である。１．２は京都系土師器の皿で、１は口径8.6

cm、器高2.0cm、２は｢I径11.8cm、器I断２２cmで内外1ｍともススが付着している。灯明IⅢとして使用さ

れていた製Il1I1iであろう。２点ともほぼ完存している。内外Iiliともナデ仕上げが施されていて、１１縁

部が外反する。塩地編年の２～３期の特徴を示す資料であり、１６世紀後半代に比定されよう。第２‐

84図は石列を構成していた五輪塔の部位である。３～９．１１．１２はいずれも凝灰岩製の空風輪部で

ある。３．４の風輪部には墨害銘が!,,』られるが判読できない◎５の空輸部にも器普銘があるが判読

できない。６は風輪のIJLI方に墨書による鈍字「力」が描かれている。９．１１の空風輪部IIIij方に墨押

銘が見られるが判読できない。１０は宝薩印塔の相輪部で、凝灰渚製である。１３～17は五輪塔の火輪

部である。いずれも蝦11洲は見:､ｌ１たらない。１８～22は五輪勝の水輪部である。１９には鈍'了:「バン」

が陰刻されている。２０は水輪の四方に雛書銘が描かれているが判読できない。２１にも墨11}:名が見ら

れるが判読できない。

ＳＸＯ4７（第2-78.85図）

SXO47は調査区の南側H-62区、SXO77から北へ約２ｍに位慨する石列である。SXO77と同様に万

寿寺西の堀の一部を埋め'Zてて敷地を確保している北境の施設の一部である。主軸はほぼ東西方向

泥炭層を示し、標尚は上面で5.0ｍ､最下面で3.7ｍである。石列は堀の西側掘方から斜面に沿って粘質の泥

炭層の上にIj状に湾曲しながら隙間なく並べ、面は北側に向けている。行列の石材には下の三段前

瓜輪塔後に五輪塔を川いている。部位は、水・地輪部を1.'1心に使用している。その上に径40～60cm前後の

大型の石と、径20～30cmの小型の石を組み合わせて石列を構築している。；｢i列は丁寧に組み立てら

れており、北側の表面はほぼ揃っている。

SXO47はSXO77より北側に位潤し、外面を北側にしているため、SXO77椛築後にさらに拡張した

第２次拡張区北側の端にあたり、埋め立て地の第２次拡張区の北端である。この時にはまだSDO66堀の全体の埋

め戻しは行われていなかったと考える。
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第2-86図SXO84実測図（1/30）

２

簿撫ｌ
の石を利用している。遺

物は石列の中央付近で瓦

質土器の鉢の破片が出土

した。復元口径は33.8ｃｍ－

で、内外面とも工具によ

る丁寧な横ナデで仕上げ

ている。底部には離れ砂

ヨ ー

SXO8４（第2-86図）

SXO84は調査区の南側H-62区、SXO77から北へ約３ｍ付近に位置する石列である。SXO77.047の

石列とは違い、万寿寺西側の堀が埋まる途中の施設である。

石列は堀の中央に位置し、主軸方位は他の石列と同様にほぼ東西を示す。標高は約4.3ｍで、径２０

cm前後、厚さ１０cm前後の石を上下２段に重ねて並べている。

SXO7４（第2-87.88図）

SXO74は調査区の南側H-61区、SXO84

から北へ約２ｍ付近に位置する石列であ

る。やはりＳＸＯ77.047とは違い、区画的

な埋め立て用地を確保するための土留め

用の石列ではないと考える。ただ、何ら

かの区画割り用の石列の可能性を持つも

のであろう。

石列はSDO66堀の斜面に沿って、西か

ら東方向へ湾曲しながら堀の床面方向へ

と堆積している。標高は西側が4.3ｍ、

東端が3.9ｍで、泥炭層‘

－７９－

跡低iフ
区画割り 430ｍ

第2-87図SXO74実測図（1/30）
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2１ 2/5Ｙ５/１ 黄灰色砂質 ﾉフト粒子細さらさら
2２ 2.5Ｙ６/４ にぶい黄色砂質 ﾉフト粒子細さらさら
2３ 2.5Ｙ６/１ 黄灰色砂質 ﾉフト粒子細さらさら
2４ 10ＹＲ７/４ にぶい黄燈色砂質 ﾉフト粒子細さらさら
2５ 10Ｙ７/２ 灰白色砂質 ノフト粒子細さらさら
2６ 10YR5/１ 褐灰色砂泥

こ
も
り
一
ノフト粒子粗

2７ 7.5Ｙ２/２ オリーブ黒色泥士 ノ、藻多鼠含
2８ 10YR2/３ 照褐色泥十 ノ、喋多量含
2９ 2.5Ｙ５/１ 置灰色磯 ６目,’小磯･粗砂
3０ 2.5Ｙ３/１ 冊褐色砂質 ソ フト粘質粒子細
3１ 2.5Ｙ３/１ 黒褐色砂 粒子やや粗
3２ 10YR2/２ 鼎褐色砂泥 ソフト小石含
3３ 2.5Ｙ３/１ 黒褐色士 ソフト小喋含
3４ 10YR3/３ 唐褐色罪十 ソフト粒子細
3５ 10YR3/３ 晴褐色泥士 粘質粒子細
3６ 2.5Y3/１ 照褐色泥士 粘質粒子細
3７ 2.5Y3/１ 鼎褐色粘士 ソフト粒子細
3８ 10YR3/１ 照褐色泥士 粒子粗喋多量含
3９ 10YR6/４ こぶい黄燈色砂喋 粒子粗小磯多量含
4０ 地山

2.5Ｙ３/１ 暗赤灰色粘質 ﾉフト
２ 5Ｙ２/２ オリーブ黒僅鮎十 ﾉフト粒子細遺物含
３ 2.5Ｙ４/２ 暗灰黄色泥砂 ﾉフト粒子細
４ 10YR2/３ 黒褐色砂 ﾉフト粒子粗
５ 10YR2/２ 黒褐色粘暫 ﾉフト粒子細
６ 10YR5/２ 灰黄褐色砂 ノフト粒子粗
７ 10YR6/２ 灰黄褐色砂泥 ノフト粒子細
８ 2.5Ｙ５/１ 黄灰色砂質 ノユト粒子細
９ 7.5Ｙ２/２ オリーブ黒色粘質 粘土遺物含
1０ 10YR4/３ にぶい黄褐色砂泥 ソフト粒子細
1１ 10YR4/１ 褐灰色砂質 ソフト粒子粗
1２ 10YR2/２ 黒褐色砂泥 粘質喋含
1３ 10YR4/１ 褐灰色砂 ソフト粒子粗
1４ 10YR5/１ 褐灰色泥十 ソフト粘質粒子細
1５ 7.5Y5/２ 灰褐色泥砂 ソフト粘質粒子細
1６ 10YR4/２ 灰黄褐色砂質 ソフト粒子粗
1７ 2.5YR4/２ 灰赤色砂磯
1８ 2.5YR7/２ 明赤灰色砂質 ソフト粒子細
1９ 7.5YR6/２ 灰褐色泥士 ソフト粘質
2０ 7.5YR6/３ にぶい褐色泥十 ソフト粘質
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第2-88図SXO74出土遺物実測図（1/3）

SXO6３（第2-89.90図）

SXO63は調査区の中央H-61区、SXO74から北へ約４ｍ付近に位置する石列である。区画的な埋め

立て用地を確保するための土留め用の石列ではなく、何らかの区画割り用の石列であろう。

石列はSDO66堀の中央付近の標高4.5ｍの位置に、径１５～40cm前後の石とともに、五輪塔の水輪・

地輪を使用して石列を構築している。万寿寺堀の埋め立て後の構築であり、敷地の区画と思われる。

第2-90図は石列を柵築していた凝灰岩製の五輪塔地輪部である。
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第2-89図SXO63実測図（1/30）
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6．集石遺構

当調査区では大小９基の集石遺構を検出している。このうちの大型の集石は、SDO66堀を埋め戻

す際に投げ入れた集石遺構であろう。
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SXO2１（第2-91.92図）

SXO21は調査区の中央からやや南側、Ｈ-61区に位置する。万寿寺西側の堀の中央で東西５ｍ、南

北1.5ｍの範囲で喋群が確認された。掘り方ラインは確認できなかった。集石上部の標高は4.8ｍで、

第２南北街路から堀に向かって投げ入れた状態を示している。喋群は10～30cm前後の操で構成され

ている。万寿寺西側の堀の埋め立ての時に投げ入れた石、或いはその後の建物構築時における基礎

部分に敷き込まれた集石であろう。喋群中には被熱した石も見受けられるが、この集石は、焼土層

除去中に確認された遺構であり、天正（1586）年12月の島津侵攻後の梢築物ではないであろう。遺

物は喋群中から陶磁器や土師質土器、瓦類が出土したがいずれも小破片である。第2-92図は図示で

きた出土遺物である。１はタイ産の焼締め陶器で、メナムノイ窯で生産された四耳壷と思われる壷

の口縁部破片である。外面の頚部から胴部にかけて黄白色の白泥を施している。肩部には多条沈線

が施されている。把手は１個が残存している。２は備前系陶器翌の口縁部破片である。

タイ産

第2-92図SXO21出土遺物実測図（1/3）

ＳＸＯ2２（第2-93.94図）

SXO22は調査区の南西方向、Ｈ-62区

に位置する。万寿寺西側の堀の西端に

当たり、東西２ｍ、南北1.5ｍの範囲に

喋がほぼ散発的に確認された。掘り方

ラインは確認できなかった。集石上部

の標高は５ｍで、東に向って低くなり、

第２南北街路から堀に向かって投げ入

れた状態を示している。喋群は10～３０

cm前後の操で構成されている。万寿寺

西側の堀の埋め立ての時に投げ入れた

石であろう。遺物は喋群中から陶磁器

や土師質土器、瓦類が出土したが、ほ

とんどが小破片である。第2-94図は図

示できた出土遺物である。１は中国製

の青磁稜花皿である。復元口径は13.6

cm、器高3.6ｃｍで15世紀代の製品であ

る。２は中国製の焼締め陶器蓋である。

口径12.9cm、器高3.6cmで16世紀代の製

品である。３は噂で両側面とも欠損し

ている。

10cｍ

第2-93図SXO22実測図（1/30）
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第2-94図ＳＸＯ22出土遺物実測図（1/3,1/4）

SXO2３（第2-95～99図）

SXO23は洲奄区の南側、H-621Xに位iifiする。焼上〃'|除去後に確1忽された適職である。万寿寺西側

の堀の中央部分、SXO22の東１ｍに当たる。東西1.5ｍ、南北２ｍの範M1:lに藤や蝶が集IlJして確認さ

れた。掘り方ラインは確認できなかった。集,(:i上部の標高は５ｍ、床iiliは4.8ｍで平坦である。南|Ⅲ

部分の一両に篠の上而に噂を敷き詰めた様相がみられ、上面に灰層が堆稜している。当遮構と

SBOO3礎石建物跡が重なることから建物跡に付随するIUlらかの施設であろう。牒群は10～30cm前後

の操で構成されており、雌の璽なりはさほど見られない。

当世構巾からは陶磁器や土師質土器、瓦類など多くの遺物が出土した。第2-96～99図が図示した

出土辿物である。ｌ～３は禁徳鎮窯系肯花である。ｌは碗で小野編年の腕Ｅ群に比定される製品で、

いわゆる「鰻頭心碗」の系統にﾚし、161廿紀後葉の製品である。胴部外１ｍと兄込みに花再文と思わ

れる文様を描いている。尚台内には「異体字」の字款がみられる。２は小野編年の皿Ｂ１群に比定

され、口縁が外反している。IIIil部外面には牡丹唐草文、見込みには玉取獅子を描いている。３は腕

の口縁部破片で、碗Ｅ群に比定される。胴部外面に花文と思われる文様を描いている。４は京都系

土師器の皿で、１１経8.7cI11、器高2.1cmでほぼ完存している。内外面ともナデ仕上げが施されており、

11縁部が外反する。塩地細作の２～３期の特徴を示す資料と思われ、161M紀後半代に比定されよう。

1-1縁部の内外而にはススの付着が認められ、灯明皿として使用されたものと思われる。

５は瓦質土器の鉢である。内外面とも横ナデを施し、底部は糸切りである。６は土師質土器の番

－８３－



１ｍ

炉である。１１縁部外Mliにはスタンプによる閉文の刻印を施している。復元口径は11.8cmである。７

は瓦賀土器の火消し燕で、Ｉ~1径は25.2cⅡ1、器高は25.9cmである。胴部外面はへうによるナデを施し、

内面は凶転職ナデが確認できる。底部はへう切りである。８は土師質土器の火鉢である。口径は

34.1cm、器高29.5cmで、

。 ，、口縁部外面には２個一

火洲し壷

■ﾌｰ頂

単体の双頭蕨手龍雲文

のスタンプを等間隔に

施している。９は丸瓦

の破片で、|隅14.2cm、

厚さ３cmである。外1ｍ

はナデ仕上げにより、

平滑である。内面は布

日圧狼が残る。１０．１１

は邸である。１０は長さ

22.1cm、厚さ３ｃｍであ

る。１１は厚さ2.4ｃｍで

側面が湾曲することか

◇

Ｉ

一

一
八
一
一
一
）
○
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此
回
写

ら坪ではない可能性が､ｰ′－°@口ｃ
ある。１２は銭貨で一部 ｃミヨ▽

Ｏ
欠損しているが、北引く

ａ Ｑ
5.20ｍ時代の「1照寧元賓」で、－

銭貨

真群、初鋳年は1068年
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喧ＩＣＯ尋曇害 唇-．である。
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第2-95図ＳＸＯ23実測図（1/30）
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第2-100図ＳＸＯ24実測図（1/30）

１０ｃｍ

第2-101図ＳＸＯ24出土遺物実測図１（1/3）

ＳＸＯ2４（第2-100～102図）

SXO24は調査区の南側、Ｈ-62区に位置する。焼土層除去後に確認された遺構である。万寿寺西側

の堀の中央部分､SXO23の北１ｍである。東西1.3ｍ、南北1.5ｍの範囲に藤や土器が柴中して確認さ

れた。掘り方ラインは確認できず、標高4.9～5.0ｍの範囲に平面的な広がりを持っている。

土器は遺構内で、それぞれ１個体分がほぼまとまった状態で出土している。１０～30cm前後の操で

構成されており、西側部分には際を意図的に並べた様相が伺える。

当遺構はSXO23と同様に、SBOO3礎石建物跡の南側に当たることから、建物跡に付随する何らか

の施設であろう。

出土遺物は陶磁器や土師質土器、瓦類など多くの遺物が小破片で出土した。第2-101.102図が出

土した遺物である。１．２は中国産津州窯系青花の皿である。１は北側部分からほぼ１個体分が小

破片となって出土した。２は中央付近からの出土であるが、色調等が１と類似しており、同一個体

の可能性を持つ。１は口径16.6cm、器高4.2cnlで大型である。１１縁部の内外面に１条の界線を持つ。

見込みは２条の界線を持ち、蛇の目剥ぎである。高台は無紬である。３は土師質土器の鉢で、口径

31.4cm、器高10.2ｃｍである。内外面ともナデを施している。４は備前系陶器の播鉢である。１０条の

放射状の播目に加え、ナナメ播目が施されており、近世１期に比定される。

－８７－
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第2-102図ＳＸＯ24出土遺物実測図２（1/3）

１０ｃ 、

４

ＳＸＯ2８（第2-103～108図）

SXO28は調査区の巾央からやや北側、Ｈ-60区の万寿寺西側の堀の中央部分に位侭する。焼土層除

去後に確認された辿構である。SBOO2礎石建物跡の北１ｍに当たる。東西７ｍ、南北4.5ｍの範囲に

篠や邸が集中して検出された。明確な掘り方ラインは確認できなかった。集石部分の床面標高は西

が5.0ｍ、束は4.8ｍで、除々に堀の中央に向って下がっており、第２南北街路方面から堀に向かって

投げ入れた状態を示し、上面は5.2ｍ前後でほぼ平面的な広がりを持っている。堀の埋め立ての時

に投げ入れた磯、或いはSBOO2礎石建物に付随する何らかの施設であろう。当集石の構築時期であ

るが、上限は万寿寺IJli側の堀の埋め立て後、或いは埋め立て時の構築であり、下限は焼土照除去巾

に確認されたことから、犬１１畠（1586）年１２月の島津侵攻以前の構築物であろう。当集石からは多11ｔ

の辿物が川上しており、陶磁器や土師質土器、石製品と多岐にわたる。

第2-104～108図に復元可能な辿物を図示している。第2-104図は肯・ｒｌ磁と青花である。１はIl1IKl

嫌の施泉窯系の碗である。内lIIiに暗花文が見られる。１５世紀代の製品である。２も111岡施の池泉窯

系の水差しで係5.2ｃｍの商台を持ち、外面に暗花文が見られる。注ぎI~1部分は欠楓している。３は

'.|''１《l餓徳鎮窯系の''1磁のⅢlである。尚台部分の破片のため明確ではないが、森川編年の白磁ⅢＥ群
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１０cｍ

に比定される製品であろう。時期は1611.t紀代である。４～８は'''1.1ﾐ|確蛾徳鉱窯系の．I¥花である。４

は碗で小野編年の腕Ｂ群に比定される型１１Ⅱ１，である。｜|縁部|ﾉ1111iにＩｊＬＩ方概文、lllIil部外liliには牡丹牌llI1i

文と思われる文様を、見込みにも文様を描いている。尚台内には「異体fj参:」の《j::款がみられる。５

はllllでＢ１群に比定される製品である。１１縁部内外liliと見込みに文様が,認められる。６は碗でＥ群

に比定される製品である。いわゆる「鰻頭心腕」の系統に脇し、1611t紀後梁の製品である。見込み

と胴部外面に文様が認められる。高台内の字款は認められない。７も碗でＥ群に比定される製品で

ある。Ｉ~1縁部の内外liIiに界線が認められる。８は盤である。見込みには動物と思われる文様を描い

ている。高台の外面には半｢']状の連続文様を施している。９はIlIIlil熊諏州窯系の肯花腕の底部破片。

異体字

第2-104図ＳＸＯ28出土遺物実測図１（1/3）
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第2-105図ＳＸＯ28出土遺物実測図２（1/3）
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第２節遺構と遺物

である。見込みと胴部外面に文様を施している。高台は露胎である。第2-105図は陶器である。１０

は朝鮮王朝産の焼締め陶器で瓶の口縁部である。外面は褐紬を施している。１１は中国産焼締め陶器

喪の底部破片である。胴部外面Iこへラ記号が認められる。12～14は備前系陶器である。１２はほぼ完

形の播鉢である。８条の放射状の播目が施されていて、中世６期に比定される資料である。１３も橘

二Ｚｒ

芝:至言 2０
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二二三！
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１０cｍ

第2-106図SXO28出土遺物実測図３（1/3）
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第2-107図ＳＸＯ28出土遺物実測図４（1/3,1/4）
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鉢で放射状の播目に加え、ナナメ播目が施されており、近世１期に比定される。１４は喪の底部破片

である。内外面はナデを施しているが、底部は未調整である。第2-106図は土師質土器である。１５

～27は京都系土師器である。１５～22は皿で、口径は7.8～8.8cmが７点、11.6cmが１点、器高は1.9～

2.3cmである。２３～27は坪である。口径は10.3～11.4cm，器高は3.2～3.5cmである。

１５～21の内面或いは外面、もしくは両面にススが付着しており、灯明皿として使用されていた製

品であろう。ほとんどの遺物が内外面ともナデ仕上げが施されていて、口縁部が外反する。塩地編

年の２～３期の特徴を示す資料であり、１６世紀後半代に比定される。２８．２９は土師質土器の火鉢で、

28は口縁部から胴部にかけての破片で、内外面ともナデを施している。２９は底部破片で、胴部下半

に２条の突帯を巡らしている。脚が付くと思われるが、残存部分では確認できない。底部には離れ

砂が認められる。

３０．３１は瓦質土器で、３０は鉢の底部破片である。内外面とも横ナデを施している。３１は火鉢で、

に．『

3４

ロ
１０cｍ0

＜二コ －－

3５

言 ﾓー 』列
第2-108図SXO28出土遺物実測図５

（33～36は1/3,37は1/4）

〃

１

5.20ｍ

唾之j”鋤 ‐

０ 1ｍ

第2-109図SXO35実測図（1/30）
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第2-110図SXO35出土遺物実測図（1/1）
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内外面ともハケによるナデを施

している。胴部下方に１条の突

帯を巡らし、脚が付く。３２は丸

瓦の破片で、幅13.0cm、厚さ2.2

cmである。外面に縄目痕が認め

られる。内面は布目圧痕が残る。

第2-108図は石製品である。

３３．３４は赤間石を使用した長方

硯で接点はないが、同一個体と

思われる。幅は10.8ｃｍである。

35は天草石製の砥石で、欠損部

以外はいずれも擦り面として使

用している。３６．３７は茶臼の破

片である。３６は下臼の受け部破

片。３７は上臼の破片で挽き手穴

には縁が付く。

第２章中世大友府内町跡第34次調査

罫 １α
○

島
。’噸ロ亀

◎
己

長方硯

句砥石

5.20ｍ

③＄雪６

－－

景窒織玲iョ
1ｍ

－ －

第2-111図SXO38実測図（1/30）

SXO3８（第2-111.112図）

SXO38は調査区の中央、Ｈ-61区で、第２南北街路の側に位置する集石遺構で、東西1.7ｍ、南北1.5

ｍの範囲に操が集中して確認された。掘り方ラインは確認できな

少かつた。藤は径１０～30cm前後で、敷き詰めた状況ではなく、投げ入

第2-112図SXO38出土遺物実測図（1/3）

SXO3５（第2-109.110図）

SXO35は調査区の南、Ｈ-62区に位置する。

SXO24とSXO54の間に位置する集石遺構で、

東西1.0ｍ、南北0.7ｍの範囲に喋が集中して

確認された。SBOO3礎石建物跡の礎石の周辺

部に位置することから、礎石を安定させるた

めの喋群の可能性もある。掘り方ラインは確

認できなかった。遺物は喋群中から瓦片と銭

貨１枚が出土した。第2-110図が出土した銭

貨で、一部欠損しているが、北宋時代の「景

徳元費」である。初鋳年は1004年で、書体は

真書である。

第2-113図ＳＸＯ46実測図
（1/30）

－９５－

慧謹謹謹雲雲霧
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1ｍ
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れた状態を示している。遺物は陶器破片や瓦が出土している。第２‐

112図は備前系陶器の喪の底部である。

SXO4６（第2-113図）

SXO46は調査区の北側Ｈ-59区で、径0.6ｍ前後の範囲中に喋と炭

と瓦が集合して確認された遺構である。明確な掘り込みラインは認

められない。検出面での標高は5.1ｍである。出土遺物は焼締め陶

器の小破片１点と、丸瓦破片４点であった。

峨参
５．２０ｍ

＝

＝電電S…



5.20ｍ

SXO5４（第2-114～116図）

SXO54は調査区の南側H-62区、万寿寺西側の堀の中央部分に位置する。焼土層除去後に確認され

た遺構で、SXO23集石遺構、SBOO3礎石建物跡と重なる。遺構の範囲は東西3.5ｍ、南北3.2ｍで、操

と陶磁器の破片がそれぞれ固まって出土した。明確な掘り方ラインは確認できなかった。標高は

4.9ｍ前後でほぼ平面的な広がりをみせている。SBOO3礎石建物に付随する何らかの施設であろう。

構築時期の上限は、万寿寺西側の堀の埋め立て後、或いは埋め立て時であり、下限は焼土層除去中

に確認されたことから、天正（1586）年12月の島津侵攻以前の構築物である。当集石からは陶磁器

や土師質土器などが出土している。

第115.116図に出土した遺物を図示している。１は京都系土師器の皿である。口径8.5cm、器高１．９

cmで、内外面ともナデ仕上げが施されている。塩地編年の２～３期の特徴を示す資料と考えられ、

16世紀後半代に比定される。第116図は陶磁器類である。２～４は中国製の白磁皿である。２は中

国南部地方の製品で、見込みと高台周辺が露胎となる製品である。３．４は森田編年の白磁皿Ｅ群

に比定される皿である。口径は11.5ｃｍと11.6ｃｍでほぼ同じである。３の色調は白色に近いが、４は

灰色を呈している。５～10は中国産の青花である。５は景徳鎮窯系の皿で、小野編年のＥ群に比定

される製品である。１６世紀後葉の製品である。見込みには山水と烏、口縁部内面には四方襟文、胴

部外面には花鳥折枝と思われる文様が描かれている。高台内には「口明年造」の字款が認められる。

６～８も景徳鎮窯系の皿で、Ｂ１群に比定される製品であり、口縁が外反している。６の胴部外面

には唐草文、見込みには玉取獅子を描いている。７の見込みには花再文、胴部外面には唐草文が描

かれている。６よりくすんでおり、発色が悪い。８は器壁が薄く、見込みに文様を描いているが判

露胎

景徳鎮窯

読できない。胴部に

は文様は見られない。

９は滝州窯系の皿の

破片である。口縁部

外面に波涛文帯が描

かれている。１０は景

徳鎮窯系青花の小杯

である。見込みと胴

部外面に文様が描か

れている。高台内に

は「異体字」の字款

が認められる。１１は

瀬戸美濃系の天目茶

碗で大窯３期に比定

される製品である。

時期は16世紀後葉で

ある。

＝、

。。篭Ｃ
Ｏ

涼州窯

蕊 Ｉ
、

異体字

｡｡鼠｡｡。，渡

咽ふび｡，
｡｡，ｏ

ＧＯ

ＳＱＯ。

０

①口

第２節遺構と遺物
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第2-115図SXO54出土遺物
実測図1(1/3）

2ｍ０

第2-114図SXO54実測図（1/40）
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）第2-116図ＳＸＯ54出土遺物実測図２（1/３ “
Ｉ

、

△
■
》
▼

１０ｃｍ

Ｌ

画
▲
■
Ⅱ
■

、_Ｌ=〃．
６

■ロ

２

Ｊ

両＝

Ｌ則

８
て了－１－:ﾌ′

鞄鍾．

－９７－

Ｌ

７

Ｌ三ナノ／

1【０



第２節辿構と遺物

青花

口禿のlⅢ

７．遺物集中区

当調査区では４カ所で遺物の集中している、あるいは一括で廃棄されたと思われる箇所が確認さ

れた。これ以外にも菜石と遺物が同時に出土している箇所もあるが、これは集石遺構として先述し

ている。３カ所はSDO66堀の巾からの検出で、堀の上部から斜面に沿って滑り落ちたと思われる遺

描も存在する。

SXO3９（第2-117.118図）

SXO39は調査区の南東1-62区、堀から東へ１ｍ離れた地点で確認された。約80cm四方のなかに、

中国産の青花２個体分が出土した。標商は4.9～5.0ｍの間である｡遺物の周辺からは掘方の痕跡等

は検出されなかった。当遺構の時期は出土遺物からみて16世紀後半と考える。第2-118図が出土遺

物で、１．２とも殿徳鎮窯系の製品である。１は碗で小野編年のＥ群に比定される製品である。見

込みには瑞花、尚台内には界線を巡らしI|'に「福」の字款が認められる。２は皿で、やはりＥ群に

比定される製品である。兇込みに松樹ド人物像、胴部には仰ｌｉＩ〔文が捕かれている。荊台内には「大

明口武年造」の字,飲が認められる。いずれも１６世紀後葉の製品である。

、，

ｃｃ，▽－ﾄー

～=＝＝基会ご診
防

０

５－００ｍ

１ｍ

第2-117図ＳＸＯ39実測図（1/20）

＝一アーノ

Ｕ １０cｍ

第2-118図ＳＸＯ39出土遺物実測図（1/3）

ＳＸＯ4０（第2-119.120図）

SXO40は調査区の中央H-61区、堀のrll央付近に位置し、検出時の;標高は4.85ｍ前後である。約６０

ｃｍ四方のなかに、巾国産の白磁と青花が出土した。遺物の周辺からは掘方の痕跡等は検出されな

かった。当遺椛の時期は出土遺物から衿えると16世紀の前半頃となるが、構築状況などからみると、

１６世紀の後半代と考える。

第2-,20凶が出土逝物で､１は白磁の!Ⅲでいわゆる口縁端１－ ．か
部が口禿になった製品である。口縁部をやや外反させ、底部一一

は露胎である。森I:ＩＩ編年の白磁皿Ⅸ類に比定され、１３世紀後一のや５二２Ｑｍ
企

、一

半代の製品である。２．３は景徳鎮窯系のllllである。いずれ

も小野編年のＢ1群に比定される製,!i１１，である。２は見込みに－

文様、胴部外面にＩ'揮文が認められる。３は見込みに花樹の＝-q等…
.竃』,舎陰I.￥111二1ウIｱﾉ,I志,一ｒ'零.!｛ず_【よy,-人=１Ｗと.－」ハワ，、一瞬』へ』寸,､１，,."-,……０ １ｍ
文様、胴部外面に唐草文が認められる。いずれも16世紀前葉

の製品である。 第2-119図ＳＸＯ40実測図（1/30）

－９８－



肯磁の蓋

青磁の鉢

鳳園

褐利I陶器

第２章中１１t大友府内町跡第34次調盗

－ ア べこ三コ“-ノ

てこ匡ニング

１ ２

Ｈ １０ｃｍ

6‘

第2-120図ＳＸＯ40出土遺物実測図（1/3）

ＳＸＯ4１（第2-121～125図）

SXO41は調査区の''1央Ｈ-60.611メルI|のili央部分で、ＳＢ()02礎石建物跡と頑なる。約５ｍ四方の巾

に、礎石と喋と多11tの上器類が検出された。土器は陶磁器や．上師質土器で、ほとんどが小破片と

なって広範囲で検出された。検出時の標尚は礎石の上面とほぼ同じ５ｍ前後である。遺物の周辺か

らは掘方の痕跡等は検出されなかった。当遺構の時期は、周囲の状況などからみると16世紀の後半

代と考える。

第2-122～125図がllI土遺物である。第2-122図は背白磁と陶器碗である。１～５はI|'国産の背磁

である。１は蓋で、！':'央に疑宝珠状のつまみを有す。休部外面に劃文がみられる。内面には袖薬は

施されていない。２は青磁の鉢で１と'11様に、休部外面に刈文がみられ、底部は蕗胎である。１と

２はセット関係である。３は景徳鎮窯系の輪花皿である。高台畳付きは利l剥ぎを行っている。４は

碗で高台の内面と外、の一部は蕗胎である。５はやや小型の碗で底部を欠損している。口径は9.8

cmである。６は''1磁のIⅢで森田細年の''1磁ⅢＥ群に比定される製品で161{I:紀代の製品である。７は

瀬戸美濃系の天１１腕の破片で、大窯３期に比定される製品である。時期は16世紀後葉以降であろうｃ

第2-123図は中国産の背花と褐紬陶器である。８～13はいずれも景徳鎮窯系の背花の皿である。８

は底部がいわゆる「碁笥底」となるもので、Ｃ群に比定される資料である。見込みと外面に文様が

施されており、底部外面は露胎となる。９はＥ群に比定される資料で器壁が薄く造られている。見

込みには樹木に止まった烏の文様を描いている。高台内には字款は認められない。１０は大皿で復元

11径は18.9ｃｍである。見込みには「鳳以」を、口縁部内面にも文様を描いている。外面には文様は

ないが、高台内には字款の痕跡がわずかながら確認できる。１１はＥ群に比定される資料で９の青花

皿と同じ文様を描いている。１２もＥ群に比定される資料で、見込みと１１縁部の内外面、腰部にそれ

ぞれ１条の界線をｲjする。高台内には「異体字」の字款が認められる。１３もＥ聯に比定される盗料

で９の肯花Ⅲと|｢ilじ文様を描いているｏｌ４はI:|:１国製の褐Wlli陶陶器の壷で、器商は17cm以上、１－１縁部

を欠いている。器壁は薄くつくられており、底部は露胎である。第2-124は陶器である。１５は中国

産褐称陶器瓶の1-1縁部破片である。１１径は８cmで、外而に褐袖を施している。１６～21は備前系の陶

器である。１６は瓶の11縁から頚部である。口縁部の内外面と頚部にかけては降灰が認められる。１７

－９９－



第２節遺構と遺物

播鉢

香炉

｡

‐

(ま壷の底部である。内外面ともロクロによるナデ調整を行っている。底部は未調整である。１８も壷

である。口径は9.8cm、器高は22.3cmである。肩部外面には５条の櫛目を巡らしている。19～21は播

鉢である。いずれも放射状の播目に加え、ナナメ播目が施されており、近世１期に比定される。第

2-125図は土師質土器である。２２は京都系土師器の皿で、口径7.9cm、器高1.9cmで口縁部内面にスス

が付着しており、灯明皿として使用されていた製品であろう。内外面ともナデ仕上げが施されてい

て、２～３期の特徴を示す資料である。１６世紀後半代に比定される。２３は香炉で口縁外面に双頭蕨

手龍雲文の刻印をスタンプしている。２４は火鉢の破片で、胴部外面の下方に２条の突帯を貼り付け

ている。底部は離れ砂が認められる。２５は土錘で、先端を欠く。
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第2-121図SXO41実測図（1/40）
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第2-122図ＳＸＯ41出土遺物実測図１（1/3）
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第2-123図ＳＸＯ41出土遺物実測図２（1/3）
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3期の特徴を示す盗料である。１６世紀後半代に比定されるｃ
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第2-126図ＳＸＯ60実測図及び出土遺物実測図（1/30,1/3）
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第2-127図柱穴出土遺物実測図（1/3）

′２４

Ｂ

iＯ １０ｃｍ

第２節遺構と遺物

第2-125図ＳＸＯ41出土遺物実測図４（1/3）

ＳＸＯ6０（第2-126図）

SXO60は調査区の北西H-60区、堀の西側で確認された。標高は4.6～4.8ｍで、検出状況から第２

南北街路の端から堀の傾斜に沿って斜めに滑り落ちたと思われる。遺物は完形の土師器皿３枚であ

る。１は在地系のロクロ成形による小IⅢで、底部の器壁が厚く、口縁部を低く形成している。底部

は糸切りである。２．３は京都系土師器の皿である。内外面ともナデ仕上げが施されていて、２～

、

グｊ
ＩＪ

、
、

§

０
１ｍ

－

，塁§、
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中国南部

８．柱穴出土遺物（第2-127図）

第127図は柱穴出土の遺物を提示している。柱穴から出土する遺物は、瓦片や土器の小破片がほ

とんどで、図示できる遺物はごくわずかであった。１．２は万寿寺西側の堀の埋め戻し後に構築さ

れた建物の柱跡（SP-1028）から出土した遺物である。柱穴の埋土には炭を多量に含んでおり、柱

痕が確認できる。１は土錘で、長さは5.3cmである。２は備前系陶器の瓶で、頚部から胴部にかけて

の破片である。頚部外面には降灰が認められる。３は調査区の北端で確認された柱跡からの出土遺

物で、備前系陶器壷の上半部である。口径は１０．８cmで肩部に櫛目文様を施し、降灰が認められる。

１
．
１

瓶

降灰

９．整地層（第2-128～145図）

本項目では、遺構以外の包含層や整地層、撹乱等から出土した遺物のうち、残存度の高いものや

注目すべきものを選別して報告する。

陶磁器（第2-128～134図）

第2-128図１～３は中国製の青磁である。lは青磁人物像燭台の顔の部分である。顔は露胎で、

首の後方の一部分に灰緑色の袖薬が確認できる。第20次調査Ｃ区(1)のC-SDOlから台座部分が出土

している。この遺物は検出時においては、SDO66万寿寺西側堀の存在が確認できておらず、H-60区

出士遺物として取り上げているが、出土地点は、万寿寺堀の上面にあたり、堀の埋設前後の遺物で

ある。２は景徳鎮窯系の青磁輪花皿で、裏白である。３も皿で「碁笥底」を持ち、底部は紬剥ぎで

ある。４～７は中国製の白磁の皿である。４はいわゆる口縁端部が口禿になった製品である。口縁

部をやや外反させ、底部は一部紬薬が垂れているが、ほぼ露胎である。森田編年の白磁皿Ⅸ類に比

定され、１３世紀後半代の製品である。５は中国南部地方の窯で焼かれた皿で、見込みと高台は露胎

である。６も中国南部地方の窯で焼かれた皿で、見込みには蛇の目剥ぎが見られ、高台内面は露胎

である。７は景徳鎮窯系の白磁皿で、森田編年のＥ群に比定される製品である。口縁端部が外反し、

高台畳付部分が露胎となる１６世紀代の製品である。８～24は中国景徳鎮窯系の青花である。８は小

野編年のＢ１群に比定される皿である。口縁部は外反し、高台には砂が認められる。見込みには内

容不明の文様、胴部外面には牡丹唐草文様が認められる。９もＢ１群に比定される皿である。高台

及び高台内に多量の砂が付着している。見込みに十字花文、胴部外面に唐草文が認められる。１０も

Ｂ１群に比定される皿である。焼成不良で文様がはっきりしないが、見込み．胴部外面ともに花再

或いは唐草の文様が描かれている。１１もＢ1群に比定される（大）皿である。見込みには抽象化さ

れたアラベスクと覚字、胴部外面には渦上の密な唐草文様が描かれている。いずれも16世紀前葉の

製品である。１２はＣ群に比定される資料で、「碁笥底」の皿である。見込みには花文様を描き、口縁

部外面には波涛文帯、胴部には芭蕉葉文を描いている。底部は紬剥ぎである。１３もＣ群に比定され

る小型の輪花皿である。見込みには蛇の目剥ぎがみられ、内部に文様を描いている。底部は紬剥ぎ

である。１４～17はいずれもＥ群に比定される皿である。１４は口径12.2ｃｍの皿で、見込み・口縁内外

面・腰部に一重の界線を巡らしている。高台内には二重の界線を巡らし界線内に「富貴長春」銘の

字款が認められる。１５の口縁部内面には四方裸文、見込み内には花文様を描いている。高台内には

｢異体字｣の字款が認められる。１６は器壁が薄く造られ､見込みには樹木に止まった烏の文様を描い

ている。高台内には字款は認められない。SXO41遺物集中区で三点同じ文様の青花が出土している。

17の見込みには文様が見えるが、破片のため判読できない。口縁内外面と腰部に界線を巡らしてい

る。18はＦ群に比定されるいわゆる｢つば皿｣である。丸く内湾する胴部から斜めにつばが付く。高

台は畳付きの紬薬をへうで削り取っている。見込みには烏と雲らしき文様、つばの内外面にも文様、

青磁人物

像燭台顔

碁笥底

第２章中世大友府内町跡第34次調査

ｱﾗぺｽｸと覚字

輪花皿

冨賞長春

つば皿

註（１）大分県教育庁埋蔵文化財センター『豊後府内７中世大友府内町跡20次調査区』（大分県教育庁埋蔵文化財センター調
報告書第16集2007）
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第２節適職と遺物

胴部には唐草文が描かれている。高台内には二重の界線を巡らし、内に「大明□□」銘の字款を描

いている。１９～21はＥ群に比定される．I'椛碗である。１９は見込みに花亦の文様、｜|縁内部に四方襟

文、胴部外面に唐'１１』1文を描いている。間台内には「異体字」の字款が認められる。２０は見込みに如

意雲を描き、胴部外面には「馬」と「如意雲」・「波」と思われる文様を描き、高台内には一重の界

線を巡らし、「蔑棉敗同」の宇款が認められる。２１は小破片で、見込みと胴部外1ｍに文様が認められ

る。いずれも16世紀後半代の腕でいわゆる「菖頭心」の碗の系統にあたる。２２は瓶の肩部分の破片

である。「松」と思われる文様を描いている。23.24は青花の小郷である。２３の見込みと胴部外面に

|ﾉﾘ方操文

馬・如意墾

「

第2-132図整地層出土遺物実測図５（1/3）

３７

仁二一＝

－１１０－

、
１０cｍ、、０



Ｅ三二

、

、

､

､

第２章中世大友府内''11跡第34次調査

文様を描いている。２４は見込みが蕗胎となり、胴部外面に文様が見られる。２５～30は涼州窯系の背

花である。２５～29はＣ群占花皿の模倣品と思われる製品で、「碁笥底」の皿である。２５と27は見込み

と底部は軸剥ぎであり、ｎ縁外部に波榔文帯を描いている。２６は見込みと胴部外、に文様を描き、

底部は柚剥ぎである。２８は見込みに人形化した「が」と思われる字を描いている。外Iiliには略化し

』

写字Ｌ

『

『

』

_』､』砧

6１

1０ １０cｍ

第2-133図包含層・整地層出土遺物実測図６（1/3）

－１１１－



－６５

た字のような文様を描いている。底部は紬剥ぎである。２８は11縁外部に波濡文帯を描いている｡２９

は青花碗である。見込みと高台は蕗胎である。外面に文様を描いている。３１は朝鮮王朝雄の彫三島

碗である。出土地点は第２南北街路の_'二面で、復元口径は１４．１cmで底部を欠く。３２は瀬戸美膿系の

天目碗で、大窯３期に比定される製品である。時期は16世紀後葉以降であろう。

第2-130～133図は２点（５７．４９）を除き全て備前系陶器である。３３．３４は把手である。３５．３６．

３８は瓶の１１縁部と胴部～底部の破片である。外面には降灰によるドl然袖が見られる。３７は茶入れと

思われる製品である。口縁外面と底部内面には、降灰による|÷|然紬が見られる。lllil部に残る形状痕

から把手と思われる部分が付いていたと考えられる。３９．４０．４２は鉢の破片である◎４１は浅鉢であ

る。外而には降灰による自然利1が見られる。４３は饗で、内外而ともに降灰による｢I然軸が見られる。

調整は横方向のナデを施し、底部は未調整である。４４．４５は鍵の口縁～胸部にかけての破片で、ｊ,ｊ

部に把手を有する。４６も喪の口縁から胴部にかけての破片で、胴部下半に１条の沈線を荷する。外

面には降灰による自然紬が見られる。４７．４８は饗の底部である。４８の内1ｍには降灰による''１然袖が

見られ、外面には縦方向のハケ状の工具痕が残る。４９は饗の口縁から胴部にかけての破片で、信楽

焼の製品である。ＬＩ縁部は内外面とも横ナデを施し、胴部外面は斜め方向のハケ調整の後、ナデ調

整。内面はナデ調整で、指圧痕が見られる。色調は口縁部が暗赤褐色を呈している。５０は寵の胴部

から底部にかけての破片である。底部径は7.8ｃｍでへラ記号が見られる。５１は謹の頚部破片で、２

箇所に「へラ記号」を入れている。また、外面には降灰による自然紬が見られる◎５２も饗で、底部

破片である。内外面とも工具痕が明瞭に残っている。

第2-132.133図は播鉢である。５３～56は、放射状の播目が施されている。捕目は７～10条で、い

ずれも口縁部には降灰による自然紬が見られる。中世６期に比定される資料である。５９は瓦質土器

播鉢の底部破片である。９条の播目が認められ、内外面ともナデ仕上げである。５８～62はいずれも

放射状の播目に加え、ナナメ播目が施されており、近世１期に比定される。

朝鮮王朝産

彫三島碗

降灰

信楽焼

へラ記号
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第2-134図整地層出土遺物実測図７（1/3）
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ﾐ蚕＝

第134図は陶器である。６３は、軟質施軸陶器碗、通称「黒楽茶碗」と呼ばれている陶器の口縁部で

ある。６４は志野焼の口縁部破片である。内外面とも黄白色の施軸を施している。内面に模様が確認

できる。６５は中国産黒紬陶器の口縁部破片で、内外面とも施紬している。６６～69は中国産焼締め陶

器鍋の口縁部から胴部にかけての破片である。６８の胴部外面には褐紬を施している。７０．７１は華南

三彩である。７０は香炉の底部で胴部に脚部を貼り付けている。外は淡緑色の紬薬を施しているが内

面は無袖である。７１は鉢と思われる製品の口縁部である。袖薬を行う前に下地に白化粧土を施し、

外面に緑袖をかけている。内面には白化粧土の一部が流れている。７２．７３は同一個体と考えられる

瓶の破片である。７２の高台畳付以外は施紬しているが、両個体とも、熱波あるいは火災にあったと

思われ、残りは非常に悪く、軸薬を施した部分を含め劣化が激しい。

黒楽茶碗

志野焼

黒軸陶器

華南三彩
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京都系土師器

糸切り

耳皿

取瓶

犬型土製品

格子目叩き

第２章中世大友府内町跡第34次調査

土師質土器・瓦質土器（第2-135～139図）

第2-135図は土師質土器のⅢlや蓋である。７４～１０９は京都系土師器である。７４～86は口径7.9ｃｍ～

9.2cm、器高は1.9～2.6ｃｍの小型の皿である。８７～100は口径が１０．８～12.0ｃｍにおさまる皿である。

１０１～１０６は口径12.2～13.7cmの皿である。１０７～109は京都系土師器の坪で口径は１０．３～11.7cm、器高

は3.5～3.7ｃｍである。内外面ともナデ仕上げが施されていて、口縁部が外反する遺物がほとんどで

ある。２～３期の特徴を示す資料で、１６世紀後半代に比定される。７４～87.93.109の内面或いは外

面、もしくは両面にススが付着しており、灯明皿として使用されていた製品であろう。110～113は

在地系土師器の皿である。ロクロ成形による小皿で、底部の器壁は厚く口縁部を低く形成している。

底部は糸切りである。１１４．１１５は在地系土師器の坪で底部糸切りである。116は耳皿で、長径6.5cm、

短径4.8cm、器高2.2ｃｍである。１１７．１１８は焼塩壷の蓋と思える製品であるが、小Ⅲlとして使用され

た可能性もある。

第２-136図も土師質土器である。119～125は取瓶である。いずれも碗型で、内面にはガラス状の

物質や青灰色の物質、銅鉱津などが付着している。126は風炉である。127は壷で、頚部に雷文の刻

印をスタンプしている。胴部には２条の突帯を貼り付けている。口縁部および外面は丁寧なナデ仕

上げを施し、内部(こはへう削り痕が確認できる。１２８．１２９は鉢である。128はナデ仕上げ、129は磨

き仕上げを行っている。１３０．１３１は脚と思われる破片である。132～134は土師質土器を再加工した

製品で周辺部に研磨を加え、円形に加工している。遊技として使用された可能性が高いと思われる。

135は手づくねの犬型土製品で、頭部を欠く。安産を祈ったものと思われる。

第2-137図は土師質土器の土錘である。長さは3.0～6.8cmである。

第2-138.139図は瓦質土器である。１５８．１５９は饗の口縁部から胴部にかけての破片である。両個

体とも胴部に格子目の叩きが認められる。160は香炉である。内外面とも丁寧なナデを施している。

161は壷である。162は片口鉢で外面は縦方向のハケ目調整を行った後、指押しを行っている。内面

は乱雑なハケ目調整を行っている。163.164は播鉢である。163は５条の放射状の播目が施されてい

る。164は９条の放射状の捕目が施されている。１６５．１６６は浅鉢である。165は胴部がやや内湾しな

がら立ち上がり、166はほぼ直線上に立ち上がる。167は風炉と思われる破片で、口縁部外面に弧線

による文様を施している。外面は横方向のミガキを施し、内面は５本一単位のハケによる調整を

。

叩
(山

。

ITハ
Ⅷ

⑥

第2-137図整地層出土遺物実測図1０（1/3）
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第2-138図整地層出土遺物実測図1１（1/3）

0

〃

１０ｃｍ

1６７

ｒ‐

二Ｉ

夕

、

、

ﾉー

／'１６４

←修二ニニィＣＵ

1ｍ

/／１ 6１

一殉

一

－ －－

一

Ｐ

－

』

第 ２節遺構と遺物

11616

Ｆ一二



／

第２竜IlIlIl:人友府内町跡第34次洲盃

行っている。168～176は火鉢の各部分である。168～172は１１縁から''11部にかけての破ハ．である。

168.169の口縁下部に二条の突帯を貼り付け、突帯間に柵文のスタンプを刻印しているｏｌ７０はやは

り突帯間に双頭蕨手龍雲文を刻印している。169は七宝文の刻印を汀している。172は'１縁外1ｍに一

段の段を有し、胴部に二条の突,瀞を貼り付けている。173は小型の火鉢で香炉の可能性もある。１７４

～176は火鉢の脚部片である。177は使途不明の瓦髄製品である。

七宝文

〃

筏
９

－１１７－

第2-139図整地層出土遺物実測図1２（1/3）
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瓦類（第2-140図）

第2-140図178～180は軒平瓦の瓦､'1破片である。いずれも均正唐草文を内区に配し、内区と外区

の間に圏線が巡る。178のLll心飾りは菱形花菱文である。瓦当形成は貼り付け技法で、平瓦の裏面

先端に瓦当の上面を貼り付けている。１８１．１８２は軒丸瓦の瓦当破片である。左巻きの三シ巴文で、

巴文の周縁に珠文を配している。凡）!』形成技法は、軒平瓦と同じである。183は平瓦の一部で､外面

に縄目痕が残る。184も平瓦で、型liliに絡子11が残る。185は郷で、長さ26.2ｃｌｌ１、厚さ2.8cmである。

186は使途不明の瓦である。

均正唐草文

菱形花菱文

第２節辿構と遺物
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第2-140図整地層出土遺物実測図1３（1/3,1/4）
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石製品（第2-141.142図）

第2-141.142図は石製品である。187は碁石で蛇紋岩製、色調は青黒色である。両面は平坦に加工

し、全面研磨している。長さは1.8cm、幅1.5cmの楕円形を呈している。188は勾玉で蛇紋岩製、色調

は暗緑色である。長さ3.4cm、幅0.9～1.2cm，径1.0cm、重さ10.0ｇである。古墳時代の遺物であろう。

189～192は硯である。いずれも輝緑凝灰岩（赤間石）を使用した長方硯である。189は破片である。

190は硯頭を欠損している。191も硯頭を欠損しているが、両面とも陸と海を設けており、陸の中央

部は墨の研磨により窪んでいる。192は硯頭も硯尻も残っているが、堤の一部が欠損している。１９３

～196は砥石である。１９３．１９４は天草石で、193は上下の欠損部分以外は全て擦り面として使用して

いる。194は表面だけの使用で中央部分が窪んでいる。195.196は緑泥片岩で、表裏両側面とも擦り

蛇紋岩製

赤間石
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第2-141図整地層出土遺物実測図1４（1/3）
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第2-142図整地層出土遺物実測図1５（1/8）
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ロ
加

面として使用している。197は滑石製の石鍋胴部で、内面は研磨を施しているが､外面はノミ痕が残

る。198は凝灰岩製の五輪塔の空風輪部である。風輪部には墨書による焚字「力」が描かれている。

199～201は茶臼の上臼である。199は安山岩製で挽手穴が残り、８分画､副溝８条である。202～206

は上臼である。203は安山岩製で、６分画で副溝５条である。204も安山岩製で８分画、副溝５条。

206も安山岩製で、副溝３～５条で分画は不明である。２０７．２０８は下臼である。207は安山岩製で６

分画、副溝７条。208も安山岩製で８分画、副溝４～７条である。

覚字「力」

ガラス・金属製品（第2-143図）

第2-143図はガラス･金属製品である。209はガラス製の小玉で無色透明である。径0.6cm、高さ0.5

cm、重さは０．３９である。２１０．２１１は繭形分銅である。210は長さ1.0cm、重量1.3ｇである。211は長

さ4.5cm、重量179.99で、中世大友府内町跡の調査で出土した繭形分銅の中では、大きさ・重量と

も最大である。213は弄で完形品である。長さは16.6cmで表面に草木と思われる装飾が確認できる。

214は火箸の捻り部分である。215～226は釘である。誘出が著しく、断面は方形である。ほぼ完形

品を図示しており、長さは3.9～9.0cmである。

繭形分銅

箸

弄
火
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⑪209
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第2-143図整地層出土遺物実測図1６（1/1,1/2）
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鱗

第2-145図整地層出土遺物実測図1８（1/1）
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第３節小結

唐

北宋

明

16世紀後葉

16世紀後葉以降

第２南北街路

硬化面

かさ上げ

備前系播鉢

涼州窯系青花

銭貨（第2-144.145図）

第2-144.145図には判読できる銭貨を提示した。２２７．２２８は中国唐代の「開元通賓」で、書体は

不明、初鋳年代は621年である。229.230は中国北宋代の「太平通賓」で、書体は真書、初鋳年代は

976年である。２３１．２３２は「至道元賓」で、書体は行書、初鋳年代は995年である。２３３．２３４は「祥

符通賓」で、書体は真書、初鋳年代は1008年である。235.236は「祥符元賓」で、書体は235が真書、

236が行書、初鋳年代は１００８年である。237は「天嬉通賓」で、書体は真書、初鋳年代は１０１７年であ

る。２３８．２３９は「天聖元賓」で、書体は238が真書、239が築書、初鋳年代は1023年である。240は

｢景祐元賓」で、書体は真書、初鋳年代は1034年である。241は「皇宋通賓」で、書体は筆書、初鋳

年代は1038年である。242は「治平元賓」で、書体は築書、初鋳年代は1064年である。243～250は

｢興寧元賓」で、書体は243～249が真書、250が築書、初鋳年代は１０６８年である。251～254は「元豊

通賓｣で､書体は251～253が行書､254が築書､初鋳年代は１０７８年である。255～260は「元祐通賓｣で、

書体は255～257が築書、258～260が行書、初鋳年代は1086年である。２６１．２６２は「紹聖元賓」で、

書体は261が行書、262が築書、初鋳年代は1094年である。263は「紹聖nrl」で、書体は築書、初鋳

年代は1094年である。264は「元符通費」で、書体は行書、初鋳年代は1098年である。265は「聖宋

元賓」で、書体は蒙書、初鋳年代は１１０１年である。266は「大観通賓」で、書体は真書、初鋳年代は

1107年である。267は「政和通賓」で、書体は真書、初鋳年代は１１１１年である。268は「宣和通賓」

で、書体は蒙書、初鋳年代は１１１９年である。269～271は中国明代の「洪武通賓」で、書体は真書、

初鋳年代は1368年である。272～274は「永楽通賓」で、書体は真書、初鋳年代は1408年である。

第３節小結（第2-146.147図）

中世大友府内町跡第34次調査区で検出された遺構は、１６世紀後葉頃（第2-146図）と16世紀後葉以

降（第2-147図）の二時期に大別される。この二時期区分は、万寿寺西側に展開する堀（SDO66）に

関係する。堀が掘られるまでの時期と、堀の構築以前の時期である。

堀（SDO66）が掘られるまでの時期は、堀の構築以前と、稼働している時期の２期に細分される。

堀の構築以前の遺構は堀の東側・万寿寺境内で確認された溝７条で、いずれも検出した溝の東西長

は１ｍ前後である。７条全てが万寿寺境内を横切る溝状遺構とは確定できないが、一部は、国道を

挟んで東側で行った調査（大友第29次調査）で検出された溝状遺構の続きと考えている。出土遺物

は少なく、明確な時期設定はできないが、１６世紀後葉あるいはそれ以前と考えられる。次に第２南

北街路があげられる。当時は第２南北街路として機能していたかどうかの判断はできないが、街路

としては既に使用されていたことがわかる。街路の硬化面は１～３面を検出した。また、この上面

には粘質土や砂質土がなん層も堆積しており、改修時にかさ上げを繰り返した様相が伺える。この

街路の西は調査区外となり、街路西端は確認できなかったが、同時期に当調査区の市道を挟んだ西

側で、大友第36次調査が行われている。この調査区では街路状遺構は確認されなかった。このため、

街路の西側はこの調査区までは広がっていないと考え、２調査区の位置関係と市道の幅などを考慮

して街路幅を推測すると、幅は10ｍを越えないだろうと思われる。

街路の東側は堀（SDO66）を構築する際に切り込まれている。また、この街路の東では街路上に

数基の土坑（SKO30･O56等）が掘り込まれており、中からは多量の喋や京都系土師器、備前系播鉢

等が出土している。出土遺物からこれらの土坑の時期は16世紀後半代（1570年代前後）と考えられ

る。この土坑も街路とともに堀（SDO66）の構築時には削平を受けていることから、堀の構築時期

は16世紀後葉以降の構築物といえる。

堀が稼働している時期の遺構は、当調査区では堀（SDO66）以外には確定できない。堀の中から

は青磁や白磁などとともに涼州窯系青花や近世１期の備前系播鉢が出土することから、やはり堀の

－１２４－

〆
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SKO57
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5８

稼働期は1570年代頃と

考えられる。

次に'6世紀後葉以降

の遺構であるが、これ

は堀（SDO66）の埋め

戻し後の遺構である。

これらの遺構は、堀の

埋め立て後から、天正

1４（1586）年の島津氏

の豊後侵攻以前と、侵

攻後に細分される。

侵攻以前の代表的な

遺構は、石列SXO77.

047や礎石建物跡など

があげられる。石列は

堀の一部を埋め立てる

土止めの役をしている。

埋め立ても両脇をそれ

ぞれ２度拡幅し、屋敷

地を除々に広げている。

当調査区ではこの部分

的に埋め立てられた屋

敷地内では、建物の跡

は確認できなかった。

その後、この堀は全て

埋め立てられてしまい、

第２南北街路に面した

｢西之屋敷｣と呼ばれる

屋敷地へと変貌してい

く。この時に、第２南

北街路も整備されたと

思われる。礎石建物跡

の礎石は３軒分確認さ

れたが、いずれも、全

て埋め戻された後に建

てられた建物である。

また、各々の屋敷の区

画は、埋め戻された堀

の上面だけでなく、万

寿寺の境内にも及んで

いたと思われる。とい

うのもこの建物跡の周
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SBOO1
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、1--‐ 程L旨
町屋の裏手 辺からは町屋の裏手の

状況を示す井戸などの

検出がないことに起因

する。

その後、島津氏の豊

後侵攻で当地を含む府

内一帯は焼き討ちに遭

い、焦土化してしまう。

府内の町はいずれ復興

した可能性は高いが、

当調査区内でその時期

に構築された遺構とわ

かるのはＳＫＯ45.061な

どである。いずれも礎

石や土器などを廃棄し

た土坑で、SKO45は埋

土中に焼土・炭が多量

に混入している。さら

にSKO61は焼土や炭の

ほかに被熱した礎石を

大量に廃棄している。

当調査区においては

削平をうけた可能性も

あるが、廃棄土坑以外

の明確な生活遺構の確

認例がなく、島津氏の

侵攻後の復興の姿は追

えなかった。
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第３竜Ｉ|:'枇人友府内町跡第43次調査

第３章中雲世大友府内町跡第43次調査区

Ｙ=57870.000
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Ｙ＝57880.000

(Ｙ=57658.8392）
第１節調査の概要

１．調査の経過

府|ﾉ､llIll跡第43次洲査は、平成16年６ｊ｣に開始した。

調査区は県率業である庄ノ原佐野線と国道１０号線との

交差点西側部分にあたる。前年度にこの交差点部分の

北川のほぼ３分の２を府内町跡第34次調査として発掘

調査しており、府内町跡第43次淵査は、その南側の残

りの部分にあたる。

調査範囲は国道１０号線に面していたため、２ｍ以上

埋め立てられ、中古車販売店が営業していた。また、

北側の第34次調査区との境には農業川水路と鉄筋コン

クリートで描築された壁で囲まれていた。このため、

表土の除去と発掘作業で搬出される土砂は、北側の鉄

筋コンクリートの雌の一部を破壊し、そこから行った。

調州Xで検''１される遺構状況は、前年度にi淵査した

第34次調査区の南側に隣接するため、ほぼ想定出来た。

瞳機による表土除去は、１６世紀代の辿構を１１Mめ立て終

地し、水田化した雄盤隅まで行い、その後は人力によ

り掘削を行った。水田基盤層直下には、蕊地層が堆横

しており、それを除去Iliにも辿惟が確認されたが、蚊

終的には、この遺跡の地111である自然堤防を形成する

面で全ての辿構が反面した。

こうした作業巾、調査|Ｘの北隅で礎,荷建物が検M}さ

れ、その展開が北側に向かっていることが判明した。

しかし、前年の第34次調査では、土砂の搬出の通路等、

洲査進行上のljF‘情で、南隅のまで調査をすることが出

来なかった。そこで、府内町跡第43次調査の一部とし

て、その部分を発側11調査し、両洲査区の連続性を持た

せた。その結果、｜ﾘl確な礎石建物は確認することはｌｌＩ

来なかったが、その蝶礎固めのための遺構が連続して

いることが判lﾘlした。

また、調査開始後の８ｊｊ５．６日と後半の12月２．

３日に、大分巾教育委員会と共同で調査指導者会を開

催し、I淵査の指導を受けた。さらにl2jlには奈良教育

大学の金原正明准教授の上壌分析等を依頼し、調査の

指導を受けた。

こうして、府内町跡第43次調査は平成17年の２ﾉj末

に現場作業を終了した。

■
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第１節調査の概要

第3-1表府内町跡第43次調査遺構一覧表

本報告書での
遺椎番号

ＳＫＯＯ１

SKOO2

ＳＸＯＯ３

ＳＫＯＯ４

ＳＫＯＯ５

ＳＫＯＯ６

ＳＫＯＯ７

ＳＫＯＯ８

ＳＫＯＯ９

ＳＫＯ１０

SXO1１

ＳＤＯ１２

SXOl3

ＳＦＯｌ４

SKO15

SXOl6

ＳＸＯ1７

SFO1８

ＳＸＯ1９

ＳＫＯ２０

SXO2１

SXO2２

ＳＸＯ2３

ＳＫＯ２４

ＳＫＯ２５

ＳＫＯ２６

ＳＫＯ２７

SKO28

ＳＫＯ３０

SKO32

ＳＫＯ３３

ＳＫＯ３４

ＳＫＯ３５

ＳＥＯ３６

ＳＫＯ３７

ＳＫＯ３９

ＳＫＯ４０

ＳＫＯ４１

SKO42

ＳＫＯ４３

SKO44

SKO45

SKO46

ＳＫ

ＳＫＯ４８

SKO49

SKO50

SP1001

ＳＰｌＯＯ２

SP1003

SP1004

SP1005

ＳＰ１００６

ＳＰ１００７

ＳＰ１００８

SP1009

SP1010

ＳＰ１０１１

ＳＰ１０１２

ＳＰｌｌ １３

SＰ１１ 1４

SP1（ 1５

SP1016

SPlOl7

SPlOl8

ＳＰ］1019

1020ＳＰ］

SＰ１1021

SP1022

SP1023

SＰ

I■■SP1025１

旧辿樵番号

S-001

Ｓ-002

Ｓ-003

S-004

Ｓ-005

S-OO6

｜S-OO7

Ｓ-008

S-OO9

３０１０

S-011

S-O12

S-O13

S-014

S-015

S-016

３０１７

Ｓ-018

Ｓ-019

S-020

Ｓ-021

S-O22

Ｓ-023

S-O24

S-025

S-026

S-O27

Ｓ-028

S-029

S-030

S-031

S-032

S-033

１Ｓ-034

S-O35

Ｓ-036

Ｓ-037

S-039

S-040

S-O41

S-042

S-043

S-O44

S-O45

S-O46

S-O47

S-048

S-O49

S-050

S-lOO3

S-lOO4

S-lOO5

S=1006

S-1007

S-1008

S-1009

S-1010

S-1011

S-1012

S-lO13

S-lO］１４

S-lO］1５

S-lO］1６

S-10］1７

1８310コ

S-10］１９

S-1020

S-1021

S-1022

S-1023

S-1024

Ｓ-1025１

遺柵の性格

盤地層

埋納遺椛

雛地層

鍛冶遺櫛

廃棄土坑

焼土

万寿寺西境の堀

石械み

災石

大形の土坑

:行列

果石

石倣き

版築内

浅い土坑

災石

行悩み

1泊

充

坑

浅い土坑

浅い土坑

浅い土坑

土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

井戸

廃蕊土坑

廃棄土坑

廃菜土坑

廃粟土坑

廃蕊土坑

廃棄土坑

廃莱土坑

廃災土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

廃棄土坑

廃蕊土坑

廃棄土坑

柱穴状土坑

柱穴状土坑

住穴状土ガ

柱穴状土＃

柱穴状土１

土〃

柱穴状土坑

柱穴状土坑

柱穴状土坑

犬土坑
一

柱穴状土坑

柱穴状土坑

柱穴状土坑

柱穴状土坑

柱穴状土坑

柱穴状土ガ

柱穴状土け

柱穴状土』

柱穴状土坑

柱穴状土坑

柱穴状土」

住穴状土』

住穴状土』

往穴状土ガ

縦穴状土坑

遺榊の位置 遺柵の時期

11-66 １６世紀末葉

1-1-64 １６世紀末葉

｜Ｇ-65 １６世紀末葉

1-1-66 16世紀末葉

Ｈ・Ｉ‐6５ 14.15世紀

１‐6５ １６世紀後葉
Ｈ 1-65 １４世紀
-65 １６世紀後葉

-66 14111紀

1-66 １５世紀初頭

Ｈ-65 １６世紀末葉

Ｈ-63～６５ １６世紀後葉

Ｈ-65 １６世紀後葉

Ｇ-64 １６世紀末
Ⅱ-64 １６世紀末

Ｇ-64 １６世紀末葉

Ｈ＝6３ １６世紀後葉

Ｇ-63 １６世紀後葉

Ｈ-64 １６世紀後葉

Ｈ-６４．６５ １５世紀来～16世紀初頭

１‐6５

11-64 16世紀後葉
’11-64 ’１６世紀後葉
１‐6４ １４世紀

１－６４ １４世紀

II-65

Ｉ‐6５

Ｈ-６４．６５

Ｉ‐64 141u紀

Ｇ,6３ １６世紀後葉

Ｈ－６３ １６世紀後

11-63 １６世紀後

11-63 １６世紀後葉
11-64 １４世紀
1-1-63 １６世紀後葉
Ｈ－６３ １６世紀後葉

Ｇ-64 １６世紀後葉

Ｇ-64 １６世紀後葉

Ｇ-64 １６世紀１

Ｇ-65 １１６世紀１

Ｈ-64 )'11紀後。
1-64 )世紀後。
Ｈ-65 6世紀後葉
Ｇ-64 6111紀後葉

Ｇ-64 １６世紀後葉

Ｇ-64 16世紀後葉
Ｇ-64 ’１６世紀後葉
Ｇ-64 16111紀後葉

1.1-65

1.1-65

Ⅱ-65

1.1-65

Ｈ-65 １１世紀

11-65

11-65

Ｈ-65

6５

-65

-65

Ｈ－６５

Ｈ-65

1.1-65

Ｈ-65

Ｈ-65

11-65

1.1-65

1.1-65 １６世紀後葉

Ⅱ=6５ １４世紀
1.1-65

Ｈ-65 １４世紀
1.1-65 １４世紀

1-64

１－６４

－１２８－

辿物・特記蛎項 掲戦頁

｜万寿寺西境の堀の最後の埋め立て

京都系土師器を合わせI｣で埋納

石と瓦片を敬き詰めている

フイゴ・琳渦・ヤットコ

｜隅丸方形土坑

｜方形土坑

円形土坑

不定形土坑

天正１４年の焼土層

ガラス坪・真諭の鎖・各種木器他

SXOO3の南側の東西方向の石職み

第２南北街路の敷石

メダイ・京都系土師器

SXOO3の北側の石列

ＳＤ－０１２を埋める渠石

第２南北街路の敬石

第Ⅱ期礎石建物の基礎

凝灰岩を含み小規模な集石

SXOl7の北側の東西方向の石硫み

SD-012を埋める集石

I■■■
■■■ I■■■
ＳＫＯ２０と切り合う I■■■

I■■■
I■■■
I■■■

第２南北 の土坑

第２南北街路の整備以！ の土坑

街路の整備以 の土坑 ’
第２南北街路の整備以I： iの土坑 I■■■
l物・立板WIi桟 ■■■■

;２南北街路の整備以 iの土坑一■■■■
;２南北街路の整備以 の土坑 ー

y２南北街路の整備以 iiの土坑 ■■■■■■

”南北街路の整備以 の土坑

y２南北街路の整備以 の土坑

;２南北街路の整備以 の土』 ■■－

第２南北街路の整備以 D土」

第２南北街路の整備以 D土｣

第２南北街路の整備以１１ D土！ I■■■
第２南北街路の整備以1１ D土１ ･指輪 ’
第２南北街路の整備以iＩ iの土坑 ’
第２南北街路の整備以 の土坑 ’
第２南北街路の整備以 iの土坑 ’
第２I櫛北街路の整備以l： iの土坑 ｜’

ー
ﾛ■■■

’
吉備系土師器

ﾛ■■■
｜’
’

ー
■■■■

’
派州窯系の,¥花皿 ’

一一’
’
’
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２．遺構の概要

府内町跡第43次調査で検出

された辿構は、万寿寺の西側

境となる堀を中心に、井戸や

土坑・礎石建物が検出された

こうした遺構をほぼ検出順に

その概要を述べると、表土除

去後に鍛初に検出されたのは

道‘構をパックした盤地土隅で

ある。この土屑を掘り下げる

と、蚊初に万寿寺境内にあた

る場所で土坑や柱穴群検出さ

れた。これらの遺描の中には

１４．１５世紀代から16世紀後半

の土坑が認められ、フイゴの

羽11、川渦・金峡などがまと

まって出土した土坑も含まれ

る。

次に検出されたのが、礎石

建物辿構、焼土層、瓦や隣を

敷詰めた遺枇である。こうし

た遮椎は、万寿寺の西側境の

堀を埋め立てた範囲の中で検

出され、堀が埋め立てられた

最後の段階のものであること

が理解できた。特に礎石建物

の南側に広がる焼土は出土遺

物や層位的な関係から、天正

14年（1586）の島津氏の府内

侵攻時のものと推定した。礎

石建物は第２南北街路を入にＩ

として建てられており、導入

部分は拳大の石が敷詰められ

ていた。瓦や際を敷詰めた遺

構は焼土の南側で検出され、

その南側は、万寿寺の堀を横

断するように積まれた石積み

で区切られていた。

こうした遺構を掘り下げる

とさらに下,位で、前段階の礎

石建物が検出された。この礎

石建物は、天正14年の島津氏

◎
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第１節調査の概要

五輪塔

井戸

侵攻に起因すると考える焼土層より下位にあり、同じ位置に同じように第２南北街路側からを入口

にし、導入部分は小石を敷詰めた状況であった。この礎石建物を建設するにあたり、万寿寺の堀が

ある程度埋まった状態の時期に、堀を東西に横断するように川原石を積上げた石積みが検出された。

さらに、その南側には堀の中に川原石を多鼓に投棄し、埋め立てた状況が検出され、その南端も東

西に横断する状況の石積みが確認できた。その南側にも、凝灰岩製の五輪塔などの石塔の部材を上

面が平坦になるように並べられ、集中的に埋め立てられた跡も検出された。

こうした、石積みや、埋め立ての石を除去すると、万寿寺の堀を埋め立てる際に最初に構築され

た南北方向の石積みが検出された。その広がりは、府内町跡第34次調査区と接続する位置に設置し

たH-63区でも確認され、埋め立て事業の初期の状況が確認された。

また、第２南北街路を覆っていた石敷きを除去し、地山を検出すると、万寿寺の堀に削られた土

坑群を検出した。これらの土坑の規模や形状は一定しておらず、中からは土器や陶磁器などが出土

し、廃棄土坑の一種と考えられる。その掘削時期は、明らかに第２南北街路整備以前、万寿寺の堀

の掘削以前に掘り込まれたことは確実である。

南北方向に掘削された万寿寺の堀の発掘調査は、東側のラインを把握し、礎石建物の調査や、そ

れの基礎となる埋め立てられた川原石群や阿蘇溶結凝灰岩製の五輪塔の部材を掘り出しながら進行

した。こうした構築物を除去すると、その下位は低湿地となっており、植物性の部材による漆椀や

曲げ物などの遺物や動物骨などが、良好な保存状態で出土した。

万寿寺の堀の調査を完了し、底面を清掃中検出されたのが、湧水部に曲げ物を置き、立板を方形

に組み合わせ井筒とした井戸である。こうした状況から、井戸の掘削時期は、万寿寺の堀以前であ

ることは間違いない。

以上の遺構は、万寿寺の堀の下部で検出された井戸と一部の土坑以外は、出土遺物から16世紀後

葉の20数年の間の出来事と考えられる。また、この場所を示すと思われる古文書もあり、そうした

資料を合わせて報告を行う。

３．土層

府内町跡第43次調査で観察された土層で、重要なものは、調査区の西側の壁面と万寿寺の堀の南

北方向の縦断土層、万寿寺の西境の堀と南北街路との関係を示す土層である。第3-3図に図示した

第２南北街路上の街路に沿った土層である。水田基盤層から下位の土層の堆積状況は、焼土層卜面

に第２南北街路の上面を覆った拳大の蝶が配石されている。また、SKO49の上面に図示している石

列は焼土層下で検出された第２南北街路面の敷石である。さらに、その下部で検出されたのが土坑

群である。このように、土層図からも土坑群→最初の南北街路の敷石→天正14年（1586）の焼土層

→復興後の第２南北街路の敷石の順を見ることが出来る。

第3-4図は、万寿寺の堀の南北方向の縦断土層であるが、焼土の面から掘り込まれた版築状の土層

が観察され、その上面に第２南北街路の焼土層上面の敷石面を入口とする礎石が設置されていた。

また、焼土層の下面は平坦で、焼土層以前と考えられる礎石建物の南側で検出された川原石で埋

め立てられた部分の上面にあたる。さらに南端は、焼土層を切って斜めに上層が堆積しており、焼

土層形時以後に埋め立てられたことを示している。この部分の上面に瓦と喋を敷詰めた面があり、

土層図が切れた部分に石積みが構築されている。

この土層図からは、万寿寺の堀を石積みや川原石で埋めたてたあとに、礎石建物を建て、その南

側も川原石で埋め立て基礎とし、その上に土砂でさらに埋め立て平坦面を設ける。そこに島津氏侵

攻を受け、その後版築状の基礎を整備し再度礎石建物を建てると同時に、南側も焼土層の上に土砂

を乗せて嵩上げし、さらに南に拡張していることが判る。
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第3-5図の土層図には、万寿寺の堀と南北街路との関

係を示すもので、第２南北街路下に土坑が掘削されてお

りその後万寿寺の堀が掘削され、埋め立てられると同時

に最初の第２南北街路の整備が行われている。そして島

津氏侵攻に起因すると考える焼土層が、堀の上面に形成

され、再度第２南北街路が喋を含みながら嵩上げされ、

整備されていることが見て取れる。

ヨート

第２節遺構と遺物

１．井戸

SEO36

万寿寺の堀（SDOl2）の下面で検出された井戸である。

湧水部に直径60cmの曲物を設置し喋を敷詰めている。そ

してその周囲は、１０枚前後の立板を横桟でつないだ一辺

85cmの方形の井戸枠で囲んでいる。曲物と井戸枠の間も

小喋で埋めている。

第3-36図に図示した遺物は井戸枠内から出土したもの

である。１は口径7.8～8.3ｃｍの歪んだ糸切底の在地系土

師質土器の皿である。２は直径15cm、５は5.6ｃｍの曲げ

物の底と考えられる。３は穴のある扇平な棒状の木器で

ある。４は独楽状に先端を尖らせた木器である。

時期は、井戸の形態やｌの皿が出土していることから、

１４世紀代と考える。

3.00ｍ

曲物

1ｍ

20cｍ

－ －

第3-6図SEO36実測図（1/20）
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1５

２．溝及び関連遺構

ＳＤＯ１２

調査区の中央部で南北方向に検ＩｌＩされたのが、ＳＤＯ１２としたﾉ沸寺のlﾉﾘ側を区切る堀である。第

２南北側に掘り込まれた土坑群を削り柵築されており、その規模は、第3-2.3-8図に図示したよう

に検出面での幅６～７ｍで、深さは約2.1ｍ掘り込まれている◎堀の形状は、万寿寺側が堀底から約

40度の角度で掘り込まれ、底近くの裾部分で角度を変え、ほぼ垂直になっている。これに対し、西

側の第２南北街路方向は、約25度と緩やかである。また、掘り込み而も、東側の万寿寺側が直線的

で規格的であるが、西側は不規則である。さらに断面形態は底幅が約1.5ｍの概ね逆台形であるが、

底には南北方向の行く筋もの細い満が刻まれている。

辿椛の規模が大きいこともあり、｜ﾉ1部からは多岐の遺物が出土している。しかも、底面に近い約

１ｍは水分を多雌に含む低湿地状態となっており、植物素材の遺物や、動物丹なども良好な保存状

態で出土した。こうした遺物は第3-9～3-35図に図示した。

第3-9.3-10図は貿易陶磁器である。第3-9図１～16、第３－１０図１～６は''1国産の青花である。第３‐

9図１は長頚壷の１１縁部である。２～８．１４．１６は碗であり、底部は「鰻頭心」の碗の系統であり、

小野分類の碗Ｅ群にあたる。９～１３は1111である。９．１０は口縁部が屈曲する「つば皿」で小野分類

のⅢ１Ｆ群であり、12.15はⅢＥ群である。１６は揮州窯系で、ｌ～15は餓徳鎮窯系である。第3-10図１

～５は然笥底の皿で、小野分類のⅢＣ群である。これらの肯花は揮州窯系である。

第3-10図７～９は白磁のllllである。１１縁部は外反し、'蹄付き部は撚胎となっている。１０～17は各

種のIlIII《脈背磁である。１０～12は青磁碗で、１４．１５は肯磁の輪花Ⅲｌである。第3-10図15は青磁の菊

皿で、１３は青磁の火皿、１７は香炉である。以上の肯磁は龍泉窯系であるが、１６の青磁は器壁も薄く

色調も異なり景徳鎮窯系と考える。１８．１９は朝鮮王朝産陶器である。１８は高麗青磁の瓶の胴部と考

えられ、１９が斗々屋茶碗である。２０は''1国産褐袖陶器の小壷の１１縁部で、耳が付く。２１は華南三彩

の水性であるが、低湿地に包蔵されていたため、銀化し、特徴的な緑色の色彩は失われており、灰

黒色をしている。２２は輩翠jW1の小llllである。

第3-llIXl1は軟質施紬陶器である蝋楽のＩ.'縁部である。２は瀬戸美膿産の天'1茶碗である。第３‐

11図３～61、第3-12図１～36は非ロクロ系ｔ師質土器である京都系Ｍｌｌｉ器である。第3-11図３～５

は小型で口縁部が直立する形態である。焼塩壷の蓋の可能性が強い。京都系土師器は６～１８に図示

したように１１径が約８cmのグループを蚊小とし、第3-11図28のl6clll前後を蚊大とし五法量に分化し

ている。こうした京都系土師器の中には灯明Ⅲlとして再利用されたものも多い。また、在地化する

華南三彩
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第２節遺構と遺物

へソ皿

吉備系土師器

中国産焼締陶器

に従い、第3-12図29～36のように口径に対し器高が高い坪状の形態になるものも出現する。

第3-12図37～４１．第3-13図１～４の９点は内面にロクロ目の残る在地系土師質土器である。内面

にはラセン状に段が付く。器形は口径に比較すると底径が小さい。こうした土器も口径が９cm前後

から１５cm前後まで京都系土師器ほど明確ではないが、法量分化が認められる。

第3-13図５～26も在地系土師質土器で、底部は糸切底であるが、口径と底径の差が前述の在地系

土師質土器と異なる。機種は口径が小さく器高が低い５～10の皿状のものと、16～26までの口径が

大きく器高も高い杯状の２種類がある。こうした中、１３．１４の器形は小型の坪の形態をする。

２７は器壁が薄い糸切底の白色系土師質土器である。２９は白色をした薄手の非ロクロ系土師質土器

であり、京都系土師器のへソ皿の可能性が強い。３０．３１は小さな高台が巡り、胎土は白色をしてい

ることから、吉備系土師器と考える。

第3-14図は備前焼の播鉢である。口縁部の形態は各種あり、新旧含まれる。ｌは口縁端部が肥厚

し上方に延びている。２になると口縁外面が拡大し、３になると帯状粘土を巡らせ、４．５の口縁

部はその外面に凹線が巡り、口縁部内端部にも凹線状に窪む。こうした、口縁部の形態変化と伴に、

内面の播り目も変化する。２や14の橘り目は、底部から口縁部にかけて放射状に施されている。こ

れに対し、１１．１２は揺り目が、斜め方向に施され、不規則になり、播り目が交差する状態になる。

前者の揺り目は１～３，後者は４．５の口縁部形態に施される。

第3-15図１～９は備前焼の各器種である。１．４は喪で、２．３．５は壷である。６は平底の底

部(こへラ記号がある。７．８は徳利と考えられ、７にはへう記号がある。９．１３も備前焼と考えら

れるが、１０は貿易陶磁で中国産の焼締陶器の鉢である。１１．１２は常滑焼の壷の口縁部である。14～

16は東播系須恵器の鉢の口縁部である。１５には注口部が観察される。１７は須恵質土器の喪の口縁部

である。１８～27は鉢または土鍋の口縁部と考える。口縁部の形態は、１８～22は直口するが、２３～２６

は外反する。器面は内面が横方向、外面は縦方向の刷毛目で、外面には指圧痕が残る。２７は口縁部

外面に鍔が付く土鍋である。

第3-16図１～５は瓦質土器の播鉢である。４は口縁部が直口するが、１～３は内湾する。３の内

面は刷毛目で器面調整した後、捕り目が付けられ、内底部には格子状に施文されている。５は底部

から口縁部にかけて放射状に摺り目が付けられている。

第3-16図６～11と第3-17図･第３-18図ｌ～４は口縁部が直口する瓦質土器で、火鉢と考える。第３‐

16図６～９は口縁部内面に向かい断面「．」の字状に肥厚している。器面は横方向のへラ磨きで仕

上げられている。１０．１１は口縁部が僅かに肥厚する。外面には平行する二条の断面三角形の細い突

帯が巡り、その間に、１０は雷文が、１１は「Ｓ」字状の唐草文のスタンプが連続して施文されている。

第3-17図１．２は口縁部外面が断面「．」の字状に肥厚する。３～８は口縁部が肥厚し、その外面

に平行する二条の断面三角形の細い突帯が巡り、その間に３～５．７は雷文、６は菊花文、８は同

心円文のスタンプ文が連続して施文されている。また、６は内面に半月形の耳が付けられている。

第3-17図９と第3-18図１～４はこうした、口縁部を持つ火鉢の底部である。第3-17図９には文様

はないが、脚が付けられていた痕跡が残る。第3-18図１には底部上位に細い断面三角形の突帯が隣

接して二条巡る。２．４は口縁部外面に付けられる細い突帯とスタンプ文が底部上位に施文されて

いる。４には脚が付き、３は横方向に細い穿孔がある脚が付く。

第3-18図５～14は各種の瓦質土器である。５は内湾する鉢の外面に細い三角突帯が二条巡り、そ

の間に菊花文が施文されている。６は口縁部の端部が内側に突き出る香炉である。７～９も鉢と考

えられる。８は口径に比較すると器高が低い鉢である。９の外面には菊花文のスタンプが施文され

ている。10は器壁の厚い口縁部であるが器種は不明である。１１は複合口縁状の口縁部をしている。

12は口縁部内面が肥厚する小型の鉢である。１３は胴部が球状に張る器種である。１４は底部に高台が
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第２節遺構と遺物

弥生-t器

燭台

土器片加工品

土錘

石鍋

砥石

硯

漆器椀

碁笥

巡る瓦質土器で、盤と考える。

第3-18図15～21は遺構と直接的な関係はないが、弥生土器である。堀を掘削する際に出土したこ

とも考えられる。１５．１６は高坪の脚部で、15は脚端部が屈曲し「ハ」の字状に開く。１６は中央部に

焼成前の円形の穿孔がある。１７～21は喪形土器の底部である。器面は磨耗しているものが目立つが、

17は内外面が刷毛目調整され、さらに内面はへう磨きされている。１８の底部は端部が外側に広がり、

脚状になる。２２は底部から胴部にかけての角度から壷形土器と考える。

第3-19図は土製品と石製品である。１～７は燭台と考える遺物で、ロクロ成形により造るためか、

底部には糸切痕が残る。胴部は円柱状に仕上げ、外面は撫でで調整しているが、一部には凹線状の

ロクロ目が残る。上面は受け皿のように、鍔が広がり、中央部が窪む。その中心に焼成前の穿孔が

あり、底部まで貫通するものや途中で止まるものもある。同じ万寿寺の北側境になる堀を調査した

府内町跡20次Ｃ区からは、この穴に木製の芯が刺さったまま出土した。

８は土鍋の脚と考える。９は6.49の土器片加工品で糸切底の底部を利用している。１０～18は土

錘である。形状は紡錘形をしているが、幾つかのサイズがある。１０～１４は幅が１cm前後で、１５の幅

は1.5cm、１６．１７は幅が2.5cm前後、１８は６cmである。

１９．２０は滑石製の石鍋である。２０は口縁部外面に加工痕が残り、その下位に低い鍔が巡る。２１は

瓦の加工品で、器面には植物をモチーフとした文様が陽刻されている。２２は砥石の破片である。観

察できる面は全て使用されている。２３～25は硯の破片である。２３の幅は3.4ｃｍと小型であり、池の

部分を欠く、２４は硯の一部で、幅が3.1cmと23と同じように小型である。これに対し、２５は池の部分

のみの破片である。赤灰色をしている。

第3-20図は漆器椀である。１の碗は内面が赤漆、外面は黒漆で、赤漆で笹？の文様が描かれてい

る。木材の側面から快っている。２の椀は内外面とも黒漆で、外面に赤漆による文様が描かれてい

る。木材の木口側から快っている。３は内面赤漆、外面黒漆で、赤漆による文様が施文されている。

４も内面赤漆、外面黒漆で、赤漆による文様が胴部と底部に施文されている。５の内面は茶色に近

い赤漆、外面黒漆で、赤漆による文様が胴部に施文されている。６は全体の器形を知ることが出来

る漆椀である。器面の漆は剥がれているが、内面は赤漆で、外面は黒漆であることは判る。胴部の

器壁に比較すると底部は厚く、周辺を僅かに高台風に仕上げている。７は土圧で歪んだ漆椀である。

高台部分と口縁部は欠けるが、内面は赤漆、外面は黒漆を塗布している。８は土圧で歪んでいるが、

ほぼ完全な形を残す漆椀である。内外とも黒漆で内面の見込み部と外面に赤漆で文様が描かれてお

り、外面は丸囲いに枝に花と葉である。底部の厚さは2.2ｃｍである。９は漆椀の底部である。厚さ

は2.4ｃｍあり、一部に赤漆の痕跡が残る。１０は木地のみで漆を塗った痕跡は認められない。１１は口

縁部を欠く椀である。内面は赤漆、外面は黒漆が塗布されている。１２の漆椀は内外面とも黒漆で、

見込み部と、胴部外面に丸で囲まれた中に木の葉状の文様が描かれている。

１３．１５．１６は底部の薄い椀である。１３は高台を欠くが、内面は茶色、外面は黒色の漆が塗られ、

胴部外面に赤漆で文様が描かれている。１５も高台を欠くが、内外とも黒漆が塗られ、赤漆で見込み

部と外面に木の花や葉と思われる文様が描かれている。１６は底部を欠くが内面は茶色の漆、外面は

黒漆が塗られている。

１４は口縁部が外反する薄手の漆椀である。器面は朱色をした漆を内外面に塗布しており、丁寧な

仕上げである。１７は漆塗りの高台付きの皿である。内外面とも朱色の漆塗りであるが、底部の高台

から内側は黒漆である。１８は高台付きの浅い椀である。器面は内外面とも朱色の漆塗りであるが、

底部の高台から内側は黒漆である。１９は大型の皿状の漆器である。内外面とも黒漆が塗られている

が、一部熱を受けた痕跡が認められる。

第3-21～26図は各種の木器である。第3-21図１は蓋であるが、碁笥の蓋と酷似する。全面に黒漆
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が塗られている。２は木製容器の耳と思われ、穿孔がある。３．４は割り物の一部と考える。５は

木製の薙刀である。切っ先は反り、刃部には墨書で刃紋が描かれている。６は中空状態の棒である。

７は箸と考える。８は先端が太い木器である。９は男根状をした木器である。１０は不明の木片であ

る。１１と12は曲げ物の底板と考えられる。１２の板の側面には、

第3-22図１．２も曲げ物の底板と考えられる。この２点にも板をつなぐために竹串が２カ所、側

面に埋め込まれている。３は二つの板をつなぎ合わせた製品である。４は一方の先端がシャモジ状

に広がる形態をしている。５は厚さが２cmある部材である。６には墨書と文様が描かれている。７

は表面に７ヶ所小さな穴が開けられており、側面にも板を結合するための竹串を埋め込んだ跡が

２カ所ある。９は板の部材である。

木製薙刀
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第3-23図１は剖物の一部か、その未製品である。２は一方が鈍く尖り、その反対側には穴が開け

られ別の棒を差し込み、さらに横から細い棒を入れてl1Iil定している水製品である。３は断面が方形

になる棒状の部材である。４は４ヶ所を区切られ、その先端に人面が彫り込まれている◎５は一方

に両側から快りがいる板片で、荷札の可能性もある。６は中が中空で、刀子を入れる鞘と考えられ鞘

る。９は櫛である。８は杭と巻えられる。
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下駄第3-24図は下駄を''１心とした遺物である。１は両端部を欠く。２は縦方向に半分に削れている。

３は歯が二本残るが、先端を欠く。４は歯を一部欠くがほぼ完形品である。１．３．４は木材の中

心部を素材として選択している。５．６は断面が円形の棒状の部材である。

第3-25図は木製の玉である。ただ、１は小型であり、図の上位につまみ状の突起が作り出されて

おり、他とは異なる。他は大きさにばらつきがあるものの、極端な大小はない。素材は木材の中心

打越の玉部付近を削り、球形に仕上げている。用途としては遊具が想定され、打越の玉と考えられている。

鹿角製品第3-26凶は骨角製品や植物製iIII1lである。１は鹿角製の製品である。２は一部を欠くが、二等辺三

角形状に仕上げた扇平な骨角製ＩＩ１ＩＩＩである。この２点は第４唯の報告に詳細を譲る。３～７は桜の樹

皮を加工した製品である。特に７は、幅広の素材を２枚組み合わせ、周辺部を細く切り、棒状のも

のに巻きつけるように加工している。８は紐である。右撚りにした細い紐３本を左撚りに三つ編み

椋澗の紐状に組上げ、強度を増したものである。素材は椋澗と考えられる。

火縄銃第3-27図は金属製品を中心とした遺物である。lは火縄銃の火鉄である。青銅製で、Ｈ-63区の

目釘金具SDOl2上の焼土内から出土した。２．３は刀飾具で、青銅の同じ鋳型で作製された目釘飾りと考え

芥る。４も青銅製品で、断而は''１形になるビス状の製品である。５は塗金された青銅製の芥である。

熊んでいるが、先端は尖り、片方は耳掻き状になる。６はﾙI抑で小孔のある鉄製品で、湾曲してお

り、鎧金具の小札と考える。７はＧ・H-64区でSDOl2の上1mで出土した鉄製の鑓（カスガイ）であ

る。８は断面方形の鉄製の棒状製品である。９は青銅製品で、Ｕ字状に曲げられているが、鍵であ

る基部は穴の開いた円形で、先端は両側に平行に２カ所、突起状に張り出す。１０も背緑色をしてお

十一面観音像り青銅製品であるが、一部に金が付着しており、本来は金銅製の十一面観音像と考える。１１はＨ-65

ガラス小Ⅲｌの底近くから出土した鉛ガラス製の小lⅢである。全体の約３分の１が残存している。第４章で分析

鎖をしている。１２はSDO12の．ド部から出土した真諭製の鎖である。８の字状にIlllげた部品を模式図に

Ｉ
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第２節遺構と遺物

挽臼

図示したように、複雑に組み合わせてつないでいる。

第3-28～30図は粉挽臼である。臼は上臼と下臼で構成される。SDO12から出土した挽臼には小型

で綴密な石材を素材とし、細い条線を刻んだものと、安山岩製の表面の粗い素材を石材とし、太い

条線を刻んだ二種類がある。前者は第3-28図１．第3-29図１．２で、下臼には受皿が付く。残りは後

者で、中央部から横にずれた位置に供給口があり、中央部には上下の臼をつなぐ芯木を入れる穴が

開いている。下臼の上面は中央部がわずかに高く、上臼の下面はそれに合うよう中央部が窪む。

第3-31図は瓦と坪である。１～３は丸瓦、４～９は平瓦で、１．２は巴文、４～６は唐草文のあ

る軒瓦である。４の平瓦には中心飾りが認められる。１０．１１は郷で、１１には穿孔が認められる。

第3-33～35図は銅銭である。１～６は重なって出土し、第3-32図はその出土状態を図化したもの

である。多くは満の底の低湿地から出土したものである。

以上の出土遺物から、１６世紀後葉を主体としている。特に下部はこの時期が主体であり、古い時

期の層は確認できなかった。このことから、SDOl2は16世紀後葉に掘削され間もなく埋め立てられ

たものと考えられる。

Ｉ
5cｍ

第3-32図SDO12銅銭出土状態実測図（1/1）
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第3-33図SDO12出土銅銭実測図１（１～６はさし銭１/1）
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第3-34図SDO12出土銅銭実測図２（1/1）
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第3-35図SDO12出土銅銭実測図３（1／1）

胃
刃

－１６２－

1161３

４

８

９

１



'だ

ＳＸＯ２２

第3-36図に図示したSXO22は、Ｈ-63区で検出された遺構である。この遺構は、次に報告する

SXO23と同様SDO12の埋立て事業の途中に構築されている。SDO12の埋立て事業は、まず､土砂で、

底面から約半分の１ｍが埋め立てられている。この部分は、以後地下水に常時浸された低湿地とな

る。この最初の埋立て事業により、万寿寺の堀は、深さ約１ｍの窪みとなる。そこに川原石を用い

た石積みを東西に堀を区切るように築いている。その規模は東西の長さ６ｍで、中央部が窪むため、

石積みも高くなり、約50cmを測り、両側端になるにつれ低くなる。石積みの石は人頭大の川原石や

一部に五輪塔の部材を使用している。その方法は、長楕円形の川原石の主軸を南北方向にとり、積

上げている。石積みの面は北側に面していることは明らかである。

後背部にあたる南側の最深部は川原石で埋め立てられ、さらにそれを覆うように粘土が堆積して

おり、地盤固めをしている。この一連の事業は、万寿寺の堀を埋める作業の中で、初期のものであ

り、検出された場所や層位的な位置、第２南北街路との関係から、直接礎石建物を建てるためのも

のかは不明である。
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麓

さらに、この遺構を覆って、SDO12は埋め立てられている。第3-37図はその状況を示したもので

あるが、第２南北街路の位置には小喋による石敷きが認められ、それから続くように万寿寺側に緩

く傾斜するように喋群が広がっている。この状況は、後に報告する万寿寺の堀を埋め立て、最初に

建てられた礎石建物の直接的な基礎部分となる。

遺物は、こうした喋群の間から、京都系土師器や貿易陶磁器の破片が出土したが、ＳＤＯ１２として
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府内町跡第43次調査Ｇ･Ｈ－６３区の万寿寺西側の堀の埋立
状況の最上面と第２南北街路の整備状況（1/50）
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○

取り上げたものが多く、ＳＸＯ２２として図示していない。時期は１６世紀後葉と考える。

SXO23

SXO23は第3-38図と第3-61図に図示した遺構で、第3-38図の初期石積みは、SXO22と同じく、

SDOl2の埋め立て事業の途中に構築されており、その間隔は12.3ｍで、北側と南側で対になる可能

性が強い。この石穣みによる埋めて遺構は、堀を約1.3ｍまで土砂で埋め立て、中央部が窪んだ状態

にし、そこに東西方向に川原石による石垣状の石俄みを構築して区切る。

第3-38図（初期石穣み）に図示した遺構を構築後、約50cm南側に位置をずらし、東西方向にほぼ

同じ規模の石積みを構築する◎第3-61図では石積みから北側は初期石積みを覆うように喋で埋め立

てている。この範囲をＩ区とすると、次にその南側を約６ｍにわたり、大小の川原石で埋め立て、

南端は第２南北街路から続く東西方向の石積みや石列で区切っている。この部分をⅡ区とする。Ⅲ

区はこの南側4.5ｍで、凝灰岩製の五輪塔の部材で埋め立て、上面は平坦になるように職上げている。

Ⅳ区はさらにその南側で、再び川原石で埋め立てている。以上の石による埋め立てはｌ区からⅣ区

の順で、南に拡大しながら行われている。

第3-39～3-59図に図示した遺物は、SXO23を構成するＩ区～Ⅳ区の石積や埋め立ての川原石群内

から出土したものである。特に挽石の出土が目立つ。

第3-39図１～１０は貿易陶磁器である。１は景徳鎮窯系の青花の「つば皿」の口縁部で、小野分類

の皿Ｆ群である。２は小野分類の皿Ｂ２類で涼州窯系である。３は腰が折れる景徳鎮窯系の青花の
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第3-38図府内町跡第43次調査SXO23の初期石積実測図（1/50）
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０

碗である。４．６は涼州窯系で、４は碗の底部で、６は青花の皿の底部で、胴部に縦方向に筋が入

り口縁部は輪花状になると思われる。５．７は龍泉窯系の青磁で、５は輪花皿で、７は碗の底部で

ある。８．９は白磁の皿である。１０は耳の付く緑色をした長頚壷の頚部で、華南三彩と考えられる。

１１～19は京都系土師器である。大きさは11～17まで５法量に分かれるⅢlである。また19は口径に

比較し器高が高い椀である。２０～21は底部に糸切痕を持つ、在地系土師質土器のⅢlである。２３～２７

は備前焼の播鉢である。２４は口縁端部が肥厚する古式のものであるが、２６．２７は口縁部が帯状に立

ち上がり、内面の捕目は斜めになり互いに交差する。

第3-40図は備前焼の壷・徳利・大喪である。ｌ～４は壷である。口縁部は直立し、端部が外側に

肥厚する。３は玉縁外面を平坦にして、凹線を廻らす◎５．６は徳利である。６の底部にはへう記

号がある。７．８は小型の壷の底部と考える。外面にはロクロ目が残る。９は大饗の底部である。

第3-41図は１～３は備前焼の水屋饗の胴部で、同一個体と考える。器面にはロクロによる凹凸が

観察され、肩部と胴部との境界線に断面三角形の突帯が一条廻る。また、ｌには突帯から上位にか

けて粘土紐を指押さえで円形に貼付けた文様が認められる。４～10は瓦質土器の火鉢である。４の

口縁部は内外に肥厚し、外面に断面三角形の突帯が一条めぐる。５は口縁端部が肥厚し、外面に細

い断面三角形の突帯が平行して二条めぐり、その間に雷文のスタンプを連続して施文している。ま

た、６の口縁部にも細い突帯間に唐草文のスタンプが施文されている。同じ文様は９の底部にも認

められる。１１．１３は東播系の須恵質土器の鉢で、口縁端部が玉縁状に肥厚する。14の形態は類似す

るが、内面を刷毛目で器面調整した土師質土器の鉢である。

第3-42図は土製品・金属製品・木製品の資料である。１．２は端部を欠く土錘である。３はロク

ロ成形で、柱状に仕上げ、上面を皿状にした燭台である。上部から斜めであるが細い穴が貫通して

いる。器面には指押痕が残る。４は紡錘車と考える。直径５cmで、土器片利用ではなく、紡錘車と

して作製している。５は、阿蘇溶結凝灰岩製で、中央部を大きく快っている。石塔などの仏教関係
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の盗料とも衿えられる。６は薄い板状の鉄製品である。上位が横方向に屈曲し、卜位には小穴が規

則的に開けられている。鎧金具と考える。７は遮構の下部から出土した木器で、その形態から箸と

考える。

第3-43図は出土した瓦類の盗料である。１．２は丸瓦で、外面は縄目叩きの後縦方向のへラ撫で

で、内|iiiは細かな縄日状の圧痕が残されている。幅が計測できる１は16.2ｃｍであり、２は下端部が

４cmの幅で撫でられている。３．４は平瓦で器面は縦方向の撫でで仕上げている。５は卿である。

器面は撫でで、厚さは2.8cmで瓦よりI』』Iい。

第3-44～3-55図は出土した「粉挽F1」の資料である。これらの資料は第3-44～3-46図･第３-47凶１

～４の徹密な石材で、捕り面には細い切り目が入れられて、下臼には受皿が付くタイプと、橘り面

の直径が大きく、摘り而には太い切り目が入れられ、下臼には受皿が付かないタイプの二種類に分

類される。第3-44図ｌはｋ円の窪みは残るが播り面を欠いている。２は下臼で、揺り面は８分画で

６～８満が刻まれている。３の上門の側1ｍには挽き木を差込む穴が２カ所あけられている。橘り面

は不Iﾘl雌であるが、８分画６満式と推測される。４も８分画であるが溝は不規則で５～７溝が刻ま

れている。これに対し、５．６の上I言-|の捕り而の溝は整然としており、５は８分画６満式、６は８

鎧金員

粉挽臼

Ｌ

第3-43図ＳＸＯ23出土瓦・噂実測図（1/4）
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分l1I1ilO満式である。７．８は1ぐ臼であるが、７は８分画で５～７溝が刻まれている。８は受皿部分

の盗料である。

第3-45図１～４は上臼で、４には２ヵ所側面に挽き木を差込む穴が方形の飾り台を設けあけられ

ている。１～３は１ヶ所のみ残されるが、４と同じと考える。１の橘り面は８分画であるが７～１１

溝が刻まれている。２も８分画であるが、６～10溝が刻まれている。３の橘り而は摩滅しており不

第3-45図ＳＸＯ23出土挽臼実測図２（1/5）
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明である。４は７分両で９前後の溝が刻まれている。５は全形が;ｉ

であるが、受皿の径は35cmで、揺りIiliは８分画で８～10溝である。

4は７分両で９前後の溝が刻まれている。５は全形がわかるド臼である。外面は粗削り
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第3-50図ＳＸＯ23出土挽臼実測図７（1/5）
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第3-46図の６点は受皿を持つ下臼である。いずれも外面は粗く削られた段階で仕上げられ、６に

は規則的なノミ目が観察される。１の播り目が判明する部分は８分lmi7満式である。２は不明であ

るが、３は６分画１０～11溝式である。４は摩滅しているが、８分画で６又は７溝と思われる。５も
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第3-47図ｌ～４は．ﾄ゙ 臼である。１はほぼ､|当分の資料であるが、揺りIiliは８分lIlli7満式である。２

も判別できる部分では８分画７満式である。３は小破片で捕り面は不Iﾘlである。４は８分ｍと想定

されるが、判別できる範囲では１１溝である。５．６は上臼である。５は供給1-1と芯棒受が観察でき
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るが、揺りｉｍは摩滅しており不明である。６の総り面は６分両５満式と想定される。

第3-48～3-52図・第３-53凶１．２は上臼である。第3-48.3-49図の資料には供給11や芯棒受を見る

ことができ、ｌには挽き棒を差込む穴も残されている。ｌは６分両６満式と想定される。２は６分

両５満式と想定され、捕り而側の供給部には「ものくばり」の溝が付く。３．４は不明である。第

3-49図１は凝灰岩製で摩滅しているが６分画と想定できる。２は不明であるが、３は６分画６満式、

４は８分lIIIi4櫛式と想定されるが、一部が/f《脱'111でL|｣心から放射状に洲が刻まれている。また「も
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第3-55図ＳＸＯ23出土挽臼実測図1２（1/5）
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第３章中世大友府内町跡第43次調査

のくばり」も明瞭である。第3-50図１．２は凝灰岩製で摩滅しているが６分画である。３は安山岩

製であるが、挽き木を差込む穴が側面にある。摩滅しているが６分画である。第3-51図ｌは摩滅し

ているが６分画と想定できる。２は８分区４溝式で、１．２の側面には長方形の挽き木を差込む穴

がある。３は不明で４は８分画６満式である。１．３の「ものくばり」は明瞭である。第3-52図１

は６分画５溝式であるが、２は不明である。３は４分画の可能性がある。４は６分画５満式で、側

面には挽き木を挿入する方形の穴があり、捕り面には「ものくばり」は明瞭である。第3-53図1．

両、一』 １
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、
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第3-56図SXO23出土石造品実測図１（1/5）
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五輪略

賂狭間

２は側面に挽き木を挿入する方形の穴がある。１は８分I1Ili6満式、２は８分画５満式である。

第3-53図３～５は中央部が高くなる下臼である。４は８分画で４～５溝、５は６分画で８～12満

である。第3-54図の下|胃lの１は６分両であるが溝が彫り直されており不明である。２も４分画の１１Ｊ

能性がある◎３は８分画で４～５溝、４も８分画で４～６溝が刻まれており、５は８分画５満式で

ある。６は８分画で４～５溝であるが、彫り直しが認められる。第3-55図の下臼は小破片で、残さ

れた資料からは、ｌは不|ﾘ]であるが、２は６分画８溝、３は８分'１１Ｍ満、４は６分lIUilO溝、５は８

分画４溝を認めることができる◎

第3-56～3-58図は石造物である。第3-56図１は五輪塔の空輪・風輪である。２～３は円形に仕上

げられており、２．３

(ま上部から挟られて

いる。３は上面に突

起があり、下方には

円形の穿孔が認めら

れる。

第3-57図は上部を

挟つた方形の石造物

で、残された３面に

格狭間が認められるｃ

第3-58図１は屋根形、

２は箱形に整形され

ている。３は五輪塔

の地輪と考えられる。

第3-59図は出土し

た銅銭である。銭貨

名は不明である。

以上の出土遺物か

ら、SXO23が構築さ

れた時期は、ＳＤＯ１２

の埋め立て時期とも

関･係し、１６世紀後葉

と考えられる。

、

Ｉ

第3-57図ＳＸＯ23出土石造品実測図２（1/5）
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第3-58図SXO23出土石造品実測図３（1/5）
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一
一

３．建物及び関連遺構

第１期礎石建物

万寿寺の西境の堀は、ＳＸＯ２２とSXO23を構築し埋め立て事業を行った後に、その部分を覆うよう

に拡張し、東西方向の石績みを行い、第3-60図に図示した第１期礎石建物が構築される。そしてさ

らに埋立て事業は続く。第3-61図はその状況を実測したものであるが、それによると、ＳＸＯ２２と

SXO23の東西方向の石積みを構築して間もなく、まだ、万寿寺の西境の堀が土砂で埋められ、中央

部が窪地状態の時期に、SXO23から約50cm南側に位置をずらし、東西方向にほぼ同じ規模の石積み

を構築する。石積みから北側は僕で埋め立て、上面は土砂で強い礎石を据えている。

この礎石建物の部分をＩ区とすると、その南側を約６ｍにわたり、土砂により埋め立てられた窪

礎石建物
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第3-60図第１期礎石建物実測図（1/50）
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地を大小の川原石で埋め立て、南端は第２南北街路から続く東西方向の石横みや石列で区切ってい

る。第3-4図の南北方向の土層図から判断すると、さらに土砂で埋め立て平地をつくり出している。

川原石を敷詰め基礎を安定させた今場所にも礎石建物以外の施設が建っていた可能性が強い。この

場所をⅡ区とする。

Ⅲ区はこの南側4.5ｍで、凝灰岩製の五輪塔の部材で埋め立て、上面は平坦になるように積上げて

いる。Ⅳ区はさらにその南側で、再び川原石で埋め立てている。以上の石による埋め立てはＩ区か

らⅣ区の順で、南に拡大しながら行われている。

第１期礎石建物は、第２南北街路（SFO14）を人口とし、拳大の操を敷詰めている。建物は東西

方向の石積みの西端から北に石列をつくり、さらにその東側に約1ｍ離れて平行に礎石を含む石列

をつくっている。この石列の礎石の間隔は1.95ｍで、６尺５寸と考える。また、礎石建物の南端と

東西方向の石積みはほぼ同じで、石積みの上に据えられた礎石との間隔も６尺５寸である。このよ

うに第１期礎石建物は第２南北街路から石敷きから二つの石列で区切られた入口構造を持つ建物で

あることが確認できた。

この礎石建物の時期は、Ⅱ区の上面に厚い焼土層（SXOl7）の堆積が認められる。この焼土層は

天正14年（1586）の島津氏の「府内」侵入に起因すると想定されていることから、その直前の遺構

と考える。

第Ⅱ期礎石建物

第Ⅱ期礎石建物は第１礎石建物の上に建てられる。その基礎は、第3-65図に図示したように第１

期礎石建物の位置を掘り下げ、版築状に土砂を砿上げている◎第3-63図では版築の一部は第１期礎

石建物の礎石の上面に乗っていることを示している。こうした地業をした上面に礎石を据えている。

また、第Ⅱ期礎石建物の南側は、焼土層の上を土砂で覆い、第１期礎石建物の南側の平地を南に

約２ｍ拡大し、Ⅲ区とした石造物で埋め立てた部分に東西方向の石積みを築き、その区切りとして

いる。さらに、その上面には、瓦片や拳大の川原石を敷詰めている（SXOO3)。その結果、この部分

の平地は、礎石建物の南側の礎石列から約８ｍとなる。

第Ⅱ期礎石建物は第１期礎石建物と同じく、第２南北街路側を入口とする。入口周辺は第１期礎

石建物の時期より大きな川原石を、第１期礎石建物の入口から２列目の礎石を含む石列まで敷き詰

め、その先端は人頭大の長楕円形の石を建物側に面を揃えて南北方向に並べている。このラインを

羅期唾雪型_〃〃１－mjZzﾉﾘ

第3-63図府内町跡第43次調査第Ⅱ期礎石建物の

下部南北方向土層実測図（1/40）

5.00ｍ

zZ塗 鯵Iii蕊

蕊溌
第3-64図府内町跡第43次調査第Ⅱ期礎石建物の

版築内出土銅銭（1/1）

5.00ｍ

第3-65図府内町跡第43次調査第Ⅱ期礎石建物の下部東西方向±層実測図（1/40）
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西端とし、2.8ｍ-2.8ｍ－２．１ｍの間隔で東西方向に礎石が配置され、東端の礎石からは拳大の石が

北に約90cm並べられ、その延長線上に礎石があり、礎石間は1.8ｍである。東端の礎石列は完全に万

寿寺の西境の堀を越え、境内に及んでいる。

礎石建物の南側は、第２南北街路と直接つながっており、招き入れるように、瓦片や拳大の川原

石を敷詰めているSXOO3の北側に、斜め方向の石列が設置されている。

以上のように、第１期礎石建物と第Ⅱ期礎石建物の関係は、同じ場所での拡張･建替えである。そ

の垂直方向での状況を図示したのが第3-62図で、入口の敷石部で10～20cm、礎石の上面で３０cm嵩上

げされており、その

時期は、第3-3図の

ヨ第２南北街路の土層

寄§図でも確認されるよ６４１
うに、島津氏の「府

内」侵入に起因する

焼土層の上面であり

為辱雲，鶴天正14年(1586)以ヨート 卸
降と考える。

SXOO3及び石積遺構

先に報告したとお

り、第Ⅱ期礎石建物

の南側の平地は、島

津氏の府内侵攻後、

約２ｍ拡張される。

その南端は前時期と

同様、石積みで区画

される。その位置は、

凝灰岩製の石造物を

埋め立てたⅢ区の中

央部にあたり、その

上に築かれている。

規模は東西方向に約

６ｍで、高さは中央

部で約70cmあり、両

側が低くなる。石穣

みは全時期の石より

大きく、横長の石の

長軸を東西に取りな

がら、乱雑に積上げ

ている。

その上面は瓦片や

拳大の喋を敷き詰め、

整地をしており、端

Ｇ

第２南北街路

第3-67図府内町跡第43次調査

SXOO3実測図（1/50）
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第２節遺構と遺物

青花紋章文水注

瓦質播鉢

には西側を通る第２南北街路に向けて、斜め方向に直径30～40cmの川原石を並べる遺構が確認され

る。

以下、石積みと整地遺構から出土した遺物をSXOO3として報告する。

第3-68図のｌは龍泉窯系の青磁の皿である。２は景徳鎮窯系の水性の注口部である。ヴィクトリ

ア＆アルバート美術館が所蔵するスペイン商人アントニオーペソトの紋章があり、底部に「大明嘉

靖年製」と書かれた青花紋章文水性の注口部と文様・形態が酷似する。

３～１９は京都系土師器である。３は焼塩壷の蓋の可能性もある。非ロクロ系の手裡ね土器で、内

面は横撫での後、上に引き上げる。口縁部周辺は横撫でで、底部から胴部にかけて指圧痕が残る。

器種は五法量があり、形態は皿状であるが、１９は在地化したもので、器高が高い杯形になる。

２０～25は備前焼の播鉢である。□縁端部の内側が凹線状に窪む。橘り目は、斜めに施され互いに

交差する。第3-69図ｌ～３は備前焼である。１は口縁部が玉縁状に外面が肥厚する喪である。２は

鉢で口唇部は平坦である。３は小型の壷である。肩部から胴部にかけての器面にはロクロによる製

作痕が残る。

４は火鉢の破片と考える。細い突帯が平行して二条めぐり、その間に菊花文のスタンプが連続し

て施文される。５は瓦質土器の播鉢である。口縁部の内側が肥厚し、断面が三角形になる。外面に

は指圧痕が残り、内面の捕り目は底部を円形に回し、口縁部に向けて放射状に付けられている。６

は香炉と思われる瓦質の小型品である。口縁部外面に菊花状のスタンプ文が連続的に施文されてい

る。７．８は燭台と考えられる土製品で、中央に蝋燭を支える芯棒を入れる穴がある。９．１０は紡

錘形の土錘である。１４は土師質土器の破片を円形に加工している。１５は縄文土器の底部である。

第3-70図１は土師質土器を研磨して加工している。２は薄い青銅製品である。３は端部が尖る鉄

製品である。

第3-71図は銅銭である。表面は錆が付

着しており判読は困難であるが、1078年

初鋳の「元豊通賓」の可能性が強い。

第3-72図は阿蘇溶結凝灰岩産の五輪塔

の地輪である。大きさは24cm×28cmで厚

、
、
｜

ー量|訓－１、２３
０５ｃｍ
一

第3-70図SXOO3出土金属製品実測図（1/2）

嬢醗詮

20cｍ

第3-71図SXOO3出土銅銭実測図（1/1） 第3-72図SXOO3出土石造品実測図（1/5）

－１９４－



1１

－１９５－

第3-73図SXOO3出土瓦・煙実測図（1/4）
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さは20cmである。上１ｍの111央部がⅢl状に瀧む◎

第3-73図は蚊詰められた状態で出土した瓦の盗料である。１～８は丸瓦である。１～４は軒丸瓦

で、巴文と朱文で文様が構成されている。５は玉縁が残る丸瓦である。外面は縄１１叩きをナデで消

しており、内面には布｢Iとコビキ痕が残る。６は短い玉縁部分で、巾央部が挟れている。幅は約１５

cmである。８も玉縁部分であるが、釘穴が観察される。５以外の丸瓦の外面も縄||叩きで蝶形され、

ナデで仕上げている。内面は６の内面は布目痕、７は横方向の細かい縄日が観察される。８にはコ

ビキ痕と布I~1が認められる。

９～11は軒平瓦である。瓦当の文様は唐草文で構成されている。また、１１にはド方に粘土を貼り

付け、瓦当1ｍを形成するため、粘土を付背するための刻み目が付けられている。

第3-74図は瓦と同じく敷詰められた状態で出土した蝶である。図示した卿の器壁は瓦より厚く３

cm以上ある◎器1m調終はナデで仕上げられているが、２にはコビキ痕が残る。

ＳＸＯＯ３の時期は、屑･位が、焼土屑より上位にあることから天正14年（1586）の直後と考えられ、

第Ⅱ期礎石建物と同じ時期と考えることができる。また、敷詰められていた瓦や鯉は、その時に破

壊された万寿寺のものである可能性が強い。

唐草文

卿

／ Ｉ

第２節遺構と遺物

~~ｉ

第3-74図SXOO3出土噂実測図（1/4）
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埋納

鍛冶

金床石

金刺

第３章中世大友府内町跡第43次調査

４．土坑

府内町跡第43次調査では時期や形態、規模の大小、出土遺物の多寡など、多様な土坑が検出され

た。ここでは、それらを発掘調査時の調査順序に従って報告を行う。このため、時期については前

後する。また、後で報告する柱穴と土坑の区別は、形態や規模によるが、特に規定は行っていない。

ＳＫＯＯ２

ＳＫＯＯ２はH-64区の万寿寺域内にあたる場所の水田基盤層下で確認した整地層を掘り下げる際に、

合せ口状態になった京都系土師器２点を検出した。この遺物の掘り込みは明瞭ではなかったが、直

径47cm、深さ８cmの浅い円形の小土坑が確認できた。すなわち、この小土坑に京都系土師器に何か

を収め、同じ形態のもので蓋をして埋納した状態と言える。調査時は中は空間であったが、内容は

不明である。

第3-76図に図示した２点の京都系土師器は、１が蓋、２が身であった。蓋・身とも口径が16ｃｍと

ほぼ同じであり、器高は蓋であるｌが3.3ｃｍで、２の身が2.9ｃｍである。２点とも口縁部が撫でで仕

上げられ、最後に上方に引き上げられた跡が残り、胴部には指圧痕が認められる。これらは五法量

に分化する京都系土師器の最大となるタイプで、器壁も厚いことから、１６世紀末葉と考える。

ＳＫＯＯ４

ＳＫＯＯ４は調査区の南端、H-66で検出された土坑である。規模は南北1.7ｍ、東西1.4ｍの小判形を

しており、深さは１０cm前後である。床面はほぼ平坦で、遺構内からは鍛冶に関連する遺物が集中的

に出土した。すなわち、南東隅には金床石と想定される平坦面を持つ角ばった川原石が据えられて

おり、その西側からは大小の増渦が２点出土した。また北寄りでは半分に割れた状態でフイゴの羽

口が検出された。そして、こうした

遺物に囲まれるように中央部から金

刺（やっとこ）が出土した。しかし、

床面には焼土等の跡はなく、遺構内

の土砂を水洗したが金属片等を確認

することは出来なかった。

第3-77図に出土遺物を図示したが、

１は３の増渦の側で出土した京都系

土師器である。２～４は財渦である

が、２．３は小型で片口が形成され

ている。４は前２点に比較すると大

型である。いずれも焼成が悪いため

か脆い。内側には溶解物等の付着を

認めることは出来ず、未使用の可能

性もある。

５．６はフイゴの羽口であるが、

０

5.20ｍ

０ 2０ 40cｍ
一 口

第3-75図府内町跡第43次調査SKOO2実測図（1/10）

1０ 20cｍ

第3-76図SKOO2出土遺物実測図（1/3）
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匠

先端は２次焼成を受けている。５は破片であるが、６は接合して完形品

となった。第3-78図は金刺であるが、サビに包まれているが、全長28.5

cmである。交差する部分の結合構造は不明である。

遺構の時期は、１の京都系土師器が出土していることから、１６世紀後

葉と考える。

第２節遺構と遺物

第3-79図SKOO4出土遺物実測図（1/3）
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第3-78図SKOO4出土鉄製品

実測図(1/2）第3-77図府内町跡第43次調査SKOO4実測図（1/20）
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ＳＫＯＯ５

ＳＫＯＯ５はＨ-65.1-65の間で検出された遺構である。規模は東西1.8ｍ、南北1.2ｍの隅丸方形をして

おり、深さは15cm前後である。床面はほぼ平坦であるが、中央部には大小２カ所の堀込みがある。

この掘り込みはSKOO5に伴うか、前後関係があるかは不明である。また、遺構の北西部には拳大の

操が８個集中して検出している。

出土遺物は小破片で図化していないが、糸切底の在地系土師質土器が多く、１４．１５世紀と考えら

れる。第3-80図は「祥◇元賓」と判読できる。

ＳＫＯＯ６

ＳＫＯＯ６は調査区の東寄りの1-65で検出された土坑である。検出面での規模は、東西0.7ｍ，南北1.0

ｍの長方形であるが、深さは、平坦な床面まで70cmである。遺構内は半分埋まった状態の時点で磯

が多量に投げ込まれた状態で検出された｡遺物もこうした藤と一緒に出土し、廃棄土坑の可能性が

強い。

第3-83図はその出土遺物である。ｌは中国産と考えられる褐粕陶器の壷の口縁部である。２．３

は京都系土師器である。４は内面にロクロ目のある糸切底の在地系土師質土器である。５は口径

30.7ｃｍの土鍋と考える。器面は刷毛目を用い、内面は横方向、外面は縦と横方向に調整されて、口

縁外面は横撫でである。また、内面には１対の内耳状の突起が付けられており、そこには２カ所ず

つ、紐を通す穴が穿かれている。

この遺構の時期は、２．３の京都系土師器が出土

褐紬陶器

鍋
耳
土
内

第3-80図SKOO5出土銅銭実測図（1/1）

-199-

していることから16世紀後葉と考える。

§

SKOO7

SKOO7はSKOO5の南側で検出された小型の土坑で

ある。規模は南北80cm、東西63cmの小判形をしてお

り、検出面からの深さは３cm前後と浅い。床面は平

坦である。

出土した遺物は第３‐

85図に図示した。この

第３章中世大友府内町跡第43次調査

第3-81図府内町跡第43次調査SKOO5実測図（1/30）

一
こ
つ
つ
。
唖

逢雲三三三

遺物は、完形品の在地

系土師質土器の皿であ

るが、遺構の形態を確

認できた面より上位で

出土し、床面から浮い

た状態である。口径は

8cm、器高0.7cmで底部

には糸切底である。

ＳＫＯＯ７の時期は、こ

の在地系土師質土器の

皿が伴うと考えると１４

世紀代である。

5.00ｍ
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ゴー陰

第２節辿椛と遺物

第3-85図SKOO7出土遺物実測図（1/3）
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第3-82図府内町跡第43次調査SKOO6実測図（1/30）
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第3-84図府内町跡第43次調査
SKOO7実測図（1/30）
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ＳＫＯＯ８

ＳＫＯＯ８はH-65で検出された遺

構である。規模は東西1.5ｍ、南

北も1.5ｍの円形に近い形態をし

ている。深さは１０cm前後で、床面

は平坦である。検出面からやや下

位の東寄りで焼土層が確認された

が、床面からは浮いている。出土

遺物は少ないが、焼土層の上面か

ら第3-87図に図示した備前焼の饗

の口縁部が出土した。この饗は口

縁部が外側に肥厚し、玉縁状に

なっており、１６世紀後葉と考える。
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第3-86図府内町跡第43次調査SKOO8実測図（1/30）
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第3-88図SKOO9出土遺物実測図（1/3）
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第3-87図SKOO8出土遺物実測図（1/3）
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4.80ｍ

ＳＫＯＯ９

ＳＫＯＯ９は調査区の南端の1-66で検出された不定形な掘り込みである。出土した遺物を第3-88図に

図示した。１は口縁部が玉縁状になる12世紀代の白磁の碗である。２～１３は糸切底の在地系土師質

土器である。中でも２～８は口径が８cm前後で、器高は１cmに満たない皿である。これに対し、９

～13は口径が１４cm前後で器高が３cm以上になる坪である。口縁部の形態は、底部に近い方の器壁が

厚く、口縁端部が尖る。14は白色をした高台を持つ土師質土器で、吉備系土師器と考える。１５の口

縁部は外面が肥厚し、断面三角形になる東播系の須恵質土器の鉢である。１６は紡錘形をした土錘の

破片である。

ＳＫＯＯ９の時期は主体を占めるのが在地系土師質土器の形態から14世紀代と考える。

12世紀代の白磁

吉備系土師器

ＳＫＯ１０

ＳＫＯ１０はSXOO4の南半分を精査中に検出された遺構である。検出面は南北1.9ｍ、東西1.6ｍの不

定形をしていたが、掘り下げると、南北1.5ｍ、東西1.3ｍの方形になり、深さは1.2ｍに達する。床

面は平坦であるが、壁は快れ、袋状になる。

遺構内からは第3-90図に図示した遺物が流れ込んだ状況で出土した。ｌ～３は口径が8ｃｍ前後で

器高も１cm程度の底部に糸切底のある在地系土師質土器の皿である。４．６～１１．１３．１４は口径が

１２～13cmで、器高は３cm以上、底径は８～９cm前後の杯形をしている。器壁の形態は、８．１３．１４

は底部近くが厚く、口縁端部が尖り外反する。また、９～11は胴部中位が最も厚くなる。一方５は

口径が10cm前後で、皿と杯の中間形態をしている。こうした器形に対し、１２は口径が12.4cmである

1ｍ

今
。
画
つ
『
。
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第3-90図SKO10出土遺物実測図１（1/3）
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ﾖ

のに対し、底径は6.4cmで約半分である。このため碗形をしている。

吉備系土師器１５～17は白色の胎土をしており、１６の１１径は13cm、１７の底径５cmの吉備系土師器である。１８は口

縁部外面に鍔が付く上鍋である。１９は|i縁端部が肥厚した備前焼の播鉢の資料である。２０は外IIliが

格子叩き、内面がI司心'１１叩きの須恵質上器の護である。屯111焼きの可能性がある。第3-91図の１～

４は口縁部が肥厚し断1mが三角形になる東播系須恵質土器の鉢である。３の１１径は27.7cm、４の底

径は８cmである。５は土錘である。

ＳＫＯ１０の時期は、伽iii焼の播鉢や在地系土師質土器の８．１３．１４から15111:紀初頭と考える。

ＳＸＯ１１

第１期礎石建物の南側で検出された焼土層をSXO11とし、出土遺物を報告する。焼土層は第１期

礎石建物の南側の平地の大部分を覆っていた。第3-93図ｌは口縁部が外反する背花皿Ｂ２群である。

２は．Ili花ⅢlC群である。３．４はrl磁である。２．３の底部の蕗胎部に「一|ﾉ<l」の墨書が認められ

る。５は口縁部が肥厚した焼締陶器の鉢である。

６は糸切底の在地系土師質土器である。７は白色系の土師質土器で器壁は薄く、内面にロクロ目

が残る◎８～10は京都系土師器である。11.12は瓦質土器で、１１は皿で、１２は火鉢である。13.14は

備前焼で、１３は大護の'1縁部で、肩部にへう描きがある。14は水屋護の'1縁部である。１５はＩ|}11毛目

調終のある楕円形の土師質土器であるが、硫平であり容器とは考えられない。１６は紡錘形の土錘で

ある。１７は硯の破片である。

第3-92図は出土した銅銭である。ｌは「元祐通書｣、２は「紹聖元賓｣、３は「元豊元奮」である。

｢一因｣の塾舎

脱

５

，
川
川
Ⅱ
川
〕
⑥

易
'３

談

－２０４－

/一

１ ２

第3-92図SXO11出土銅銭実測図（1/1）
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第3-93図SKO11出土遺物実測図（1/3）
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1０

ＳＫＯ１３

ＳＸＯＯ３の石砿みのi洲IをSKOl3とし、辿物を取り上げた。第3-94Ⅸ１１は涼州窯系の青花碗であるｃ

２は京都系土師器で、３は備前焼の総鉢で、｜ﾉ１面には斜めに交蕊する鵬り目が認められる。４は肥

厚する１１縁部の外面に並行する二条の細い突帯がめぐり、その間を澗文のスタンプが埋めている火

鉢である。

第3-95凶は瓦で、１は丸瓦の玉縁部である。外面は縄'１叩きの後撫でで、内面は布目が付く。２

は平瓦である。第3-97図は挽臼の破片で８分区４溝が想定できる。第3-98図１は五輪塔の空輪、２

は水輪である。

ＳＫＯ１３は２の京都系土師器や３の備前焼の播鉢から、16世紀後葉から末葉と考える。
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第3-95図SKO13出土瓦実測図（1/4）
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第３竜中世大友府|ﾉ1町跡第43次調査

ＳＦＯ１４

第１I期礎;門建物の入1-1にあたる第２南北街路の敷石周辺をSFOl4とし、第3-99図に図示した。１

は景徳鎮窯系の青花碗Ｅ群である。２は白磁である。３～５はｲl地系土師質二'二器である。３はI｣径

6.8cmの皿で、４．５は郷である。６は斜め播り|~|のある備前焼の播鉢である。７．８は瓦質土器で、

７の口縁部には細い突帯がめぐり、その上位に菊花文のスタンプが連続的に施文されている。８は

肩部に耳が付く。９は東播系須恵質土器の鉢の底部である。１０は弥生土器の底部である。１１は紡錘

形の土錘である１２～15は挽Flの下臼である。１２．１３の溝は不明であるが、１４は６分lI11iで５～９の溝

が刻まれている。１５は８分区５満式である。第3-100ｌｘ１１は卿で、２は平瓦である。

SFO14の時期は６の備前焼の描鉢時期から、１６世紀後葉から末葉と考える。

一一一＝ーーーーー口弓－－へ

一一＝一～～『、－－ノ

、 1【０ 20cｍ

第3-96図SKO13出土銅銭実測図（1/1） 第3-97図SKO13出土挽臼実測図（1/5）

０ 20cｍ

第3-98図SKO13出土石造品実測図（1/5）
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~=１

ＳＫＯ１５

第11期礎石建物を検出I|』に調査区北側の壁に沿って約20cm程度の浅い掘り込みが検IlIされた。北

側は調査区外に続き、西側は不明である。遺椎は版築状の土屑を切っており、遺柵内からは篠が多

く検出された。遺榔内からは第3-102～3-108図のように多種多様な遺物が出土した。第3-102図ｌ

～17は貿易陶磁器である。ｌは呉ルル11ﾐ絵の碗である。３．４は青花碗Ｅ群の底部である。５は青花

皿Ｆ群で、ｎ縁部は'愉花状になる。６の見込みには花の文様が描かれている。７の底部には「治」

の字が認められる。８は派州窯系の皿であるが、底部は鉄袖が付祷し、チョコレートボトム状に

なっている。９は青花の小杯である。１０は青花皿Ｅ群である。１１の見込みは蛇の'1袖剥ぎ状である。

１２．１３は恭笥底で青花lIlC群である。２～７．９．１０は賎徳鎮窯系と考えるが、１．８．１１～13は

派州窯系である。１６は合ｆで、１４．１５．１７は''1磁である。

第3-lO21xI18～34と第3-103図１～７は京都系土師器である。１８は焼塩礎の蓋の１１能|kがある。１９

～31.34．第3-103図１．２は１１径が８cm前後と12cm前後の二つの法11tのⅢに分けられるが、第3-102

図３２．３３・第３-104図5～7は器高が3cm以上になる椀の形態になる。器面調整は予挫ねであるため、

撫でであるが、２２の底部には刷毛目状の調整痕が残されている。

第3-1031xl8は1.二1径9.8cmの在地系土師髄上器の111である。９～11は備前焼で、９は壷のrI縁部、

１０は１１径24.4ｃｍの皿である。１１は大護の底部である。１２は茶道具の風炉の足である。１３は瓦質土器

の播鉢である。１４は束播系須恵質土器の鉢の[1縁部である。１５は土鍋の足と脅える。１６～23は紡錘

形の土錘であるが、２２．２３は大型でタイプが異なる。２４は紡錘車として作製された土製品である。

25は断面方形の鉄器である。２６は砥石である。

第3-105ｌｘlは出土した銅線である。１は「淳化元衡｣、２は「蔦祐通賓｣、３は「元豊迦蜜｣、４は

｢永楽通賓｣、５は「里宋迦賓｣、６は「洪武辿街｣、７は「聖宋元筏｣、８は「嘉祐通護」と判読で

きる。

第3-104図は石造品で、１は五輪塔の火輪部分である。２はイi材を屋根形に刻んでいる石造品の

一部と考える。いずれも阿蘇凝灰岩製である。

第3-106峡|は背銅製111/1で、縦1.6cm、|黄1.3cmを測る。上位には|黄力向から小さな穴が通り、紐を形

成している。キリシタン辿物のメダイと考える。

第3-107図は鉄製品である。１は｢11形で縁の断面が三角形になる製品の半分と考えられる。器祁

は不Iﾘ1である。２は直径8.4c,nの器部分を持つ杓子である。柄の長さは３cm残されている。

風炉

紡錘11Ｉ

メダイ

鉄製の杓子

Ｚｒ．，

－

－２０９－

第3-100図SFO14出土瓦・壕実測図（1/4）
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第3-103図SKO15出土遺物実測図２（1/3）
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第３章中世大友府内町跡第43次調査

20ｃｍ

第3-108図は挽き臼である。１は上円で、供給１１が残され

ている。播り目は、６分画５溝と想定できる。２は受皿を持

つ下|刊である。外1ｍは粗い仕上げであり、播り而は８分画で

６～８の溝が刻まれており、茶臼と考えるｏ

ＳＫＯ１５は遺構の切りあい関係から見ても、天正14年(1586）

以降と考えられる節Ⅱ期礎ｲi建物より新しく、府内町跡第４３

次調査の中でも蚊も新しい遺構のひとつと考えられ、１６世紀

末葉と想定する。

第3-104図SKO15出土石造品実測図（1/5）

２

第3-105図SKO15出土銅銭
実測図（1／1）
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第２節遺構と辿物

石鍋

燭台

SFO18

H-63の堀さげを行う際、第２南北街路の上面から際に混じり遺物が出土した。これをSFO18はと

して報告する。南に約５ｍ離れた位iliYのSFO１４とした辿物郡と同じと考える。

第3-109図１～３は紡錘形の土錘である。４は糸切底の在地系土師質土器である。５～９は備前

焼で、５は播鉢、６は徳利、７．８は翌で、９はその底部である。１０は瓦質土器の鉢と考える。１１

署鵜蕊黙躍侭-Ｉ
Ｃ二コ

第3-111図は２点の銅銭である。ｌは「紹平通賓」と第3-106図SKO15出土メダイ

２

１ 0 １０cｍ
屋一

１

第3-107図SKO15出土鉄器実測図（1/3）
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第3-108図SKO15出土挽臼実測図（1/5）
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Ｉ

２

沈めるが、２は際滅とサビで判読

不明である。

第3-112図は晩Ｆ１である。１は

上臼で、挽き手を差込む穴が菱形

の台座を排え開けられている。捕

り目は８分画８満式で、茶臼と思

われる。２も上｢|で、挽き手の穴

が認められる。３は小片で不明で

ある。４は受皿の付く下|胃Ｉで、ｌ

と組み合う。

SFO18からは多様な遺物が出|：

するが、時期は16世紀

後集から/k葉と考える。
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第3-110図SFO18出土瓦実測図（1/4）
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ＳＫＯ１９

第11期礎ｲi建物の基礎の版築状況の上胴を確認し、節3-63.3-65図の上層図を作成した。その＃Ilり

ドげの際出土したものをSKOl9として第3-113図に報告する。すなわち、この遺物は第ｎ期礎石建

物の堆礎の版築を行う際に混入したものと理解できる。

－２１７－

Ｌ１

、

、１７

灸

癖§

霧”

剛

=三三

、’９

､－『呂冒一 、崖マグ

p＝

1３1２

Z

一グ‘

§

豆寺三三：銃

"冒璽電，
タ

瞳三三霊Ｚ

１

第3-113図SKO19出土遺物実測図（1/3）
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第３章中世大友府内町跡第43次調査

１はSKOl5と接合した資料で、「つば皿」となる青花皿Ｆ群で、口縁部は輪花状になる。２は高

台内側が露胎となっている。３は見込みに蟹が描かれている。２～４も青花皿で、３．４は景徳鎮

窯系であるが、１．２は揮州窯系である。５は呉洲赤絵で、器形はクンディーの口縁部近くと考え

る。６は白磁である。

７．８は京都系土師器である。９～15は糸切底の在地系土師質土器である。９．１０は口径が７ｃｍ

程度の皿状であるが、１１～14は口径が12ｃｍ前後で、器高が３cm前後の坪形となる。１６は備前焼で水

屋翌の口縁部と考える。１７は瓦質土器の喪である。１８は刷毛目で器面調整された土鍋である。１９は

紡錘形の土錘である。２０は滑石製の石鍋の破片である。

SKO19の時期は、古い時期の遺物も出土しているが、状況から考えると16世紀後葉から末葉と考

える。

ＳＫＯ２０

ＳＫＯ２０はH-64とH-65の境で検出された細長い土坑である。東西3.1ｍ、南北0.8ｍで、深さは20ｃｍ

前後である。西の端はSDOl2から切られている。

第3-114図は出土した資料であるが、１は縞連弁のある龍泉窯系碗である。２．３．５～13は在地

系の土師質土器である。このうち、２．３．５～７の５点は口径が８～９cmで、器高は1.0～1.5cm、

底径は７cm前後の皿である。８～13は口径が12cm前後で、器高が３cm以上ある坪に器形が分化して

いる。これらはいずれも、底部が糸切底である。４もまた、糸切底の在地系土師質土器であるが、

内面にロクロ回転によるらせん状の段が生じている。また、器形は口径12.5cmに比較すると7.5cmと

底径は小さく、逆大形状になる。１４は口縁部が屈曲し、器面を刷毛目調整した土鍋であるｏ１５は外

面に削り出しの突帯が付く滑石製の石鍋である。第3-119図１の銅銭も出土している。

SKO20の時期は、１４世紀代の遺物も多いが、編年上新しい４の在地系土師質土器とすると、１５世

紀末から16世紀初頭と考える。

SXO21

H-65と1-65の間で集石が

検出された。この周辺で出

土した遺物をSXO20とし

て第3-115図に報告する。

１～３は在地系土師質土器

である。３の口縁部の径は

13.4ｃｍであり、２．３の器

壁は中位が最大となってい

る。４は砥石であるが、中

央部が鋭く３条の溝が形成

されている。

ＳＫＯ２４

ＳＫＯ２４は1-64で検出され

た土坑で半分は調査区の東

壁にかかり、調査できな

かった。確認された遺構の 第3-116図府内町跡第43次調査SKO２４．０２５実測図（1/30）
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常滑焼

第３章中世大友府内町跡第43次調査

規模は、南北2.42ｍ、東西は0.7ｍ以上で、深さは南半分が１．１ｍであるが、北半分は若干浅く、０．９５

ｍであった。

出土した遺物は第3-117図に図示した。遺物の主体は在地系土師質土器である。これらはロクロ

を使用し、底部には糸切痕が残る。形態はｌ～７が口径８cm前後で、器高が１cm強の皿と、８～１１

の口径が10～14cmで、器高が３cm前後の杯が認められる。この他、１２は常滑焼の翌の口縁部であり、

１３．１４は土鍋と考える。１４は口径29cmで、内面が横方向の刷毛目、外面には指圧痕が全面に残る。

、

０ １０ 20cｍ

SKO26出土遺物実測図第3-120図SKO26出二

ＳＫＯ２５

ＳＫＯ２５は東北部をSKO24と切りあった

関係で検出された。確認できる遺構の規模

と形態は、検出面では南北約１ｍ、東西約

１ｍの円形をしている。深さは、約80cmで

床面は平坦である。

出土した遺物は第3-118図に図示した。

この遺構からの出土遺物も土師質土器が主

体を占める。１．２は在地系土師質土器の

皿で、２の口径は9.4cm、器高1.5cmである。

３は小片であるが杯で、器壁は口縁部下が

最大になる。４は口径１０．６cm、器高2.5cmで、

小さい高台が付く。胎土は白色で、吉備系

土師器である。５は内面が刷毛目、外面が

指圧痕で調整された土鍋と考える。６は紡

錘形の大形の土錘である。また、第３－１１９

図は出土した銅銭である。

切りあうＳＫＯ２４とＳＫＯ２５の関係は、土層

では確認できなかった。遺物の内容から見

ても、両者とも14世紀代であることは間違

いない。ただ、１４世紀初頭に編年されてい

る吉備系土師器を中心に考えると、ＳＫＯ２５

が古くなる。

(1/3）

(.」

‐

０ 1ｍ
Ｆ １

第3-121図SKO30実測図（1/30）
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ＳＫＯ２６

ＳＫＯ２６はH-65の東側で検出された柱穴群の上面にあった浅い掘り込みである。遺物は

第3-120図に図示した瓦質土器が出土した。底部の直径は39cmで、器1ｍは、内面が縦方向、外面の

底部近くが横方向その上位は斜め方向にへう膳きされている。器極は火鉢と考える。

ＳＫＯ３０

ＳＫＯ３０は1-64で検出された土坑である。規模は南北1.8ｍ､東西1.2ｍの楕円形をしており、検出面

からの深さは0.9ｍで、平l11な床面に達する。壁はやや斜めである。遺物は遺構上面で在地系土師

質土器が出土したほか、内部からも同様の土器が出土した。

第3-122図がそれであるが、１は皿で、３．４は杯である。２は口径は小さいものの、器高は皿よ

り高く、小形の杯と考える。５は小さい高台がめぐる白色の土器で、吉備系土師器と考える。

ＳＫＯ３０の出土遺物は、隣接するSKO24やSKO25と遺物の内容が同じであり、１４．世紀代に同じ目的

で掘られた､I能性がある。

吉附系土師器

１，●

、＝ﾋﾆブ鱗５
０

－２２２－

０ １ｍ
：．．．，

第3-123図府内町跡第43次調査S|〈032実測図（1/30）
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瀞譲‘ 鱗霧
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第２節遺構と遺物

3.001ｍ

ＳＫＯ３２

ＳＫＯ３２はG-63の第２南北街路の

整地土を全て除去した後で検出され

た土坑である。確認できた規模は、

検出而で南北1.6ｍ、東西1.4ｍの不

整円形をしているが、深さは1.1ｍ

あり、床面は平坦で、断面がフラス

コ状になる。

主要な出土遺物は第3-128図の１．

２に|叉l示した。１は口縁部に圏線の

み描かれた流州窯系の碗である。２

は京都系土師器である。このことか

ら、この土坑が掘削された時期は16

.世紀後葉と考える。

第3-122図SKO30出土遺物実測図（1/3）
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東播系須恵質土器

第３章中世大友府内町跡第43次調査

ＳＫＯ３３

ＳＫＯ３３もSKO32と同様､第２南北街路の整地土を全て除去した後で検出された土坑である。さら

に、SDO12から東側を削られている。このため残された土坑の規模は、南北1.4ｍ、東西1.4ｍの不整

円形をしている。検出面から床面までの深さは90cmで、実測図では播鉢状であるが、検出時はオー

バーハング気味であった。

遺構内からは第3-128図３～17の遺物が廃棄さ

れた状態で出土した。１～９は口径が8.1ｃｍ～9.4

cmで、京都系土師器の最小のグループに属する。

また、１０～12の口径は12.0～12.8ｃｍであり、１３．

１４の口径は13.6～１４cm、１５の口径は１６ｃｍで最大の

グループとなる。このように、ＳＫＯ３３には各サイ

ズの京都系土師器が廃棄されている。

１６は口縁部を肥厚し、屈曲させた東播系須恵質

土器の鉢の口縁部である。１７は口縁外端部を肥厚

した土鍋と考える。口径は37.8ｃｍで、外面はへう

削りの痕跡が残り、内面はへうで横方向に磨かれ

ている。

ＳＫＯ３３の時期は、京都系土師器から16世紀後葉

と考えられるが、同じ時期の遺構が複雑に切り

あっており、同じ土器型式の中での遺構の順序は

明確である。

ＳＫＯ３４

ＳＫＯ３４はＳＫＯ３３の

南側の第２南北街路下

の土坑である。遺構の

規模は南北１．１ｍ東西

1.4ｍの楕円形で、遺

構の深さは検出面から

80cmで、南側が快れて

いる。遺構内からの遺

物は第3-128図18～２１

に図示した。１８は障州

窯系の青花皿で、１９は

白磁である。２０．２１は

京都系土師器である。

以上の遺物から、

SKO34の時期は、１６世

紀後葉と考えられる。

4.80ｍ

１

１ｍ
－ つ

第3-124図府内町跡第43次調査

SKO33実測図（1/30）

第3-125図SKO34実測図（1/30）
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SKO35

SKO35はSKO34の南側に隣接して検出された土坑である。検出された経過は、SKO32～SKO34と

同じで、第２南北街路下で確認された。遺構の規模は、南北0.9ｍ、東西1.3ｍで小判形をしている。

検出面からの深さは50cmで、東側の壁以外は快れ、断面形は袋状になる。床面は平坦な部分が狭く、

丸底状に近くなる。

出土遺物は第3-128図22.23の京都系土師器等が認められる。２２は口径が11.4cm、器高2.3cmで、手

裡ね製作のため器面全体は横撫でで仕上げられている。２３はこれより大きく、口径は14.4cmである。

口縁部外面は強い指撫でのため、段が生じている。

SKO35の時期は、これらの京都系土師器から16世紀後葉と考える。

第２節遺構と遺物

』
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第3-127図府内町跡第43次調査SKO39実測図（1/30）

4.80ｍ

1ｍ０
－ －

ＳＫＯ３９

ＳＫＯ３９はG-64の第２南北街路下で検出さ

れた土坑である。複雑に切り合う土坑群の中

で確認できる規模は、南北1.1ｍ，東西0.6ｍ

の長楕円形で、深さは約30cmで床面から藤を

検出した。

出土遺物は第3-128図の25の景徳鎮窯系の

青磁碗がある。内面の状況から輪花状の口縁

部になると想定でされる。

第3-126図府内町跡第43次調査SKO35実測図（1/30）

ＳＫＯ３７

ＳＫＯ３７はSKO35の南西部に隣接して検出された南北0.8ｍ、東西0.7ｍの小土坑である。深さは約

30ｃｍで、床面は平坦である。出土遺物は第3-128図の24の16世紀後葉の京都系土師器が出土してい

る。

1ｍ
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SKO32

一

一
一

一
一

ＳＫＯ３９

１

ＳＫＯ３３

、
、

、

第3-128図ＳＫＯ３２・０３３．０３４．０３５．０３７．０３９出土遺物実測図（1/3）
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ＳＫＯ４０

ＳＫＯ４０もG-64の第２南北街路下で検出された浅い土坑である。主要出土遺物は第3-134図１～３

であるが、１は焼成の悪い龍泉窯系の青磁碗である。２は京都系土師器、３は糸切底の在地系土師

質土器である。 一卜Ｐ

府内町跡第43次調査SKO46実測図（1/30）

時期は、京都系土師器が出土しているこ

とから16世紀後葉と考える。

ＳＫＯ４３

ＳＫＯ４３もG-64の第２南北街路下で検出

された浅い土坑で、さらに東側をSDO12で

切られている。出土遺物は第3-134図４～

７の京都系土師器が出土している。このた

め、時期は１６世紀後葉と考える。

｡指輪｡指輪

ＳＫＯ４４

ＳＫＯ４４は1-64の調査区東壁近くで検出さ

れた柱穴状の遺構である。出土遺物は第３‐

134図８の14世紀代の坪がある。

出土遺物は第3-134図に９～１２

に図示した。９は障州窯系の青花

碗である。１０は京都系土師器で、

11は備前焼の播鉢である。注目さ

れるのは12の指輪である。内径

1.6cm×1.5ｃｍで横筋の入った二重

のリングで作製され、方形の台座

が付く。

時期は樟州窯系の碗や京都系土

師器が出土していることから、１６

世紀後葉と考える。

’
ＳＫＯ４６

ＳＫＯ４６はG-64の第２南北街路下で検出

された土坑である。規模は南北1.9ｍ，東

西1.4ｍで検出面からの深さは1.6ｍである。

床面は平坦面が小さく丸底に近い。断面は

袋状になる。

第２節遺構と遺物

-226-

第3-129図

第3-130図府内町跡第43次調査SKO47実測図（1/30）
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ＳＫＯ４７

ＳＫＯ４７もG-64の第２南北街路

下で検出された土坑である。規模

は南北1.1ｍ、東西1.3ｍで、検出

面からの深さは約80cmである。不

指輪

5.50ｍ



あるが、１３は景徳鎮窯系の青花壷である。

１４～17は京都系土師器である。

時期は、京都系土師器がまとまって出土

していることから16世紀後葉と考える。

定形な形状の土坑で

ある。遺物はほとん

ど出土しなかった。

第３章中世大友府内町跡第43次調査

一
こ
つ
ｍ
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ＳＫＯ４９

ＳＫＯ４９も第２南北街路下で検出された

土坑で、ＳＫＯ４８を切る。土坑の西側は調査

区外となる。確認できる規模は、南北1.5

ｍ、東西1.6ｍの不整円形である。検出面

からの深さは70cmで、壁はオーバーハング

するため、断面は袋状になる。

土坑内からは多くの貿易陶磁や銅銭など、

多くの遺物が出土した。第3-135～3-137図

は主要な遺物である。第3-135図１．２は内

外面に圏線が一条巡る揮州窯系の青花碗で

ある。３は景徳鎮窯系の青花碗である。４

は障州窯系の青花皿である。５は内外面に

圏線が一条巡る樟州窯系の青花碗で、蛇の

目粕剥ぎと考えられる。６．７も源州窯系

の碗である。８はつば皿で、障州窯系と考

ＳＫＯ４８

ＳＫＯ４８もG-64の

第２南北街路下で検

出された土坑で、

SKO46に南側を切

られる。また、北側

もSKO49に切られ

る。確認できる規模

は、東西1.7ｍ、南北

1.7ｍの不整円形で、

検出面からの深さは

90cmである。床面の

平坦部は小さく、壁

はオーバーハング気

味になる。

第3-134図13～１７

は主要な出土遺物で

あるが、１３は景徳鎮

80ｍ

4.70ｍ

第3-131図府内町跡第43次調査SKO48実測図（1/30）
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ｌセ

える。９はr:l磁で、１０は紫徳鎮窯系の青磁の輪花Ⅲlである。１１は龍泉窯系の剣先述弁である。１２～

１４は瀬戸美濃系の天目茶碗である。

第3-136図は京都系土師器を主体とした遺物である。l～20は京都系土師器である。ｌ～３は口

縁部の小片である。口径が復元できる中で、４～９の口径は９cⅢ前後であり、京都系土師器の｢|,1で

妓小グループを形成するものである。１０～１７．１９は口径が１２～13cmで、五法量に分化する京都系土

師器の中でI'１位のグループである。そして、１８の１１径は15ci''、２０が16cmで、最大グループとなる。

２１は在地系土師質土器で口径は8.4ｃｍ、器高2.1cmで、底部には糸切痕が残る。２２は備前焼の播鉢

で、内面の捕り目は、底部から放射状に11縁部に向けて延びる。

２３は中央に穴がある青銅製品の半分である。２４は鉛製の可能性が強い金属製品である。両者とも

器廊不明である。２５は鉄製品である。長さは37.2cmで、断1mは方形をしている。先端は尖り、基部

は９cmの範囲でらせん状に捻られている。そして端部は環状に曲げられ、別の鉄輪が付いている。

この輪はもう一本のものと連結するものと想定され、火縛と考えられる。

第3-137図は出土した銅銭である。１は「紹聖元賓｣、２．３は重なって出土した「永楽通智｣、

狼
・
聯

『
■

０ １０

－２２９－

1２

２ §

第3-135図SKO49出土遺物実測図１（1/3）
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1２

４．６は「元豊通賓｣、５は「元符通賓」でこの３枚も亜なって出土した。７．１０は「元祐通賛｣、

８は「至道元賓｣、９．１２は「威平元賓｣、１１．１３．１８は「元豊通筏｣、１４は「通」と「筏」のみ判読

できる。１５は「皇宋通賓｣、１６は「嘉祐通費｣、１７は「永楽通賓」である。以上のほか、判読不明や

状態の悪い銅銭が３枚出こしている。

ＳＫＯ４９からは、京都系土師器や漁州窯系陶磁器がまとまって出土することから、１６世紀後葉と考

えるｃ

10

；語
一
一
一
１
フ

グ

6

’

第3-136図SKO49出土遺物実測図２（1/3）
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第３章IlIllI:人友府内町跡第43次洲杏

ＳＫＯ５０

ＳＫＯ５０は第２南北街路下で、ＳＫＯ４６・ＳＫＯ４７・ＳＫＯ４８と調査区の西壁に囲まれた範囲で、浅い窪

みがあった。遺物は第3-134図の18.19の備前焼の播鉢がある。捕り目は明確ではないが、口縁部の

形態から16世紀後葉と考える。

－２３１－

第3-137図SKO49出土銅銭実測図（1／1）
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SＰ１０１９

ＳＰ１００５

ＳＰ１０２０

ＳＰ１０２２

ＳＰ１０２３

５．柱穴状遺構

府内町跡第43次調査区はI.'.'央部にSDO12とした万寿寺のi7Li境の掘りが掘削されているため柱穴の

ような小さな遺柵は、万が．棚Iで災''１的に検出された。特に、Ｈ-65.1-65で約50基の柱穴状の辿構

を検出した。これらは、掘立柱建物として、組み合わせることは出来なかった。

こうした柱穴状の遺椛に対しては、slOOlと千希台から俗称を付けた。こうして洲査した結栗、

住穴状辿構からは辿物も出土し、時期を決定付ける有力な証拠となった。

第3-138図にそうした巡物を脳|示した。SPlO19はSKO20のI洲Ｉで検出された、直従30cmの柱穴状

迩構である。出土した辿物は１の11椛皿である。底部は露胎で、碁笥底となっており、青花llllC群

に属する。津州窯系である。16111:紀後葉と考える。

SP1005はH-65で検出された住穴状以辿搬ある◎出土した資料である２は径が3.7cmの断面三角形

の小さい尚台が(､l･く椀で、胎土がIrl色をしており、Ｉｊｆ備系上師器と考えられる。時期は141{I紀初頭

に位置づけられている土器である。

SP1020はH-65でSDO12の近くで検出された､郷約40cmの柱穴状遺構である。出土した資料は３

で、在地系の土師質土器である。１１径は8cm、器高が1.2cm、底径７ｃｍの皿である。底部は糸切で切

り離されている。時期は14111紀代と考える。

SPlO22はH-65の中央部で検出された柱穴状遺椛である。出土遺物である４は在地系土師質土器

の底部である。底部は8.6cmで、糸切痕が残る。１１係が13cI11前後の坪と想定する。時期は14111:紀代

と考える。

SPlO23はSP1022のやや南で検{||されたi尚径55cmの大型の柱穴状辿構である。５は出土した在地

系土師質土器である。口径は8.5cmで、器商は1.6cm、底径は6.8cmのⅢlで、時期は141{1紀代と考える｡

吉術系上師器

■
６

－２３２－

第3-138図小土坑出土遺物実測図（1/3）
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船徳利

信楽系の壷

道案型風炉

第３章中世大友府内町跡第43次調査

６．その他

中世大友府内町第43次調査では、これまで報告した遺構以外に、様々な状況で遺物が出土した。

前項でもそれらをＳＸとして遺構番号を付け報告を行ってきた。ここでは、H-63で万寿寺の西境の

堀を検出中に確認した、天正１４年(1586)の島津氏侵攻に起因すると推測されている焼土層をSXO17

とし、そこから出土した遺物を報告する。ちなみに、この層は第１期礎石建物の南側で調査した

SXOllと同じと考える。

SXO1７（第3-5図20層）

H-63を掘り下げ、万寿寺の西境の堀であるSDO12を検出中に、厚い焼土層を検出した。この焼土

層は厚い所では20cm以上堆積しており、多くの遺物を含んでいた。また、この焼土層の平面的な広

がりは、H-63の調査区の南寄りの全域に及んでいた。この焼土層をSXO１７としたが、第3-5図の土

層で観察されたように、第２南北街路の整備は、二度行われており、焼土の堆積はその間に生じた

と理解できる。すなわち、最初の街路整備の上面と焼土層の下面が同じ面であることが土層観察で

明らかになった。そして、二度目の第２南北街路の整備はその上に土砂を乗せて整備していること

も判明した。このことは、H-64の調査で、第１期礎石建物と第Ⅱ期礎石建物の間に嵩上げ事業が行

われていたことと符合する。

出土した主要遺物は第3-139.3-140図に図示した。第3-139図の１～１０は貿易陶磁器である。ｌは

青花の「つば皿」で皿Ｆ群に分類されている。景徳鎮窯系と考えられる。２も同類の皿で、１．２

とも胴部に鏑文が見られる。３は青花lIIlE群で、底部に「福」の文字が書かれている。景徳鎮窯系

と考える。４は青花皿でＢ２群の底部である。５．６は文様構成や青花の色調などから４と同じ個

体、もしくは同じ五枚組と考えられる。以上の３点は涼州窯系と考える。７は底部を欠くが輝州窯

系の碁笥底のlIIlでＣ群に分類されている。８の青花皿は底部に「富貴佳器」の文字が書かれている。

９も先の４～６と同じ組になる皿である。

１０～１３は京都系土師器である。１０は口径8.5cmで、最小のタイプである。１１．１３は口径が11.6cm～

１１cmである。１２の口径は14.4cmである。１４は口径１０．４cm、器高1.9cm、底径７cmの在地系土師質土器

である。１５．１６は同一個体、あるいは同じ形態の瓦質土器のllllである。口縁部は尖り、内側に稜線

を形成する。底部は上げ底状になり、糸切り底である。口径は、１５が１１cm、１６が12cmである。

第3-140図１は器壁が薄く朝鮮王朝系の船徳利である。２は信楽系の壷の口縁部で端部が肥厚し、

玉縁状になる。３～５．７は備前焼である。３．４は同じ個体の可能性が強く、鉢と考える。肩部

にへう描きがある◎５は内外面にロクロによる成形痕が残る壷である。底径は14.8ｃｍである。７は

底部の資料である。

５は口縁部が肥厚して、断面が三角形になる特徴を持つ東播系須恵質土器の鉢の口縁部である。

８は土師質土器であるが、つまみ状の突起が付き、蓋と考えられる。

９～13は明褐色をした瓦質土器で、道案型風炉の破片である。９は口縁部から胴部にかけての資

料である。口径は37.2ｃｍで、正面が大きく「Ｕ」字状に快れている。また、この風炉には脚が少な

くても３ヶ所付くが、１０～１３がそれである。脚の径は１１が８cm、１２は6.2cmである。９と１２の破片か

ら器高を推測すると約22cmはあると思われる。

１４は口縁部外面に細い平行突帯を二条巡らせ、その間に雷文を疎らに施文している。火鉢と考え

る。１５も口径17.6ｃｍの瓦質土器の鉢である。１６は砥石である。SDOl2の第3-27図１で報告した火縄

銃の火挟みもこの層からの出土である。

ＳＸＯ１７が形成された時期は出土遺物の京都系土師器や、涼州窯系遺物などからＳＸＯ１１と同じ１６世

紀後葉と推測される。

-233-
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朝鮮王朝産

華南三彩

７．包含層出土遺物

府内町跡第43次調査では近世の水田基盤層までを重機で除去し、それから下層は移植コテで遺構

に注意を払いながら掘り下げを行った。その間は整地土層となっており、多様な遺物が出土した◎

そこで、ここでは、そうした中から注目される遺物を抽出して報告する。

第3-141図に図示した資料はH-63から出土した資料である。概ねSXO17の上層ととらえることが

出来るが、新旧の遺物が混在している。

１～８は京都系土師器である。１～４は口径が９cm代であるが、５．６は口径12cm前後、７は１５

cm弱である。８の形態は口縁部が立ち、坪状になる。９は口縁部下が肥厚する在地系土師質土器で

ある。１０は細い断面三角形の高台が付く吉備系土師器の底部である。

１１～１５は備前焼で、１１は播鉢で、１２は大喪の口縁部である。13は長頚壷の口縁部である。14は直

口する口縁部で、１５は胴部に指押さえの浮文が部分的に付く特殊な容器である。１６～19は瓦質土器

の火鉢である。１７は肥厚した口縁部の外面に細い突帯が二条巡り、その間に蕨手文のスタンプが施

文されている。２０は紡錘形の土錘である。

２１～25は金属製品で、２１は獣形の青銅製品である。２２～25も青銅製品で、何らかの製品の部品と

考えられ、特に25は断面が方形で頭が半球形でビスと思われる。

第3-142～3-143図と第3-144図１～６の大部分は貿易陶磁器である。第3-142図１～５は景徳鎮窯

系の青花碗で、底部の形態から碗E群である。６．７は景徳鎮窯系の青花皿で、７は皿E群である。

８．９は涼州窯系の碗である。10は青花皿F群の「つば皿」で景徳鎮窯系である。１１．１３．１５は障

州窯系の皿で、１５は大形である。１２は青花の蓋である。１４は青花長頚壷である。１６は白磁の小杯で

ある。

第3-143図１は青磁の碗で、２は香炉である。３は瓶で、４は胴部の腰が張る形態で、香炉の可能

性がある。５は青磁の皿で、６は輪花皿である。７は青磁の大皿である。以上は龍泉窯系である。

８は梅瓶で景徳鎮窯系の青白磁である。９．１０は朝鮮王朝産の陶磁器で、９は刷毛目と思われる。

10は白泥の入った象恢の青磁である。１１は中国産と思われる焼締陶器である。１２は華南三彩の水性

の蓋と考える。１３．１６は瀬戸美濃系の皿である。１４は中国産の褐紬陶器である。１５は軟質施紬陶器

と言われる黒楽の小片である。１７は暗緑色をした陶器で唐津系と考えられる。１８は鉄紬で文様を描

かれた皿である。絵唐津と思われる。

第3-144図１．２は口縁部と底部を欠く中国産黒粕陶器である。３～５は中国産と推測される焼締

め陶器の鉢の口縁部である。５は播鉢で、捕り目を見ることができる。６は朝鮮王朝産の船徳利で

ある。７も小型の陶磁器である。

８～27は京都系土師器である。口径は一部を除き９cm前後で、豊後府内から出土する京都系土師器

の中で最小のグループに属する。これらの土器は儀礼に使用される以外に、９．１６．１８に見られる

ように口縁部にススが付着しており、灯明皿として再利用している。

第3-145図１～39も京都系土師器である。ｌ～28は口径が１２ｃｍ前後で、先に報告したグループよ

り大きく、豊後府内の中でも中位のグループである。これ以外は、２９．３０．３２の口径が13～14cm前

後、３３は15.4ｃｍと最大クラスになっている。また、３４～39は本来皿形の京都系土師器が在地化し、

器高が高くなり杯状になっている。

４０～39は在地系土師質土器である。口径は６～９cmまであり、口縁部の形態も様々である。しか

し、器高は１～２cm程度で皿状である。底部は糸切り底で、４９などは底部の器壁が厚く、本来の意

味を失いつつある。

第3-146図ｌ～１０も在地系土師質土器である。前図で報告した皿状とは異なり、口径は１２～13ｃｍ

前後で、器高は３cmを越えるものも多く、杯形をしている。口縁部の形態も、１～３は口縁部下が
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Ｌ
剛
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刈
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第２節遺構と遺物

吉備系土師器

水屋饗

常滑焼

信楽焼

燭台

有瀧士錘

ガラス製小玉

錠前・火箸

刀子

鍔

青銅製品

銅銭

肥厚し、断面が三角形になるが、４．８．１０は底部近くが厚く、口縁端部が尖る。これらも底部は

糸切底である。１１．１２は底部に径４cm程度の低い高台を付ける土師質土器で、胎土が白く、吉備系

土師器である。

１３～１８は備前焼の播鉢である。１３～１８の口縁部は、帯状に立ち上がり、外面に数条の凹線が廻るｏ

また、口縁外端部は尖り、内側は斜めか、ｌ６のように窪む。内面の播り目は、１８の底部が口縁部に

向けて放射状に付けられているが、１３．１６．１７にわずかに見られる播り目は斜めで、互いに交差す

るタイプである。

第3-147図１～13.17も備前焼の各器種である。１～４は壷・喪の口縁部で、５はその底部で、６

は胴部である。７は水屋喪の口縁部で、１１～13はその胴部である。８．１１は水指等の特殊な器種の

可能性がある。９は徳利で、１０は底部と思われる。１７は肩部に耳が付く小型の壷である。

１４．１５は常滑焼の喪の口縁部であり、１６は信楽焼と考えられる。

１８～23は中世の須恵質土器で、１８は口縁部が直口する。１９．２０は東播系須恵質土器の鉢である。

２１．２３須恵質で硬く焼締められており、備前焼の可能性が強い。２２は叩きで調整された喪の胴部で

ある。

第3-148図は、瓦質土器の各器種である。１は上部に摘みと考えられる突起があり、蓋と考える。

２は瓦器碗である。３は身受け部が形成されており、蓋と考える。４も蓋の可能性が強い。５は外

面を連続した凹線で飾る鉢である。６は風炉の脚である。７は口縁部に菊花文、８は胴部に雷文の

スタンプが施文されている。９は斜めに交差する捕り目を持つ瓦質土器の播鉢である。１０～22は各

種の鉢である。１０．１１．２２は脚や高台である。１２～14の口縁部外面には菊花文のスタンプが施文さ

れており、１９～21は菊花文や雷文・格子文等のスタンプが施文されている。

第3-149図１～６も瓦質土器の鉢である。１～３の口縁部外面には二条の細い突帯が廻り、その

間に菊花文や雷文等のスタンプが施文されている。５はその底部であり、火鉢と思われる。４は土

師質であり、土鍋と考えられる。６は方形の火鉢の底部で、脚が付く。

７．８は土製の燭台である。上面に平坦な受け部を持ち、中央に芯棒を立てる孔があけられてい

る。９．１０は紡錘車である。１１はフイゴの羽口の先端である。１２は凝灰岩を整形した石製品である。

13～28は土錘である。２８以外は紡錘形で、重量と形態で数種類に分類できる。２８は長軸方向に溝が

入る有溝土錘である。２９は滑石製土鍋、３０は硯の破片である。３１．３２はガラス製の小玉である。

第3-150図は金属製品である。１は斧状の製品で柄を装着する穴がある。２は鉄製の錠前である。

３は板状の鉄製品である。４は刀子と考える。５は先端が尖る棒状の鉄製品で、火箸と思われる。

６は断面が方形の棒状の鉄製品である。７は銅製品で茎の可能性がある。８は鉄製で、刃部があり

刀子と考える。９は鉄製の鍔である。１０．１３．１７は板状の銅製品で、１１は刀装具の銅製のはばきで

ある。１２は分銅で、現状は0.89を測る。１４は断面三角形の鉄製の飾り金具と思われる。１５．２３は

青銅製品である。１６．１９は同じ場所からの出土で同一器種を構成していた可能性がある。２０は棒状

の青銅製である。１８と24は同じ場所から出土した青銅製品で、２４の紐状の部分に１８が通っていた可

能性がある。２２は銅製で小柄と考える。

第3-151～3-152図は出土した銅銭である。銭貨名は不明なものもあるが、第3-151図４は「祥符元

賓｣、５．１４．１６．２０は「元豊通賓｣、６は「嘉祐通賓｣、８は「聖宋元賓｣、９は「曜寧元賓｣、１２．

１５．２１は「皇宋通賓｣、１３．１９は「紹元通賓｣、17は「治平元賓｣、１８は「洪武通費」である。

第3-152図で判読できるのは、１．８．１６．１７が「元豊通賓｣、２．３は「淳化元賓｣、４．１４．１５

は「元祐通賓｣、５．２０は「天聖元賓｣、６．７．１８は「紹聖元賓｣、１２．２３は「皇宋通賓｣、１９は「聖

宋元賓｣、２２は「洪武通費｣、２４．２５は「天嬉通賓｣、２６は「政和通賓」である。

第3-153.3-154図は瓦である。１～３は軒丸瓦で、巴文と朱文で構成される文様を持つ。４～８は
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コビキ狼

メダイ

無縫塔

礎石．、当

'

｡

Ｉｑ

丸瓦で、４は玉縁部であり、幅は15cmである。外面は縄'－１叩きで、内面には布'1がある◎５は内Ｉｍ

に本州タイプの吊紐、６．８には九州タイプの品紐の痕跡が残る。７は|隔が13.2c'１１で、内面には被

方向の縄目状の圧痕が残る。９．１０は屋根を覆う雁振瓦である。

第3-154図は平瓦と即である。１～４の軒平瓦は唐草文で文様が描かれている。５～８の平瓦は

撫でで仕上げられているが、８にはコビキ痕が残る。７には釘穴が|刑けられている。９．１０は邸で、

厚さは３cII1を越える。

第3-155図はメダイと考えられる青銅製品である。１は縦1.5cm、横1.3cm、厚さ0.4cIll、重さ5.39で、

紐を通す孔がある完形品である。２は縦1.7cm、横1.6clll、厚さ0.5cm、近さ4.69で、紐を通す孔は欠

損している。

第3-156図は石製品である。１は阿蘇溶結凝灰岩製で、一辺が13.2cmの八角形をした無縫塔の台座

である。1.|'央部には柱部を受けるための直径9.4cmの孔があり、その周辺には連弁が刻まれている。

２はＩ㎡平な安山岩の川原石の中央に、細い線で十字が刻まれている。他の地区のＩｌＩ言上状態から、

礎石の柱を据えるためのllv1てと考える。
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第3-155図府内町跡第43次調査出土メダイ実測図（1/1）
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万寿寺創建

土坑群

廃棄土坑

万寿寺堀の拡張

石積み

第３章中世大友府内町跡第43次調査

第３節小結

府内町跡第43次調査は狭い調査面積であるが、万寿寺の西側と第２南北街路の状況を明らかにす

ることができた。第２章で報告した北に連続する第34次調査と結果は同じであるが、この調査区で

は最終段階として、天正１４年（1586）の島津氏侵攻以後の状況を確認することができた。ここでは、

第２章と重複する部分もあるが、第３章の小結として、遺構を時系列的に追い、その変遷を明らか

にしたい。

最古の遺構は、１４世紀代の井戸と土坑と柱穴状土坑がある。井戸は曲物と立板と横桟で構成され、

万寿寺の西境の堀であるSDO12を完掘した際、床面で検出した。土坑や柱穴状土坑は、ＳＤＯ１２の東

側の万寿寺側で検出された。万寿寺の創建は徳治元年（1306）と伝えられており、こうした遺構は

近い時期にあたる。しかし、万寿寺北西部にあたる府内町跡20次調査では、16世紀の後半の区画溝

より東に約20ｍの位置で断面逆台形の南北方向の区画性の強い１４世紀代の満を約60ｍにわたり検出

している。そして、この溝から西側から大規模な遺構は検出されず、この溝が、創建当時の西境の

堀と考えた。また、境内である府内町第２９．３５次調査では遺物を多く含む土坑や柱穴状土坑を集中

的に検出することは出来なかった。

そこで、府内町跡第43次調査で検出された14世紀代の遺構を見ると、SKOO9・ＳＫＯ１０・ＳＫＯ２４・

SKO25・ＳＫＯ３０は不定形な土坑で、ＳＫＯＯ９・ＳＫＯｌＯから流れ込んだ状況で遺物が出土し、廃棄土坑

の可能性が強い。また井戸が存在することなど、１６世紀後半の町屋痕跡と類似しており、万寿寺創

建当時は寺域ではなかった可能性が強い。

検出された遺構で、次の時期は16世紀後葉の遺構群であるが、可能性として１６世紀前葉の時期が

ある。明確な遺構としては検出されていないが、万寿寺の北側境の堀を調査した府内町跡第20次調

査Ｃ区では、１６世紀後葉の大規模な堀の底の万寿寺側で、この時期の遺物がまとまって出土する溝

を検出した。１６世紀後葉の堀が掘削される前に、万寿寺を囲む堀があった可能性が強い。

そこで、府内町第43次調査の堀を見ると、万寿寺側の壁は傾斜が急で面は平坦である。これに対

し、第２南北街路側は傾斜が緩やかで、面も不揃いである。確証はないが、１６世紀前葉のこの堀を

西に拡張した可能性がある。

１６世紀後葉は遺物からは判断できないが、遺櫛の切り合いや土層観察から４時期がある。この時

期で最初に作られるのは、第２南北街路面に掘り込まれたSKO32～SKO35･SKO37～SKO43･SKO45

～SKO50の土坑群である。これらは、第２南北街路が整備される以前に連続して掘り込まれている。

形状や規模は様々であり、遺構内からの出土遺物も多くはないが、ＳＫＯ３３やSKO49からは、まと

まった量の京都系土師器が出土している。こうしたことから、廃棄土坑と考える。

次に築かれるのがSDO12の万寿寺西境の堀である。この堀は、先に述べたように、１６世紀前葉に

あった堀を西側の第２南北街路側に拡張した可能性が強い。このことは第3-5図の土層観察や

SKO33やSKO43・ＳＫＯ４５の東側が削られて掘り込まれていることでも判る◎すなわち、万寿寺の西

側の境は、創建時にはこの堀より東側にあったが、１６世紀前葉に拡大され、１６世紀後葉にその境の

堀がさらに西側に拡張され、大規模化したと考えられる。

ところが、この堀も時間を置かず、埋められている。その経過は、深さ約２ｍの堀を中央部が窪

む、緩いＵ字状になるまで、土砂で半分程度埋める。次にこの窪みを埋めるため、中部が最も高く

なる東西方向の石積みを北側と南側に築く。その中心となるのは、現在水路となっている地籍図境

であり、「府内古図」を現在の地図上に復元した際、万寿寺の南境と想定したラインにあたる。こ

のラインから南で検出された４ヶ所の石積みは、南に面を揃えており、北で検出された４ヶ所の石

積みは、北に面を揃え、それぞれ、南北方向に拡張しながら、埋め立地業を行っている。石積みに

よる埋め立ての基準となるこのラインは、万寿寺の第２南北街路側からの入口等、寺院構造とも関
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第３節小結

Ｇ Ｈ

十

Cｅ

SDO12

6３

1１

6４

ｎｅ

第3-157図府内町跡第43次調査初期石積み（1/80）
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第３節小結

磯や挽臼による

埋め立て

第１期礎石建物

地長押

第Ⅱ期礎石建物

連していることも考えられる。

この石積みによる埋め立てが最初に行われたのが第3-157図の範囲である。石積みの間は操や挽

臼の破片を投棄してその空間を埋めている。この石積みも直ぐに改められ、第3-158図のように、そ

れを覆うように南側に隣接して同じ構造の石積みが築かれている。そして、その南側には多量の川

原石で埋め立地業を行い、さらに南側は阿蘇溶結凝灰岩製の五輪塔の部材で埋め立てが行われ、上

面は平坦にしている。これに連続して南側に再び川原石で埋め立てる行為を行っている。

こうして、万寿寺の堀を埋め立てて造られたのが、第3-159図の第１期礎石建物である。この建物

が造られるのとほぼ同時期から、第２南北街路の整備が開始されている。第１期礎石建物は入口を

第２南北街路側に取り、その入口付近は石敷きで整備されている。それに続いて礎石建物の西境と

街路とを区切る石列と、それに並行する礎石を含む石列があり、入口の構造を示している。

この礎石建物の南側の多量の川原石で埋め立てられた範囲は土砂で覆われ、約６ｍの幅で平地が

形成されている。この場所は礎石建物より若干低くなり、南側を積み石で区切る。この石積みは西

に延び第２南北街路とつながっている。この部分にも礎石によらない、転ばし根太や地長押など直

接横材を地面に並べた構造の建物が建っていた可能性も考えられる。

ところがこの第１期礎石建物を覆うように、第3-3.3-4図の土層図やSXO１１．ＳＸＯ１７とした焼土

層が形成されている。この焼土層は出土遺物の時期等から天正１４年（1第3-160図の586）の島津氏の

府内侵攻に起因すると理解されている。また、その火災の状況は当時「府内」にいた宣教師の記録

にも残されている。’)第１期礎石建物もこの時期に焼失したと想定される。

島津氏の府内侵攻後、「府内」は復興しており、それを証明するのが第3-160図の第Ⅱ期礎石建物

である。この建物は、第１期礎石建物の直上に建てられている。基礎は版築状に薄い土砂の層を形

成し、第１期礎石建物の礎石の上に乗っている。この版築で、嵩上げを行い、それに礎石を据えて

いる。この建物も第２南北街路を入口としており、第１期礎石建物の入口に敷かれていた敷石の上

に土砂を置き、再び大き目の石で敷石をしている。この敷石は第１期礎石建物の礎石を含む石列の

上面まで続いていており、その先端には人頭大の石が並べられ、街路と礎石建物の西境となってい

る。

礎石建物は、奥行きが８ｍで、埋め立てた万寿寺の西境の堀を越え、東端は万寿寺境内に達して

いる。礎石の間隔は東西が2.8ｍ-2.8ｍ－２．１ｍで、東端の礎石からは拳大の石が北に約90cm並べら

れ、その延長線上に礎石があり、礎石間は1.8ｍで、これが建物の東端と想定できる。

この建物の南側には、第１期礎石建物の時期と同様に、平坦地が形成されている。その状況は、

前時期に生じた焼土を埋め立て、嵩上げしている。また、南に２ｍ拡張し、凝灰岩の石造物で上面

が平坦になるよう埋め立てた部分の上に南北方向の石積みを築き南の境としている。そして、埋め

立てた部分の上面は、瓦片や拳大の川原石を敷詰め補強している。

第２南北街路との関係は、この瓦片や川原石を敷き詰めた部分の北端から第２南北街路に向けて

斜めに人頭大より大きい川原石を並べ、導入路状にしている。この部分にも第１期礎石建物の時期

と同様に建物が建っていた可能性がある。

以上のように、府内町跡第43次調査では万寿寺の西境の14世紀から16世紀までの変遷を明らかに

することが出来た。この場所は、天正10年（1582）に大友義統が家臣の柴田礼能に対し発給した文

書で「一、万寿寺築地之内井西之屋敷両所、令所望候之事。一、一府万寿寺町屋敷無残所預置候事。

…」の記述がある場所と想定され、注目される場所でもある。

註（１）松田毅一・川崎桃太「完訳フロイス日本史８大友宗麟篇Ⅲ」中央公論新社2000年
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第４章自然科学的分析

第１節大友城下町跡34次。４３次調査出土の動物遺存体

丸山真史（京都大学大学院人間・環境学研究科）

松井章（奈良文化財研究所埋蔵文化財センター）

１．概要

第34次調査のSDO66、第43次調査で検出したSDO12から出土した動物遺存体および骨角器を報告

する。これらの出土地点は菖寿寺の西側の堀にあたり、その埋土が湿地環境にあったため、動物遺

存体の保存に恵まれたと考えられる。保存状態は概ね良いが、ビビアナイトが析出しているものや、

乾燥によって亀裂が生じ、脆弱な状態になっているものも含まれる。これらの動物遺存体は発掘中

に肉眼で確認して採集したもので、フルイを用いた埋土の水洗選別は行っていない。出土した動物

遺存体は破片数にして253点を数え、伴出する陶磁器や古文書の記録から1560年から1582年の間に

投棄されたものと限定される。これらの破片のうち、種類と部位を同定できたのは216点にのぼり、

その内訳は哨乳類が137点と最多で63.4％を占め、次いで貝類37点、魚類25点、鳥類16点、両生類１

点と続く。なお、以下に記載する魚類の体長は、奈良文化財研究所所蔵の標準体長の記録がある現

生骨格標本と比較して推定した値である。

２．種類別の特徴

ａ貝類

ニキウズガイ科SDO66から35点出土している。保存状態に恵まれず、表面の風化が著しく、種の

同定には至らないが、同科のキサゴ属に類似する。

ミミガイ科SDO66から１点出土している。本科にはミミガイ、クロアワビ、トコブシなどが含ま

れる。破片となっており種の特定は難しいが、大きさなどの特徴からアワビ属である可能性が高い。

アカニシSDO66から１点出土しており、殻高114.2mm、殻幅98.9mmを測る。

ｂ魚類

マダイSDOl2から前頭骨が２点、上後頭骨、前上顎骨（左)、角舌骨（右)、基鰭骨（練条部結合）

が１点ずつ、計６点が出土している。前頭骨のうち１点は、正中線上で真二つに切断する「兜割」

にされている。大きさは、いずれも体長30cm以上であり、大きくても60cm程度と推定される。

タイ科SDOl2から、主上顎骨（右）が1点のみ出土している。関節部が破損しており、種の同定

には至らないが、大きさは少なくとも体長50cm以上と推定される。

マグロ属SDO12から椎骨が６点､SDO66から椎骨が10点､計16点が出土している。大きさは、いず

れも１ｍ以上の大型のものである。

フグ科SDOl2から前鯛蓋骨（左）が１点、部位名不明が１点、計２点が出土している。大きさは、

いずれも体長40cmから50cm程度と推測される。

ｃ両生類

カエル類SDOl2から大型のカエルの腿・緋骨（左）が１点のみ出土している。骨端部が破損して

おり、全体の大きさは不明であるが、トノサマガエルより大きな個体である。

ｄ鳥類

カラス属SDO12から大腿骨（右）が１点、SDO66から腔足根骨（右）が１点、計２点が出土して

いる。腿足根骨は近位端が癒合中の若い個体である。

アビ科SDO12から雁足根骨（右)、足根中足骨（右）が１点ずつ、計２点が出土している。足根中

足骨は、遠位端が人為的に切断されている可能性があるが、切断面が明瞭ではない。
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鍵夢

カモ科SDOl2から、マガモとlril大の椀骨（右）が１点のみ''１上している。

キジ科SDOl2からｌ芸腕骨（ｲi）が３点、胸骨、尺骨、大腿’汁、服足根骨が１点ずつ、i汁７点が出

土している。胸骨は、竜骨突起聯|Ｉに少なくとも７カ所に切傷が見られる。

ニワトリSDO12から上腕骨（左)、大腿骨（左)、足根中足柵．（,fi）が１点ずつ、SDO66から上腕

骨（左）が１点、計４点が出土している。

ｅ哨乳類

イヌSDO12から上腕骨（左３イ『ｌ）、尺骨（左１右３）が４点ずつ、下顎骨（左ｌイｉｌ）、榛骨

(左ｌイｉｌ）が２点ずつなど、I汁16点が||}上している。上腕'|‘i･の２点、尺骨１点は骨端部が癒合して

いない幼獣である。左ド顎'けは|､.馴枝前位部に２条、筋突起ド部に３条の切傷が見られる。長谷部

言人（1952）のイヌの大きさの分類に従うと、下顎骨２点がIlI小級、尺骨２点が中級、暁骨１点が

中火級となるoSDO66から上腕間．（左）が１点のみ出土しており、長谷部の分類に従うと111級とな

る。

タヌキSDO12から、ド顎骨（左）が1点のみ出土している。

ネコSDO12から上腕骨（右）が１点、SDO66から頭蓋骨、」:腕‘け（右)、僕骨（ｲi)、尺櫛（右）

が1点ずつの計４点が出上している。SDO66から出･ｔしている上腕骨、｜尭骨、尺骨はliil-llIIil体であ

り、上腕’汁の近位端が癒合途|良で、棚ii･と尺骨の速位端は癒合していない幼獣である。

ウマSDO12から榛骨（だ)、雄節骨、顎骨から遊離した切歯が１点ずつ、計３点が出土している。

Goody（1976）の齢査定に従うと、切歯の岐耗状態から１０歳前後の個体と推測される。

ウシSDOl2から肩甲骨（左)、癒合した携骨と尺骨（左）が１点ずつ、SDO66からhj叩骨（右)、

癒合した擁骨と尺骨（右）などが１点ずつの計５点、SDO66からl伽骨（右）が１点のみ''１土して

いる。

イノシシSDO12から椎竹が１０点、、ド'顎骨が６点（左１イｆｌ／,ﾐｲｉ４)、頭蓋骨が４点、｜を腕'汁などが

1点ずつ、計25点が出こしている。頭蓋骨２点、椎骨４点の椎体板、腰骨の遠位端、党'汁は癒合し

ていない幼獣である◎下顎骨はＦ１歯の萌出と岐耗の状況から２点が幼獣、１点が若獣、２点が成獣

と推定される。肋骨と上腕骨の骨枠部に切傷が見られ、椎骨の椎体前位部、後位部が切断されてい

る。SDO66から下顎骨（左右)、肋付（右)、大腿骨（右）などが1点ずつ、計５点が11}土している。

ド顎骨は、臼歯の岐耗状況から成獣と推定される。大腿骨は遠位端が
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癒合していない幼獣であり。冊･幹部前位1ｍに９条の切傷が兄られる。

肋'けは、ネズミの岐痕が見られる。

ニホンジカSDO12から惟廿が17点、Ｉ|'足骨（左３右３）が６点、肋

骨（ｲ｢）が５点、大腿骨（左ｌ右３）、l座骨（左２右２）が４点ずつ、

ﾙー j叩骨（左)、上腕骨（左２右１）が３点ずつなど計53点が出土してい

る◎椎骨５点の椎体板、腔骨２点、大腿骨２点は、骨端部が癒合して

いない幼獣である。肩甲骨１点の速位部に切傷と叩き切った痕跡が、

肋'けの近,位部に叩き切った痕跡が兄られ、椎骨８点の柳突起や惟休は

切断されている。SDO66からﾉljilI'汁（/I;２)、雁骨（左１イｉｌ）などが

２点ずつ、暁骨（左)、I:|'手'け（左）などが１点ずつ、計13点が出土し

ている。‘催骨と|座骨の1点は骨端部が癒合していない幼獣である。肩

｢|:l'剛点には近位部に径4.31Ⅲ11の穴があいており、縁辺には骨増殖が

見られる。

ネズミ科SDO12から、寛骨（左）が１点のみ出土している。

ヒトSDOl2から上腕骨（/I;ｌだ？ｌ）が２点、尺付（/,《）が１点、

鶴
灘
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計３点が出土している。尺骨は４，５歳のものと推定

される（誰ｌ）。

肘

して斜方に刻み、ド端部の円孔上部には６×12本の沈線

をIIiI交させて絡一｣笹状にして装飾文様とする。上端部は破

損しているが、下端部と同様の格子文様の一郎が残って

いることから、中央部の２孔を軸として線対称の文様が

施されたと考えられる。

３．骨角器の特徴

へラ状製品SDOl2から、馬平な犠形をiii&するへラ状

製品が１点出土している。製品の表面には鹿角の髄に

特有の海綿状組織が残ることから、鹿角のI:|･'心部を利

用したと考えられる。残存で最大長が100.8mm、蚊人

幅が31.2mm、蚊も薄い部分が1.0m111を測る。製i1Ⅱ'１のIIIiiIili

に、'脈が蚊も広い端部から1.'１央まで、剛iIll方向に平行

条線が多数残る（節3-1図)。また、片IIIiはほぼ一定方

向の、他面は二方向の粗い研磨痕が見られる。おそら

く、鹿角の蚊も太い部分の角座上部から第１分枝部の

間で素材を切り出し、適度な厚みに縦割りして板材と

した後、擬形に成形し、さらに磨いて薄くしたと考え

られる。

オモゲー（而撃）SDOI2からＪ紺『1脚の|唯状拠11,1,が
第4-2図オモゲーと鹿角

オモゲー（面繋）SDO12から、鹿角製の棒状製品が

１点川上している。これを馬具の一価であるオモゲーと判断した。本例はニホンジカの中でも比較

的小さな鹿角（左）を利用し、残存長199.8ｍｍと妓大径21.4×18.7ｍｍを測る。鹿角の第２尖の分岐

部を中心にして、上下210ｍｍ程度を切り出し、業材とする（第3-2図)。製品の!|】央よりやや上部に

あたる第２尖の切断ｍから、ノミ状の工具で海面質を快って除去し、反対側の自然面に正中線に平

行する直径6.8ｍｍの円孔が、４ｍｍの間隔をあけて２つ穿たれている。鹿角の太くなる下端部から

約１ｃｍおいて、また第２尖の２孔の中央部から約１０ｃｍの位置に、ｉＩﾖ''1線に対して直交する直径

１４ｍｍのlIj孔を‘穿っている。

ｋ端部は破似しているが、第２尖の２イLの111火部から約６ｃｍの位lifiに、ド端と同方向にlil孔を

穿った痕跡が兄られる。枝角の上下、第２尖】,郷の海綿質は意図的に除去され、内部が中空となる。

ニホンジカの枝角は左右に分かれて生えるが、いずれも第２尖の分岐部からそれぞれ湾曲して上方

へと延びる◎その湾I'１１の内側面が装着時にウマの頬にあたるように意図されており、下端と上端の

孔の周辺を平地に研磨し、それ以外は自然面のままの頼粒を残す。外側面には十字方向にヤスリ様、

あるいは砥ｲ．i様の研磨具で鹿角表而の瓶粒を除去し、平滑面を作る。さらに平滑1m上に第２尖の除

去部を挟んで、それぞれ３本の平行する沈線を長軸に対

１－デノム､ｌ－Ｐ－〕一か１１ヅー１－．Jjl1q,,/｢ノ〆T，ITIマ１１・背Iハーｊ－ＬｒＤ、〃，ｎルグヘ＆イァ“4Ｉ ヒト

４．考察

ニホンジカとイノシシは、皮革、骨角器、食料などに

利川されるj､Ii:覗な動物資源であり、膿喫な狩猟対象と

なってきた。’1本の食文化史上、IIi｢代から肉食が忌避さ

れてきたという'1M定観念が定着していたが、近年では文

－２６１－

タ
０
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献史学、考古学の両分野によって肉食が考えられていた以上に普及していたことが明らかにされつ

つある（松井1987)。イノシシやニホンジカ以外にイヌも食用となったことことが、広島県草戸千軒

町遺跡などから出土した移しい数のイヌの遺存体から明らかにされている（茂原･松井1995)。また、

西日本の中世では、ニホンジカを素材とした骨角器の製作が盛んであり、草戸千軒町遺跡や兵庫県

大物遺跡では、利用部位や製作工程、分業化などが明らかにされ、中世後半（戦国期）から近世に

かけて、牛馬骨が骨角器の素材となることも分かっている（久保･松井2001、丸山･松井2006)。大

阪府東遺跡、兵庫県若宮遺跡では、牛馬骨が多数出土し、これらの遺跡では牛馬の皮剥ぎ、四肢の

解体、骨角器の素材となる骨、角、蹄の採取など一貫した莞牛馬処理が行われたｏ江戸時代前半か

ら中頃に、姥牛馬処理が皮田、機多によって集中的に担われるようになると、それまで土坑、溝、

河川に投棄された牛馬骨は効率よく大量に集めることが可能となり肥料としての価値が生じ、牛馬

骨が遺跡から姿を消すようになった（松井2004)。このように西日本の中近世の動物辿存体研究は、

食文化史だけでなく、部落史、経済史、産業史といった分野に進展を見せつつある。

本遺跡から出土した動物遺存体は哨乳類が最も多く、なかでもニホンジカが66点と卓越する。そ

れに対してイノシシは、ニホンジカの約半数の30点にとどまるが、最少個体数はそれぞれ５個体で

同数となる（註２)。さらにイノシシとニホンジカの部位別の破片数を比較すると、ニホンジカは、

胴部（椎骨、肋骨）が最も多く、次いで後肢（寛骨、大腿骨、腰骨、腫骨、距骨、中足骨)、前肢

(肩甲骨、上腕骨、梶骨、尺骨、中手骨）と続き、頭部（頭蓋骨、下顎骨）は少ない。それに対し

てイノシシは、胴部が最も多いが、四肢より頭部の方が多いという点で異なる。動物の全身骨格の

なかで、歯牙は最も残存しやすい部位であるが、それを含めてもニホンジカの頭部は少ない。ニホ

ンジカのオスの枝角は、骨角器の素材として利用されるため、解体の際に頭部が別に扱われた可能

性がある。ニホンジカの中手骨と中足骨も骨角器の素材として重要であり、中手骨は少ないが、中

足骨は多く出土している。メスの頭蓋骨も見あたらないことから、骨角器の素材となる鹿角のつい

たオスの頭蓋骨や中手骨だけが遺跡から持ち去られたとは考えにくい。ニホンジカ、イノシシとも

に中軸骨が多いのは、一個体に椎骨や肋骨が多数あるためで、両種とも最小個体数に対する椎骨、

肋骨の破片数は少ない。ニホンジカもイノシシも頚椎と胸椎が多く、腰椎と尾椎が少ない。ニホン

ジカは胸椎が頚椎の３倍を数えるが、イノシシは頚椎と胸椎がほぼ同数であるｏまた、ニホンジカ

とイノシシとを区別できなかった椎骨も、そのほとんどが胸椎である。ニホンジカとイノシシの椎

骨には、刃物によって切断された痕跡が見られ、特にニホンジカには胸椎と関節する肋骨の近位部

に刃物を叩きつけた傷跡が多く、この部分で椎骨と肋骨を切り離したと考えられる。このほか胸椎

の練突起が切断されているものも多く、胴部が解体されたことは明らかであり、胸椎および肋骨に

付着した肉が注意深く取り外され食用になったと考えられる。また、椎骨の部位による出土量の差

異は、肉をとるための技術的な問題によって違いが生じたとも考えられる。ニホンジカの四肢骨は、

付着する肉量が多い肩甲骨、上腕骨、榛骨、尺骨、大腿骨、腔骨の出土が多いが、肉量の少ない中

足骨も無視できない出土量である。肩甲骨の遠位部に切傷、距骨の前位面中央の内側、外側に叩き

切った傷跡が見られる。距骨は肉量の多い大腿骨や腔骨と肉量の少ない中足骨、指骨の間にあり、

肉の多い部位とそうでない部位を切り離したと考えられる。イノシシの四肢骨は前肢、後肢ともニ

ホンジカ同様に肉量の多い部位が一様に出土しており、大腿骨の近位部から骨幹部にかけて切傷が

多数見られる。このように、ニホンジカとイノシシの骨に見られる傷跡は、胴部、四肢から肉を得

るためについたものと考えられる。

イヌは,7点と哨乳類のなかでニホンジカ、イノシシに次いで多く出土しており、最少個体数にし

て４個体となる。出土した下顎骨のうち1点は、下顎枝や関節突起に切傷が見られる。この解体痕

は、肉を食用としたことを示唆する。また、ウマの指骨には刃物で叩き切ろうとした痕跡が見られ
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る。このような傷は腿や靭帯が付着する部分だけでなく、骨幹部にも見られる。そのような傷は、

遺跡から出土する動物遺存体に見いだすことは多くない。動物の解体に熟練した者は経験的な解剖

学的知識から、骨に無駄な傷をつけることなく解体して肉を取り外すことができ、逆に解剖学的知

識の乏しい者が大型哨乳類の解体を行った際に、骨に大きな傷を残した可能性が考えられる。この

ウマの指骨に見られる傷は、食用となった直接的な証拠にはならないが、その可能性が示唆される。

このほかのウシ、タヌキ、ネコは出土瞳が乏しく、解体痕も見られず、食用となったか明らかでは

ない。

出土した鳥類はキジ科とニワトリの２種類が多く、キジ科の胸骨に切傷が多数見られ、食用に

なったと考えられる。また、カラス属、アビ科、カモ科が出土しており、アビ科やカモ科は食料と

された可能性が高いｏしかし、カラス属が食料となったのか現代の常識からすると疑問であるが、

韓国のように医薬品として重用することが伝わっていたのかもしれない。両生類のカエルも溝を埋

めた時に埋没したのか、食用となったのか、現段階ではどちらとも決めかねる。水産資源では貝類

と魚類が出土しており、いずれも食用となるものばかりである。貝類はニキウズガイ科、ミミガイ

科、アカニシが出土しており、これらは遺跡から一般的に出土する種類であるが、全体的に出土量

が少ない。キサゴ類が37点と集中的に出土しているが、一個体の肉通が少なく、一回の使用量が多

かったと考えれば、出土量の差はそれほど大きくない。魚類はマダイ、タイ科、マグロ属、フグ科

が出土しており、なかでもマグロ属が多い。これら４種類に出土は限定されるが、フルイを用いた

土壌の水洗選別をしていないため、小型の魚類が見逃された可能性がある。また、イワシ、アジな

どの小さく薄い骨は、イヌなどが飲み込むことや土壌中で容易に分解されることを考えると、大き

な骨だけが出土したとも考えられる。瀬戸内、大阪湾岸の中近世遺跡では、マダイが多く出土する

のが一般的だが、本遺跡では大型魚のマグロ属が最も多く、重要な魚種であったことが窺える。西

日本の中世遺跡では、堺環濠都市遺跡や草戸千軒町遺跡からマグロ属の椎骨が出土しているが、出

土量は少ない。津久見市の保戸島はマグロ漁が盛んなことで著名であり、それは明治以降のことと

されるが、豊後水道から太平洋にかけて、中世にはすでにマグロ漁の好漁場となっていたと推測さ

れる。

動物遺存体と場所を同じくして、人骨も出土している。中世の神奈川県の由比ヶ浜南遺跡、兵庫

県大物遺跡では、居住や農耕に適さない海岸砂丘やその後背湿地から、多醗の食用となった哨乳類

や鳥類の骨に混じって、人骨が散乱状態で出土している。人骨のなかには、骨端部に犬の岐痕が見

られるものや、何らかの原因により破損したものが少なくない。このことから遺体が野晒しにされ

ていたことが推定される。本遺跡から出土した人骨には、明確なイヌの岐痕は見られないが、いず

れも骨端部が破損しており、これらの人骨も埋葬されることなく、

白骨化した後に埋没したと考えられる。

出土した骨角器のうちオモゲーとした棒状製品は、日本の考古

資料として初めての出土例であろう。民俗学の下野敏美はオモ

ゲーと呼ぶ、２０ｃｍから30ｃｍの長さの板状の民具が南島に分布し、

そうした木製のオモゲーが縄文時代に移入されたと考えられてい

た小型馬に装着されてきたもので、古墳時代に移入された中型馬
はみ

に装着されていた金属製の街に先行するものと考えた(下野1994)。

一般的な馬具は金属製の街を馬の前臼歯と切歯、または犬歯との

間に通して人間の意図を馬に伝える。それに対してオモゲーは板

状、あるいは棒状の２本の金属器か鹿角製品で鼻面を挟み、その

締め付け具合によって馬を制御しようとするものである。増田精
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一は埴輪馬に表現された頭絡の中に、街を持たない種類の馬具があると考え、中国北方の青銅器時

代の遺跡から出土する、両端の孔が同方向、中央の孔がそれらと直交する「異方向三孔」を特徴と

する骨角器や青銅器を、オモケーと機能を共にする馬具と考えた（増田1994)。小田木治太郎も、天
ひょう

理参考館所蔵の中国北方の青銅器時代の遺跡から出土した可能性の高い骨角器の中に、鍵と呼ぶ馬

具と思われる鹿角製品が存在することを報告している(小田木1995)。さらに小野山節は小田木の紹

介した天理参考館所蔵品や、江戸時代の『古今要覧稿』に描かれる拍子の記録をもとに、同方向三

孔の板状の拍子木と呼ばれる馬具の方が古く、異方向三孔のオモゲー様の馬具は現状では近現代に

成立したと考えた（小野山2002)。中村潤子はそうした馬具の議論を整理し、拍子、拍子木と称され

るものの中に、手綱固定式の面繋が含まれていることを区別して、オモゲー様の馬具を「挟棒面繋」

と称することを提唱し、自身で鎌倉時代後期の「石山寺縁起絵巻』の大津の市の場面に描かれた４

頭の馬のうち、１頭の鼻面に長い棒状のものが装着されていることを見出し、これが挟棒面繋であ

ろうことを指摘した（中村2003)。この報告者の一人である松井章は、かつて小田木治太郎から天理

参考館所蔵の東北アジア出土の骨角器の材質鑑定を依頼されて以来、骨角製馬具についての関心を

持ち、2006年にシェットランドの郷土博物館の展示品に、泥炭の採掘に従事させられていたポニー

の馬具が異方向三孔のオモゲーに酷似することを見出した（第4-4図)。そして、この大友城下町跡

から出土した鹿角製品を一見し、即座にオモゲー様の馬具と考えるに至った（註３)。

５．まとめ

本遺跡では哨乳類が最も多く出土しており、その大部分を占めるニホンジカ、イノシシ、イヌの

骨にはそれぞれ解体痕が見られることや散乱状態で出土していることから、これらが食用となった

ことが明らかとなった。哨乳類だけでなく貝類、魚類、鳥類の多くが食用であり、大友城下町にお

ける食生活の一端を垣間見ることができた。これら食用となった動物遺存体に混じって、幼児を含

む人骨が多くはないが出土したことは、城下町においても、野晒しになった遺体が溝に投棄されて

いたことを示すだろう。このように動物遺存体が出土した溝は、城下町の生ゴミや人間の遺体が投

棄される場所でもあったことが分かる。また、出土した骨角器のうち鹿角製の棒状製品が、馬具の

一種であるオモゲーと考えられる。オモゲーは南島に分布する民俗資料として注目されてきたが、

日本の考古資料として初めての出土例と考えられる貴重な資料と言える。
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第4-2表哨乳類の部位別集計表

第4-1表種名表

軟体動物門Mollusca

古腹足目Vetigastropoda

ミミガイ科Hiliotidae

ミミガイ科の一種Haliotidaegenetsp､indet・

ニシキウズガイ科Trochidae

ニシキウズガイ科の一種Trochidaegenetsp･indet・

新腹足目Neogastropoda

アッキガイ科Muricidae

アカニシRapanavenosa

脊椎動物門Vertebrata

硬骨魚網Osteichthyes

スズキ目Percidae

タイ科Sparidae

マダイ囲agrusmaﾉｏｒ

タイ科の一種Sparidae,gen・etsp・indet・

サバ科Scombridae

マグロ属の一種Thunnussp・

フグ目Tetraodonitiformes

フグ科Tetraodonitidae

フグ科の一種Tetraodonitidaegenetsp・indet、

両生綱Amphibia

無尾目Anura

無尾目の一種Anurafam.,ｇｅｎｅｔsp､indet・

烏綱Ａｖｅｓ

アビ目Gaviformes

アビ科Gaviidae

アビ科の一種Gaviidae,genetsp､indet、

スズメ目Passeriformes

カラス科Corvidae

カラス属の一種corvussp．

カモ目Anseriformes

カモ科Anatidae

カモ科の一種Anatidaegenetsp,indet、

キジ目Galliformes

キジ科Phasianidae

ニワトリGujjusdomestjcus

キジ科の一種Phasianidaegen,etsp､indet・

哨乳綱Ｍａｍｍａｌｉａ

霊長目Primates

ヒト科Hominidae

ヒトHbmmosapjense

食肉目Carnivora

イヌ科Canidae

イヌＣａｍＳ歯milja画ｓ

タヌキNyctereutesprocyonoides

ネコ科Felidae

ネコF1eﾉiScatus

奇蹄目Perissodactyla

ウマ科Equidae

ウマEquuscaba"ｕｓ

偶蹄目Artiodactyla

ウシ科Bovidae

ウシBosmaurus

イノシシ科Suidae

イノシシSusscro歯

シカ科Cervidae

ニホンジカCbrvusmppon

醤歯目Rodentia

ネズミ科Muridae

ネズミ科の一種Muridaegen､etsp・indet．

J1
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種類
頭蓋骨

左 右

下顎骨

左 右

椎骨 肋骨

左 右

肩甲骨

左 右

上腕骨

左 右

尺骨

左 右

榛骨

左 右

中手骨

左 右

寛骨

左 右

大腿骨

左 右

腔骨

左 右

中足骨

左 右

鍾骨

左 右

距骨

左 右

その他 合計

イヌ

タヌキ

ネコ

イノシシ

ｲﾉｼｼﾉﾆﾎﾝｶ

ﾆﾎﾝｼﾞｶ

ウシ

ウシ/ウマ

ウマ

ネズミ

ヒト

２

１

１

２

１
１

１ ４

１

１

１

、
Ⅲ
Ⅳ
１

１

２

１
２
５

１

５

１

１

１

４
１
１
３
１

１

２

２
１

１

１

１

１

３

１

１

１

２

１

１

１

１

１

２

１

１

１ １

１

１

１

１ ２

１

１

１

４ ３

１

１

３ ４ ３ １ １

肋骨左右不明３

鏡歯1縮噸謂２

遊離歯１

遊離歯１指骨１

上腕骨左？１

Ⅳ
１
５
釦
廻
鎚
皿
１
３
３



単位は､m・計測項目はDriesh（1976）に準ずる

イヌの下顎骨計測表第4-3表

イノシシの各臼歯の咳耗段階および計測値

単位はｍ・計測項目は茂原（1995）に準ずる

第4-4表イノシシの下顎骨計測表

第4-5表

ant（1982）に準ずる単位は、。

-267-

通番 項目
左

Ｍ３ Ｍ２ Ｍ１ Ｐ４ P３ P２

右

P２ P３ Ｐ４ Ｍ１ Ｍ２ Ｍ３

143上顎

咳耗段階

歯冠長

歯冠幅

j-ｋ

14.0

13.0

e-f

17.0

14.7

d-e

29.4

16.4

24下顎

佼耗段階

歯冠長

歯冠幅

。

28.9

13.7

ｅ

16.7

12.4

。
』

13.9

10.6

ｆ

10.8

8.1

10.3

5.6

ｆ

12.0

7.8

●
。
■
■
ず

13.9

10.5

ｅ

17.3

12.3

。

28.0

13.9

147下顎

咳耗段階

歯冠長

歯冠幅

未萌出 未萌出

ｅ

16.6

10.5

｡(｡P4）

17.2

8.7

｡P３

9.6

4.8

dＰ２

8.0

3.3

7.4

3.1

9.7

4.6

｡(｡P4）

17.5

7.9

ｅ

14.2

10.3

未萌出 未萌出

148下顎

咳耗段階

歯冠長

歯冠幅

Ｃ

31.7

14.1

d-f

17.2

13.9

13.7

10.8

ｅ

13.4

8.9

8.1

4.6

10.0

5.6

ｅ

13.4

9.0

13.8

11.3

ｅ

17.8

13.5

Ｃ

30.6

13.7

149下顎

咳耗段階

歯冠長

歯冠幅

未萌出 未萌出

Ｃ

16.8

9.8

f(dP4）

15.8

8.5

｡Ｐ３

8.7

4.9

ｄＰ２

9.4

3.8

dＰ２

8.1

3.7

dＰ３

9.8

4.8

f(dP4）

16.1

8.6

Ｃ

16.5

9.7

未萌出 未萌出

150下顎

岐耗段階

歯冠長

歯冠幅

未萌出 未萌出

a-b

14.7

9.2

f(｡P4）

15.5

7.5

dP３

9.7

4.5

dＰ２

7.4

3.1

151下顎

岐耗段階

歯冠長

歯冠幅

10.0

6.3

ｆ

11.8

9.6

k-l

14.3

11.6

９

18.3

14.2

．

33.8

14.6

計測項目 計測点 斎藤No.
通番

124 125

下顎骨全長（１）

下顎骨全長（２）

下顎枝高

下顎枝幅

下顎体高（１）

下顎体高（２）

下顎体高（３）

下顎体厚

咳筋寓深

id-goc

id-cm

kr-gov

Minimum

Ｍ２後部

Ｍ１中央

Ｐ４Ｍｌ間

Ｍ１中央下方

１
２
７
ｕ
肥
Ⅳ
肥
妬
。

113.7

113.2

41.6

23.8

20.6

18.9

17.3

12.3

６．１

118.6＋

４１．６

２８．４

２１．４

１８．９

１７．８

１１．８

４．４

計測項目 24下顎骨 148下顎骨 151下顎骨

１
２
３
４
５
６
７
砲
８
９
艶
皿
岨
叫
過
ａ
０
Ｄ

１６

１６

ｌ６ｃ

246.6

81.9

165.5

166.2

116.2

112.2

95.1

６０．７

６４．４

47.8

43.58

73.57

４４．９

４２．８

４２．７

259.7

279.4

88.9

172.6

186.0

124.2

98.8

66.1

32.9

49.9

82.2

106.8

121.7

47.7

45.8

44.2

104.4

68.9

36.5

50.0

55.5



第１節大友城下町跡34次。４３次調査出土の動物遺存体

通番 次数 遺構 大分類 小分類 部位 部分 左右 計測 備考 写真
１ 3４ ＳＤＯ３６ 鳥網 ニワトリ 足根中足骨 完形 右 ＧＬ91.0,Ｂp14.5,Ｂd15.3 1－１８

２ 3４ ＳＤＯ３６ 哨乳綱 イヌ？ 大腿骨？ 骨幹部
３ 3４ ＳＤＯ３６ 浦乳網 イノシシ 中手冊 完形 左

４ 3４ ＳＤＯ３６ 哨乳綱 ニホンジカ 中足冊 近位 左 穿孔？

５ 3４ ＳＤＯ３６ 聴乳綱 ニホンジカ 中足冊 近位 右 穿孔？
６ 3４ SDO66 腹足綱 アカニシ 殻質 殻軸十殻体
７ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 腹椎 １－４

８ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 惟側 腹椎

９ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 腹椎

1０ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 腹椎

11 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 尾椎

1２ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 尾惟

1３ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎f1． 尾惟 1-3

1４ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 惟冊 尾惟 １－１

1５ 3４ ＳＤＯ６６ 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 尼惟 1-2

1６ 3４ SDO66 硬骨魚網 マグロ属 椎骨 尾椎

1７ 3４ ＳＤＯ６６ 鳥網 カラス属 腿足根骨 完形 右 ＧL97.3,Ｂd9.2 癒合中（近位） 1-21

1８ 3４ ＳＤＯ６６ 鳥網 ニワトリ 上腕骨 完形 左 ＧL84.3,Ｂp23.9,Ｂd１８．１ 1－１９

1９ 3４ SDO66 哨乳綱 イヌ 上腕付 完形 左 ＧＬ143.3,Ｂd28.2 切傷？

2０ 3４ SDO66 哨乳網 ネコ 頭蓋骨 破片

2１ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ネコ 上腕付 完形 右 ＧL87.4.Ｂｐ13.9,Ｂd１６．２ 癒合中（近位） 2-9

2２ 3４ SDO66 哨乳綱 ネコ 尺骨 近位端一遠位部 右 ＤＰＡ9.8.ＳＤＯ８､３ 未癒合（遠位） 2-11

2３ 3４ SDO66 哨乳綱 不コ 椀骨 近位端一遠位部 右 Ｂd7.4 未癒合（遠位） 2-10

2４ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 イノシシ 下顎骨 下顎体 左右 成献 3-中

2５ 3４ SDO66 聴乳綱 イノシシ 椎冊 腰椎 椎体癒合中

2６ 3４ SDO66 聴乳綱 イノシシ 肋骨 完形 右 岐痕

2７ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 イノシシ 尺冊 完形 左 ＤＰＡ45.0,ＳＤＯ３６､９ 切傷？ 4-12

2８ 3４ SDO66 哨乳綱 イノシシ 大腿付 近位部一遠位端 右 Ｂd49.3 未癒合（遠位）・切傷 4-13

2９ 3４ SDO66 哨乳綱 イ／シシ/ﾆホンジカ 肋冊 完形 右

3０ 3４ SDO66 哨乳網 イノシシ/ﾆホンジカ 上腕付 近位部一遠位部 左

3１ 3４ SDO66 晴乳綱 ニホンジカ 屑甲 ほぼ完形 左 GLP38.0 径4.3mmの穴・治癒痕 5-5

3２ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ニホンジカ 阿甲骨 遠位 左 ＧＬＰ38.7

3３ 3４ ＳＤＯ６６ 噛乳綱 ニホンジカ 上腕骨 近位部．遠位部 左

3４ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ニホンジカ 上腕付 近位部一遠位端 右 Ｂd37.6

3５ 3４ ＳＤＯ６６ 噛乳綱 ニホンジカ 桃骨 完形 左 Ｂp34.9 未癒合（遠位）

3６ 3４ ＳＤＯ６６ 噛乳綱 ニホンジカ 中手骨 完形 左 ＧＬ182.2,Ｂp27.5,Ｂd29.5

3７ 3４ SDO66 哨乳綱 ニホンジカ 大腿骨 近位部一遠位端 左 5-8

3８ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ニホンジカ 大腿骨 完形 右 ＧＬ226.5,Ｂp61.8,Ｂd51.8 5-9

3９ 3４ ＳＤＯ６６ 噛乳網 ニホンジカ 腿骨 近位部一遠位部 左 未癒合（遠位）

4０ 3４ ＳＤＯ６６ 晴乳綱 ニホンジカ 腿骨 完形 右 ＧＬ268.2.Ｂp57.4,Ｂd33.2 5－１２

4１ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ニホンジカ 距骨 完形 右 切傷・叩切傷 5-17

4２ 3４ SDO66 哨乳綱 ニホンジカ 中足骨 近位端一遠位部 左 Ｂp20.6

4３ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ニホンジカ 秘子骨 完形

4４ 3４ ＳＤＯ６６ 晴乳綱 ウシ 肩甲骨 近位部一遠位部 右

4５ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ウシ 大腿骨 近位部一遠位部 左

4６ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳綱 ウシ 椎骨 腰椎

4７ 3４ ＳＤＯ６６ 哨乳網 ウシ 桃骨 完形 右 ＧＬ249.9,Ｂp70.8,Ｂd55.5

4８ 3４ ＳＤＯ６６ 捕乳綱 ウシ 桃骨・尺骨 ほぼ完形 右 ＧL275.4.Ｂp71.3,Ｂd64.3

4９ 3４ ＳＤＯ７７ 噛乳網 ウシ 上腕骨 ほぼ完形 右 Ｂd70.6

5０ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 アワビ類 殻質 殻体 SDO66内

5１ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

5２ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻袖十殻体 キサゴ類？

5３ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

5４ 3４ ７トレ /チ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

5５ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻紬十殻体 キサゴ類？

5６ 3４ ７トレ /チ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

5７ 3４ ７トレ /チ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

5８ 3４ ７トレノチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

5９ 3４ ７トレ チ 腹足網 二 'キウズガイ科 殻質 殻紬十殻体 キサゴ類？

6０ 3４ ７トレ グチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ噸？

6１ 3４ ７トレ ノチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻紬十殻体 キサゴ類？

6２ 3４ ７トレ ノチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

6３ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足網 二 'キウズガイ科 殻質 殻紬十殻体 キサゴ類？

6４ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

6５ 3４ ７トレ ′チ 腹足網 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

6６ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

6７ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 般軸十殻体 キサゴ類？

6８ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 殻軸十殻体 キサゴ類？

6９ 3４ ７トレンチ 腹足綱 二 'キウズガイ科 殻質 般軸十殻体 キサゴ頬？



７

通番 次数 遺構 大分類

7０ 3４ ７トレ チ 腹足綱

７１ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

7２ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

7３ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

7４ 3４ ７トレ ノチ 腹足綱

7５ 3４ ７トレ /チ 腹足綱

7６ 3４ ７トレ ′チ 腹足綱

7７ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

7８ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

7９ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足網

8０ 3４ ７トレ /チ 腹足綱

８１ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

8２ 3４ ７トレ /チ 腹足綱

8３ 3４ ７トレ ﾉチ 腹足綱

8４ 3４ ７トレ ノチ 腹足網

8５ 3４ ７トレンチ 腹足綱

8６ 4３ SDOl2 硬骨魚網

8７ 4３ SDO12 硬骨魚網

8８ 4３ SDO12 硬骨魚網

8９ 4３ SDO12 硬骨魚網

9０ 4３ SDO12 硬骨魚網

９１ 4３ ＳＤＯ１２ 硬骨魚網

9２ 4３ SDO12 硬骨魚網

9３ 4３ SDOl2 硬骨魚網

9４ 4３ SDO12 硬骨魚網

9５ 4３ ＳＤＯ１２ 硬骨魚網

9６ 4３ SDO12 硬骨魚網

9７ 4３ SDO12 硬骨魚網

9８ 4３ SDOl2 硬骨魚網

9９ 4３ SDOl2 硬骨魚網

lOO 4３ ＳＤＯｌ２ 硬骨魚網

１０１ 4３ SDO12 硬骨魚網

1０２ 4３ ＳＤＯｌ２ 硬骨魚網

103 4３ SDO12 硬骨魚網

104 4３ SDO12 硬骨魚網

1０５ 4３ SDO12 硬骨魚網

106 4３ SDOl2 硬骨魚網

107 4３ SDO12 硬骨魚網

1０８ 4３ SDO12 硬骨魚網

1０９ 4３ SDO12 硬骨魚網

110 4３ SDO12 両生綱

111 4３ SDOl2 鳥網

112 4３ SDO12 鳥網

1１３ 4３ ＳＤＯ１２ 鳥網

114 4３ SDOl2 鳥網

１１５ 4３ SDOl2 鳥網

116 4３ SDOl2 鳥網

1１７ 4３ ＳＤＯ１２ 鳥網

118 4３ SDOl2 鳥網

119 4３ SDOl2 鳥網

120 4３ SDO12 鳥網

121 4３ SDOl2 鳥網

122 4３ SDO12 鳥網

123 4３ SDO12 鳥網

124 4３ SDOl2 噛乳綱

125 4３ ＳＤＯ１２ 哨乳綱

126 4３ SDO12 噛乳綱

127 4３ SDO12 端乳綱

128 4３ SDOl2 噛乳綱

１２９ 4３ SDO12 哨乳綱

130 4３ SDO12 哨乳綱

131 4３ ＳＤＯ１２ 晴乳綱

132 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱

133 4３ ＳＤＯ１２ 哨乳綱

134 4３ SDO12 噛乳綱

１３５ 4３ ＳＤＯ１２ 琉乳綱

136 4３ ＳＤＯ１２ 晴乳綱

137 4３ SDO12 哨乳綱

138 4３ SDO12 哨乳綱

小分類
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科
二 'キウズガイ科

ニシキウズガイ科

フグ科

フグ科

マグロ属

マグロ属

マグロ属

マグロ属

マグロ属

マグロ属

マグロ属？

マダイ

マダイ

マダイ

マダイ

マダイ

マダイ

タイ科

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

カエル類

アビ科

アビ科

カモ科

カラス属

キ 科

キ ﾝ科

キ 科

キ ﾝ科

キ ′科

キ ﾉ科

キ '科

ニワトリ

ニワトリ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

部位

殻蘭

殻磁

般髄

殻噛

殻髄

殺噛

殻衝

殻蘭

般質

殻質

殻質

殻質

殻質

殻質

殻質

殻質

前鯉鎧骨

部位名不明

椎

椎骨

椎骨

椎骨

椎件

椎骨

惟冊

＃１
ｂ』
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Iil

上顎冊

頭冊

頭骨

上後頭什

角舌汁

雅餓什十糠

主上顎骨

蝿条廿軟条

蝿条廿軟条

鯉条廿飲条

鯛条骨軟条

蝿条冊軟条

蝿条骨飲条

蝿条冊飲条

椎骨

腿眺冊

腿足根

足根中足骨

椀骨

大腿冊

胸骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

尺骨

大腿冊

服足根骨

上腕

大腿骨

下顎骨

下顎冊

屑甲廿

上腕冊

上腕御

上腕骨

上腕骨

尺骨

尺骨

尺骨

尺骨

椀廿

椀付

中手骨

寛骨

部分 左右 計測 備考 写真

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻袖十殻体 キサゴ類？

殻軸十殻体 キサゴ類？

殻紬十殻体 キサゴ類？

殻袖十殻体 キサゴ類？

ほぼ完形 左 １－８

ほぼ完形 1-9

腹椎

尾椎

尾椎

尾椎

尾椎

尾椎

尾椎 切断・カツオ？

完形 左 1-7

－部欠損 1-6

右半分 兜割 1-5

一部欠損

ほぼ完形 右

i顎旧形 右

前位部欠損 右

完形

完形

完Ｈ

完Ｗ

完Ｗ

完Ｎ

完Ｎ

尾椎？ マグロ属？

骨幹部 左

一部欠損 右 切断？ 1-11

完形 右 ＧＬ73.8,Ｂp13.0,Ｂｄ1０．０ １1０

完形 左 ＧL70.6.Bd6.7,Dip14.7,,.9.1 １2０

完形 右 ＧＬ６Ｌ５,Bpl1.6,Ｂｄ12.2 １2２

一部欠損 切傷 １1３

ほぼ完形 右 ＧＬ75.0,Ｂp21.1,Ｂｄ１６．２

ほぼ完形 右 ＧＬ73.8,Ｂp20.2.Ｂｄ１４．８

完形 右 ＧＬ74.6.Ｂp20.7.Ｂｄ15.4 1-16

ほぼ完形 左 ＧＬ76.5,BplO､1,Ｂd9.2 1-15

完形 右 ＧＬ67.8.Ｂｐ13.8,Ｂd１３．４ 1-14

ほぼ完形 右 ＧＬ98.9 1-12

近位部一遠位端 左 Ｂd17.5

一部欠損 左 Ｂd19.4 切断？ 1-17

ほぼ完形 左 切傷 2-1

ほぼ完形 右 2-2

骨幹部一遠位端 左 ＧＬＰ27.3 2-3

近位部一骨幹部 左 Ｂd27.8

近位部 左

近位端 左 Ｂp27.7 未癒合(近位）

近位部一遠位端 右 Ｂd30.6 米癒合（近位） 2-4

完形 右 ＧＬ167.2+,ＤＰＡ23.8.sD021.0

近位端一骨幹部 左 ＤＰＡ23.8

近位端一遠位部 右 ＤＰＡ23.6,ＳＤＯ２１､３ 未癒合(遠位） 2-5

完形 右 ＧL167.1.ＤＰＡ25.0,SDO20､２ 2-6

完形 左 ＧＬ156.2.Ｂd22.8 2-8

近位端一遠位部 右 Ｂp17.4 2-7

完形 右

寛骨臼一座骨 左



第１節大友城下町跡34次。４３次調査出土の動物遺存体

通番 次数 遺櫛 大分類 小分類 部位 部分 左右 計測 備考 写真

139 4３ ＳＤＯ１２ 聴乳綱 イヌ 大腿骨 近位端一骨幹部 右 140と接合

140 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イヌ 大腿骨 骨幹部 右 １１３９と接合

141 4３ ＳＤＯ１２ 哨乳綱 タヌキ 下顎骨 下顎体一筋突起 左 2-12

１４２ 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱 不コ 上腕骨 ほぼ完形 右 ＧＬ97.6,Ｂp16.8.Ｂｄ19.2 4-1

143 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱 イノシシ 頭蓋骨 上顎骨 右

144 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳網 イノシシ 頭蓋骨 上顎骨 右

145 4３ ＳＤＯ１２ 哨乳綱 イノシシ 頭蓋骨 側頭骨 左 幼獣

146 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱 イノシシ 頭蓋骨 頭頂骨 左 未縫合

147 4３ ＳＤＯ１２ 輔乳綱 イノシシ 下顎骨 結合部一下顎体 左右 第二後臼歯萌出開始 4-4.5

148 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳網 イノシシ 下顎骨 ほぼ完形 左右 成獣・歯列乱れ 3-左

149 4３ ＳＤＯ１２ 輔乳綱 イノシシ 下顎骨 ほぼ完形 左右 第二後臼歯未萌出 3-右

１５０ 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱 イノシシ 下顎骨 ほぼ完形 左 幼獣 4-3

151 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱 イノシシ 下顎骨 結合部．下顎体 右 成獣 4-2

152 4３ ＳＤＯ１２ 哨乳網 イノシシ 椎骨 環惟

153 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イノシシ 椎骨 紬惟 4-7

154 4３ ＳＤＯｌ２ 浦乳綱 イノシシ 椎骨 頚椎 椎体未癒合 4-8

155 4３ ＳＤＯｌ２ 噛乳綱 イノシシ 椎骨 頚惟 椎体未癒合

156 4３ ＳＤＯｌ２ 噛乳網 イノシシ 椎骨 胸椎 椎体癒合中 4-9

157 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳綱 イノシシ 椎骨 胸椎 椎体癒合中 4-10

158 4３ ＳＤＯｌ２ 噛乳網 イノシシ 椎骨 胸椎 惟体未癒合

159 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イノシシ 椎骨 胸椎 椎体未癒合

160 4３ ＳＤＯｌ２ 噛乳綱 イノシシ 椎骨 胸椎 切断

161 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イノシシ 椎骨 胸椎

１６２ 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イノシシ 肋骨 完形 左 切傷

163 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イノシシ 肩甲骨 骨幹部一遠位端 右 ＧＬＰ40.2.SLC30.6

164 4３ ＳＤＯｌ２ 哨乳綱 イノシシ 上腕骨 完形 左 GL189.6,Bp49・ＯＢd44.2 切傷 4-11

165 4３ ＳＤＯ１２ 哨乳綱 イノシシ 寛骨 腸骨 右 幼獣 4-6

166 4３ SDO12 噛乳綱 イノシシ 腿骨 遠位部 右 未癒合（遠位）

167 4３ SDO12 噛乳綱 イノシシ？ 大腿骨？ 骨幹部

168 4３ ＳＤＯ１２ 噛乳網 イノシシ/ニホンジカ 腿骨 近位部一骨幹部 右 未癒合（近位）

169 4３ ＳＤＯｌ２ 噛乳綱 イノシシ/ニホンジカ 椎骨 胸椎 切断

１７０ 4３ ＳＤＯｌ２ 噛乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 胸惟 切断

171 4３ SDO12 噛乳綱 イノシシ/ニホンジカ 椎骨 胸推

１７２ 4３ SDOl2 噛乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 胸惟 切断

１７３ 4３ SDO12 噛乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 胸惟

174 4３ SDOl2 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 胸惟 切断

175 4３ SDO12 哨乳綱 イノシシ/ニホンジカ 椎骨 胸椎 切断

１７６ 4３ SDOl2 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 胸椎 切断

177 4３ SDOl2 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 腰椎？ 切断？

１７８ 4３ SDOl2 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 椎骨 腰椎？ 切断

179 4３ SDO12 輔乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 肋骨 近位端一遠位部 左

180 4３ SDOl2 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 肋骨 近位端 遠位部 左

181 4３ SDOl2 哨乳網 イノシシ/ﾆホンジカ 肋骨 近位部 骨幹部

182 4３ SDO12 哨乳綱 イノシシ/ニホンジカ 肋骨 近位部 骨幹部 右 未癒合(近位）

183 4３ SDO12 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 肋骨 骨幹部 遠位部

184 4３ SDOl2 哨乳綱 イノシシ/ﾆホンジカ 肋骨 骨幹部 遠位部

１８５ 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ 頭蓋骨 涙骨十頬骨 左

186 4３ SDO12 哨乳網 ニホンジカ 遊離歯 上顎Ｍ１ 右

187 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ 下顎骨 ド顎角一筋突起 右 5-1

188 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ 椎骨 頚椎 切断

189 4３ SDO12 琉乳綱 ニホンジカ 椎骨 頚椎 切断

190 4３ SDO12 聴乳綱 ニホンジカ 椎骨 頚椎

１９１ 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ 椎骨 頚椎

192 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 惟体未癒合 5-2

193 4３ SDO12 聴乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 椎体未癒合・切断

194 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 切断 5-3

１９５ 4３ SDOl2 琉乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 切断

196 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎

197 4３ SDO12 輔乳網 ニホンジカ 椎骨 胸椎

198 4３ SDOl2 輔乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎

199 4３ SDOl2 輔乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 切断

200 4３ SDOl2 哨乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 椎体癒合中・切断

201 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 椎体未癒合

202 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 惟体未癒合

203 4３ SDO12 嫡乳綱 ニホンジカ 椎骨 胸椎 惟体未癒合・切断

204 4３ SDO12 端乳綱 ニホンジカ 椎骨 腰椎

205 4３ SDO12 琉乳綱 ニホンジカ 肋骨 近位端 右

206 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ 肋骨 近位端一遠位部 右

207 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ 肋骨 近位端一遠位部 右 叩切傷
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９ 体 表

通番 次数 遺櫛 大分類 小分類

208 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

209 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

210 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

211 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

212 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

213 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

214 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

215 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

216 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ

217 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ

218 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

219 4３ SDO12 浦乳網 ニホンジカ

220 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

221 4３ SDOl2 哨乳綱 ニホンジカ

222 4３ SDO12 噛乳網 ニホンジカ

223 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

224 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

225 4３ SDOl2 哨乳綱 ニホンジカ

226 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

227 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ

228 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

229 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

230 4３ SDOl2 噛乳綱 ニホンジカ

231 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ

232 4３ SDOl2 哨乳綱 ニホンジカ

233 4３ SDO12 噛乳綱 ニホンジカ

234 4３ SDOl2 哨乳綱 ニホンジカ

235 4３ SDO12 噸乳綱 ニホンジカ

236 4３ SDOl2 浦乳綱 ニホンジカ？

237 4３ SDOl2 浦乳綱 ニホンジカ？

238 4３ SDO12 哨乳綱 ニホンジカ？

239 4３ SDO12 噛乳綱 ウシ

240 4３ SDO23A 噛乳網 ウシ

241 4３ SDOl2 噛乳網 ウシ／ウマ

242 4３ SDOl2 噛乳綱 ウマ

243 4３ SDOl2 噸乳網 ウマ

244 4３ SDO12 噛乳綱 ウマ

245 4３ SDOl2 噛乳綱 ネズミ科

246 4３ SDO12 哨乳綱 ヒト

247 4３ SDOl2 噛乳綱 ヒト

248 4３ SDO12 噛乳綱 ヒト

249 4３ SDO12 哨乳綱 不明

250 4３ SDOl2 噛乳綱 不明

251 4３ SDO12 哨乳網 不明

252 4３ SDO12 哨乳綱 不明

253 4３ SDO12 哨乳綱 不明

|測項目はDriech（1976）に準ずる

DO36･SDO23はSDO12と７トレンチ。

部位

肋骨

肋

厩甲骨

ﾙーlIWl．

肩甲側．

上腕骨

上腕付

上腕骨

椀骨

椀骨

寛付

寛骨

大腿儲

大腿骨

大腿骨

大腿骨

腿骨

腿骨

腿骨

腿骨

中足骨

中足骨

中足骨

中足fI．

加件

指骨

指骨

稲子骨

椎

椎骨

肋骨

骨

椀冊・尺骨

遊離歯

遊離歯

桃

指側．

寛骨

上腕冊

上腕骨

尺骨

四肢骨

四肢骨

四肢骨

四肢冊

不明

部分 左右 計測 備考 写真

近位端一遠位部 右

近位端一骨幹部 右

完形 左 HSl87､5,ＧＬＰ40.5 切傷？ 5-4

ほぼ完形 左

骨幹部．遠位端 左 切傷・叩切傷

近位部一遠位端 左 Ｂd35.3 5-6

骨幹部一遠位端 左 遠位端内側欠損

完形 右 ＧＬ174.8,Ｂp43.6.Ｂd35.2

完形 右 ＧＬ198.2.Ｂp36.1,Ｂd32.1 5-7

近位端一骨幹部 左 Ｂp31.6

腸骨十座骨 左

腸骨十座骨 右

近位部一遠位部 左 未癒合（近位）

骨幹部一遠位端 右 Ｂd47.6

近位部一骨幹部 右

近位部一遠位部 右 未癒合（近位・遠位） 5－１０

完形 左 ＧＬ247.7,Ｂp51.2,Ｂd29.9 5-11

近位端一骨幹部 左 Ｂp44.3

近位部一骨幹部 右 未癒合(近位）

近位部一骨幹部 右 未癒合(近位）

完形 左 ＧＬ194.8,Ｂp23.3,Ｂd28.0 前位近位部瀧を刻む？ 5-14

骨幹部一遠位端 左 Ｂd25.1

骨幹部一遠位端 右 Ｂd28.6 5-13

骨幹部一遠位端 右

完形 右 5-18

基節骨 右 5－１６

基節骨 右 5-15

完形

胸惟

胸椎？

骨幹部一遠位部 左

ほぼ完形 左 ＧＬＰ68.3,ＬＧ58.9.ＢＧ51.5

近位端一遠位部 左 椀骨Ｂp63.2 咳痕（尺骨）

破片

切歯 １０歳前後

ほぼ完形 左

基節骨 叩切傷

完形 左

近位部一遠位部 左

近位部一遠位部 左？

近位部一骨幹部 左 未癒合(近位）

破片

破片

破片

破片

破片
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第１節大友城下町跡34次．４３次調査出土の動物遺存体
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第１節大友城下町跡34次。４３次凋査出土の動物遺存体

第4-9図動物遺存体（４）イノシシ
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第4-10図動物遺存体（５）ニホンジカ

Ｉ

ｌ
‐

、

，＃．’
＃

●
‐
●

‐
０

口

も
Ⅲ
細
川
ｗ
唖
蝿
》
雌
綱
州

,１
１

４ｉ



第２節第43次調査、万寿寺堀における環境考古学調査

第２節第43次調査、万寿寺堀における環境考古学調査

金原正明（奈良教育大学）古環境研究所

１．はじめに

大友府内町跡第43次調査における１６世紀の万寿寺の堀跡において、花粉分析、寄生虫卵分析、種

実同定、樹種同定、珪藻分析の環境考古学分析を行い、環境、植生、植栽等の考察を行った。分析

と同定は、古環境研究所と奈良教育大学環境考古学研究室で行い、金原がこれをまとめた。

２．試料と方法

花粉分析、寄生虫卵分析、珪藻分析試料は、第43次調査の万寿寺堀、Ｈ-63、S-012南壁より採取

した32点であり、種実はそれらから等間隔に採取した９試料とタッパーとバケツに採取されていた

試料を対象とした。樹種同定は木製品44点、バケツに採取されていた加工木20点、木片49点、タッ

パーとバケツの自然木１０３点を対象とした。それぞれの分析・同定は以下の方法で行った。

（１）花粉分析、寄生虫卵分析：１）0.5％りん酸三ナトリウム（12水）溶液を加え15分間湯煎す

る◎２）水洗した後、0.5mmの締で操などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行

う。３）２５％フシ化水素酸溶液を加えて30分放置する。４）水洗後サンプルを２分する。５）２分

したサンプルの一方にアセトリシス処理を施す。６）両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで

封入しそれぞれ標本を作製する。７）検鏡はアセトリシス処理を施したプレパラートを花粉卵分析、

アセトリシス処理を施していないプレパラートを寄生虫卵分析のためにプレパラート作製後直ちに、

生物顕微鏡によって300～1000倍で行う。

（２）種実同定：１）試料全量に水を加え放置し、泥化を行う。２）撹排した後、沈んだ砂喋を

除去しつつ、0.25mmの節で水洗選別を行う。３）残置を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実の同定計

数を行う。試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって

同定を行う。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

（３）樹種同定:試料は、カミソリを用いて新鮮な横断面（木口と同義)、放射断面（柾目と同義)、

接線断面（板目と同義）の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～１０００倍で観察した。

同定は、解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

（４）珪藻分析：１）試料から１clliを秤量する。２）１０％過酸化水素水を加え、加温し反応させな

がら、１晩放置する。３）上澄みを捨て、細粒のコロイドおよび薬品の水洗を行う。水を加え、１．５

時間静置後､上澄みを捨てる。この操作を５，６回繰り返す。４)残置をマイクロピペットでカバー

グラスに滴下し乾燥させる。マウントメディアによって封入しプレパラートを作成する。プレパ

ラートは生物顕微鏡で600～1500倍で検鏡し、直線視野法により計数を行う。計数は、同定･計数は

珪藻被殻が200個体以上になるまで行い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を

行った。

３．結果

１）花粉分析

下部から中部（Ｉ帯～Ⅵ帯）にかけて、樹木花粉ではエノキ属一ムクノキが優占し、草本花粉で

はイネ科が優占し、アカザ科一ヒユ科、アブラナ科、ヨモギ属、カヤツリグサ科、タンポポ亜科な

どが伴われる。樹木花粉と草本花粉は増減を繰り返す。Ⅵ帯では、マツ属複維管束亜属の増加が特

徴的である。他に試料によってはベニバナが検出される。

２）寄生虫卵分析

下部から中部（試料16～32）にかけて、寄生虫卵は検出され、回虫卵、鞭虫卵が多く、肝吸虫卵、

－２７６－



第４章自然科学的分析

異形吸虫卵、カピラリアが試料によって伴われる。また、３回の消長を示す。

３）珪藻分析

下部より、Ｉ帯では、水生珪藻のAchnantheshungaricaが優占するが、陸生珪藻が多く、中一

真塩性種が伴われる。Ⅱ帯ではAchnantheshungaricaが減少し、陸生珪藻、中一真塩性種がやや

増加する。Ⅳ帯になると、陸生珪藻のNavicuracontentaやNaviculamuticaが優占する。中一真

塩性種はほとんど検出されない。最上位のⅣ帯では陸生珪藻が多いが、水生珪藻のNitzschia

paleaなども増加する。

４）種実同定

下部より、試料①からイネ穎、アワ１、イネ科２，スケ属49、カヤツリグサ科４，アカザ属１，

ナデシコ科１７、カタバミ属９，シソ属５が検出された。試料②からニヮトコ１，イネ穎、スゲ属４，

カヤツリグサ科２，アカザ属２，ナデシコ科７，カタバミ属１０、チドメグサ属１，シソ属１，試料

③からイネ穎、カヤツリグサ科５，イグサ科ｌ、アカザ科ｌ、ヒユ科２，ナデシコ科20、カタバミ

属１２、アブラナ科ｌ、シソ属ｌが検出された。試料④からイネ穎、イネ科２，スゲ属２，カヤツリ

グサ科ｌ、タデ属ｌ、アカザ属２、ザクロソウｌ、ナデシコ科281、カタバミ属４，アブラナ科５，

セリ亜科２が検出された。試料⑤からイネ穎、オオムギｌ、コムギｌ、カヤツリグサ科７，ヒユ属

１，ナデシコ科９，カタバミ属ｌ、アブラナ科１，イヌホオズキ１，タカサブロウ３が検出された。

試料⑥からイネ穎、カヤツリグサ科１，ナデシコ科１，カタバミ属５，ウリ類１，タカサブロウ１

が検出され、試料⑦からカワツルモ１，イネ穎、アカザ属２，ナデシコ科７，カタバミ属９，試料

８からイネ穎、イネ果実１，カヤツリグサ科２，ナデシコ科３，キンポウゲ属５、タカサブロウ１，

試料⑨らイネ穎、カヤツリグサ科４，タデ属ｌ、アカザ科ｌ、ヒユ科ｌ、ザクロソウ１，ナデシコ

科７，カタバミ属５、イヌホオズキｌが検出された。タッパーからはウメ１，イネ穎、イネ科１，

カヤツリグサ科ｌ、タデ属３、ナデシコ科３、カタバミ属３，イヌホオズキｌ、タカサブロウ１１３が

同定され、バケツからマツ属複維管束亜属26、ウメ４、モモｌ、イネ穎、イネ科３，ホタルイ属１，

アカザ科ｌ、ヒユ科ｌ、ナデシコ科３，キンポウゲ属５，カタバミ属１が同定された。

５）樹種同定

木製品44点は、モミ属１点、マツ属複維管束亜属７点、スギ１点、ヒノキ３点、クマシデ属１点、

クリ７点、ツブラジイ２点、シイ属１点、コナラ属アカガシ亜属２点、ムクノキ５点、ケヤキ１点、

クスノキ科１点、ウツギ属１点、サクラ属４点、サクラ属？１点、カエデ属？１点、ミズキ属２点、

ミズキ属？１点、ハイノキ属１点、不明１点であった。加工木20点は、モミ属１点、マツ属複維管

束亜属1点、スギ１３点、ヒノキ３点、ヒノキ科１点、シイ属１点であった。その内、棒状ないし板

状を呈する加工木は、スギとヒノキであった。木片49点は、モミ属１点、マツ属複維管束亜属23点、

スギ６点、ヒノキ２点、ヒノキ科１点、クリ３点、コナラ属アカガシ亜３点、ムクノキ３点、エノ

キ属２点、クスノキ科１点、サカキ1点、ヒサカキ属１点、タケ亜科２点であった。

自然木103点の内、タッパー①～⑥の49点は、マツ属複維管束亜属14点、スギ１点、ヤナギ属１点、

クマシデ属１点クリ２点、ツブラジイ３点、コナラ属コナラ節２点、コナラ属クヌギ節４点、コナ

ラ属アカガシ亜属１点、ムクノキ１２点、エノキ属７点、シキミ１点、クスノキ科２点、ウツギ属４

点サクラ属３点、ネムノキ５点、カエデ属２点、ヤブツバキ1点、ヒサカキ属１点、ミズキ属３点、

ネジキ１点、エゴノキ1点、タケ亜科１点環孔材１点、散孔材１点であった。またH-64、バケツの

34点は、マツ属複維管束亜属４点、クリ２点、ツブラジイ1点、コナラ属アカガシ亜属４点、ムク

ノキ７点、シキミ１点、クスノキ科１点、サクラ属２点、ネムノキ１点、カエデ属２点、ヒサカキ

属１点、であった。また竹サンプル２点は、タケ亜科であった。

－２７７－
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４．考察

（１）万寿寺堀周辺の植生と景観、植栽

周辺は草本が多く、イネ科を主にアカザ科一ヒユ科、アブラナ科、ヨモギ属が生育し、樹木では

エノキ属一ムクノキが多い。種実からみてもナデシコ科やカタバミ属の乾燥した路傍等に多い草本

が多く、他にイネ科、アカザ科、ヒユ科、ザクロソウ、キンポウゲ属、チドメグサ属、アブラナ科、

シソ属、イヌホオズキ、タカサブロウなど同様の環境に生育する草本が生育していた。花粉でやや

多いクワ科一イラクサ科もカナムグラなどの土手など人為地に生育する草本であったと考えられる。

水生植物のホタルイ属、スゲ属、カヤツリグサ科、コナギ、イグサ科、タデ属、セリ亜科、カワツ

ルモなどは、堀に生育し、これらの生育から堀は湿地から浅い水域を呈していたとみられる。

樹木ではエノキ属一ムクノキの花粉が多いが、自然木からムクノキが比較的多く生育していたと

みられ、他にマツ属複維管束亜属の自然材と花粉もやや多く、アカマツないしクロマツも生育して

いた。他に花粉と木材からみて、ヤナギ届、クマシデ属、クリ、ブラジイ、コナラ届コナラ節、コ

ナラ属クヌギ節、コナラ属アカガシ亜属、エノキ属、シキミ、クスノキ科、ウツギ属、サクラ属、

ネムノキ、カエデ届、ヤブツバキ、ヒサカキ属、ミズキ属、ネジキ、エゴノキが、堀の周辺に生育

していたと考えられる。烏に食べられ種実が散布する樹木が多く、自然に生育した可能性も高いが、

多いムクノキやマツ類、サクラ類などは植栽された可能性が考えられる。

堀の中部では花粉でマツ属複維管束亜属が増加するが、地域的なアカマツニ次林の増加とみなされ

る。上部は花粉が検出されず、分解される乾燥した環境になったと考えられる。

（２）食用植物、有用植物、食生活について

食用植物としてはウメ、モモ、イネ、アワ、オオムギ、コムギ、ウリ類、ソバ属が同定された。

ベニバナの花粉が検出され、染色や紅として薬用として利用されていた。寄生虫卵は回虫卵、鞭虫

卵が多く、肝吸虫卵、異形吸虫卵は少なく、特に魚類について、淡水魚で感染する吸虫類が少ない。

これは寄生虫の感染のない海水魚を多く摂食していたからと考えられる。

（３）万寿寺堀の環境

下部（試料16～試料32）は、寄生虫卵の密度が比較的高く、糞便による汚染がみられる。多少消

長を示し、この変化は堀の再掘削や底ざらえとの関連もあると考えられる。糞便がこの堀にかなり

投棄されていたものと考えられる。珪藻群集では、陸生珪藻がやや多いが水生珪藻も伴われ、湿地

から滞水するような状況であったとみられる。流水性種がほとんど出現せず、水はほとんど流れて

いなかったと推定される。中～真塩性種がやや出現し、やや塩分濃度があり、生活排水が流れ込ん

でいたとみなされる。特に珪藻Ⅱ帯では、中一真塩性の珪藻が増加する。調査でも動物の遺体も含

む廃棄された遺物が多量に出土し、ゴミ捨て場の様相を呈し、矛盾しない。また、花粉群集では下

部において、樹木花粉と草本花粉の３回の消長があり、樹木が春から初夏咲きで、草本が秋咲きが

多いことから、季節性を示している可能性が高い。

上部になると、陸生珪藻の占める割合が高くなり、湿地ないし湿った環境になる。好清水性種も

多く、比較的汚濁のない湿地となる。堀が宅地化する時期とみられる。最上部では、流水不定性種

の水生珪藻も出現し、水田のような暖昧な水域や湿地となる。
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第４章自然科学的分析

第３節中世大友府内町跡出土金属製品に関する自然科学調査
ノジヒョン

魯iii是珪・平尾良光

（別府大学大学院文学研究科）

１．はじめに

大分県に位置する中世大友府内町跡は大分県教育庁埋蔵文化センターが調査している中世大友氏

の城下町跡である。遺跡がある大分市には九州の有力な戦国大名であった大友氏の守護所がおかれ

ていたところである◎大友義鎮は貿易からの利益を得るために南蛮貿易を含む活発な対外交流を

行っており、中世大友府内町跡からも中国、朝鮮半島、東南アジアからの遺物が数多く出土した。

また、大友義鎮がキリスト教の布教を許可し、キリシタン大名になったことを示すように、中世大

友府内町跡からはキリスト教との関連があると考えられるメダイ、ロザリオなども出土した')。

最近になって日本全国からキリスト教との関連が考えられる遺跡や遺物が発見されることによっ

て、キリスト教関係の遺物や伝来などに関する研究も活発に行われるようになった。特に、残って

いる文献記録に大部分を依存した既研究に比べ、最近では文献記録を基に遺跡・遺物自体に焦点を

合わせる研究が進んでいる。その中には科学的な方法を応用した研究も含まれており、このことは

文献記録からでは得られない情報までに接近できることで大きな意味があるともいえる。中世大友

府内町跡の場合、2005年度より遺跡から出土した遺物に関する科学的な研究が行われ、その結果、

中世大友府内町跡出土のキリスト教関連の遺物には東アジアではない材料が利用された可能性があ

ることが明らかになった。それ以降、同遺跡から出土した遺物に関して化学組成・鉛同位体比分析

などの研究が持続的に行われている。

本論文ではその継続した研究の一環として、中世大友府内町跡の34次。４３次調査区から出土した

遺物に関して化学組成と鉛同位体比分析を行い、出土した遺物の成分構成と材料産地の推定を行う

ことにした。

２．資料

今回測定した資料は中世大友府内町跡の34次。４３次調査区から出土した15点の金属製品である。

１５点の資料にはメダイ、指輪のようなキリスト教関係の遺物をはじめ、火挟み、分銅、銅釘、錠前

などの生活用品も含まれており、当時の生活様相が推測できる製品として重要な意味があるともい

える。

これらの資料15点に関して表面の化学組成を蛍光Ｘ線法で測定し、鉛同位体比を用いた材料の産

地推定のために錆を微少量採取して測定用の試料とした。

３．鉛同位体比の原理２１

地球が誕生したのは45.6億年前とされている。そして、この時にすべての元素の同位体組成は地

球上で各元素毎にある値になっていて、その値は地球のどこでも同じ値であったとされている。ほ

とんどの元素の同位体比は時間が経っても変化しなかったが、例外的ないくつかの元素は変化した。

鉛はその例外的な元素の一つである。

鉛（Pb）には2IMPb、劉嚇Pb、”７Pb、創隅Pbの同位体があり、地球が誕生した時にできた岩石中に他の

元素と一緒に含まれていた。時間が経つと岩石中に含まれていたz:jIUは206Pbに、2蝿Ｕは207Pbに、”2Ｔｈ

は203Pbに変化する。よって、Ｕ（ウラン）とＴｈ（トリウム）が減少した量だけ鉛の域は増えてくる。

各鉛同位体の量は岩石中のＵ、Ｔｈ、Ｐｂの吐比および岩石中でPbとＵ、Ｔｈが共存していた時間の長さ

によって、それぞれの増加量が異なるため、鉛同位体比の違いとして表わすことができる。

それ故、同位体の雌が地球の誕生から変わっていない創州Pb品と、変化した206Pb、207Pb、208Pb量と

－２９１－



第３節中世大友府内町跡出土金属製品に関する自然科学調査

の比を調査し、これを世界の鉛鉱山の同位体比と比較することによって鉛の産地の違いを判別する

ことができる。

４．分析方法

採取したサビ試料に関して鉛同位体比を次のように測定した。試料をアルコールで洗浄し、石英

製ビーカーに入れ、少量の硝酸で溶解した。これを蒸留水で約５ｍlに希釈し、直流２Ｖで電気分解

した。約１日の時間をかけて電気分解を続け、析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。

この溶液から0.2〃gの鉛を分取し、リン酸とシリカゲルを加えてレニウムフィラメント上に乗せた。

以上のように準備したフィラメントを質且分析計（別府大学に設置されているサーモフィッシャー

サイエンティフィック社の表面電離型質吐分析計ＭＡＴ262）の中にセットし、条件を整え、鉛同位

体比を1200℃で測定した。また、同一条件で標準鉛試料NBS-SRM981を測定し、規格化した。

５．測定値の表し方3）

鉛同位体比測定の結果を理解するため､資料の同位体比を次のように示した。鉛には瓢ｌｌＰｂ、”Pb、

207Pb、208Pbの独立した４つの同位体があり、同位体比は206Pb/２１１'Pb、釦7Pb/204Pb、208Pb/201Pb、20↓Pb／

206Pb、207Pb/20《;Pb、訓脚Pb/206Pb、2"Pb/207Pb，21勝Pb/207Pb、208Pb/207Pb、201Pb/208Pb、20《;Pb/2,8Pb、207Pb/208

Pbという１２の方法で表現される。この方法の中で一番整った図で表現でき、４種類の同位体を含

む2慨Pb/204Pb-207Pb/201Pｂ（B式図）と207Pb/206Pb-208Pb/206Pｂ（Ａ式図）という２つの図を用いた表

現方法を利用して測定結果を図化した。

中国の前漢時代、後漢時代・三国時代の銅鏡を分析して、これらを図中にプロットすると、前漢

時代の銅鏡と後漢・三国時代の銅鏡の材料が、はっきり区分されて分布した。そこで前漢時代の銅

鏡が分布した領域を、他の出土資料と比較して華北産材料の領域（ＡとＡ，）と表し、後漢時代・三

国時代の銅鏡が分布する領域を華南産材料の領域（ＢとＢ，）と表した。

日本産材料の領域を設定する場合、西暦６世紀頃までの遺物で日本産の材料を用いたと断定でき

る資料は今のところ確認できていないので、８世紀以降に作られた銭貨と現代の鉛鉱山が示す分布

を日本産材料の領域（ＣとＣ，）とした。

朝鮮半島産材料の領域には、朝鮮半島で製作されたと考えられる多紐細文鏡を用い、それらが示

す分布領域を朝鮮半島産材料の範囲（ＤとＤ，）とした。

鉛材料の産地は当然鉛鉱山が示す値から設定するべきであるが、文化財資料が製作された当時に

利用された鉱山を探すことは無理であり、現実的にも限界がある。そのため、文化財資料が製作さ

れた当時の鉛材料を資料から取り、それを基準に領域を仮定し、設定した。この仮定した領域は弥

生時代資料だけでなく後の時代の資料の判別にも利用でき、今までは矛盾がないようにみられる。

６．化学組成

今回の測定試料15点の金属製品に関してその化学組成を蛍光Ｘ線分析法で測定した。測定は別府

大学に設置されているHORIBAMESA-500Sおよびセイコーインスツルメンツ（株）製ポータブル

蛍光Ｘ線分析装置SEA200、SIIナノテクノロジ一（株）製蛍光Ｘ線分析計SEA1200VXで行った。そ

の化学組成を第4-16表でまとめた。なお、これらの測定は資料の表面錆を含んだままで行ったため、

金属組成そのものとは異なる可能性がある。化学組成を調べた結果、ほとんどの資料は純銅あるい

は銅と鉛、銅と鉛と錫、銅と錫、鉛と錫の合金であることがわかった。銅にスズあるいは鉛を混ぜ

ると溶融温度が低くなり、流動性がよくなるため、鋳造しやすくなる。鉛成分の比率が比較的に高

いことは鉛が銅より手に入りやすかったため、あるいは鋳造しやすいように融点を下げるためであ

-292-



第４章自然科学的分析

ると考えられる。

測定の中で真輸製の製品３点が確認されたことが注目される。チェーン、錠前、薬匙？は80％～

90％の銅に１０～20％の亜鉛が含まれており、これらが真論の中でも丹銅であることがわかった。特

に、亜鉛がほぼ20％含まれているチェーンと薬匙？は黄色を帯びている。古代ローマの人々は真諭

を装身具や宝石などに利用し、１６世紀のヨーロッパでは真鋪をⅢlなど家庭用の装飾品を作ることに

利用されたという。現在では８～20％の亜鉛を含む真輸の場合、その色相が美しくて延性が良いた

め、装飾品や金代用品などとして利用されている。中世大友府内町跡34次。４３次調査区から出土し

たこれらの資料も当時、金の代用としての真諭で作られ、権力と富の象徴としての機能をもってい

たかもしれない。

７．鉛同位体比の測定結果

測定資料15点に関して鉛同位体比測定の結果を第4-17表にまとめ、第4-19～22図に示した。１５点

の資料の中で、資料番号２，５，７，１０，１１，１３，１４は中国の華南産材料の領域に位置した。ただ

し、資料番号１１は同じ華南産材料の領域内でも華南領域に位置した他資料とは少し離れたところに

分布しており、材料が異なる可能性がある。そして、資料番号２と１３、資料番号７と10は誤差範囲

に位置するので類似した材料で同一あるいはかなり近い時期に製作された可能性が考えられる。

資料番号１はＮ領域に分布し、今のところではその産地を推定することはできない。Ｎ領域は東

アジアではないところで、今までの研究成果によると東南アジアにその産地がある可能性が考えら

れる。

資料番号３，４，６，８，９，１２，１５は第4-19.20図と第4-21.22図で同じ領域に分布しなかった

ため、その産地を推定することはできなかった。ただし、資料番号３は華南産材料の可能性がある。

そうすると、資料番号３に使われた材料は華南産材料でも他資料に使われた材料とは異なる材料で

ある可能性が考えられる。資料番号６，１２，１５は第4-19.20図では華南産材料の領域の近くに位置し

たが、第4-21.22図ではＮ領域の中に分布した。これら３点の資料はお互いに誤差範囲内で重なって

分布し、同一の材料である可能性が高い。資料番号４，８，９は両図で分布する領域が異なり、こ

れに関しては今後より数多くの資料が研究された後に考え直す必要がある。

８．考察

今回の鉛同位体比測定の結果をより深く理解するために、これまでに測定された中世大友府内町

跡出土の金属製品の測定結果と比較し、第4-23～26図に示したI~6)。これまで測定された資料は設定

された東アジアの領域あるいはＮ領域にそのほとんどが位置した。特に、Ｎ領域の中にいくつかの

資料が分布し、中世大友府内町跡から出土した金属製品にはＮ領域という未知の産地の材料が確実

に利用されたことがわかった。これはＮ領域の材料あるいはＮ領域の材料で作られた製品が外国の

どこからか日本へ搬入されたことを示唆している。

今回の研究で最も注目されるのは資料番号６，１２，１５が分布する位置である。今まで測定された

資料と今回の資料を比較してみると、資料番号６，１２，１５が位置するところに既分析された資料の

いくつかが重なって分布することがわかった。このことはこれらの資料が同一の材料を利用した可

能性があることを意味し、その材料は新たな未知の産地の存在を示唆しているかもしれない。これ

に関しては今後より数多くの資料が分析され、同じところに位置する結果が見つかるのならば、そ

の時に再考察する必要がある。
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第4-16表中世大友府内町跡34次。４３次調査区から出土した金属製品の化学組成（％）
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第4-17表中世大友府内町跡34次。４３次調査区から出土した金属製品の鉛同位体比値

番号資料名出土206pb/204pb2o7pb/204pb208pb/2o4pb207pb/206pb208pb/2o6pb測定番号掲戦挿図
一一一一一－－‐ーー＝ーー一一一一一一－－一一一一－－一一－－一＝一一一一－－一一一一一一一一－－－－＝＝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一－－一一一一一一一一一一－－－－-－－－＝一一一

１メダイ４３次調査SKOl518.27415.75138.5280.86192.1083BP1029第3-106図

２メダイ４３次調査Ｈ-6518.36915.68038.7570.85362.1099BP1030第3-155図１

３メダイ４３次調査Ｈ-6518.09415.59738.5000.86202.1278BP1031第3-155図２

４指輪４３次調査SKO4618.46315.80238.9670.85592.1105BPl233第3-134図２

５チェーン４３次調査SDO1218.32515.71438.8120.8575２．１１８０BP1234第３‐２７図1２

６火挟み４３次調査SXO1７18.28215.74338.7760.86112.1210BP1235第３‐２７図１

７不明銅製品４３次調杏区18.32715.68438.8350.85582.1190BP1425第3-150図1５

８錠前３４次調査SDO6618.42715.50838.6580.84162.0979BP1428第2-45図275

９不明銅製品３４次調査SDO6618.35715.63838.7170.85192.1091BP1429第2-45図276

１０銅小仏４３次調査SDO1218.31115.68238.8300.85642.1205BP1430第３‐２７図1０

１１分銅４３次調査Ｈ-6418.54015.751３９．０２７0.8496２．１０５０BP1435第3-150図1２

１２銅釘４３次調査SDO1218.28515.74038.7770.86082.1206BP1436第３‐２７図４

１３ハバキ４３次調査Ｈ-6518.36815.68138.7950.85372.1121BP1437第3-150図1１

１４小柄４３次調査1-6618.38415.69638.7250.85382.1065BP1440第3-150図2２

１５薬匙？３４次調査SDO6618.30415.74638.8050.86022.1200BP1442第2-45図277
一一一一一一一一一－－－－－－再一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－一一一一一一－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一

誤差±0.010±0.010±0.030±0.0003±0.0006
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□34次｡43次調査区出土遺物
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二階崩れの乱

全市で目審

仙石秀久

おとな

第５章総括

第５章総括

「万寿寺築地之内井西之屋敷｣と府内町跡第３４．４３次調査－

府内町跡34.43次調査は、「府内」最大の寺院であり、五'1｣十利に列せられた万寿寺の西境とその

周辺を調査範囲とした。この場所については、天正１０年（1582）に大友義統が家臣の柴田礼能に対

し発給した「一、万寿寺築地之内井西之屋敷両所、令所望候之事。一、一府万寿寺町屋敷無残所預

置候事。。…」の記述がある文書が残されている。そこで、本章ではこの文書の表す「万寿寺築地

之内井西之屋敷」の一部が、今回の発掘調査で検出された遺構と想定し、その意義を報告する。

１．永禄年間（1558～1570）の「府内」

大友家21代、大友義鎮は、天文19年（1550)、「府内」の大友館で起こった二階崩れの乱で父大友

義鑑を失い、家督を継承する。以後、ポルトガル船の定期的な来港を受け、キリスト教布教を許可

するなど、「府内」を拠点に、領国支配を行う。その一方弘治２年（1556）には家臣の謀叛が起こり、

その鎮圧を行い、一時的に「府内」を離れる事態が生じている。その状況については1557年の宣教

師の記録に「国主（大友義鎖）は謀叛を指図した大身数名をころさせ、。…この四旬節の時期に、

我らは殺され、家々が焼かれようとしたために、たいそう動稲した。すなわち、国王はその地から

５里の所にある彼の城に身を置き、盗賊は多いが、彼らに対する裁きも牢獄もなく、。…国主は（人

を介して）我らの身は我らで謹るべきであり、力､の地より我らを援助することはできぬ、甚だ遺憾

であると伝えてきた。この頃、全市で自警が行われ、我らも同じことを始めた｡」’）と述べている。

この事件が契機となったためか、大友義鎖は永禄年間の初頭頃から、活動の拠点を「府内」から

南に約28km離れた「臼杵」に移転し、そこに城を構え政庁としている。その結果、「府内」は領主の

不在の都市となる。領主不在となった「府内」は先の宣教師の報告の状況になったことは想像に難

くない。

今回の発掘調査で、第２南北街路下で検出された廃棄土坑群は、１６世紀後葉と想定される遺櫛群

の中でも最も古い時期にあたる。この場所は、整備はされていないものの、万寿寺の西側を通り、

大友館の東側を抜け、町の北部へ至る「府内」を貫く主要街路部で、天文年間以前から機能してい

た公的な施設である。ところが、廃棄土坑群はこの街路の中央部分に列を成して掘削されており、

街路機能に影響を与えていたことが想定できる。

このように、府内町跡第３４．４３次調査で明らかになった、１６世紀後葉の遺構群の中で、古い時期

に属する第２南北街路下の廃棄土坑群、万寿寺の堀の拡張は、「府内」から領主が不在となった永

禄年間に掘削されたものと想定する。

また、万寿寺の堀が、西に拡張し、街路中央部に掘り込まれた廃棄土坑を切っている状況は、領

主不在の都市での治安の悪化を表しており、先の宣教師の報告の「我らの身は我らで護るべきであ

り」の万寿寺が行った具体的な行動としてとらえることが出来る。

さらに、領主不在になった「府内」では「この頃、全市で自警が行われ､」と町衆の自治組織の

誕生あるいは成長とも想定できる宣教師の報告もある◎永禄年間には本格的に長期にわたり、「府

内」は領主が不在となる。その中で秩序維持のための町衆組織が強化されたことが想定でき、天正

１４年（1586）に、島津氏侵攻に対し、豊臣秀吉の命で「府内」を訪れた仙石秀久の記録の自治組織

と想定されている「其町のおとな共」につながるものと考えられる。２）

註（１）

（２）

松田毅一監修「1557年10月29日付ヴィレラ普簡」『十六・七世紀イエズス会日本報告集第Ⅲ期第１巻』同朋社1997年
鹿毛敏夫「戦国大名の外交と都市・流通」恩文閣出版2006年
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工藤帯刀

万寿寺火災

万寿寺

２．元亀年間から天正10年頃の万寿寺

元亀から天正１０年頃にかけての万寿寺については、火災の記録が多く見られる。

江戸時代の記録であるが、元亀元年（1570）１月21日に、大友義鎮近習の侍工藤帯刀が臼杵で狼

籍を働き、「府内」万寿寺に逃げ込み、それを追った義鎮の兵200余人が万寿寺に乱入し、火を放ち、

全焼したと記録されている。

また、天正９年（1581）のこととして「豊後の府内の市では、巡察師が同所を出発した二、三日

後に｡…ある事件が生じた。万寿寺は、その市の最良の場所にあり、豊後の国中でもつとも主要な

寺院で、建築や収入においてもっとも豪勢であったが、我らの臼杵の教会の礎石が置かれた同じ週

に、一夜、突如として火災を起こし、その壮大な建築物は何一つ残らずことごとく焼滅した｡」’）

と記述されている。

そして、天正13年（1585）に過去の出来事として、領国四ヶ国を喪失し、経済的に困窮した時、

｢殿は密かに、府内の町において主要な僧院であり、（豊後の）国中でもっとも著名な寺院である万

寿寺に放火するよう命ぜられ、そしてその莫大な収入を、戦争において殿に奉仕した貧しい武士や

兵士に配分なされた」ｚ）と述べている。

以上の万寿寺炎上に関する記述のうち、宣教師の記録である天正９年と天正１３年は、時系列的に

は矛盾無い。しかし、元亀元年については永禄12年（1569）９月まで「府内」に在住し、翌年の元

亀元年の１０月末頃日本を離れた宣教師であるガルパスービレラの1571年10月６日の書簡に「豊後国

において国王の居住せる府内という市に多数の大いなる僧院あり。特に二つは甚だ立派にして、そ

の一つは〔万寿寺ならん〕坊主150人を有し、収入多く、寺は建築後年を経たるがゆえに新しからざ

れども、地所甚だ広くｏうちに多数の庭園あり、果物ならびに蓄蔽、その他目をたのしませしむる

もの植えたり。この僧院は豊後の諸王の墓所にして、これがため収入豊なり。彼等は教壇より説経

をなし、朝夕祈祷の定時あり、国王の庇護を被るがゆえに甚だ倣慢にして、各種の罪を犯して跨跨

せず。。…」と焼失前の万寿寺境内の様子を報告している。３)万寿寺が元亀元年１月に炎上していた

ら、その１０ヶ月後に日本を離れる間に、情報は伝わるはずであり、そのことが書簡で触れられてお

らず、２度の火災がない限り、万寿寺炎上は天正９年の出来事と考えられる。

さらに、炎上後の万寿寺についてもフロイスの日本史には「府内のかの主要な寺院がふたたび勢力

を伸ばすことがないようにと、国王フランシスコの助言によるものと思われるが、嫡子（義統）は、

同寺が有していた収入を幾人かの貴人たちに配分し、その地所を、さしあたっては一人のキリシタ

ンの貴人に授与した。。…国王と嫡子および我らイエズス会員の念頭には、かの寺院が将来、司祭

たちの住居となり、同寺院が悪魔の礼拝の場でなく、ゆくゆくデウスの礼拝所となるようにとの願

いがあったからである｡」!）と述べている。

柴田礼能

３．柴田礼能と「府内」

万寿寺炎上についての宣教師たちの報告は、天正６年（1578）の耳川の戦いで、島津氏に敗北し、

困窮した中で、万寿寺の収入を得るために、放火したと伝えられる以外に、キリシタンたちの思惑

も垣間見える。また、「さしあたっては一人のキリシタンの貴人に授与した」との記述については、

関連する日本側の文書が残されており、より具体的にその状況を知ることが出来る。

それは、天正１０年（1582）正月22日に大友義統が家臣の柴田礼能に発給したもので、次のように

命じられている。

註（１）

（２）

（３）

（４）

松田毅一・川崎桃太『完訳フロイス

村上直次郎訳『イエズス会日本通信

松田毅一・川崎桃太『完訳フロイス

(1)と同じ

日本史１０大村純忠・有馬暗信禰Ⅱ』2000年中央公論新社

下』新異国畿諜２雄松堂出版1969年

日本史８大友宗麟篇Ⅲ』2000年中央公論新社
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第５章総括

柴田リイノ

（大友義統）（花押）

牒々

一、万寿寺築地之内井西之屋敷両所、令所望候之事。

一、一府万寿寺町屋敷無残所預置候事。

一、百姓中前々之護文有之、毎事礼能可被任存分事。

一、諸成敗之事、縦難為人被官、至主人相理、礼能可被任存分事。

一、町役井点馬諸公事等之事、如前々可被励馳走事。

一、地下人等難企内訴、曽而不可有許容事。

一、苦役等之事、lWll無緩可有所勤之事。

以上

天正十年正月廿二日

柴田筑前入道殿'’

柴田礼能については、渡辺澄夫の研究２１によれば、キリシタンの家臣であり、フロイスの日本史

に「柴田リイノ」として登場し、「キリシタンの賢人」・「豊後のヘラクレス」と身分の高さや武人

としても賞賛されている。古文書でも天正８年（1580）の田原親貫の乱で国東の田原親家の補佐約

として派遣され、その功績に対し、大友義鎮・義統の連名で西国東郡日野荘６０賞分の知行を預け

ている。そして、天正１０年の前述の文普である。渡辺によると、「百姓･地下人他人の被官人等に対

する成敗、町役・点馬諸公事・区役等の勤仕を命じられているのは、府内の代官職．検断職等を帯

する府内町奉行ともいうべき重職であろう。」と述べている。

ところで、町奉行の誕生については、小島道裕'）は、家臣団と統合され城下町に居住するように

なった直属商工業者で形成する町を、領主が直接管理するための職掌として「町奉行」が登場する

と論じている。また、仁木宏!）は町奉行に「対応するのが、町民側の結成した町組織である。そし

て、多くの城下町において、超組織の基盤となったのが両側町であった｡」と述べており、天正14年

に見られる「おとな」・町奉行・「府内古図」に描かれる両側町の関係が、「府内」では領主不在の

永禄年間に誕生、成長したことも考えられる。

町奉行

両側町

注（１）

（２）

（３）

（４）

４．「菖寿寺築地之内井西之屋敷」と礎石建物群

今回の府内町跡第３４．４３次調査の場所や検出された遺構が、先の古文書と関連すると思われる部

分がある。それは柴田礼能が領主である大友義統から、所望された「万寿寺築地之内井西之屋敷両

所｣、残すことなく預け置かれた「万寿寺町屋敷」である。後者についてはすでに支配権を持つ大

友義統が、柴田礼能に「万寿寺町屋敷」を預ける主旨の内容であり、「府内古図」に描かれた万寿

寺南の五重塔周辺の西側に寺小路町の名称があり、「万寿寺町屋敷」との関連が想定される。

これに対し、前者は支配・管理権を持つ柴田礼能に対し「万寿寺築地之内井西之屋敷両所」を大友

義統に渡すような内容と理解できる。柴田礼能が「万寿寺築地之内井西之屋敷両所」の支配・管理

権を持っているとすれば、「万寿寺築地之内」については、この文書が発給される前に「さしあたっ

ては一人のキリシタンの貴人に授与した」とフロイスの日本史に記述されている、天正９年10月頃

に発生した炎上後の万寿寺のことを示すと考えられる。

また、「井」にもう一カ所所望されたのが「西之屋敷」である。名称は、「大友館」の北側に「御

北町｣、西側に「御西町」があるように、相対的な位置関係を示す名称である。本書で報告してい

大友松野文書７『大分県史料25」1964年

渡辺澄夫『増補改訂豊後大友氏の研究』第一法規1981年

小島道裕『戦国・織豊期の城下町城下町における「町」の成立」「日本都市史入門

仁木宏『空間・公・共同体一中世都市から近世都市へ－」青木出版1997年
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巡察師

臼杵の教会

るように、万寿寺の西側では礎石建物群が検出された。この建物群は、万寿寺の西側に建ち並んだ

建物群であり、「西之屋敷」と理解することも可能である。しかも、この建物群は永禄年間に拡幅

された万寿寺の西境に堀を埋め立て建設されている。すなわち、大友家が支配する中世都市｢府内」

の中で、万寿寺及び、付属の堀はその領域外と考えられ、そこを宅地として埋め立てて開発し、屋

敷を建設したなら、その支配権・管理権は、それを施主した人物にあると考えられる。そうすると、

その屋敷を所望された柴田礼能は、施主した人物、あるいは近い位置にいたと想定することが出来

る。

以上のことから、天正10年正月１２日以前の「万寿寺築地之内」と「西之屋敷」は柴田礼能が支配

権を持っていたことが理解できる。

「キリシタンの貴人」である柴田礼能は、天正８年頃までは国東を中心に、大友義鎮・義統の命

で活躍していたが、二年後には、「府内」の町奉行的な役職に抜擢されている。その間、「府内」の

キリシタン達が敵視して、その場所に教会施設の移設を考えていた万寿寺が、巡察師ヴァリニアー

ノが都から戻って来る時期にあわせた天正９年１０月頃の「臼杵の教会の礎石が置かれた同じ週」と

いうメモリアルな時期に炎上している。さらに、ヴァリニアーノは天正８年（1580）１０月に「府内」

に学院を建てる際、従来の土地に対し「同所の我等の土地は気に入らないので、我等は移転するこ

とを切に希望し」と記述しており')、キリシタン達にとって「万寿寺は、その市（府内）の最良の

場所にあり」であった。

こうした、背景から考えると、万寿寺の炎上は、防御施設である堀を埋め立て屋敷地化するなど、

万寿寺に対するキリシタン達の侵略行為の延長線上と考えられ、その中心人物こそ柴田礼能であっ

た可能性が強い。

なお、柴田礼能は、フロイスの日本史によると島津氏が豊後国に侵入した天正14年（1586）１２月、

臼杵市街地での戦いで、親子共々、討ち死にをしている。

以上のように、府内町跡第３４．４３次調査で明らかになった礎石建物群は、古文書資料に登場する

｢葛寿寺西之屋敷」に該当する可能性が強い。発掘調査の成果は、「菖寿寺西之屋敷」の成立する経

過を、具体的に明らかにしたことになる。また、街路に掘り込まれた廃棄土坑や堀の拡幅は、当時

の「府内」の状況を示している。府内町跡第３４．４３次調査は、歴史的事象を伝える古文書資料を、

発掘調査による考古資料の側から深めることができ、大きな成果を上げることが出来たと言える。

註（１）松田毅一完訳「日本巡察記』東洋文庫2291973年

-302-



遣 物 観 察 表



遺物観察表１第34次調査区遺物観察表(土器･陶磁器類)①

－３０５－

遺物観察表（''''1ｔ大友府内町第34次調査区）
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■
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Ⅲ
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Ⅲ
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１１Ⅲ
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鷹ﾛ麺
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Ⅲ
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8.4
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０
０
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ﾉﾗﾖ
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柾I

隅ﾛ画駆認副

在』

在」

在』

在〕

’7堰；
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１１１．８
1１．８

…
１１１．８
11.7

１１２．６
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１１７．０

10.4

10.6

(10.8）
11.8

ー■

7.3

口団
8.4

８．０
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Ⅱ
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Ⅱ
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坪

麺
嬬鉢
皿’

皿

Ⅲ

皿

皿

皿

豚

皿

皿

天日腕

Ⅲ１

Ⅲ

皿

皿

皿

火鉢

小郷

火鉢

皿

Ⅲ

鉢

壷

蕊

’
一
』

在地
凸』一合Q■９－

在地
＝"－０■ロ‐

在地

在地’
一"_一■ー

塑坐一一
祁地

在〕

在』

鯉１

似

雄１１

在』

在』

在」

在ｊｌ

在〕

在』

“１

在jＩ

在１

在』

在｣

卿

在１１１

在』

在｣

在｣

在〕

1ｍ

ｲＩ

在」

准地’
在地

在地’
狂地

佃山

在地’
在地

中国(:ｋ

伽前

在地’
中国(龍泉窯系）

中国(景徳鎮窯

在地

在地

伽

伽

在jｌ

征｣

瀬戸ス

荘〕

在地

在地

御

在」

在

瀬戸災漉

''1111(派州熊）

“世

在〕

在〕

瓶１

在地‘

中国(最徳鎮窯）

在地

在１

御

在』

タイ(メナム

術

地
ﾛ■0-
-

ー
１
‐

１
，
Ｊ

Ｉ ｜
■

｜’
１１．

１
１
１
。

｜,

！ ’

卿＝

’0

ｕ

ノイ窯）

8..1

8.2

10.9

(11.2）

11.8

13.4

5.4

(21.0）

－’

(29.4）

(35.0）

7.6

8.2

8．０１

16.0

■■
…
■■
■■
(15.4）’

(156）

■
(40.0〉

(38.8）’

■

＝

‐’

‐’
．’
8.2

‐ｌ
ｑ

12.31
9.3

10.7

10.3

10.6

唖
(28.6）

7．５１

1１．６

1０．４１

7.6

8．２１

(８５）

(10.8）

8.3

8．７１

8.9

(13.1）

(46.0）

8.6

1１．８

(33.8）

(20.6）

■
■

6.0

5.1

6.2

(7.5）

8.0

7.7

(6.8）

(ａＯ）

(28.8）

(22.0）

6．４１

7.2

7.7

7.0

6.8

唖

(9.9）’
■■
■■
(17.0）’

＝

‐’
(19.0）’
一
『

■

■

‐’
(33‘O）’
(35.'1）’

‐’

唖
7．７１
5.2

4.0

5.5

6.6

■■
(1.1.0）

６．３

5．８１

5.0’

(4.4）

‐’
‐’

(41.0）

(42.0）

(23.0）

1.6

一一ー

２．５

3.9

2.7

■■

画
6．２１
■■
唖

‐１
6.0

＝
‐－ｉ

＝
画

‐’
(1両
厩1~’
■

国
国

‐’

‐’
2.0

■■
2．６１
2.6

5.2

３．４

3.6

12.8

唖
麺
唾
函
2．２１
2２

3．２１
2.7

麺

2.7

2.1

２１

2.3

2.3

■■
6.5

13.4

2.0

2.2

10.7

SDO66

~夕』一、‘ｑヅＬ〃

ＳＤＯ６６

Ｌβ~〆可塑、〃、Ｊ

ＳＤＯ６６～ロー戸、写もグ､三

ＳＤＯ６６

二二二二一

SDO66

SDO66

SDO66一一ーー■声

ＳＤＯ６６

SDO66

SDO66

SＤＯ６６１

SDO661
SDO66

SDO661
SDO66

圃節厩国’

師而､ロ

SDO661
一百万両詞
扉、霜、

SDO66

SDO66

SDO66－’
…
醗而同画

SDO66

割団､禰耐
層5節FW顕

SDO66

SDO661
罰諏Ⅲ翻而

SDO661
sKOo41
SKO10

SKO14

SKO301
SKO301
SKO45

SKO45

SKO45

SKO45

SKO451
SKO49

SKO491
司而師配ヨ

SKO551
SKO56

SKO56

SKO56

SＫＯ５６１

SKO56

SＫＯ５６１

SKO58

SKO72

SKO721
園圃而洞面

SKO72

SKO72

SKO721
SKO75

SKO76

ＳＸＯ7７

ＳＸＯ7７

ＳＸＯ7４

SXO2１

SXO2１

■

■

’
１

ロ

’

「

一’

Ｉ

’

’

’

’

’

Ｅ群

1論花皿

Ｅ群

灯明皿

大窯３１０１１

’
灯明皿

灯明皿

大駕３期

灯明皿

灯明皿

灯明皿

■■■■

灯明皿

’
１

－’

’
－’
－’
－’
’

－’

’
’

－’
－’
－Ｉ
－Ｉ
－Ｉ
－’

Ｉ

’
’

弓
’
１

■■■
■■■
■■■

■■■

‐－’

’
■■■；
’
’

’

’
’

’
■■■

’

■■■

Ｅ
一
・
１
Ｊ

日

ロ
■

ロ
ロ
、

(１

(１

(１

図版NCL



－３０８－

遺物観察表４第34次調査区遺物観察表(土器･陶磁器類)④

挿図No.
過
物
恥

器種 唯産地

第2-94図

第2-96図

第2-97図

第2-101図

第2-102図

第2-104図

第2-105図

第2-106図

第2-107図

第2-112図

'第2-11麹

第2-116図

-118図

第2-120図

第2-122図

第2-123図

ｌ１
Ｌ一
一

ＬＬ

ｕＬ－

Ｌ§←

1１

１
’

２
－

…
１

３

９
－

１０

１１

1２

１１３

陶器

匡迩
白磁

白磁

白磁

Ｌ
｜

計
‐
Ｉ
ト
ー
１
１

1Ｗ

背花
一一▲二凸凸一

｜青花一
|珊器

瞳閣砺顎阻
11j花

白磁

『＝宵頚磁匝＝

T¥磁

背磁

背磁

白磁

陶器

謝化

青花

ff花

1‘f花

,¥花

ＩｌＷｌＺ

弧

｜」111

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

ｌⅢ

lⅢ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

天'1腕

碗

Ⅲ

Ⅲ

川

雛
鼠

Ⅲ

価

碗

IⅢ

天F1碗

Illl

Ⅲ

(大)lⅢ

IⅢ

IⅢ

ｌｌｌｌ

伽前

｜在地
中国南部

中国

中国

’

｜’
l’［

I’

1１

’１１

中国

I'1国

中国

中国

中国

瀬戸美濃

LＩ

1１１１

11111(景徳鎮窯）

IJm(景徳鎮撫）

I1G激

11(雌徳釘

'岡(揮州窯）

１国(景
一

瀬戸美澱

'IliI(景徳鎮撫）

】国(景徳鎮撫）

中国

１m(賊徳鎮窯）

Kl(紫徳鎮

】ｌ１ｉＩ(鎧徳鎮撫）

、(艇徳釦

副(農徳負

徳勢

徳鎮；

尚徳鎮撫）

鷺）

髄）

鷺）

窯）

無）

(16.0）

…
(13.8）

11.5

11.6

回

12.0

(12.6）

12.6

7.3

14.7

(13.4）

9.8

(15.1）

(10.8）
(］

(］

2.8

2.2

2.0

1.2

１０．８）

､４

18.9）
0.1

0.0

10.2）

唾
(7.4）

6.4

6.2

|…
…
…

■■
…

…

（6.6）

7.0

｜ー

7.8

6.1

6.4

(10.5）

5.6

5.4

(5.7）

l…
2.3

2‘６

3.1

’２．６
’２．８
’２．６

■■

’３．５

2.7

2.5

2.9

3.3

6.5

４．０

5.7

2.9

1.9

４０

1.9

2.5

2.0

SXO3８

１SXO5４
SXO5４

SXO5４

SXO5４

『W冒頭､詞

r予割而園

１SXO5４
SXO5４

１SXO5４
１ＳＸＯ5４

SXO5４

ＳＸＯ3９

ＳＸＯ3９

ＳＸＯ4０

SＸＯ

ＳＸＯ〈

ＳＸＯ４

ＳＸＯ４

ＳＸＯ４

ＳＸＯ4１

SXO4１

SXO4１

SXO4１

SXO4１

SXO4１

SXO4１

SXO4１

SXO4１

1０

10

1１

1１

1１

1１

官

■

ａ

■

１

日

■

nＭ

ＥＩｌ

函
函
lＢ
Ｂ

応
I－
大瀧３期
2ニェーニーニア四

|ド高台内｢綿」

n群高台内｢大明口武年造」
Ⅸ頬
■~■一己

Ｉ〕１群

ｌＢｌ群

,輪花Ⅲ

E群

大窯３期

C群

Ｅ群

剛

皿

面

隊

嫌

嫌高台内｢口明年造」

lｆ

肺

ド

句一一卓一回守一■､－，＝●ｇｐ－二

・群可マヰ弓

群

群

f背花Ⅲlの模倣品

岸

岸
庁
言

Ｆ‐
岸

ｒ－

Ｆ－
Ｆ－
Ｆ－

岸

iｌ

青磁 lⅢ ''１国 (13.6）

４

８

露

軍
１６
画
１８

函
1１

1２

1３

Ｍ

1５

1６

１１７
１１８
１１９
2０

Ｌ２Ｌ
’２２
唖
２４

－

2５

2６

唱延
L2IL
2９

階ｌＬ
3１

陶器

討花

1ｉｆ花

肯化

京都系土師器

瓦画土器

土師髄土器

瓦質土器

土師質土器

ff花

青化

F茜W頚F照

｜陶器
一

，青磁
青磁

｜白磁
青；

屡鳳憲翻

｜青花
＝郡

’１駒
背７

国砺翻

Mill

卿

陶器

陶器

京都系」

扉

|京
医
1京
鼎

睡
|京
|涼
犀

京都

函

些
土師質土：

に堅些iｉ
瓦髄|:器

１１

割

訂

詞
オ

rr上

土師器

土師器
十師器

|：

上師器

土師器

土師器

土師

上師

上師

Ｍｌ１ｉ

D

D

B

l1i器

|i器

蓋

碗

lⅢ

碗

lⅢ

鉢

否炉

火洲し篭
火鉢

Ⅲ１

lⅢ

鉢

拙鉢

碗

水性

１１Ⅲ

碗

’１Ⅲ

｜碗

ｰ、

Ｌ当随
碗

瓶

弧

撒鉢

棚鉢

弧

lⅢ

Ⅲ１

画
画
皿
lⅢ

画
…
~
坪

坪

杯

｜杯
『ヨⅢ認：

火鉢

１鉢
火鉢

中園
１千
１
１

巾

111

｜在地

在地

在地

在地

巾111(流州窯）

IIIIIil(源州撫）

在地

備前

｜’

「’

｜’

｜’

｜中Ｉ
IIIII1(滝州窯）

I'1国

術

棚

往地
直~宣蚕目、

｜在地
｜在地

在地

F再匠=霊竃、

｜在地
｜在地
在地

在地

在地

｜在地
『軍医厨司、

在地

｜在地
在地

IIII1(鍛徳鎮窯）

仰1(景徳鎮撫）

IJII1(紫徳鎮窯）

]111(龍泉窯系）

１ｍ(龍泉窯系）

(峨徳鎖：

伍地

Iil(景徳鎮窯）

(雌徳』

(賊徳勧

t徳鎮驚）

徳鉱

無）

鷺）

９

12.9

(12.2）

8.7

(11.8）

(25‘2）

34.1

16.6

｜（31.4）

唖.2）

■■

■■
12.2

■■
｜‐
＝
＝

｜（5.4）
(9.2）

20.7

(29.8）

7８

（8.4）

１８．４
’８７
｜（8.7）
(8.8）

…
…
…
(10.3）

（10.4）

11.0

…
１３５．２

■■

4.8

(6.2）

5.3

(１１．０）

(20.0）

３４．７
－

6.6

｜‐
｜（23.2）
｜‐

｜（4.9）
5.1

5.1

■■
…
｜‐

|＝
5．７

|■■

1０．２

(13.5）

(24.2）

．
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９

｜‐
■

■
ｰ
唾

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

(30.2

…
(27.6

3.6

’

2.5

2.1

4.6

29.5

4.2

10.2

’一

■■

｜‐

6.4

■■

｜‐
一

■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
？

10.1

15.0

1.9

2.1

’２．０
’２．２
…
1.8

…
…
…
3.5

3.5

(3.3）

…
■■

ｒ言

SXO2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2４

ＳＸＯ24－
１ＳＸＯ2４

１ＳＸＯ2８

SXO2８

１SXO2８
SXO2８

露認、§

１SXO2８
１SXO2８
１SXO2８
SXO2８

口頭、§

SXO2８

SXO2８

SXO2８

SXO2８

SXO2８

SXO2８

口蔀師砺

１SXO2８
面目雨､堀

SXO2８

｜SXO2８
「百更而
１SXO2８
SXO2８

SXO2８

SXO2８

｜SXO2８
「SXO2８
SXO2８

|圃砺而閉

SXO2８

E群異体字

Ｂ１群

Ｅ群

灯明Ⅲ

|剛
ＢＩ

|Ｂ１群
lＥ
|唖

灯lﾘ11Ⅲ

灯明」

”
|灯明」
｢７両面
灯lﾘ11111

|灯明Ⅲ
’

’

’

’

’

＃

雛

陳

|¥

Ⅲ

IⅢ

Ⅲ

■■■

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！

’
■■■

Ｔ
Ⅱ
０
■
日
■

| －
’

宅
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

で
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■

|~－

T－－－

1－一

戸一

上

:Ｉ
一
北

ＩＩｊ

1１

1１

法Ｉit(単位cIn）

口径 底径 器間

5.6 3.6 SXO2２ 陵花Ⅲ１１

逝椛名 備考 図版血



遺物観察表５第34次調査区遺物観察表(土器･陶磁器類)⑤
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遺物観察表（巾|M:大友府|ﾉ1町第34次調査区）

挿図NOL
遺
物
恥

器種 雄産地
法職(単位c'11）

口径 底径 器高

第2-123側 1４ 陶： l距 中、 12.4 SXO４

第2-124ⅨＩ

第2-125図

第2-126脚

第2-127脚

第2-128側

第2-129図

第2-130図

第2-131脚

第2-132脚

第2-133Ｍ

二｣§-１

1８

1９

唖
2１

2２

2３

麺’
１１

麺’
麺Ｉ
２１

１１

画’
６１

８１
９１

lＯｌ
１１

1２

1３１
１４１
1５１
1６

麺
1８１
1９

2０

2１１
－２２１
2３１
2４１

2５１
麺
麺
2８１
2９

3０
■■

3１

3２

３３

3４

3５

3６

3７

３８

3９

4０
－

４１

4２

4３

4４

4５

4６

■画

4８

４９

5０

5１

5２

’５３
5４

5５
■＝

5７

陶器

陶器

陶器

京１

二１

似lｕ

鼎

京都系土師器’
陶

陶

青磁’
青磁

青磁

白磁

目YWNp

白磁’
白磁

Ｊ
圭
円

青イ

青花

青花

青花

1Ｗ

I1f花

I'ｻイ

青花

『
届

陶器

陶器

陶ｆ

陶器

陶Ｉ

陶

陶Ｍ

陶

陶鼎

陶鼎

陶Ｉ

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶２

陶器

陶器

…
陶！

隙

瓦質上器

系土師器

質ﾆヒ

質上

厩Ｉ侭ユニ

長土

罰唾馴

､定引

花’

＝

：’
Ｉ’

ｉｌ
；’

ｉｌ
f花

＝

iii器’

鮒

棚

捕鉢

Ⅲ

香炉

火鉢

画
Ⅲロ

IIIll

瓶
■Oｆ

２１ｉＺ

燭台’
Ⅲ

唖
狸

画
(大)皿

lⅢ

llll

lⅢ

Ⅲ１１

lⅢ

(大)ⅢＩ

碗

腕

…

小

小

Ⅲ

Ⅲ
Jq0

Ⅲ

碗

碗

天{.'碗

把手

瓶

瓶

茶入れ？

瓶

鉢

鉢

洩鉢

鉢

弧

弧

弧

弧

弧

弧

f蝿

f砿

拠

弧

’１１
州

liIi

刑

i鉢

i鉢’

Ⅲ

ぎ

ゃ

刀

雪

i鉢
一

i鉢

|鉢

i鉢

中’

伽Ｉ

術

伽

術１

鮒Ｉ

伽

在』

在』

在〕

在」

在〕

在｝

中国’
I|]1'1(景徳鎮窯）

に|】111

中岡

嗣菌閲鼎‐

中国南部’
''１脚南部

中国(景徳鎮窯）’
IｉＩ

'’

1１

'1１

【I’

IＩ１
111

I|」

瀬戸美濃

伽

側

州

側

鮒

肺

側

侭

側

伽

鮒

傭Ｉ

信

術

州前
pL3d

IlIl

ｌ備前
在地

|楓(景徳頭窯）’
１１１４（

】凶（

|』国(景徳鎮窯）

1脚(量（

'閲(殻（

１脚(景徳釦

I掴(景徳鎮窯）Ｉ
lIlKl(景徳鎮窯）

'1脚(蛾徳鉱窯）’
１国(，

１国(冒

'１雨(景徳蛾熊）

1国(景徳戦窯）
1111(景徳鉱窯）

m(景徳側

ﾖ(流州

副(瀧州

1国(猟州駕）’
劇(源

且(糠

駅沸

朝鮮胃

ｌ
･戸bd今

IIlIl
■､'凸

111」

徳劉
f1ｶ節Ｉ

聴鎮窯）’
鎮窯）

前

IiI‐

苅

M1」
L4Ro

MIl

前

|川

1111
$Ｊ●

'１１１

IＩＩｊ

111」

1111

楽
=Ｕａ四

1111

M1」

Ｈ１」

ー

｜
l■

！ ’

灘

'1１

'1Ｉ

iｉｉ

胃）

{窯）

麺
麺’

麺’
麺Ｉ

麺
画
）｜

画

(8.0）’

(麺’
■■
9.8

(20.8）

22.01
(290）

7.9

10.4

‐’

８．４１
8．６１
麺Ｉ

Ｉ

(10.8）

‐’
11.4

(9.4）

11.2

…’
11.1

(１１．２）

■■
…’
唖’

(9.9）

…１

(】

■■
(6.0）’

(14.1）

(12,1）

3.6

(12.2）

(9.4）

(22.6）

(23.6）

(13.0）

(25.0）

(23.4）

ー

（14.0）

(19.6）

(21.3）

(16.0）

ｒＷｍｍ雨

2．２１
10.5）’
10.6）

９．6）’
…
l‘1.2）

12.1）

‐’

3.2）’
1０

唖
函
10.4）ｉ

10.0）

｜Ｉ

■
麺
1１．４

(9.2）

11.51
(12.6）

8.7

(29.6）’
6．０１
■■
■■

‐’
5.2

2.6

5.5

唖’
6０１
(6.0）

＝
(4.4）’
(7.2）’

3.0

(2.9）’
6．９１
(6.1）’
(6.4）

麺
麺
5.3

１．８

‐’
‐’
２．４１

(4.2）

(3.7）

5.0

4６

（9.6）

（7.6）

(14.0）

(12.0）

１－

１－

ｌ‐

7.8

(32.0）

(9.0）

(11.8）

(8.0）

(12.6）

’

’

22.3

10.8

10.9

1２．９

1.9

5.1

■■
画
麺
麺
■■

■■
2.6

2.8

3.2

…
3．０１
2.9

…
函
2．６１
３．８

2.8

1．７，

麺
麺
1.9

2．５１

2.6’

7.3

6.0

2.6

2.3

2.2

2.8

3.0

6.1

一一

3.9

１８．１

■■

9.4

10.0

6.6

9.8

SXO４

SXO４

SXO４

SXO４

SXO４

SXO４１１‐
SXO4１

SXO4１

SXO4１

謡而而白’

SX601

SX601
一家而一「
SP10281
SP1036

盤地層’
磯地層

雌地価

湛地間

蝿邪隔匡。

悠地胸

畷､ⅡW冒画’

稚地届’

整地価

盤地層

IWmWii園

WZzm爾冊副’

雛地層’
雅地胴

盤地附

溌地胴

雅地屑

雌地層

腿地層’
；圃圃罰涜!’

雛地層－１
桜地屑

雅地屑

畷､､函国

雌地層’
iE認､m冒置

雛地屑

盤地層１

雛地層
一

腿地層

催地層

Wf地層

悩地肘

盤地層

雛地層

1－
'三
{御1１

雛地

盤地

雅地

惟地

…
岨

if地隠’

卿山屑’

協地屑

,塘地届

地屑

陸地届

if地府
帥

Ⅱ

憾

Ⅱ圃

Ｉ脳

!届

1層

I厨

咽

職

屑

』刷

厨

’
１

一Ｉ
一Ｉ

’

１

‐

灯明1111

－’

’
’

青磁人物像燭台の顔’
輪花皿襲、

Ｃ群

Ⅸ類

Ｂ１群 ’
Ｂ１群

Ｂ１群 ー
Ｂ１群

C群

C群’陥花Ⅲ１１
Ｅ群間合内｢富激長春」｜
Ｅ群

13群

n群

Ｃ群･'１

C群青花皿の桜

Ｃ群青花Ⅲlの模倣!￥

－－１

大窯３期

．’
’

■■■■■■
■■■

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

群
雛
汁

嫌

排

称台内｢大Ⅲ''一ｒｌｌ

Illllの模伽

内に異体字
内｢叫柵敗伺」

Ⅲ

Ｉｊｉ

Ⅲ

’
’
一

－’
’
’

’

■■■
■■■‘
■■■’
■■■
’

ロ

■■■
’

■■
－’
’

’

’

’
’
Ｉ

’
’
’
’

’

｜－

｜

、
一
戦
虹

面
Ⅱ
’

１５８
I冠詞

唖 i鉢
氷

伽1１

ｌ備前

｜（25.6）
｜（12.4）

｜雅地
1画癌町

遺構名 備塔 図版NOL

Ｉ ’



－３１０－

遺物観察表６第34次調杏区漬物観察表(土器･陶磁器類)⑥

挿図NOL
遺
物
池

器種 生産地
法篭(単位c､）

口後 底催 器高
遺繊名

第2-1331叉Ｉ

第2-134ⅨＩ

第2-135図

第2-136脚

第2-I381xl

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6７

6８

6９

｜‘

唖
7５

7６

7７

7８

7９

唖
'四
8２

8３

■8４
8５

8６

8７

|醒
8９

9０

9１

陰1と
聖
亜
一

9５

9６

9７

9８

L聖些

Ｌ
'一

唖
一

106

１０７
－牙買一

108

109

１１０
－＝一

１１２
－丁＝
113

１１４
－

１１５
－

１１６

１１７
－

１１８
－

119

１２０
－

１２１

１２２

１２３
－

124

125

１２７
－

１２８

129

130

131

１５８

１５９
－

160

０１

０２

０３

陶

陶

陶

陶号

陶鼎

陶鼎

陶

陶

陶

陶

南三彩

蕪南三彩

…
間

唖 系土師胤
京都

京都

万！
軍虫自

Jil

〃

|涼

〃
一ユ

ノ5１

l流

一
万

方１

|京都
下等輯

』j；

牙

Ｌ
Ｌ
Ｌ
〃

万！

界

l瞳

唾！
ろ
ｊ

』
’
ず

陸
JJ１

唾
鼎

扉

里型

~製

土師質土；

鴎靭騨

土師

|_二型

土、

土、

ｋ師質Ｉ

土師重土
’Ｕ罷宜富＝富

土師質土器
一アスニ直二、市盲唇

土師質土

土師質土

土師質-ｔ

瓦質土
瓦質士

州

稲

証

iＫ

iＨ

巡
刑

耐

iiI

長土師Ｉ

長土師

'賀土

置麺
辻

止

ﾄ土師

:土師

ｉ土師
i土師

土師

卜土師
■一一い

－

’十師

生
:土

土

亙土

迩土

証土

罫士

上師Ｉ

上耐

剛'lil

上師｛

上師

t師

上師

土師

土師器

土師器

土師器

土師器

上師

土師

土師

土師淵

土師

上師・
－

tM1i

上師｜

土師器
一

土師器

上師

土

ｍ

｜碗

碗

醗瞳

鍋

鍋

鍋

鉢

香炉(脚）

鉢

‐
瓶

｜皿
皿

Ⅲ

Ⅲ

皿

皿

｜皿
ｌⅢ
Ⅲ

皿

|Ｅ二m
Ⅱ

皿

皿

｜皿
Ⅲ

Ⅲ

皿

｜皿

’１m
ｌｌｌｌｌ
Ⅲ

皿

皿

Ⅲ

匡匝匡
|国

'－１

Ⅲ

!－型
Ⅲ

'一!』
Ⅲ

Ⅲ

Ｌ、

Ｌ1１

Ⅲ

耳皿

蓋
ｐ４０Ｃ

瑚恥

地｣iＭ

増ム

土｛抑
州jlI

琳

風炉
圭
諏

鉢
生■

鉢

脚？

脚？

弧

弧
一一

香炉

１
一

('Nil
ＩＩｌＩｉｌ

伽

京都．

災ｉ

'１

I:Ｉ

Iｌ

IＩ

｜中Iil？
Ｉｌ１ｌｘＩ？

在ナ

在｣

似

柾』

在』

ｒ一三ｍ罰
匠一三弓囲副

在」

在』

｜在地
在地

海〕

在』

園翻圃竃開研

稚』

稚地

在地

Ｆ干司W研、

Ｆー可雨、

|Ｆ可了予WpmU

在地

在地

稚地

ｲＩ

Ｌ辿
Ｌ型
｜糊
ｌ恋

ｲⅢ

Ｌ“也一ロ

在地

ｌ准地
在地

准地

在地一

佃
一一宗寺

Zｌ

ZEj

花ｉ

理

､卿Ｉ

在〕

在ｊ

在〕

イH１

■■‐イl刈
Ｊ_缶UQQ

在１

在jIl
在Ⅲ

在』

。

征地

征地

側:地

１１１１

１国

１１１１

１m

Ｉｌｘｌ

''１１

IIxl

地

§地

地

地

地

地

地

ＬＪ■

111

Nｉ

lIj

大坂

腿

’一

(10.6）

(24.8）

(11.6）

■■

|…
8.4

8.1

8.4

8.4

8.6

|…
１８．６
9.0

9.2

|…
8.8

9.2

10.8

｜（11.0）
11.6

12.0

11.8

11.9

唖

唾

1（１
11.3

(１１．７）

…
’８０

’８．０
8.4

(11.8）

12.2

6.5

4.9

5.3

(5.1）

(5.0）

(6.4）

(5.6）

(8.0）

(9.8）

(8.2）

(14.4）

(23.9）

(29.8）

(7.8）

1.6

1.8

１．４

1.5

1.8

2.0

1９

1.9

2.2

12.6）

2.3

2.8

12.6）

3.7

10.3）

(11.8）

，（13.2）
12.2

|＝

|■■

■■

■■
＝

ー

■■
■■
■■

唾
■■
｜‐

一

口
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９

■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
０

| 画

Ｆ百戸
’６．５
…
5.5

唖
７．２

’-－

(6.1）

(15.2）

(19.2）

(7.0）

一

＝

’２．３
2.2

2.2

2.4

2.0

2.2

…
１画
1.9

2.1

+…
2.0

2.6

2.2

圃畷卿､肩
0.2

2.1

2-2

i…
皿
|…
2.4

2.5

2.5

3.0

!…

…
…
2.4

’3.1
伝玩『
2.5

Ｆ§テ
3.5

3.6

…

’１．８

１．８

2.6

2.2

1.6

2.8

3,0

3.3

１１．８

9.9

5..1

整地肘

整地刑
整地肘

1Ｗ

稚地

整地

整地

整地

整地肘

粧地肘

整地肘

整地肘

｜整地刑
整地胴

雨賑「
整地価

整地価

獲地肘

整地胴

整地周

唾認､同

醒濁､廟

整地肘

整地肘

Ｉ唾濁､園

穫地胴

潅地刑

整地肘

ｌ整地胴
整地肘

整地肘

整地刑

｜整地同一
｜整地胴
｜整地肘
整地肘

整地卿

整地脳

整地肘

ｒ諒而テ

『層湾､同

幣jｕ

|…

整地

ｌ整地
整地

整地

…

…
整地肘

－醒騨串＝至

整地llyi

整姐

終Ⅲ
一竺二室＝

整fｌ
－＝＝二差

整jll

整地

幣地●ら②＝ー

盤Ⅲ

整地

整地

整地

整地

整地

整地

整地
－

整地

整地

整』

伽,ｉ

1liYi

1ｍ

隅

州

州

11Ｗ

胴

11Ｗ

州凸ｒＯﾛ

111,fｉ

』職

州

幅

蝿

噸
1h.Ｉ

州

Ｉ胴凸『伍上■
－

1lilii

1Ｍ

1Ilvi

州

1Ｍ

1胸■ｆＵＬＢ

1Ｍ

1Ｗ

l牙,U
-

fi‘Ｉ

側

｢－－－－－
|－

厭質施利l陶器(黒楽系）
'志野焼
黒軸陶器

同一個体の可能性侮り

R､面、

灯明Ⅲ

灯明皿

灯明lⅢ

灯明皿

､園､E、
wｍｍｍ

灯明Ⅲ

|灯明皿
灯明IⅢ

灯明皿

’

灯明皿

|灯明lIll

「 －
「
’

「
ｒ －

「－－

WmmFmm
戸 一
｜－

戸一

｜－

｜－

’

｢－－

■■－

■■■■－

■■■－

－｜

一’

1－

戸
戸
戸

｜●
■
■
Ｉ
Ⅱ
■

i －
言
「－

戸
｜●

■
■
Ⅱ
Ⅱ
■

｜■
ｐ
Ｈ
Ⅱ
■
■

岸
岸
ｌ－

｜”
Ｐ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ｰ

岸
岸

｜
，

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

‐

岸
’
１

扉

鼎

塀

吋
一

聯

一
手
赤
一

票

系

系

淵
－
１
１
「
ｌ

｜
丙
叫
宇
内

ユ

ﾘＩ

備考 図版Nｑ



寸法(単位c､）

遺物観察表７第34次調査区遺物観察表(土器･陶磁器類)⑦

Qp

J
Id

遺物観察表８第34次調査区遺物観察表(土製品）

９

|Ⅲ

－３１１－

遺物観察表９第34次調査区遺物観察表(木製品)①

迩物観察表（中世人友府内町第34次調査区）

9．１

遺物観察表９第34次調査区遺物観察表(木製品)①

寸法(単位c､）挿閣NO，
遺
物
池

品穂 材噛

第2-36図

194

195

9６

9７

１８

木簡(荷札）

一洞
水簡？
ひとがた

ひとがた

ひのき

ひのき

こうやまき

ひのき

ひのき

頭部

蛾部

血
一

良さ

艮さ

長さ

竜
一

さ

部位

‘1.1

1２．３

13.1

,1.1 綿

|W，

鮎

2.1

2.3

1.3

1.7

厚さ

厚さ

Ij[さ

厚さ

0.2

0.7

０．４

１．７

2.5

8.9

‘１．２

25.2

ＳＤＯ６６

SDO66

SDO66

ＳＤＯ６６

巻頭３

巻頭３

巻頭３

巻頭３

２１ 11‘Zさ 2.6 １４Ｊ SDO66 准頭３

煎職(9) 遺柵名 備考 岡版NcL

挿図知

第2-32同

遺
物
池

唖
169

■、■

■面■

172

1７３１

)４１
画

麺Ｉ

6７

品種

＝認＝

土錘’

土錘

･'二錘

土錘’

土錘

園醗函亜、
函圃頚函

土錘

円盤状加工品

材質

土Wｌ

上H’

土Nｉ

土lYl

土Ｉ

土Ｒ

土Ｉ

士H１

lIi器

lli虹

iii髄’
iW便

i礎’
i質

i画

i質’

麺

寸法(単位c､）
部位

｜’ 艮さ，
長さ

及さ’

良さ

長さ

長さ’
良さ

長さ

良さ

長径

麺
麺
■■

函
ー

麺
3．９１
3.7

2．６１

1Ｗ

短径’

■
■

■

■
■
■
画

麺
函
函
1.0

1.0’

1．０１

1.2

2.5

孔能

孔径

孔径

孔能

孔従

孔経

孔径

孔径

孔径

ＩｌｊＩさ

0.7

0.7

0.5

0.4

皿Ｉ
０．４

0.3

0．４１
－

０．３

0.9

麺Ht(9)

24.51

麺
7.7‘

5.1

4.0

3.9

4.6

－577－「

4.3

6.9

遺構名

SDO661
割WmFFlⅧ

園、砺画

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

備考

’

’

図版NOL

’
－’
’

－’

銅薗、 ４ 円稚状加工品’ 土Wｌiii賀 長径 3.6 短径 3.5 厚さ

第2-75図 上錘 土ⅢIii衝 艮篠 4.8

第2-127図

2５ 土錘

土鍾

土Ⅲ

土H１

麺
I1ifr

長径！

長径 5.3

第2-136図

第2-137図

１３２

133

134

11眺状加工品

円

円鐙状加工品’

土Ｉ

土

土

'１i髄

髄

厩’

長径

艮径

長径

5.9

４．６

jWi経

短径

短径

5.8

4.5

‘1.0

厚さ

Ilj[さ

厚さ

1．０１

1.1

1.0

47.‘！’

33.0

21.6

雛〕

整地

瀧地

肘

胸

膳

’
■■■■■■

’
’

135

136

3７

3８

3９

大型土製品

土錘

土錘

己目露

ｔ錘

土＃

土Ｈ

土Ｉ

士Ｈ

土8

而画

I1i便

Ii虹

i賀

iｌｍＩ

長さ

艮さ

長さ

災さ

長さ

6.8

4.7

3.9

4.1

－
１
’

111

１４３

4０

４１

4２

土錘

上錘

土錘

土錘

土師

土師

土師

土師

i面

i画

i噛
一

i瞳

長さ

長さ

及さ

優さ

144

145

146

土

１

土

:錘

:錘

：錘

土別

｜土1Ｍ

土、

i礎

i笹

質 ■■■■

良さ

長さ

長さ

5.6

5.5

5.3

’１４７

耐§

「！

155

rT5r
157

5０

5１

5２

5３

5４

士錘

上錘

土錘

土錘

土錘

土錘
ｔ錘

上錘

土錘

｜土錘
土錘

土

上H１

土

土Bｌ

土1１１

…
土8

|唖
土Ｒ

|函
土

Iii髄

|i笹

iii億

ili質

礎

虹

i賀

瓶

i価

ー

■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
０
‐

ー

長さ

良さ

良さ

良さ

良さ

長さ

良さ

長さ

長さ

塵
艮さ

3.0

6.0

6.2

1.7

1.0

孔僅

孔慌

０．５

0.4

16.6

6.4

1個

咽

ａ７

5.2

4.9

４．９

'1.5

４．４

3.8

3.7

牌

帆

，ウ

｜リ
'１Ｋ

画
皿

０．９

1.3

1.1

0.8

皿
’１．１
1.0

１１．０
|”

孔従

孔径

L１

孔掻

|孔径
唖
孔経

|孔径
I孔径

１０．３
■寵■

0.2

０．２

面富■

両面面

０．３

…
厘蘭画

4.3

7.3

5.0

2.2

5.4

4.6

１４．３
１２．４

胴

’１

函

腿
粧地厨

盤地層

地隅

地価

催地層

i1f地腫

侭地胴

膳地層

腺地晒

■

｜Ⅱ

3.6

1.4 孔経 ０．５ 9.5 SP10281 ’■■■

帆

2.3

2３

2.4

１．８

1.6

簡さ

孔径

孔経

孔掻

孔経

孔怪

0.9

0.6

0.7

0.4

0.5

37.2

23.0

22.9

１４Ｊ

1８．４

惟地

雅地

催地

縦地

縦地

脳

府

I麿掴
胴

噸
屑

幅

｜叩

1.4

~

、
1.3

1.1

孔径

|孔径

孔後

孔掻

孔｛

０．６

’０．３
’０．３

’０．３
’０．５

12.3

6.1

5.9

7.3

雛jll

盤１１１

jｌ

整jｕ

整地胸

脳

膳

胸

層

1.0 孔掻 ０．４ ４０ 催地価

0.9 孔椛
２．２ 孔従 ０９ 22.4 SXO4１ －’

０．８

0.3

9.2

3.2

SKO49

SＫＯ７６１

挿閣NOL

第2-138図

第2-139図

遺
物
伽

1６１

１６２

１６３

164

165

166

167

168

169

170

1７１

172

7３

7４

7５

7６

7７

器樋

瓦質土：

瓦質土：

瓦虹土
一

瓦質土

瓦便士

瓦硬士

瓦賃土

瓦質土淵

瓦質土＃

瓦質土号

瓦磁土＃

皿磁土＃

瓦質土淵

瓦質土淵

凡便上：

瓦憧土鼎

瓦蘭土器

唖！

片１１鉢

獅鉢

脇

心

火

火

火

火鉢

火鉢脚

火鉢脚

火鉢脚

不明

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

生産地

在』

一塑
７１宮』

在１

在｣

在地

在地

注地

在」

在１

在」

在」

在』

在

在」

在地’

在地

法逓(単位c､）

口掻

(15.8）

(29.4）

(29.8）

(33.0）

(35.6）

(30.0）

(24.6）

底催

(22.4）

(14.0）

5.6

4.2

辿柵名

雛地阿

地１１．W

雛地価

雛地層

惟地届

粧地隅

整地層

腿地屑

整地

整地

稚地

稚地

整地

粧地

雛地肘

雛地個

盤地胴

咽

層

幅

1咽

!届

胴

伽考 図版No.
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遺物観察表１０第34次調査区遺物観察表(木製品)②

挿図N、

第2-36図

第2-37ｌｘ１

第2-38図

第2-39図

第2-40図

第2-41図

第2-42図

第2-42図

第2-43図
第2-44図

遺
物
池

199

200

2０１

202

２０３

…
205

|…
１２０７
208

…
唾
堅
１２１
2１

2］

2］

2］

2１

’２］
|…
|“
函
１２２２
１２２３

L些一

226

227

228

L聖些

231

L饗舎

234

235

236

陛嬰
238

L響と
240

L禁Ｌ

牒竺
２４５

－

ｎ.qｒｐ

２４７

２４８

２４９

250

２５１

252

２５３
穴一』

－

２５４

２５５
－

２５６
－＝ー

２５８

’２５９
１一万万←

２６１１
１－

ｎ内向

263

264

265

２６６

267

２６８
－

ハハハ

２７０
－

』､Ｆ９．■

２７２

273

1０

1１

1２

1３

1４

１５

1６

1７

1８

品砿

鳥？
独楽

櫛

一Wiii

~
i画醗

唾畷

|－周Ｉ

壁
＝胃雷W鰯

漆器椀
ロZ閉開爾

漆器椀

叩典？

刀の柄

不明木製品

下駄

|一l蛾
｜下駄
■唖もじ
Ｆー刊源

Ｅ垂闇

｜薪

ト嬰砦
篭

秤

軽

箸
一一

軒

客

群
一▲ユ

霧

将

籍

部材
Ｐら０－－冒一『へ

荷札？
０４心一ｍ△Ｉ戸込

｜建築部材一
’ァ1ｍＡ翁｡､pげけ』一Ｌ

建築部材

建築部材

■祁材一

■.､蝋?一一
１日闘謂咽？
板材
ＤＢ一の■●

板材

仮材．

杖越の玉

｜杖越の玉
ﾛＯヂ｡■■－－

■蚊越の玉
’８口.8.乙糾庁一

杖笹

杖越
エーロ・ヨシ8１

－

杖越の王
杖画

一

杖越
一

杖画
一

杖越の王

’
一

杭

紐

縄

禦箪

111物底

'１１物底

曲物底

器椀

器椀

#器腕

端枕

諦椀

器椀

器椀

の玉
一

，

Ｄ

Ｄ・

Ｄｊ

材質

えのき？

竹類

|いすのき
廓園露罰
’しい属
きり

癖亜麿翻
薗躍湿謝

くすのき科

｜くり？

｜けやき
届騒騒認！
あさだ？

｜ロ
！
’

’

Ｌ－
１

１－－
’

！

１

’

’
｜

Ⅱ
日
日
Ⅳ

’

’

｜
－

Ｉ

'－－

椋棚

椋柵

Ｉ除棚

除棚

竹

竹

寸法(単位c､）
部位

’
|－

｢－－－
|－－－

握り

’

|－

|－

唖逼皿

’

霊

_喋型Ｌ
用途ネリＩ

用途不ＩﾘＩ

’
’

箱型？
→＝＝宗一

l腿不Iﾘ１

■■■■
’
’

’
｜’

‐Ｉ

毛

毛

毛

毛

尚さ
長さ

長さ

睦さ

口径

ロ藤

口径

口径

口径

口径

｜口隆
｜口径
口径

｜口径
口径

長さ

長さ

長さ

長さ

｜長さ
｜長さ

|長さ
|長さ
｜長さ
|長さ
|長さ

ｕ拳茎
長さ

長さ

長さ

|長さ
塵
長さ

，長さ

塵
長さ

長さ

長さ

腿蕊冒
長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ
ー＝ーー

長さ

長さ

長径

長篠

長径

長径

長径

長径
一＝＝ー

長径

長筏

長１

長ｆ
一宗

長径

長径

径

径

径

径

長さ

長さ
－

長さ

長さ

長さ

径

径

‘1.1

2.8

1０６

4.0

１１３．６

’１６．２

(13.4）

…
唖
15.0

辰

’－

13.5

(13.4）

(12.2）

13.0

１１７２
１２０．１

１１７．２
１２４．４
|(15.4）
’１７．５
１１９．８
|(20.7）
21.5

22.0

22.3

１２２．３
’２２３
22.4

’２２．５
Ⅱ

１２２６
22.5

23.4

24.5

唖
(12.5）

唖ロ
13.0

’（4.0）

１９．４

｜（5.5）

(14.2）

32.1

25.7

I（10.8）

１６．９

17.1

29.0

2．４

3.6

4-3

4.4

4.6

4.8

5.6

5.1

6.1

6.3

7．３１

7.0

8.8

8.8

14.4

鞭51禰洞

(31.4）

27.7ーFp■

－

１８．４

20.3

29.2
｜
■

40.0

ｌＷ

両吾雇
荷台径

間台径
－lＦｊ

ＩＭ

潟

18.1

凪
函
園
凪
IlU

編

配

|画
■
唾
｜径

|壁
|唖
｜径
陸

径

蔭

唖
唖
径

唖
唖
径

怪

径

幅

幅

Ｉ
順
一

短径

蝿径

短径

短径

短径

短径
一

短径

短径
短径‘

踊径
■FママUー＝

－

短径
IIjXさ

厚さ

厚さ

l'』Kさ

幅

幅

治径

i台径

1台径

1台径

径

↑径

『径

i,径

2.3

1.8

4.1

3.6

’６．９

腫唾！

’９．０
｜‐
8.0
』

１
１
■
Ｉ

』

日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
。

|…

4.7

2.9

4.6

8.0

唖
…
唖
唖
唖
…
唖
…
0.5

0.6

0.7

■藤■

皿
0.6

r雨
|唖
0.7

0.6

0.7

唖
１．５

１ﾛーョョー
－

’１．０
4.6

０．９

2.1

2.4

4.4

(4.7）

一二二一

４１．０

8.9

3.6

(7,7）

2.1

3.‘１

3.5

3.5
－＝一

３．７

4.7

ａ４

4.3

5.3

6．２１

6.7

5.9

0.6

0.5

0.5

0.8

5.4

1.2

0.7

1.1

1.3

厚さ

いさ

器間

器商

器商

“
畷３
器iｔ

l器iWj
l器高

一
隅

唖

｜－
｜‐－

ロ

‐
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

回国園剛
厚さ

|厚さ
ﾙｴさ

ｌ僻

一一

ｌｇＩさ

厚さ

厚さ

さ

一－

１１，[さ

厚さ

■■■

弓

且-1.「
iTIljj

黙５

Ｉｆさ

1,[さ
1;さ

カさ

iさ

iさ

謝さ

1.7

0.9

6.4

9.3

9.0

８５

｜ー

｜‐

2.8

0.8

1.1

4.8

■燕面

壁
唾
…

’
｜－

戸
戸

１．１

０．３

0.3

0.3

0.9

１１．０

4.4
－二－

１．４
一ー

２．５

0.1
一＝－

０，８
一二－

０．８

0.6

戸一
’

’

Ｆ－

重蹴(9)

9.0

5.0

5.2

｜－
一
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

’

’

一
も
‐
‐
‐
‐

｢－－－

｢－－－
Ｆ－
｢－－－

言
Ｆ－
’

7.4

2.9

3.0

7.2

遺構名

SDO66

SDO66

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

１SDO66
属劃gmL唾

SDO66

…０６

固§WｍＦＦ
ＳＤＯ６６

｜ＳＤＯ６６
Ｕ

|囲割ｍＷＷ

lnNsmm5

ｌＳＤＯ６６
SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

ISDO66
１SDO66
四目５，雨

｢記n面「
囲郡、剛

ｌＳＤＯ６６
1国函、６

|層函0園
SDO66

SDO66

SDO66

ＳＤＯ６６
1ー－一一一

ｌＳＤＯ６６

SDO66

SDO66

SDO66

ＳＤＯ６６
‐＝ニニーューュー室二

囲目WEm雨ロ

ＳＤＯ６６

●埴ゴーグリ，Ｊ１邸

ＳＤＯ６６

SDO66

Ｌβ到一、ＪｕＶ

ＳＤＯ６６

ＬＪユン、ＪＬハＪ

ＳＤＯ６６

SDO66

ＳＤＯ６６

SDO66

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

SDO66

ＳＤＯ６６
－－

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

SDO66

ＳＤＯ６６

ＳＤＯ６６

備考

｜－－

'二次披熱ｽｽ{端

草胆ド駄

|－－－

｜‐－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ー

Ｉ
－

｢－－－－－－

|釘２本有り
釘１カ所

釘穴２カ所

｢－－－－一一

ほぞ穴有り

「

－ －

｢二蔀恋戸

釘穴24カ所

ｌ評』ノＬｕ〃Ｊ』ノ１

’

’

’

ぎぞも.り

まぞ･ほぞ穴有り

剛版NOL

１５
１５
１５

１
’
|－－
１
戸
Ｉ
戸
戸

岸
Ｆ－

－

’十
“
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

信 一

’－
０
凸
Ｉ
Ⅱ
■

Ｆ －
｢－

岸
ｰ
ｰ
－
１

|－

ー－

’
１
１

－ ’
－’
－’
－’

－’

－辰’



j・法(単位cln）

遺物観察表１１第34次調査区遺物観察表(石製品）

－３１３－

１･法(単位c､）

遺物観察表１２第34次調査区遺物観察表(ガラス製品）

遺物観察炎（''１世大友府内町第34次洲査区）

第34次調査区遺物観察表(ガラス製品）遺物観察表1２

､』.法(単位cln）挿図NOL
遺
物
恥

品種 材質

第2-45Iｘｌ
第2-143Ｍ

274

209

Iミ

壬

ガラス

ガラス

部位

椎

一層＝
０８

１０．６

さ

醍孟

0.4

0.5

0.5

0.3

SDO66

縦地牌
一

｣唾ft(9) 辿柵名 術考 図版Nｕ

挿図NOL
辿
物
血

品種 材質

第2-10図

第2-14Ｍ

第2-46慨

第2-47閃

第2-70脚

_型』
哩
280

函
函
283

284

285

2８６１
2８７１
2８８１
2８９１
290

茶臼

五輪塔

硯

砥石

茶臼

茶臼

五輪墜呈
ハ

１１

７

瓶輪

茶臼

購

卿

輪

酉Ｉ
画’

騨石安山岩

凝灰岩

洲石’
－－’
赤間石

霊唖霜薗’

－－’

凝灰岩

凝灰岩
H卿X鰐画

脇､曜罰Ⅲ

剛､鰐罰Ｉ

綴､X罷囲Iｌ

凝灰瀞

上臼

空風輪

回国F熱画

上臼

下F１

頚扇畷、

麺
空風Ｉ

空風篇’
風輪

下臼

１
Ａ
閲

脇

腫さ

口僅’
曇
艮さ

長さ’
長さ’
長さ

幅

柵

長さ’
長さ’
長さ’
長さ’
長さ

幅

(37.6）

25.5

ｌ
5.0’
(7.7）

…
(5.5）’
(６１）

20.8

４０．０１
１７．１１

16.11

20.21
16.7

(33.2）

恥

服１

卿

lilh

~リ

ｌＷ

厚さ

L[さ

厚さ

画’

j堅さ

ｊ
蛇
エく

【i(輩）

i(空)’
(空)’
１
世
令
二

〃
よく

麺
■

画
！’

7.4

■■
函
(5.8）

6.1

1２．２

唖
唖
唖
唖

4.5

袖穴掻

帆(風）

器高’

隠雪

膜さ

軸穴径

伽穴径

唖
職

州

職

雪
!』よさ

1８．８

－-－「
-J:ｒ「

4．４１
1.6

2.2

2.2

…

唖卜
唖！
17.1

－Ｉ

麺

78.6

848.9

749.5

SDO26

SDO32

麺睡、

麺、副Ｗ
SDO66

5回、瞳I’
SDO66

SDO66

SDO66

SDO661
9，６６１
画、砺四

蔀、F河

SDO66

SKO61

一 可
司

I1Ilj面使川

－ －
－

鍋普「力」’

挫堕り即開ii稲､Ｉ

Mi捕り(W|職不能）

Ｉ
’

Ｉ
’

第2-84脚

第2-90図

第2-108図

節2-141ⅨＩ

第2-142剛

第2-72Ｍ
６１
８１
３１

画
画

画’
麺

1３

画

麺
麺
２１

2２

１１

２１

唾

５１

７１

皿

頚罷圃剛’

手水鉢？

五輪塔’
五輪塔

而畷羅四Iｌ

i歴:露§画I’

五輪塔

五輪塔

瓶輪塔

五輪塔

開癖醗正国

7i輪塔

五輪塔

砺濡調i剛

而輪塔

耐燕露画

漉１Ｍ鍔､1１

翻畷顎副Iｌ

凝灰岩’
凝灰岩

m卿渥麗、

翻厩酷諏

縦灰岩

凝灰岩’
蘭､X露罰Iｌ

翻曜笥園I’

凝灰岩

凝灰岩

凝灰岩

閥､漉冒酒
砺即函鰐函

凝灰岩

凝灰岩’
隠歴謡匠］
隅､歴罰己

卿､雁穏罰’

凝灰岩

凝灰岩

凝

凝

岩’
岩’

踊馴諏爾Ｗ

空風輪
踊砺畷団’

関野覗瓢

空風輪

1N零厩細Ｉ

空風論

空風輪

火輪

火輸’
火輪’
火輪

唖
水輪’

水輪’
水輪’
水輪

水輪

地輪；
地輪

…’
麺’
函’
長さ

函
…’
良さ

、冨詔罰可

~Z塞可
長さ’
長さ

長さ

長さ

長さ’
長さ’
長さ

画
長さ’
長さ’
長さ’
長さ

長さ

厘竃覇

長さ！

麺
■
唖
20.8

唖
唖
(25.7）

唖
唖
(20.0)’
2３５

27.7

17.0

19.5

16‘２

mnMヨ
14.0

7．４１
皿
5.2

3．５１
唖
麺
麺

麺
唖
Wｌｉ

Nil

棚

恥’

幅’

1m

席

Wｉ

脇

i術

'W，

Wｉ

卿’

唖
幅(水）

府(水）

幅

(空）

(空）

画
I(空）

(空)’
(空)’

)’
ロ

■■
唖
15.6

唖’

17.6

20.0

33.3

…Ｉ
30.3

30.5

唖
26.41
3１８１

26.0

24.0

30.01

31.0

函’
8.8

9．４１
8．３１
3．６１

暇

僻

開

妬

鵬

聯

唖

幅(風）

柵(風）

－－’
’

言
－

画，

(風）

唖’
函’
15.31
15.3

函’
17.41
18.8

唖１
唖１

19.2

20.6

Ｉ
Ｉ

Ｉ
－‐１

弓

麺’

’

Ｉ

蔀耐翻、

同KmZZ園

SKO771
SKO77

§ﾘﾛｍＷｍｌ

SKO771
SKO77

SKO771

SKO771
SKO771
SKO77

SKO77

層5面FW画’

SKO77

SKO77

SKO77

SKO77

…国
SKO771

SKO77

EiWImW同
SKO77

隠雨iFF剛

SXO6３

鯉捕り(判獅ｉ

雑1晴り(判読不ｉ

、倫妨に蝿鋳’

窄風輪に墨i1I:Ｉ

空風輪に暴評

畷冒謬引、＝I’

ヨ

皿’
’

’
－－’

■

3３ 脱 赤Ｉ 11石 長さ 1０．８
’１

１１１

3４

3５

硯

砥石

赤Ｎ

天！｝

1石

，〔ｲLｊ

長さ

長さ

麺 糸臼’ 下臼 柵 (386） 厚さ 棚穴径 SXO2８ ‐ ’

3７ 糸円 上臼’ (21.0）

187

188

189

盤石

勾玉

硯

蛇紋岩

蛇紋岩

赤

■■■■ 長さ

長さ

長さ

190 硯’ 赤'１ 長さ Ｆ－

191

１９３

硯

脱

砥石

赤Ｗ

赤間石

天峨石

長さ

腿さ

長さ

1９１

195

砥石

砥石

天【１１'〔石

緑捉;片岩

196 砥石 緑泥片岩 長さ

197

198

ｲY鍋

五輪塔

冊石

凝灰岩

胴部

空風篭

199

200

201

’２０２
１２０３
雨一
205

206

207

１２０８

邦

糸

｜Ｉ
亡羽冒

｜臼
、

臼

臼

戸雇＝

臼

臼

臼

安山岩

｜安山岩

｜安山岩
安11Ｉ

安１１１

安1１

ｌ宏１１

l岩

I岩

l岩
uﾕJ

ｆ－ｆ

上臼

上臼

上白

上臼

｜上臼

ｋＦｌ

上臼

下臼

｜下臼 Ｉ柵

部位

長さ

長さ 13.5 3.4 １メさ 1.5 186.1 整雌

1-1後

長さ 28.2

1.8

3.2 1.2 厚さ １．０１ 10.0 整地職 古墳時代

7.0

幅
１
１

6.0

7.0

‘1.‘↓

5.5

1,Lさ

ｌｊ２さ

ｌｊｆさ

2.0

1.8

1.3

2.1

整地

盤jｕ

整地

雛Ⅲ

11Ｗ 両面使用

16.0 5.2
一
Ｇ

－
１
も 342.9 整岨 鵬

脹径 卿UM櫛

19.0

(18.4）

(37.4）

37.0

(37.4）

35.0

37.0

(27.0）

煙さ

厚さ

1一面言
I‘ｊＺさ

１－i軍蚕
l'』蛙

厚さ

厚さ
鰹さ

18.7

唖
1２．０

9.8

13.0

8.1

9.0

軸

剛
MiIll
|刺
|刺
I鮒
紬

WlIl

|穴径

|穴径

I穴径

|穴径

穴径

穴径

穴掻

2.2

’一

3.5

’２．０

3.0

整地層

整地厨

盤仙

整地

I1i

整地

雛地胴
整地胸

胴

I側

刑

肘

隅

Ｆ
１

’

Eラ
111

Ⅲ 5.6 ｌｌｊＩさ SXO2８ ’

I'』匹さ

'川

‘1.6 紬穴径

厚さ 0.5 －’

SXO2８

整地順 ’

'１１Ｍ

幅 3.6

rZさ

7５

整地

整地

鵬

幅

幅(空）

厚さ

19.8

12.8

|'’

|（

19.2

2.0

整地層

整地屑

風輪に坐譜｢力」

SXO2８

SXO2８

I‘il-･個体の

可能性打り

堕戯(9) 遺櫛名 伽潟 図版Nｑ



－３１４－

６

遺物観察表１４第34次調杏区遺物観察表(瓦）

遺物観察表１３第34次調査区遺物観察表(金属製品）

挿図NOL

策

第2-94図

第2-98図

天＝天一手六頁声〒

第2-140図

2-10図

2-1‘l図

遺
物
地

４

’５－
３

1０

１１

3２

１７８
－

179

186

８０

８１

８２

8３

8４

8５

品種

軒丸瓦

杯平瓦

'仰平瓦

丸瓦
壷一０－.二 一

鯉

噂

丸瓦
O子表一Ｆ守一

Ｗ
－

１
－

112瓦

平瓦

噂
？
●

I平瓦
牙平瓦
‐≠▼言一声●

〔|:丸瓦
詞－－２－〒②

一
寸法(単位cIn）

部位Ｉ部位
瓦２１１

瓦当

瓦当

瓦当

瓦当

瓦9１１
－－Lﾛ■
－ －

瓦当

瓦当

長さ

長さ

長さ

煙さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

憂さ

長さ

長さ

農さ

長さ

長さ

長さ

26.2

1Ｗ

ｳ『

1Ｗ

Ｗ

開

ﾘ『

4.6

ａ７

14.2

13.4

４．５

4.5
－

５．６

厚さ
厚さ

j早さ

〃さ

厚さ

呼さ

哩さ

さ

L[さ

Ｉ

厚さ
さ

商さ

i,4さ
里さ

駆さ

1,[さ

'｣鱈

3.0

（1.7）

2.7

3.0

2.4

3.0

2.1

2.0

2.6

1.2｡｡ｰ

２．５Ｏ~●ｰ

２．８

(10.6）

遺柵名

SDO26

SDO32

ＳＤＯ３２－

ＳＸＯ２２－－

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

SXO2８

｜霊前浦
整地層

｜整地層

整地届

鶴耐一
整地lIYi

整地肘

整地層

離地胴

備考 図版Nｑ

－ヨ

挿図NOL

第2-45図

第2-64図

第2-143図

辿
物
No.

275

276

277

210

211

212

213

214

215

２１６

２１７

２１８

２１９

220

221

222

223

２２４

225

１２２６

品種

錠前
銅製品

薬匙？

釣り針？

分銅

分

刀子

弄

火箸

釘

釘．

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

釘

｜釘

材質

一銅
肯捌

胴

鉄

銅

銅
蕊偲

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

敬

鉄■

銑

鉄

易陀

鉄

銑

銑

｜銑

寸法(単位c､）
部位

■露画

憂さ

長さ

長さ
罰iＦ

睡隠掴

長さ

長さ

長さ

長さ

良さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

｜長さ

7.4

3.4

9.8

2.9

1.0

4.5

(9.4）
16.6

9.0

6.5

6.5

8.3

7.5

5.3

5.2

7.6

(4.4）

5９

3.9

5５

蛎
甲吊

柵
耐『

一liMF

2.6

1.1

0.2

0.6

3.3

1.4

0.9

経

侭

稀

侭

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

径

径

侭

国闇

催

径

経

径

径

1.2

0.2

0.2

0.4

2.0

0.2

0.3

0.5

0.4

０．５

0.4

0.5

0.5

０．４

0.4

0.5

0.3

0.3

１０．５

’０．５

重賊(9)

32.8

3.6

1.4

1.5

1.3

179.9

23.9

１１．６

4.8

7.5

12.3

1８．４

6.4

5.1

1６．０

1.9

4.7

2.7

5３

巡構名

SDO66

SDO66

SDO66

SKO49

盤地

'雌地

雌地

盤地

惟地

眉唾、
Wfill

四
龍地

I隆姐

雅地

整地

雅地屑

腿地価

盤地腫

園

認、

Ilffi

IIYi

臓

間

耐

屑

１１

1咽

耐

胴

隅

堀

備考

■

■
■

図版NOL

６

■■■
■■■
■■■



遺物観察表１５第34次調査区遺物観察表(銅銭）

－３１５－

遺物観察表（中世大友府内町第34次調査区）

挿図Nｑ
辿
物
伽
銭貨名 初鋳造年 側･王朝名 重さ(9)

第2-48図

第2-99脚

第2-110図’
1２ 卿寧元斑

癒元蜜「
1068

n幅’
北宋

北宋’

２３

函
2.40

2.401

101

１０１

澱

書’

ＳＸＯ2３ 一部欠損

一部欠損 ’

第2-144図

第2-145図

291 星宋通賞
４句4-0凸■ペゥa頓一合

〕3８ 北斗 2.2

２９２
－頁貢字一

294

~竺叫
２９６

２９７１
－

２９８１
－

299

無寧元賛
瞬ＦＴＴ－ｐ守缶一今→-曲

照寧元獅
■_一堂一一一一■_

騨型望
戚淳元蜜
幽面麺E醗璽

永楽通費

不明

唖画

13681

幽

０３８，
－

068

硬

北訓

北外

北宋

南米

噌宋

明■■■
明

L７１
面面’
2.8

3.7

－r3－「
函
3．７１
2.9

2.45

2.401

2．４１

2..1

2..1

麺
2.601
2.45

０‘

'０１

災‘

笈【’

典i1l：

…

真書’
101
＝■

界

麹’
明

一
写与l

Lfl
肱
到

SDO66，

SDO66

ー一ーーー1

ＳＤＯ６６１
雨

ＳＤＯ６６

欠 撞，

製に｢1---･」’

’

’

錆で判読不能

－’
一一’

－’
－Ｉ
－’
－~~’

２２７１
－

２２８１
2２９１
2３０１
…’
麺
233

麺
麺
236

237

麺
麺’
240

241

242

243

244

2４５１
246

247

248

恋

麺
251

252

253

254

256

”に

臨廻

宏罷而観国

認顕弼闇逼

目罰溌蒜爾薗

目爾溌扉畷画

祥符通賛

噸濡弼畷調Ｉ

認認読顕麺

撚符元磁

天確通資

霞園砺罷逼

蛾祐尤澱

星

禰半ﾝＥ麓

哩寧元賛

照寧元質

…
照寧元賀

哩寧元概

睡寧元撹
服

元豊迩喪

元避通概

元幾通慨

元豊通擬
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麺
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０．８
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lｌｌｌ

269 洪武通霞 1368 明 2.6 2.35

ｼⅡ:識而符 1368 明 1.6 2.00 ’'411}： 整Ⅲ
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一部欠掻一］ ■

一部欠損一一

小平銭？一
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遺
物
血

１１
画
函

燭台

．’ 上

上

上

上

函
面掻’
而掻’

■■’
6．６１
＝

唾
唾’
底径’
底径

遁’
6.0

5.9

8.4

画 SDO］

SＤＯ１

SDO；

SＤＯｌ

１１

1２１
1２

1２

－－１
’

Ｉ

－」

－５可
７１
麺’
銅

燭台

畷W顎画i１

脚’

上

上

上

’
直径’

而径

麺
“’

8.7

‐’
‐’

3.0

底陛

厚さ

lＯｌ
土錬

股大径Ｉ
岐大径 1.1

３１
４１
両

･'二錘

土錘’
上錘’

土錘’

」

股火経

H雷彊認圃

偏認図認’

股火径1－

1７

麺
．上錘

股火鮭1－
岐火径 3.0

１

-卜嬬
●＝ー凸子守

－１→皇1２

岐大径

般大経

一誘一「
1.2 良さ

aＯｌ
ｌＥ

画

Ｆザ

ｌ
Ｑ

一巳句勾マー早口

土錘
燭台Ｆ壱○申弔
．'蝿上、

’ｗＢ』１

，１糾合

Ｉ･翁雁

一i燕一
一一二＝－

－１－９異LL･･ＩｍＴ‐

’

最大径

１－１
一＝茎＝二一

最大径
P‘き-A．f又

般大径

径
fＸ

諒一『

1.2

ーＩ

1.4

2.5

3.4

長さ

底怪

一蕗墓可一
良さ

腿さ

7.1

5.7

4.0

3.8

亜蛾

器商

器

'1１

ｌＥ

砿

Ⅸ

lＬ

5.4宮

Ｉ

7.8質

21.0厘

17.59

ＳＸＯ2３

SXOO3

0３１
SXOO3

SXOO3

SXOO3

－」 －－－’而

品諏 寸法(単位c､）
部位

遺構名 備考 閣版NＯ

1.1 長さ

長さ

長さ

SＤＯ

SＤＯ

1２

1２

長さ

長さ 5.2

一長さ’ ｔｌ
園’
唖麺 ＳＤＯ

ｓＤｏ１２－Ｌ
１２１ ﾛ■

長さ 3.9 24.4暦

8.3

7.2

7.3

0．３１
4.9

器間

器間

‐’
'ＥＩＩ

7.0

‐’
3．１９

SＤＯ

SＤＯＹ

SＤＯ

SDO12

SDO：

1２

1２

1２

1２ ’

ICI

5.1屑 SＤＯ

SＤＯ

1２

1２

6.89 SXO2３

SDO12

ＳＤＯ１２

挿脚NOL

第3-148脚

第3-149図

遺
物
血

倍2--
堤ﾐー
陛些←
’１，ｌ
ーーー

1３

１４

１５
－

１６

１７
－

1８

１９

2０

2１

2２

２

６

器種

凡虹土器

ムし賀土器
一宗＝眉壱一戸需貢一

凡筑土器
一

凡貿土淵
一一

凡迩土淵

凡風土

瓦質土器
一席歴rL=Ｌ皿.４

卜響些

L嬰差型皇
瓦質土器
一一●－－ｂ白昼Ｆ曲

瓦質上器

瓦質･上

瓦質土

瓦質土

瓦質土：

瓦質土

瓦質土器

瓦質土器

瓦質上

瓦質上

一
一

香炉

香炉
一一

刑鉢
一一

餌《
‐－－

鋤j【
－－

3砿

鉢

鉢
一一

鉢
八.Ｌ
－ －

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

火鉢’

火鉢

火鉢

火鉢’

火鉢

火鉢，

生産地

Ｅ

国｜
－－

国１
－－

国｜
－

囚
一

国内産

側内藤

国内醒垂園
■■｡b凸

脚内産

1１４１

剛

剛

同’

岡内Ｉ

111内産

側内産

凶内産

lIil内産

Ii4内雌

内雌

内産

jＩ

１１１

Al礎

内産

内産

内産

1１

法量(単位c､）

口径

9.8

ｰ

29.5

32.11

27.9

23.0

底径

一
一

10.5

’

■■

器間

’

一
一

一

_■■

10.9与菅ｅ■夕

－ ’

－’

遺椛名

Ｈ-65

Ｈ-65

Ｈ－６５

－１両示’
Ｈ頁6４

Ｈ-65

－＝ｖも’’

１－６４

11-65

11=6５

1-65

Ｈ-65

G-64

1-66

11-64

Ｈ-64

術考

’ 一一

lllllllIllllIl
’
１

ｌ

図版M１

l‐

1
１ ｜

－’
－－’

‐‐’
■■■

淵
一



遺物観察表３０第43次調査区遺物観察表(石製品)①

遺物観察表２９第43次調査区遺物観察表(±製品)②

’’
－Ｉ

ロ

観察表２９第43次調査区遺物観察表(±製品)②

－３２８－

鋤
戸

Ⅱ

挿図血

蚕｡"、．．ｎ【.､､１

遺
物

一吉

品種

十崩雁

１
寸法(脳位c､）

部位

雌大任 2.9 長さ 3.6 〔肱 28.09

遺怖名

SKO25

備考 図版N、

_製ｚｑＪ－ＬＬＵい1-‐

第3-141図

第3-149図

詞
■Ｌ■〆一一I

不I旧一「

-擁

一一弓
岐大径

~F蓋=「
1.2 長さ

厚さ’

4.9

証

i1,ｔ

瞳’

6.79

1.291

Ｈ-63

Ｈ-63 羽器挫､／陶読狸.《

一ﾃヨ
｜
、

１０

－剛答一＋
-癖匡＝

紡錘車

紡錘車

ｌ
Ｉ
ｌ

:1口

翻胃帝W現

直径

直径

耐 「
‐

5.0

4-7

底径

厚さ

厚さＩ

Ｉ

0.9

1.7

器高’

燕一
亜量

33.39

50.59

11 フイゴ ｵ、

1３

1４

土錘

土錘

肢大任

簸大径

0.8

1.2

l－Ｉ
■

'一

…
2０

2１

2２

2３

2４

|函
i唾
１２７
ｉ２８

土錘

口謂認

土錘

土霊

|Ｅ亜E園

｜土錘一

錘

逼

竹
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
’

１
，

最大径

肢大径

雌大藤

田調R認

|最大径
最大経

最大径

最大径

最大藤

般大径

|敢大径
|最大＆
|唖
｜雄大径

1.1

1.6

1.0

１．４

i四
1.2

1.3

１．６

１．６

2.0

唾
’２．２
!…
１ｍ

腿さ

長さ

壁さ

長さ

長さ

長さ

艮さ

長さ

長さ

長さ

良さ

長さ

奨さ

長さ

4-1

4.6

5.4

4‘５

’５．４

7.1

5.2

5.3

4.2

6.1

3.8

‘1.6

6.5

6.3

|■■

ｌＩＩ
Ⅲ

亜吊

砿戯

亜量

’１
画郵

E戯

Eｆｌｔ

、１ｔ

E敵

i量

山ｔ

i戯

[量

i城

リム

4.79

9.49

l９９ｇ

9.49

’８．２９

9.19

11.29

12.79

12.49

19.29

１１０．４９

…
醒罷屈置

Ｈ-64

１－６５

Ｇ-64

1-65

1.1-64

Ｈ-66

1-64

11-64

Ｈ-65

’１‐

Ｈ-64

‘＝昭弼

’
Ｉ

’

■■■

■■■
■■■■

■■■

■■■

長さ

長さ 4.2 量 6.79 Ｈ-65

2.9 量 5４９ Ｈ-65、

Ｈ-64

Ｈ-64

11-64

H-66

挿図Nｑ

第3-19図

第3-28図

第3-29図

第3-30脚

第3-42図

第3-44図

第3-45図

第3-46図

第3-47図

進
物
恥

1９

２０
へ＝

－

2１

2２

２３
－

，Ⅱ

2５

ト÷
４

－

２
■－

３
－

４
－

’
１

５

１
－

０

’'’
一

－

６

。
＆
Ｑ
一

４
’
一

２

５
－

６
－ー

』

品種

１石；

ｌ硯
戸一一

（l兇

硯

挽き臼

挽き臼
・梓ハョ２ｒ－Ｔ

挽き臼
狸止一Ｆ奇

挽き臼
．Ｍ‘記I手-１

挽き臼
一 －

１Wb三1盲。

挽き臼

挽き臼

紡錘車
元SfWII極電璽堅

挽き臼
－

１fハ室に可

挽き臼

挽き臼

挽き臼
１曲主1画

１
一

淵

挽

挽
04-

帆

i兇

挽き臼
（縦圭に丁

挽きＦ１

挽き臼

臼

さ1コ

1き臼
一＝三一

き臼
毒宇一

き日

き臼
一

き臼
一

圭値三Ｉ

ご【．

日当宮

き日

上円

上円

上臼

上臼

下臼

上臼
一三＝－

上臼

上臼
一一

１－１一寸

下臼

I，ｒＪ

下臼
一

下臼

下臼
一

下臼
一一

下臼

1,1重Ｉ

下臼

下臼

下臼

寸法(単位c､）
部位’部位
[1織部

’

Ｉ
池

上臼
一

上臼

上臼
一語声司一

」

上

~ﾄ゙臼

’

上臼
Ｌｒ可
一 ・

ド臼

量臼
澗
一

二日

二日

直径
一言宜霊弓一

1点経

｡蕊迄
直径
医I安全Ｔ〃

－

血筏

II1f経

澗径

iIl

臆
乾Ｑ・

－

直径
再陸凸〃てア

ー

114〔径

-竪皇

蝶皇

蕊雲
血径
ロ,Q今j2T〃
－

馨皇

l‘〔掻

I‘I侭

騨皇

I催

I径
宕アー

画
醗

Ｂ

ｂ

４．９
f玉令Ｊ，

20.4

19.5

1８．５

20.1

18.3

21.7

19.1

1８．１

21.3

雨訂司
19.5

18.6

１９．４１

19.6

20.0

20.2

3.3

19.5

37.1

33.9

20.0

18.1

一
癌

36.8

37.3

長さ

長さ

些さ

隆さ

長さ
－

長さ

長さ

麹

厚さ
一一今一画

－

底経

”一己＝や－－

－ －

底経

受経

弓誘引
受径

受掻

受経

受径

受筏
一＝＝ー

－－

36.7

21.5

1６．４

275

38.1

’

40.0

39.0

34.0

39.4

41.0

ｌＩｉｒＩｌｔ

厚さ

厚さ

厚さ
－

厚さ

厚さ

受径

厚さ

１１』[さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ
一＝－

I'』[さ

｜厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

｜厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

さ

煙さ

厚さ

厚さ
－

jZさ

』fさ
圭
舎

一
Ｉ
や
少

嘆さ

一ｰ、け睦一

'21.79
〕
’

1４．３
’

12.6

7.1

13.5

▲Ｕ、､Ｊ１

‐弓

11.7

12.2
■■二一■ー

10‘６

一画■ー

12.5

1２．０

12.0

０．９

1３．９

10.6

9.3、”■も声

１３．９

１１．０

1.9

0.0

0.2

’四J式入ＵａＵ

Ｗ－臆FKmm

SXO2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

阜声畠一もグー堵Ｆ

ＳＸＯ２３

■SXO２３■

ＳＸＯ2３
’…一国ﾏﾛｰｭｰｰｺ

ｌＳＸＯ２３

SXO2３

Ｌターユマー昭ジ

ＳＸＯ２３

SXO2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

辿柵名

SDOl2

SＤＯ１

SDO］

SＤＯ１

ＳＤＯ］

ＳＤＯｌ２

SDO12

ＳＤＯ
一＝＝

ＳＤＯ』

SＤＯ１

二二二畠

ＳＤＯ］

SDO12

SDOl2

SDO12

ＳＸＯＥ副耐

[２

1２

１２

１２

1２

1２

1２

１２

Ｌｰ

－

１２

ニヘ8上''1．】

安山岩

安山岩

UVCfノＬイコ
ー －

凝灰岩
｢厩雨蚕
凝灰岩

’二へｌＬ↓バコ

守111鍔

安山岩

和泉砂岩系

凝灰岩

安山岩

安山岩

唖諏醗画

ニョヘＩ型乱．

和泉砂岩系

二へ陛阿．

和jil砂岩系

二へＬＬ８ｐＩ二Ⅱ

和jil砂岩系

誠iii堕…、

安山岩

凝灰岩

石質

滑ｲｉ

渦;符

和泉砂岩系

安山岩

安山岩

削泉砂岩系

凝灰岩

安山岩

Ｆ－
｜
ｌ
‐

庇笠f又Ｏ⑥Ｏへ一

酉"へ､ｰ.ｰ哩・呈竺竺二

、篭錘Ｃｌ｡′.､扉

底径28.0cｍ

底径30.0cｍ

底径25.6cm
,~魂吟一一一・曹二竺些

底径29.9cｍ

－－

底標ＲＲＯｒ,、

備考

スタンプ

茶臼

茶臼

茶臼

｜’

刻守１－J

茶臼

ケＩｑ

熟

茶

訓寺'二Ｉ－

里＝

:｢室Ｉ

臼

円

臼
戸一一

岸

－’
－’

一一’

岸’

図版NOL

戸

戸
戸一

岸

Ｆ－

－

－’



遺物観察表２７第43次調査1重遺物観察表(土器･陶磁器類)⑫

－３２７－

遺物観察表２８第43次調査区遺物観察表(土製品)①

遺物観察表（中↑け大友府内町第43次調査区）

挿図NOL

第3-19図

第3-42図

第3-69図

第3-70図

第3-79図

第３言88図

第3-91図

第3-93図

第3-99図

第3-103図

第3-109図

1第3-113図

遺
物
恥

１０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1０

11

1６

1５

1６

1１

1６

1７

１８

1９

2０

2１

2２

2３

1３

１９

品種

燭台

燭台

燭台

燭台

矧台

燭台

燭台

土鍋

土器片加工

土&

-１

．}

土ｉ

土ｆ

土&

土』

土錘

士錘

-k錘

上錘

燭台

燭台

燭台

土錘

土錘

土器片加工

土器片加工
フイゴ

フイゴ

土錘

士錘

風炉道具？

土；

土』

土$

土$

土ｉ

土』

土&

土４

土$

土錘

士錘

土錘

土錘

燭台

土錘

寸法(単位cIn）
部位

脚

羽口

羽口

蚊瓦仮

ｋ而篠

上面従

上而係

ｋ而径

上面径

上而係

上面径

il1[径

岐大径

雌大係

雌大径

妓大径

股大藤

般大径

岐大経

雌大径

最大径

径

上面径

上而裸

l浦i径

娘

服

最大径

長さ

長さ

長さ

雌大径

股大掻

峨大径

妓大径
謄
恥

恥

恥

火径

と大径

吏大径

大１

大｛

賢大径

kｌ

人径

大径

大経

大径

大径

大径

k大任

大従

t大径

面径

6.6

8.7

3.0

０．９

1.1

1.1

1.3

0.9

1.5

2.2

3.0

5.8

1.2

1.2

1.4

2.5

3.4

5.0

8.1

3.4

5.4

０．９

0.7

0.9

1.0

1.3

1.1

1.2

2.1

2.8

1.5

1.3

１．５

8.5

1.4

底篠

底稚

底径

底径

底径

底径

底径

厚さ

長さ

長さ

長さ

良さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

底徒

底従

底径

長さ

長さ

隅

並大陛

般大径

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ
長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

良さ

底径

長さ

6.7

6.0

5.9

8.4

8.3

7.2

7.3

0.3

4.9

5.2

5.1

4.1

3.9

6.0

7.1

５．７

6.6

4.0

3.8

3.1

7.6

5.3

0.7

2.7

４．５

4.9

4.5

5.0

4.9

5.5

5.4

5.4

4.9

4.9

4.2

4.2

7.6

5.3

淵

淵

器

器

：

近吊

厚さ

妓小径

。

重量

[髄

耐１１

【1,ｔ

而披

小径

i､1,ｔ

『1,ｔ

』さ

ｆｌｌＩ

I凪

i雁

Ⅱ皿

I並

型iｔ

砥,ｔ

汗ILO】

{,I：

{Iｔ
ＵＬ

１Ｉ上

雌
ｏＩＬ

｣LIL

jｔ

品

【皿

ＵＬ

』１１

』仏

１１t

I４ＵＪ

4.6

7.0

3.19

5．１９

10.59

17.79

24.49

158.79

6.89

5.49

6.4

7.89

21.09

17.59

0.3

3.7

1.8

0.5

3.8

2.8

2.39

2.59

6.99

6.39

7.7宮

7．０９

19.99

31.59

8.49

6.79
5.9

5.8

10.2宮

遺椛名

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯＩ２

ＳＤＯ

ＳＤＯ

ＳＤＯ

ＳＤＯ１２

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯＯ３

ＳＸＯＯ３

SXOO3

ＳＸＯＯ３

SXOO3

ＳＸＯＯ３

ＳＫＯＯ４

ＳＫＯＯ４

ＳＫＯＯ９

ＳＫＯ１０

ＳＫＯ１

ＳＫＯ１

ＳＫＯ１

SKO15-

ＳＫＯ１５

ＳＫＯ１５

ＳＫＯ１

ＳＫＯ１

ＳＫＯ］

ＳＫＯ］

ＳＫＯ］

ＳＫＯ］

ＳＫＯ］

ＳＫＯ１８

ＳＫＯ１８

ＳＫＯ１９

1２

１２

1２

1５

1５

１５

1５

{５

1８

'８

備考 図版Nｕ

巻頭４

叩

噸

亜

雨

咽

而
噸

３［
一
町

可

正

挿図No.

第3-148図

第3-149凶

遺
物
蝿

10

１１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

器種

瓦質士

瓦匝上

瓦賀土器

瓦質土器

瓦哲土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土

瓦質土：

瓦質上：

瓦質土

瓦質Ｉ認

瓦質土淵

瓦硬土：

瓦質土＃

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦硬土器

香炉

香炉

描鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

火鉢

火鉢

火鉢

火鉢

火鉢

火鉢

生産地

国内産

国内産

国内産

阿内雌

国内産

国内産

国内産

国内産

国内産

国内産

国内産

同Ｉ

国Ｉ

国’

凶’

国’

脚

国’

1１１１

国内産

国内産

脚内産

内藤

内産

内産

内産

内産

内産

内産

内産

法量(単位c､）

口径

9.8

29.5

32.1

27.9

23.0

底径

10.5

22.1

器高

10.9

遺構名

Ｈ-65

11-65

Ｈ-65

Ｈ-64

11-64

Ｈ６５

Ｈ-64

１－６４

Ｇ-64

Ｈ-65

11-65

1-65

Ｈ-65

Ｇ-64

1-66

Ｈ-64

11-64

備考 図版NＯ
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遺物観察表３０第43次調査区遺物観察表(石製品)①

遺物観察表２９第43次調査区遺物観察表(土製品)②

挿図NOL

節3-19Ｎ

鋪3-28Ｍ

第3-29図

第3-30図

第3-42図

鋪3-44Ｍ

第3-45図

第3-‘16側

第3-47図

遺
物
池

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

４

５

３

３

品種

石鍋

石鍋

砥石

脱

硯

脱

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼
挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

紡錘車
石製容器

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き、

挽き剛

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽きＩ

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

寸法(単位cⅢ）
部位

口縁部

ﾛ縁部

池

上臼

上臼

上臼

上臼

ド臼

下臼

上臼

上臼

上臼

上臼

下臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

下臼

下臼

上臼

上臼

上臼

上臼

下臼

下臼

下臼

下臼

下臼

ド臼

下臼

下臼

下臼

｜Ｆ臼

下臼

直径

直径

直径

面径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直経

直径

甑径

直径

直径

直径

直経

直経

直経

直径

直径

直径

直径

直径

直隆

直径

直径

〔径

i経

〔径

I径

、

3.3

19.5

37.1

33.9

20.0

18.1

37.3

３６．８

37.3

4.9

21.3

20.4

19.5

18.5

20.1

18.3

21.7

19.1

21.2

18.1

21.3

１８１

19.5

18.6

19.4

19.6

20.0

20.2

長さ

長さ

良さ

長さ

艮さ

長さ

長さ

受従

受径

厚さ

底経

底催

底従

受経

受径

受碓

受経

受経

受径

受径

受径

受掻

受椛

受慌

36.7

l‘７

21.5

16.4

27.5

38.1

40.0

39.0

34.0

39.4

４１．０

ｌｌｊ[さ

ｊｌｊＸさ

さ

l里さ

隈さ

IljIさ

厚さ

厚さ

ＩｌｊＫさ

厚さ

11,Xさ

厚さ

厚さ

厚さ
亜賦

器荷

岬さ

厚さ

Ilj[さ

煙さ

厚さ

厚さ

厚さ

受径

１１｣鱈

ｌ１ｊＫさ

１１｣【さ

llj[さ

lIjXさ

１１｣Xさ

ｌｌｆさ

L〔さ

LKさ

厚さ

厚さ

厚さ

luj4さ

11｣Iさ

呼さ

臥さ

j4さ

さ

堅さ

0.9

13.9

10.6

9.3

13.9

11.0

１４．０

11.9

13.7

１０．０

10.2

１４．４

21.79

15.6

14.3

12.6

7.1

37.4

1３．５

1８．９

1１．７

1２．２

10.6

10.8

12.5

12.0

12.0

遺構名

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

SDOl2

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

SDO12

SDO12

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

SDOl2

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

SDOl2

SDO12

ＳＤＯ１２

SDO12

SXO2３

SXO2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

石賀

滑禰

滑石

|m泉砂岩系
安山岩

安山岩

安山岩

和泉砂岩系
安山岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

凝灰岩

凝灰岩

凝灰渚

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山増

和泉砂岩系

凝灰岩

安山岩

安山淵

安'11岩

凝灰岩

安山岩

和泉砂岩系

安'11岩

和泉砂岩系

安山岩

和泉砂瀞

和泉砂岩

砂岩

安山岩

凝灰岩

凝灰岩

安山岩

術考

スタンプ

茶臼

茶臼
茶Ｆ１

茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

茶臼

茶

糸

采

底掻30.0cｍ

底径22.8cｍ

底経21.8cｍ

底径28.0cｍ

底径30.0cｍ

底径32.1cｍ

底径25.6cm

底径29.9cｍ

底径35.0cｍ

･１

臼

臼

間版Nｑ

挿図NcL

第3-118図

第3-ﾙllIxl

第3-149Ｍ

巡
物
池

2０

2３

1０

１１

1３

１４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

品種

土錘

土錘

不明

燭台

燭台

紡錘車
紡錘］
フイゴ

土’

土‘

土'

土血

土‘

土＃

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

」

二１

L錘

:錘

。
▲
Ｐ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｑ

寸法(単位c､）
部位

羽'一１

>1口

岐大径

岐大径

長さ

ｋ而径

上面径

直径

直径

簸火侭

最大径

巌大１

妓大１

雌大瞥

雌大任

最大径
鹸大径

般大径

最大径

最大径

最大径

最大髭

最大径

最大径

最大径

2.9

1.2

2.4

5.0

4.7

0.8

1.2

l‘１

1.6

1.0

1.4

1.2

1.2

1.3

1.6

1.6

2.0

1.7

2.2

3.2

3.1

良さ

長さ

L塔

底経

底径

さ

厚さ

艮さ

腿さ

腿さ

長さ

長さ‐
艮さ

艮さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

3.6

､1.9

０．３

0.9

1.7

2.9

4.2

4.1

4.6

5４

4.5

5.4

7.1

5.2

5.3

4２

6.1

ａ８

‘1.6

6.5

6.3

1Idjt

１，１ｔ

亜厳

器

器『！

砿蹴
ＩｌｆｌＩｒ

''１

1１

'、

ｌＴｉ

‘Ｉ

'「

Iｉ
１
９
甘Ｉ

ｒＩ
1１１

1耐iｔ

雌
1ｔ

lflr

鮒1t‐
tllt

i賊

ｉｈｔ

〔雌

〔蛾

〔職
1t

皿JL

LKA

i並

i雌

i戯

28.09

6.79

1.29

33.39

50.59

5.49

6.79

4.79

9.49

19.99

9.49

8.29

9.19

11.29

12.79

12.49

19.29

lＯ４ｇ

20.79

52.89

41.89

遺構名

ＳＫＯ２５

Ｈ-63

Ｈ-63

Ｈ-64

Ｈ-64

11-64

Ｈ-66

Ｈ-65

Ｈ-65

Ｈ-64

1-65

Ｇ-64

1-65

Ｈ-64

Ｈ-66

1-64

Ｈ-64

Ｈ-65

1-64

Ｈ-65

Ｈ-64

Ｈ-66

備考

陶器製？陶器製？

図版NOL

一
噸
一

而
一
Ⅲ
一

而



遺物観察表３１第43次調杏区漬物観察表(石製品)②

－３２９－

、_一

迩物観察表（中世大友府内町第43次洲鋼Ｘ）

挿図NOL

第3-47図

節3-48図

朔3-49脚

第3-50側

第3-51図

第3-52図

第3-53脚

第3-54Ｍ

3-551判

第3-56脚

第3-57図

第3-58図

第3-72脚

第3-98図

第3-99Ｍ

第3-103Ⅸ’

鋪3-104ｌｘＩ

節3-108脚

'第3-109例

第3-1121判

'第3.113図
第3-114脚

蒲3-931判

第3-97図

迦
物
池

３

１

１３

４

1７

１

１２

1３

1４

1５

2４

2６

１

１２

１２
|画
ｰ
’２０
１５

品種

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き、

挽き臼

挽き｢１

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼
挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽きＦ１

挽き臼

挽き臼

挽き臼

五輪塔

五輪塔
五輪塔

庇輪塔

石造品

石

､日

五輪塔

五輪塔
硯

挽き臼

五輪塔

五i隙塔

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き円

紡錘

砥石

五輪塔

家形石造品

挽き臼

挽き臼

石鍋

挽き臼

挽き臼

挽き臼

挽き臼

石鍋

Eき耐

兜き日

寸法(単位c､）
部位

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼
1.1.．Ｉ

I今Ｈ

．上臼

上臼
|､1.-’

上臼
上門

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

上臼

下臼

下臼

下臼

下臼

下臼

下臼
卜圏

下臼

FEI

ド臼

下臼

下臼

下臼
卜圏

空風輪

水輪

水鎗

水輪

地鎗

地輪

下臼

空輪

火鎗

下臼

ド臼

下臼

下臼

火輪

屋根部

上臼

下臼

上臼

唖
下臼

｜下臼

直経

直径

I益

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

匝径’

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

直径

幅

幅

編

幅

長さ

直径

直径

上径

｜直径

直径

直径

戒径
雌大径

幅

直径

直径

口径

直径

直径

直径

直径

口径

口径

〔径

径

i径

i径

I径

i径

証径

Z径

I径

証径

rｺ

ＴＩ

31.5

32.9

36.1

31.8

32.1

38.1

32.3

33.1

30.1

37.2

32.1

32,5

35.1

28.1

34.4

36.2

33.6

36.5

33.6

32.2

37.2

33.5

30.6

30.5

3Ｌ５

33.2

35.0

26.2

31.6

32.3

33.8

35.5

28.3

31.5

35.0

38.4

16.1

25.2

29.9

3Ｌ１

3Ｌ４

30.6

27.9

38.2

16.0

１７．４

30.5

29.2

35.2

4.6

ａ７

30.4

30.1

19.0

18.5

17.3

長さ

商さ

高さ
高さ

I0j』ご

編

中藤

ALさ

厚さ

問さ

高さ

受経

器尚

受経

：
器i薪

27.1

22.9

21.0

22.0

1.2

2.5

1６．６

35.0

厚さ’

11｣Lさ

厚さ
さ

厚さ

隈さ

厚さ

厚さ
主
。
＃
手
ｊ

Ｉ
ｊ

厚さ

煤さ

厚さ

雌さ

Ｌ４さ

厚さ

厚さ

厚さ

さ

厚さ
さ

さ

下径

I',[さ

厚さ

11,Iさ
IEIIt

ﾙ[さ

厚さ

煙さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ
厚さ

さ

'｣4さ

ｌｊ[さ

県さ

1,Iさ

j4さ

1,[さ

甑さ

I』[さ

!j[さ
唾さ

嘆さ
駆さ

駆さ

Lさ

jJ[さ

累さ

'｣fさ

'』[さ

￥さ

!』[さ

'』〔さ

'』Lさ

10.9

8.3

1２．２

1１．４

10.4

8.8

1１．８

1１．４

9.3

13.7

8.9

7.9

10.9

10.1

9.8

10.4

11.1

11.6

11.1

11.3

10-6

13.4

7.9

10.1

10.7

12.7

9.8

10.0

9.1

13.0

12.8

８３

1１．７

7.5

8.4

12.5

13.5

１７．０

12.8

20.5

12.3

１６．０

16.9

7.2

10.2

9.2

41.29

8.8

12.0

1.5

14.0

’１．３

造椎名

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

ＳＸＯ2３

SXO2３

SXOO3

ＳＫＯ１１

SKO13

SKO13

SKO13

SKO14

ＳＫＯ１４

ＳＫＯｌ４

ＳＫＯ１４

ＳＫＯ１５

SKOl5

ＳＫＯ１５

SKOl5

ＳＫＯ１５

ＳＫＯ１５

ＳＫＯ１８

ＳＫＯ１８

ＳＫＯ１８

SKO18

ＳＫＯ１８

SKO19

ＳＫＯ２０

石質

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安

安

安

安’

安’

安

安’

安’

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩
安山岩

安山岩

安山岩

島埜ｕ'零ｆ

安山満

安山岩
安山岩

安'11岩

安山器

｜安山岩

安山岩

凝灰岩

凝灰

凝灰

凝灰

凝駅

凝灰

凝臥

凝灰岩

凝灰岩

安山岩

凝灰岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

淡山岩

安山職
蛇紋岩

凝灰岩

擬灰岩

安山岩

安山岩

滑石

砂岩

安山岩

安山謝

和泉砂岩系

滑石
滑石

山岩

１石

山皆

IlI紺

山岩

山岩

｣｣端

山岩

岩
岩

岩

岩

〔岩

′fゴ

備堵

厚さ14.6

両端を欠く

底径28.0cｍ

底径31.0cｍ

図版NOL

ー

■■■
■■■
■■■

第3-140脚

第3-149図

第3-156図

1６

1２

2９

3０

砥石

石製メンコ

石鍋

硯

旧霊則砺額溶

礎行

池

面弱雷

長さ

長さ

幅

一辺

長さ

3.6

8.8

13.2

29.5

幅

厚さ

口

2.1

1.2

31.5

195

厚さ

愈敬

IjjIさ

似さ

1.7

１１．８９

11.2

11.2

SXO1７

Ｈ-64

Ｉ‐6４

ＳＤＯｌ２

天草石

凝灰岩

滑石

凝灰岩

安山岩

八角〕豚一
十字の線

’

第3-115図 ４ 砥石 長さ 18.2 幅 12.3 厚さ 6.4 SKO21 祇有り
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遺物観察表３３第43次調査区遺物観察表(木製品･骨角器)①

遺物観察表３２第43次調査区遺物観察表(植物製品）

挿図NＯ

第3-7図

第3-20図

第3-21図

第3-22図

第3-23図

第3-24図

第3-25図

遺
物
血

３

４

５

1０

１１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

４

１０

11

1２

４

５

６

７

３

品稲

1111物

水片

''1１

藤

藤

膝

満

膝

櫛!

漁

断！

間

櫛！

膝

漆稚

牒葡識

釧り物

割り物

木製長刀
樵

箸

男根状木製品

杓文字状
,仮

板

板

,仮

,仮

判り物

組み物

角材

人形

荷札？

鞘
櫛

杭

下駄

|寺駄
|､爵｣Ｋ

下駄

木片

木片

木球

木琳

木］
水球

M１

収

兇

§椀

椀

§椀

§椀

§椀

§椀

椀

椀

執

椀

椀

苑

椀

枕
Ⅲ

椀

|物

|物

物

物

随

寸法(単位c､）
部仙

l氏

底

1-1級１

口縁冊

口縁Ｉ
胴部

胴冊

完形品

胴部

完形品
底部

底部

胴部

完形品

胴，

定形品

完形品

底部

上I．

底

底

底

底

部

部

Ⅲ

H１

１１‘f経

1町雑

i虹径

１１経

口掻

I~1径

口径

口径

口径

口径

口径

rl径

口径

口径

ロ径

口径

L1径

口径

口篠

口能

口径

口径

1点径

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

径

径

径

径

長さ

長さ

長さ

艮さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

憂さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

腿さ

長さ

長さ

長さ
長さ

長さ

長さ

長輔

長靴

長袖

長軸

１５．０

2.5

5.8

14.6

１５．４

16.4

16.0

15.6

13.8

13.8

13.0

9.1

35.3

9.4

5.8

4.8

13.4

25.3

24.8

27.3

27.9

19.5

19.3

25.5

20.1

15.8

1８５

1１２

20.2

20.1

20.9

18.5

2.9

5.8

6.4

5.4

6.1

厚さ

艮さ

厚さ

底係

底従

底径

底径

底径

底径

底径

底掻

底径

底径

底径

底径

底径
底径

底径

底径

l斑椛

底径

底径

底径
百
田
甜
昨

幅

幅

幅

幅

幅

鵬

幅

幅

幅

柵

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

ｌＩＩＩ

卿

'柵
|刑

幅

幅

短軸

短軸

短軸

短靴

0.3

3.0

0.2

8.8

8.4

8.8

6.6

6.8

7.0

9.8

7.0

16.0

7.3

3.2

1.9

2.7

2.1

3.7

3.5

1.9

2.8

6.0

4.2

7.5

8.8

9.5

2.8

3.2

5.6

5.5

‘1.4

5.9

､９

､５

器IＩ

器ｆ

２

淵（

:認

#雛

一蒋雇
#雛
撰揃

器尚

器尚

器尚
器揃

器i１．

器ﾊ゙

器I［

器1１

器I:．

器1１

器間

厚さ

螺さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

IL,2さ

IljXさ

ｌｌｊＩさ

lいさ

呼さ

厚さ

！

厚さ

厚さ

曝さ

厚さ

厚さ

媒さ

lljLさ

煙さ

IIj[さ

厚さ

厚さ

メさ

｣』‘さ

』Iさ

さ

[さ

jKさ

Ijlさ

｣4さ

ｊ４さ

'｣4さ

!｣[さ

jLさ

9.5

9.5

9.1

5.3

2.8

3.9

2.0

1.1

０．３

0.4

１．０

1.5

１．１

０．２

1.4

1.1

0.6

0.4

2.2

１．０

0.7

0.9

０．６

1.3

2.2

2.3

3.0

8.0

１．４

1.6

ｆＬ２

0.6

1.1

1.5

1,5

2.2

4.0

2.1

遺構名

SEO36

SEO36

SEO36

SEO36

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯＩ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

SDO12

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ］

ＳＤＯ１

ＳＤＯ］

ＳＤＯ］

ＳＤＯ］

ＳＤＯ］

ＳＤＯ］

ＳＤＯ１

SDO］

ＳＤＯ］

SDO12

ＳＤＯ１２

SDOl2

SDOl2

SDO12

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１赤

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

SDOl2

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

SDO12

SDO12

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

1２

１２

１２

１２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

伽考

Ｆ１然水？

独楽

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ブナ鵬

クスノキ科

ブナ胴

ケヤキ

ケヤキ？

クスノキ科
タブノキ

ケヤキ

ミニチュア

ストロー状

蝋iIドモミルバ

摘み付き

ハ

図版No.

Ｆ‐

■■■
巻頭４

■■■

ー

巻頭４

巻頭４

図版1３

Ｉ

図版１３

挿図NOL

第3-26図

遺
物
伽

８

品伽

木股

水皮製Ｉ

氷
水

木皮製品

純

:皮製,』

皮製ｆ

〔製Ｉ

寸法(恥仙ｃＩ１ｌ）

長さ

憂さ

長さ

長さ

良さ

長さ

ｌＷ

Ⅲ

'岬

卿

蝋

2Ｊ

雌さ

I｣｣;さ

[さ

ｌｊ４さ
さ

0.2

2.0

0.1

0.1

０．１

6.4

遺構名

SＤＯＩ２

SＤＯｌ２

’ＳDOW

SＤ（

SＤＯ１

SDO12

１２

１２

１２

伽将

桜の皮

桜の皮

三厩Z宛Ｉ
桜の皮

皮

様棚

ウ
リ
』

図版NOL

図版1３



遺物観察表３４第43次調査区遺物観察表(木製品･骨角器)②

－３３１－

遺物観察表３５第43次調査区漬物観察表(ガラス製品）

遺物観察表３６第43次調査区遺物観察表(金属製品)①

遺物伽察表（IlJ世大友府内町第43次調i制Ｘ）

挿図No.

第3-27図

-42岡

第3-70図

第３=78図

第3-103ｌｘＩ

卵

第3-1071判

第3-134Ⅸ１

第3-136図

第3-141Ⅸ’

第3-150Ix1

3-lO61xl

遺
物
NOL

1０

1２

2５

１

1２

2３

2４

2５

2１

2２

2４

2５

４

1０

11

1２

１３

】４

品種

鉄砲

U釘飾り

目釘飾り

青銅製品

鉾

甲Ⅳ

鑓

鉄器

鍵

十一面観帝

鎖

甲間

青銅製品

鉄器

金刺

不明鉄器

メダイ

鋤先のへラ？

銑杓子

指輪

銅製花瓶の耳

不明

火諮

獣形背鋼品

銅製品

銅製品

銅釘

手斧

錠前

鉄製品

小刀

火等

鍵

鋼製品

剣先

鍔

銅製品
Iまばき

分銅

銅製品

鉄製品

銅製品

｜銅製品

寸法(単位c､）
部 Ⅱ．

火}

小札

蚊部

小札

み 良さ

長さ

長さ’

長さ

長さ

長さ

良さ

腿さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ’

長さ

長さ

長さ

長さ

縦

長さ

長さ

長さ

艮さ

長さ

曇さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ
長さ

長さ

長さ

長さ

煙さ

長さ

長さ

長さ

さ

さ

1２．５

‘1.0

4.0

2.6

11.0

12.3

14.0

9.8

2.8

3.8

2９

11.3

１．６

1５．３

12.1

２３

1.9

1.9

37.2

1.9

1.9

10.0

11.2

8.2

23.8

15,5

3.3

4.5

ａｌ

1.2

5．７

8.5

0.8

2.5

1.0

1.3

1.0

1.1

I脳

幅

幅

幅

幅

厩画Ｉ

幅’

幅

幅

幅

幅

幅

縞

幅

厚さ

I革さ

厚さ

厚さ

厚さ

髄

厚さ

厚さ

厚さ’

厚さ

厚さ

厚さ

Lgさ

幅

幅

躯

幅

幅

幅

0.7

1.5

1.5

０．３

0.3

5.8

１．１

0.7

0.5

2.3

3.6

2.1

0.9

０．９

０．７

0.3

O‘３

0.4

1.9

０．５

０．３

0.5

3.5

0.2

0.9

0.4

3.8

4.6

1.3

１．３

0.3

０．７

0.2

0.8

4.2

4.1

2.5

0.8

2.7

1.2

0.8

2.3

厚さ

11』ｴさ

厚さ

厚さ
些
ご厚

厚さ

厚さ
厚さ

重さ

砺さ

亜さ

卯

Iil

叩
’

里さ

￥さ

嘆さ

ljZさ

堪さ

寺
ご

マ
ー
。

〔さ

IIさ

Ｅさ

lIさ

〔さ

さ

[さ

Ｅさ

nさ

rさ

Iさ

亨匝さ

ｎさ

!さ

亘さ

Ｅさ

Ｅさ

Ifさ

Ｅさ

喧さ

Iさ

亙さ

さ

さ

さ

弐
一

０．５

0.4

０．４

0.3

0.3

0.2

0.6

0.6

0.4

0.1

0.1

０．９

171.89

19.59

4.19

203,09

149.49

１．８９

2.39

’10.79

42.39

83.79

2.3屑

2.19

3.69

41.39

157.29

3.59

14.19

17.99

29.19

１．１９

2.89

25.89

9.99

１０．４９

０．８９

58.19

33.1暦

’０．１９

2.3厘

遺椛名

SDOl2

SＤＯ１２

SＤＯｌ２

SDO12

SDO12

SDO12

SDO12

SDO12

SDO12

SDOl2

SDO12

SXO2３

SXOO3

SXOO3

SKOO4

SKOl5

SKOl5

SKOl5

SKO15

SKO46

SKO49

SKO49

SKO49

Ｈ-63

1.1-63

1.1-63

11-63

Ｈ･ｇ６４

Ｈ-64

1－６４

９－６４

11-66

II-64

11-64

Ｈ-65

Ｈ-64

Ｈ-65

１‐6４

11-65

Ｈ-64

附考

I‘i鋼製分析

1'鋤d製

背鋼製
分析

鍍金

11鋤il製分析
鋪製分析

(ま２／３

Ijf1.3ｃｍ 分析

内径1.55ｃｍ 分析

銅製

鉛

鉄

熊

鉄製品

ＳＤＯ１２

鉄製品

分析

竃さ分析

分析

15.3cm

図版NcL

濯顕MmU

図版141

麺
図版1３

巻航４

巻頭４

■■■

巻頭４

図版1４

挿図NOL

第3-27脚

第3-149ｌｘ１

遺
物
池

1１

3１

3２

品種

ｌｌｌｌ

小玉

$1§

寸法(単､位c､）
部位

LI径

長さ

長さ

7.3

0.8

0.3

底径

幅
百
ｍ
削
げ

５０

ｑ４

0.5

器間

亜斌

'1111ｔ

2.0

0.29

辿概名

ＳＤＯｌ２

11-66

1.1-66

備考 図版NOk

進顕４

＃雨脚NOL

節3-25IXl

第3-26Ｍ

遺
物
恥

１０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

品種

水

水
木珂

木礎

水球
木球

木球

水球

洲、
ｽミ

ﾌ|、

＝
木球

骨角器

廿角器

§球

§球

:球

:球

寸法(単位cIn）
部位

長刺Ｉ

長'紬

長輔

長軸

長輔一
長軸

長』iｌ

長ilil
長ｌＩｉｌ

長ilil

長執

長卓’
長

長さ

長さ

5.8

6.4

7.3

6.8

6.4

8.3

7.0

7.8

8.3

7.2

６．８

6.3

7-‘１

20.3

11.0

短紬

短軸

短軸

短軸

短軸

短

短刺

短刺

短軸
廟訓Ｉ

短軸

短軸

鴬i軸

隅

6.6

6.3

5.7

5.9

6.3

7.3

5.8

6.4

8.3

6.8

6.7

5.3

5.7

2.‘Ｉ

5.4

厚さ

厚さ

辿柵名

ＳＤ（

ＳＤＯ］

ＳＤＯ］

ＳＤＯ１

ＳＤＯ：

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

SDO12

ＳＤＯ１２

ＳＤＯｌ２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

ＳＤＯ１２

1２

１２

１２

1２

1２

伽考

鹿角製算 1-5図

4-5図

図版No.

■■■

図版１４

ポ

ポ

浦3-42ｌｘＩ 班 長さ 陥 厚さ 0.6 SXO2３



－３３２－

遺物観察表３８第43次調杏区遺物観察表(瓦）

遺物観察表３７第43次調査区遺物観察表(金属製品)②

挿図Nｑ

第3-31脚

第3-43ｌｘＩ

第3-73図

第3-74脳Ｉ

第3-95卿

第3-10(脳Ｉ

第3-153峡Ｉ

第3-154ｌｘＩ

3-1101剛

遺
物
剛

1０

1１

４

1０

１１

１

1

４

1０

４

１０

名称

ilq:丸凡

好九瓦

丸瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦

平瓦

平瓦

平瓦
セン

セン

丸凡

丸瓦

平瓦

平瓦
セン

軒丸瓦一

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

軒平瓦

軒平瓦

軒平瓦
セン

セン

セン

丸瓦

平凡
セン

平瓦
セン

軒丸瓦

軒丸瓦

軒丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

丸瓦

瓦

瓦

軒畠

軒平

軒斗

軒平瓦

平瓦

平瓦

平瓦

平瓦
セン

セン

z瓦

瓦

瓦

寸法(蝿位c､）

長さ

良さ

艮さ

良さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

良さ

艮さ

長さ

長さ
長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

及さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

良さ

腿さ

長さ

長さ

良さ

長さ

長さ

長さ

煙さ

長さ

長さ

良さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

艮さ

長さ

幅

幅

W繭

職

'W，

'iｈ

W，

熊

縮

＃
順

軒

幅

柵

幅

幅

桶

幅

幅

圃

剛

雨
Ⅲ

tU

III

’

Ｐ
ｂ
Ｉ
Ｉ

:１

１１

16.2

15.0

1３．３

15.8

13.2

際さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

陛さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

I早さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

''’1さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

厚さ

1.8

2.2

2.2

1.7

2.2

1.9

L９

2.9

2.2

2.8

2.8

1.6

1.6

2.8

1.2

1.9

2.3

2.2

2.2

2.8

2.1

2.5

1.8

１．９

2.0

3.2

3.4

3.2

2.3

2.2

2.9

2.3

3.3

1.3

2.‘１

2.5

2.8

2.6

2.6

1.8

2.0

2.1

１．９

1.8

2.1

2.4

1.8

2.0

2.1

3.4

3.8

遺榊名

SＤＯｌ２

SDO12

SDO12

SDO12

SDOl2

SDO12

SDO12

SDO12

SDOl2

SDO12

SDO12

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXO2３

SXOO3

SXOO3

SXOO3

ＳＸＯＯ３

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SXOO3

SKOl3

SKOl3

SKO14

SKO14

SKO18

Ｈ-65

1-64

11-65

11-65

Ｈ-65

II-65

1.1-65

1.1-66

1.1-66

Ｈ-65

Ｈ-65

Ｈ-64

Ｈ-63

1.1-63

1.1-65

Ｈ-65

1.1-64

11-64

備考

巴文

巴文

本州タイプの釣り紐痕

唐草文

唐草文

唐草文

釘穴有り

巴文と珠文
巴文と珠文

巴文と珠文

巴文と珠文

釘穴有り

唐草文

唐草文

唐草文

珠文と巴文

珠文と巴文

珠文と巴文

九州タイプの吊り紐

九州タイ

九州タイプの品り紐

唐草文

唐草文
唐草文

中心飾りと唐蕊文

釘穴有り

図版血

'''１

挿図Nb，

第3-1501叉Ｉ

第3-155図

遺
物
血

1８１

1９

2０

2１

2２

2３

2４

品種

銅製品

銅製品

小刀

銅製品

メダイ

メダイ

小刀

1製品

寸法(単位c､）
部位

柄

'1リ

長さ

長さ

良さ

長さ

腿さ

良さ

長さ

長さ

長さ

1.6

0.9

6.5

2.4

1.4

１．９

1.5

1.7

'Ｗ

Ｗ

幅

０．３

0.3

0.1

Ｌ３

１．３

1.5

1.3

1.6

耳

、

正

重さ

重さ

÷の

こき

さ

Iさ

さ

さ

〔さ

さ

１０．４９

０．１９

4．２９

1．３９

13.49

1．１９

4．５９

5.3底

4．６９

遺;職名

11-65

11-65

11-65

１－６６

11-64

1.1-65

Ｈ-63

Ｈ-65

術老

SDO12分析

分析

紐を欠く分析

図版NOL

■■■

｜
正

扉
且:

一
期
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遺物観察表３９第43次調査区遺物観察表(銅銭)①

挿図NOL

第3-33図

第3-34ⅨＩ

第3-35図

第3-56図

第3-64図

3-71図

第3-80図

第3-92図

第3-96図

第3-105ｌｘＩ

遺
物
池

７

８

1０

1１

1２

１３

1４

１５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

３

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

３

７

銭徴名

犬符迩費

鯉

紹

非

天兜

開元通衝

溌祐元撹

火

．i】

|川元通極

水

水靴

瓜

武通徴

賊徳尤徽

天耐通痩

洪武通撫
菰

永楽通獅

武迦礎

#！

洲

洪武通磁

武通鍵

祥符元撤

天聖元衡

祥符元徴

武通痩

祥符元蜜

武通街
武通通

製宋通撤

興蹴

武通笹

洪武通撤

武通避

尤祐通微

祥符元擬

洪武通礎

祥符元痩

戚平元獅

武皿衝

洋符ﾉ6澱

張巡元磁

洪武通撤

H1元迩概

元蝦辿鋤

武通撒

洋符通徽

戯皿衡

武通郷
開元通磁

元祐通笹

無恥

開元通擬

至和元撤

元豊通費

元幾通賛

元豊通費

祥？元笹

元材

紹聖
元墾通１

政和通費

淳化元磁

藤祐通笹

元蝦j唾

永魂

鍬

瓜

搬非

磯祐通徹

聖元衝
道元甜

武通徽

§武迦費

通痩

元衝

:通賀

通夜

元賛

旭暫

辿獅

通斑

元撤

元撤

通費

元撤

通衡

通費
辿夜

元撤

初鋳造年

1098年

1068年

１２２８１１

l038fI

1023イ

621年

1034年

1023年

995年

621年

1017年

1368年

1368年

l408fl

1368年

1368年

l368fl

l368fI

1368年

１００８年

１０２３年

1008年

1368年

1038年

１０６８年

]368年

1368年

1368イ

1086.

10081

l368fl

１００８年

998年

1368年

1008年

995年
13681

621年

1078年

1368年

１００８年

1368年

1368ｲＩ

621年

1086年

1068年

621年

１０５４年

1078年

1078年

1078年

1086年

1094年

1078年
1111年

990年

1056年

lO78f

1056年

408年

408ｲド

)68イ

〕68イ

O04fI畠

008年

368年

368fＩ

108イ

)381

368作

101年

国･王朝名

北宋

北

I糖Ｉ

北宋

北宋

唐

北宋

北宋

北宋

畷

｣ｔ

明

明

明

明

北宋

北宋

北宋

明

北宋

明

明

北宋

北宋

明

明

明

北宋

北宋

明

北沫

北節

明

北宋

北米

明

唐

北宋

明

北宋

明

明

唐

北宋

北宋

唐

北宋

北宋

北宋

北宋

北宋

北宋

北宋

北宋

北

北

北米

明

北宋

明

北宋

北宋

jｌ

Ijl

J１

３朱

：采

!〃

ﾘ１
Ⅲ

ﾘ１

末

別ミ

未

重さ(9)

2.8

2.9

2.9

3.1

2.7

2.8

3.0

2.5

3.0

2.0

4.5

2.6

2.8

2.9

2.9

2.1

2.5

3.5

3.3

1.8

2.3

2.4

2.7

2.7

2.5

2.1

1.7

2.4

1.8

4.0

2.1

2.2

3.0

2.6

3.2

2.4

1.7

1.3

2.8

1.8

2.5

2.9

2..1

3.1

3.0

2.4

2.5

1.9

2.7

2.9

3.8

3.2

3.4

2.4

1.8

ａ２

1-8

2.0

Ｌ９

１．４

2.9

2.4

１．８

2.8

2.9

2.2

2.1

1.7

2.6

1.8

2.2

1.6

直径(c､）

2.4

2.5

2.4

2.5

2.5

2.3

2.5

2.3

2.5

2.2

2.6

2.6

2.2

2.2

2.4

2.3

2.3

2.4

2.6

2.1

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.2

2.2

2.1

2.3

2.1

2.5

2.5

2.3

2.4

2.2

2.2

2.2

2.3

2.1

2.3

2.3

2.4

2.4

2.3

2.3

2.3

2.2

2.3

2.2

2.3

2．５

2.4

2.5

2.5

2.5

2.5

2.3

2.5

2.5

2.4

2.3

2.5

2.5

2.4

2.3

2.5

2.4

2.‘！

2.4

2.5

諜体

行11ド

築譜

築岱

典普

典

軍11ド

典

真瞥
宵胃脆琴竜Ｉ･･』

Ｉｔ
Ｑ１

築諜

真ﾉド

蕊書

真}M：

真.１W：

草諜

行:１１F

禦押

蕊譜

興秤

製書

蕊,IＦ

蕊書

筆･餅

築瞥

典需

蕊諜

行盤

典芯

繁i1I：

過撒紹

ＳＤＯ１

SＤＯｌ

SＤＯ１

SDO］

SＤＯ１

SＤＯ１

SDO12

SDOl2

SDO12

SDO12

SDOl2

SＤＯ１

SＤ（

ＳＤ（

ＳＤＯ１

SＤＯ１

SDO12

SDO12

SDO12

SDO12

SDO12

SDO12

SDOl2

SDO12

SDO12

SDO12

SDOl2

SDO12

SDOl2

SDOl2

SＤＯｌ２

SDO12

ＳＤＯ１２

SDO12

SDOl2

SDOl2

SDO12

SＤＯ１

SDO］

SＤＯ１

SＤＯ１

SＤＯ１

SDO］

SＤＯ１

SDO］

SDO］

SＤＯｌ

SＤＯ１

SＤＯ１

ＳＤＯ］

ＳＤＯｌ

ＳＤＯ１

SＤＯ１

ＳＤＯ１

ＳＤＯｌ

SＤＯ１

ＳＤＯ］

SＤＯ１

SDO12

SXO2３

SXO2３

雌鵬石鋤
SXOO3

SKOO5

SXO1１

SXO：

SＸＯ

ＳＫＯ：

ＳＫＯｉ

SＫＯ：

ＳＫＯ：

ＳＫＯ

ＳＫＯ

ＳＫＯ

ＳＫＯｌ５

ＳＫＯ１５

1２

'２

1２

1２

1２

１２

１２

1２

'２

1２

1２

１２

1２

１２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

'２

1２

'２

1２

1２

1２

'２

|､２

1２

1１

1１

1３

1５

1５

1５

1５

1５

1５

備考

l～６はさし銭状態

2～４は'11なって111ｋ

5～７はI、なって出-上

8～1()は'n:なって川｣二

12～13は１Kなって出l：

孔がいびつ判硫1,N雌

16～１９は災Il1Ilil二

20～24は染中出土

判謎困難

3～10は災巾出土

判,洲ｲﾘ雌

12～20は災IlIIll土

11ﾙ閥雌

1('1純Mil雌

丸孔

判I3EMiI雌

Wl職

判航

判研

ドﾘ制

困雌

附雌

胴雌

困雌

図版NＯ

、
、
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遺物観察表４０第43次調査区遺物観察表(銅銭)②

挿図No.

第3-111図

第S-119図

第S-133図

第S-137図

第3-151図

第3-152図

遺
物
血

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８
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写真図版1１（府内ⅢI跡第43次調廠）
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第11期礎石建物の基礎の版築状遺構と

その下部の第１期礎石建物の礎石

'ﾉj:典図版1２（府内1111.跡第43次調査）
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SXOO3敷石状況
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'厚真図版1４（府内町跡第43次洲査）

鹿角製品出土状況 鎧（小札）出土状況

弄（金銅製）出土状況 木製品出土状況

曲物出土状況 刀の鍔出土状況
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